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漁港の魚市場へ 「海の道」
海洋民族としての日本人

後藤 明

海洋資源から
見える

未来の日本
荒舩 良孝

「つながり」が育む
海の持続可能性
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海に生かされる人々
伝承や民間信仰に見る、
日本人の海へのまなざし

古家 信平

〈港の女〉と私
水原 紫苑
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古
来
、海
は
、食
物
や
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
を
も
た
ら
す「
命
の
源
」で
あ
り
、

経
済・文
化
交
流
や
精
神
活
動
の
基
盤
と
し
て
、人
々
の
暮
ら
し
に
密
接
し

た
存
在
で
あ
っ
た
。そ
し
て
海
は
、人
間
の
命
を
脅
か
す
顔
も
持
つ
。東
日

本
大
震
災
に
お
け
る
津
波
の
被
害
も
記
憶
に
新
し
い
今
日
の
日
本
で
、海

は
か
つ
て
よ
り
も
遠
い
存
在
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
か
？

　海
が
私
た

ち
に
与
え
る
有
形
無
形
の
恵
み
に
向
き
合
い
、考
え
、い
つ
く
し
む
こ
と
で
、

人
間
に
と
って
本
当
に
大
切
な
何
か
に
気
づ
く
契
機
に
な
れ
ば
と
考
え
る
。

海からもたらされる恵みとして、魚類は日
本人の生活を支える上で欠かせないもの
であった。このように精緻で鮮明な描写に
よる博物画の伝統が培われたのには、日
本人と海の密接な関係も無縁ではなかっ
たであろう。『衆鱗図』は、18世紀半ばに
高松松平五代藩主・松平頼恭のもと制作
された、江戸時代を代表する博物図譜。

『衆鱗図』第四帖より
「紅シヲゼ／小嶋魚」
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高松松平家歴史資料（香川県立ミュージアム保管）
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1

文
　
離
島
経
済
新
聞
社

12

日
本
は
６
８
５
２
の
島
か
ら
な
る
島
国
で
あ
る
。
国
土
面
積
は
世
界
61
位
（
約
38
万
㎢
）
と
決
し
て
広
く
は
な
い
が
、

東
西
南
北
の
海
上
に
多
く
の
島
が
点
在
す
る
た
め
海
の
面
積
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
＝
排
他
的
経
済
水
域
）
は
世
界
６
位
（
約
４

４
８
万
㎢
）。
豊
か
な
海
に
恵
ま
れ
た
「
海
洋
国
家
」
と
も
表
現
さ
れ
る
。
地
球
上
の
７
割
を
占
め
る
海
に
対
し
て
陸

地
は
３
割
。
日
本
の
よ
う
に
　
＊島

だ
け
で
構
成
さ
れ
る
国
は
「
と
う島 

し
よ嶼

国
」
と
呼
ば
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
イ
ギ
リ
ス
も
そ

れ
に
あ
た
る
。
海
に
囲
ま
れ
た
島
嶼
国
は
、
海
の
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸
島
の

独
自
の
生
態
系
に
注
目
し
た
よ
う
に
、
よ
そ
の
土
地
と
陸
で
つ
な
が
ら
な
い
島
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
の
生
態
系
や

文
化
が
成
立
し
や
す
い
。
一
方
で
、
海
を
通
じ
て
他
の
土
地
と
の
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
き
た
歴
史
も
あ
る
。
日
本

に
は
本
土
５
島
と
４
１
８
島
の
有
人
離
島
が
あ
る
が
、
自
然
、
文
化
、
歴
史
、
地
理
、
人
々
の
暮
ら
し
の
ど
れ
を
と
っ

て
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
そ
ん
な
多
様
性
が
か
い
ま
見
え
る
20
の
島
々
と
本
土
５
島
を
、
今
回
紹
介
す
る
。

「
島
国
＝
海
国
」ニッ
ポ
ン

ほんしゅう／日本最大の島。
面積は227,976㎢、インドネシ
アのスマトラ島に次いで世界
7位。最高標高は富士山の
3,776m。「本州」の名は日本
の主要な島であることに由来
し、学識名では本州島とも呼
ばれる。北海道、九州、四国
などとトンネルや橋でつながり、
首都東京を含む1都2府31県
があり総人口の約80％が暮
らす。

本州

しこく／徳島、香川、愛媛、高
知の4県を含む島。面積は
18,301㎢、ニューカレドニアよ
りひとまわり大きく世界49位。
「四国」の名は阿波国・讃岐
国・伊予国・土佐国の4国に
由来。四国島とも呼ばれる。
本州四国連絡橋によって本
土ともつながる。瀬戸内海に
面した北側は瀬戸内海式気
候であり、南側は太平洋側気
候に属する。

四国

ほっかいどう／日本で唯一、
自治体名と島名が同じ島。面
積は77,985㎢、アイルランド島
に次いで世界21位。広大さゆ
え人口密度は全国で最も低
い。日本海、太平洋、オホーツ
ク海に面し、津軽海峡によっ
て本州と隔てられるが、青函
トンネルにより鉄路でつながる。
広大な土地を活かしたジャガ
イモや麦などの大規模農業
が盛ん。

北海道

きゅうしゅうじま／福岡、長崎、
佐賀、大分、熊本、宮崎、鹿
児島の7県を含む島。面積は
36,753㎢、台湾島より少し大
きく世界35位。通説では筑前
国・筑後国・肥前国・肥後
国・豊前国・豊後国・日向
国・大隅国・薩摩国の9国
から「九州」の呼び名が生ま
れたと言われている。沿岸部
には五島列島や天草諸島な
ど多くの有人離島が点在す
る。

九州島

おきなわじま／東シナ海と太
平洋の間に位置する南西諸
島においても最大の島。面積
は1,208㎢、沖縄本島とも呼
ばれ県民の9割が暮らしてい
る。北部の山原地域にはヤン
バルクイナなど独自の生物も
棲息。国土交通省では沖縄
島を本土5島に含むが、沖縄
県民は沖縄島を本土とは呼
ばない。亜熱帯気候に属し、
多くの台風が襲来する。

沖縄島

沖ノ鳥島（日本最南端）

与那国島（日本最西端）

姫島

厳島

利尻島

天売島

田代島

南鳥島（日本最東端）

隠岐諸島

択捉島（日本最北端）

小豆島

青ヶ島

伊豆諸島

小笠原群島

屋久島

佐渡島

慶良間諸島

吐噶喇列島

甑列島

対馬

奄美群島

周防大島

本土5島と
418島の有人離島で
構成される島国

Japan, an Island Country

1

2

4

＊一般的にオーストラリア大陸よりも大きな陸
地を「大陸」、グリーンランド島以下の陸地
を「島」と呼ぶ。
面積参照：国土地理院「平成25年面積」 2CEL July 20143 CEL July 2014
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父島列島

母島列島

下甑島

中甑島

上甑島

八丈島

三宅島

伊豆大島

利島

新島

式根島

神津島

御蔵島

奄美大島

加計呂麻島

与路島

徳之島

沖永良部島

与論島

喜界島

請島

佐渡島

屋久島

渡嘉敷島

慶留間島

前島座間味島

阿嘉島

慶良間諸島

福江島

久賀島
奈留島

中通島

若松島

五島列島

小宝島

宝島

悪石島

諏訪之瀬島

中之島

口之島

平島

島後

中ノ島

西ノ島

CELが
選ぶ
日本の島

20

周囲が0.1㎞以上の
日本の島は6,852。

2010年の国勢調査によると、
そのうち有人離島は418とされている。

有人離島の中から、
海の恵みを活かしてきた
島を中心に、特徴ある20の島

（諸島・群島を含む）を紹介する。

Jap
an, an Island Co

un
try

小豆島10

20

姫島13 利尻島1

周防大島12

青ヶ島6

厳島11

隠岐諸島9 天売島2

田代島3

甑列島16

南鳥島
（日本最東端）

8

17

15

4

小笠原群島7

利尻島
北海道

人口5,402人（H22.4）、面積182.18㎢。島名の語
源は、アイヌ語で「高い山」をあらわす「リイ・シリ」。その
名の通り、島にそびえ立つ標高1,721mの利尻富士
登山が楽しめる。利尻昆布やウニが豊富にとれ、早朝
には浜で昆布を干す「昆布干し」の風景も見られる。

1

天売島
北海道

人口374人（H22.4）、面積5.50㎢。北海道に面した
東海岸に人が居住し、高さ100m以上の断崖が続く西
海岸に8種100万羽といわれる多くの海鳥が3～8月
に巣を作り暮らす、人と鳥の共生する島。「オロロン鳥」
（ウミガラス）など希少種の野鳥観察が楽しめる。

2

田代島
宮城県

人口81人（H22.4）、面積3.14㎢。多くの猫が暮らす
「猫の島」として有名。豊漁の守り神として猫を大事に
してきた風習があることから、島の中央には「猫神様
（猫神社）」があり、多くの猫好きが訪れる。世界有数の
好漁場にあり、独特の漁業「大謀網」は伝統のひとつ。

3

佐渡島
新潟県

人口60,210人（H25.5）、面積854.30㎢。東京23区
の約1.4倍の面積を誇る日本で最も大きな離島。世界
遺産登録を目指す佐渡金山をはじめ、農業遺産に登
録される農地や天然記念物「トキ」の放鳥などでも有名。
日本国内の能舞台のうち3分の1が集中する。

4

伊豆諸島
東京都

人口総数25,386人（H22.4）。伊豆大島、利島、新島、
式根島、神津島、三宅島、御蔵島、八丈島、青ヶ島（後
述）の9つの有人島の他、鵜渡根島、地内島などの無
人島がある。栄養豊富な「明日葉」、生産量日本一の
「椿油」、独特の干物「くさや」などが名産。

5

青ヶ島
東京都

人口165人（H22.4）、面積5.97㎢。二重カルデラで
できた不思議な形状の島には、島言葉で「ひんぎゃ」と
呼ばれる水蒸気の噴出する穴を利用した天然のサウ
ナがある。青ヶ島村は日本一人口の少ない自治体とし
ても知られ、住所に番地がない「無番地」である。

6

小笠原群島
東京都

人口総数2,417人（H22.4）。有人の父島と母島とそ
の周りの列島、無人の聟島列島からなる。竹芝港から
父島までは片道25時間半。19世紀にクジラを追って
辿り着いた欧米人が暮らしていたため、英語由来の方
言が存在する。2011年に世界自然遺産に登録。

7

南鳥島
東京都

東京から1,862㎞の距離にある絶海の孤島。気象庁
職員が観測を行うほか、海上自衛隊や工事業者が常
駐する（有人島扱）が、一般人の上陸は不可。面積約
1.5㎢の小さな島ながら、日本最東端の島として排他的
経済水域の保全においても重要な役割を果たしている。

8

隠岐諸島
島根県

人口総数22,229人（H22.4）。西ノ島、中ノ島、知夫
里島の3つの有人島からなる島前、島後の有人4島か
らなる。承久の乱で敗れた後鳥羽上皇配流の地として
知られる中ノ島（海士町）は、人口の1割を移住者が占
めるなど、地域おこしで話題を呼んでいる。

9

小豆島
香川県

人口30,167人（H22.4）、面積153.29㎢。日本初
のオリーブ栽培が100年続く産業となっているほか、
400年の歴史を誇る素麺や醤油づくりも盛んな産
業豊かな島。近年は近隣の直島や豊島とともに、瀬
戸内国際芸術祭の舞台としても注目される。

10

厳島
広島県

人口1,767人（H25.4）、面積30.39㎢。宮島としても
知られ、1996年に世界文化遺産に登録された厳島神
社が有名。ロープウェイで島の主峰・弥山へ登れば瀬
戸内海の絶景を眺めることもできる。日本三景のひとつ
にも数えられ、多くの観光客が訪れる。

11

周防大島
山口県

人口18,748人（H25.4）、面積138.17㎢。民俗学
者・宮本常一の出身島として知られ、正式名称は屋
代島。明治時代に多数のハワイ移民を輩出したた
め、カウアイ島の姉妹島となっており、ハワイにちな
んだイベントも多い。

12

姫島
大分県

人口2,449人（H22.4）、面積6.85㎢。瀬戸内海の
最西端に位置する。鎌倉時代の念仏踊りから発展
した盆踊り「キツネ踊り」が有名。ジオパークに認定
されているダイナミックな地形や、島名に由来する
「お姫様」にまつわる七不思議伝説が楽しめる。

13

対馬
長崎県

人口33,164人（H26.3）、面積704.52㎢。韓国ま
で49.5㎞の距離にある国境の島として知られ、大
陸からの玄関口として諸外国との交流が歴史に刻
まれている。島の9割が山地で、ツシマヤマネコなど
固有種が多数存在する独特の生態系も魅力。

14

五島列島
長崎県

人口総数65,686人（H22.4）。福江島、奈留島、中
通島など有人18島と112の無人島で構成される。古
くは遣唐使の最後の寄港地となった。教会が多く
存在し、長崎の教会群とキリスト教関連遺産を世
界文化遺産に登録する取り組みが進められている。

15

甑列島
鹿児島県

人口総数5,762人（H22.4）。寝台列車「ななつ星 
in 九州」を手掛けた水戸岡鋭治氏デザインの高速
船が九州との間に就航。絶品のきびなごが味わえ、
上甑島の「トンボロ」と呼ばれる地形や、下甑島の
「ナポレオン岩」などの絶景に出会える。

16

屋久島
鹿児島県

人口13,531人（H22.4）、面積504.88㎢。樹齢数
千年に及ぶ縄文杉をはじめ貴重な自然環境は
1993年に世界自然遺産に登録。海から一気に迫り
上る、宮之浦岳（1,936m）をはじめとする1,000m
級の山々は「洋上のアルプス」とも呼ばれる。

17

吐噶喇列島
鹿児島県

人口総数566人（H22.4）。九州と奄美大島の間に
浮かぶ日本一長い村（十島村）で、口之島、中之島、
平島、諏訪之瀬島、悪石島、小宝島、宝島の有人7島
からなる。悪石島の「仮面神ボゼ祭り」など個性的
な行事が残る。定期船は週2便（7～9月は3便）。

18

奄美群島
鹿児島県

人口総数120,791人（H22.4）。有人島は、奄美大
島、加計呂麻島、徳之島、喜界島、沖永良部島、与論
島など8島。薩摩、中国、琉球の影響を受けた、島ご
とに異なる文化や、豊かな自然環境を持ち、沖縄諸
島とともに世界遺産登録候補地となっている。

19

慶良間諸島
沖縄県

人口総数1,584人（H22.4）。座間味島、阿嘉島、慶
留間島、渡嘉敷島、前島の有人5島、大小30ほどの
無人島からなる。天然記念物のケラマジカが棲息
し、ザトウクジラの群れが子育てに訪れる豊かな自
然環境は、2014年3月に国立公園に指定された。

20

知夫里島

対馬14

聟島列島

伊豆諸島5

4CEL July 2014

吐噶喇列島18
とから

けらま

とかしき

ざまみ

げるま

きかい

かけろま

おきのえらぶ

うけ

てうりおき

ちぶり

どうご

としま

こうづ

みくら

こしき

ちちじま
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むこじま
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すおう

つしま

なる

ひさか

すわのせ

あくせき

たいら

奄美群島19
あまみ

参照データ：各自治体HP、『離島統計年報2012』
（公益財団法人日本離島センター）
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タイ
Red Sea-bream

祝い事に欠かせない魚とし
て尊ばれるタイも、早くから
養殖が試みられ、1960年代
には大量生産が実現、今で
は天然物の漁獲を上回る。

12位

203g

カレイ
Righteye Flounders

7位 領海・200海里の影響もあっ
て1980年代から漁獲量が
激減、近年はマコガレイや
ムシガレイなどの養殖が各
地で行われている。

386g

イカ
Squid

2位 世界の海に500種近くが分
布するが、イカ漁業は日本
が最も盛ん。特にスルメイカ
は主要漁獲物で、刺身・す
るめ・塩辛ともに人気。

800g

サケ
Chum Salmon

1位 日本人が最もよく食べる魚
ランキングの堂々第1位。国
内漁獲高と同程度の量を
輸入するが、その多くは養
殖魚で天然物は少ない。

939g

マグロ
Tuna

3位 群を抜くマグロ消費国・日
本の供給量は、輸入品を加
え約39万t。世界的にも需
要が高まる中、国際機関で
漁業管理が模索される。

779g

ブリ
Yellowtail

4位 伝統行事や冠婚葬祭に重
用される大切な魚。1930年
代から試みられた養殖での
生産量が、天然物の3倍近
くを占める。

696g

アジ
Jack Mackerel

6位 イワシやサバと並ぶ大衆魚
だが、1960年頃をピークに
漁獲高が減少、おなじみの
干物には輸入品が使われ
ることも多い。

460g

資料：「鮮魚の年間1人当たり品目別購入数量の変化」
総務省『家計調査』（二人以上の世帯［農林漁家世帯を除く］）
に基づき水産庁で作成

写真／ボルボックス、AFLO 6CEL July 20147 CEL July 2014

鮮魚の１人当たりの年間購入数量 2011年

日本人は
どんな魚を食べて

いるのか

サバ
Mackerel

8位 国産サバ類の資源減少に
ともない、北欧からのタイセ
イヨウマサバが日本市場を
席巻。最近は養殖も盛んに
なっている。

376g

サンマ
Pacific Saury

5位 すべて国産でまかなえる稀
有な魚。棒ずしに干物、缶
詰、燻製と、加工品のバラ
エティに富むのも大衆魚な
らでは。

559g

カツオ
Skipjack Tuna

9位 伝統的な竿釣りに加え、近
年はまき網漁業も普及。か
つお節6：生食3：缶詰など
の加工品1、の割合で利用
されている。

324g

タコ
Octopus

11位 さまざまな蛸壺を使うほか、
底曳き網や突きなどで獲ら
れる。世界で最も多くのタコ
を食べる旺盛な消費をまか
なうため、輸入も多い。

221g

イワシ
Sardine

漁獲されたもののほとんど
が養殖魚や家畜の飼料と
なり、食用は1割程度。丸干
しや練り製品などの加工品
にも輸入物が多く使われる。

10位

246g
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サケ/939g

特集
海の恵みを
いつくしむ
その  2

サケにマグロにサンマにカレイ――。
日本人はあたりまえのように、

これら海がもたらす恩恵を享受してきたが、
そろそろ、本気でその持続可能性に目を向ける時が来ているようだ。

今、海の食資源はどうなっているのか。
消費者はどうあるべきなのか。

生物資源経済学の視点から、真摯に考えてみよう。

食べて守る
海の幸の

サステナビリティ

文 有路 昌彦



　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
「
持
続
可
能
性
」
と
訳
さ
れ

る
言
葉
で
あ
り
、
環
境
と
経
済
の
関
係
を
あ
ら
わ
す
非
常

に
重
要
な
概
念
で
す
。
特
に
水
産
物
に
つ
い
て
は
こ
の
持

続
可
能
性
が
極
め
て
重
要
で
す
。
と
い
う
の
は
、
魚
は
獲

り
す
ぎ
る
と
枯
渇
し
て
し
ま
う
も
の
だ
か
ら
で
す
。
日
本

人
の
大
好
き
な
ウ
ナ
ギ
も
ク
ロ
マ
グ
ロ
も
、
環
境
変
化
の

影
響
は
あ
る
も
の
の
、
過
剰
漁
獲
（
い
わ
ゆ
る
獲
り
す
ぎ
）

が
原
因
で
絶
滅
寸
前
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
大
好
き
だ
か
ら

と
に
か
く
食
べ
た
い
、
と
い
う
感
じ
で
ひ
た
す
ら
獲
り
続

け
る
と
魚
の
資
源
は
枯
渇
し
て
、
結
局
資
源
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
し
っ
か
り
と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
な
の
で
す
が
、
同
様
に
獲
り
す
ぎ
に
な
っ
た
魚
種
は
数

多
く
あ
り
、Ｆ
Ａ
Ｏ（
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
）
の
９
年

前
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
全
世
界
の
漁
獲
対
象
魚
種
の
24

％
が
過
剰
漁
獲
の
状
態
に
あ
り
、
限
度
ぎ
り
ぎ
り
の
利
用

を
し
て
い
る
の
が
51
％
と
い
う
状
況
で
す
。

　
し
か
し
同
時
に
、
こ
う
い
っ
た
水
産
資
源
は
、
上
手
に

使
う
と
そ
れ
こ
そ
永
続
的
に
利
用
可
能
な「
再
生
産
資
源
」

な
の
で
、
ど
の
よ
う
な
漁
獲
の
仕
方
を
す
れ
ば
持
続
可
能

に
な
る
の
か
と
い
う
の
が
、
資
源
を
上
手
に
使
う
上
で
最

も
重
要
な
目
標
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
「
持
続

可
能
な
漁
業
」
の
実
現
を
目
標
と
す
る
管
理
を
、「
資
源

管
理
」
と
い
い
ま
す
。

　
資
源
管
理
に
は
３
つ
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は

国
が
漁
獲
量
の
上
限
値
や
、

使
っ
て
よ
い
網
や
船
を
規
制

す
る
と
い
う
方
法
で
す
。
国

が
ル
ー
ル
を
決
め
て
守
ら
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
我

が
国
も
こ
の
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
２
つ
目
は
漁
業
者

が
自
分
た
ち
で
ル
ー
ル
を
作
っ
て
自
分
た
ち
で
守
る
と
い

う
「
自
主
規
制
」
で
す
。
３
つ
目
は
経
済
的
な
誘
因
（
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
に
よ
っ
て
管
理
す
る
方
法
で
す
。

　
国
に
よ
る
規
制
は
、
そ
の
管
理
の
仕
組
み
の
維
持
に
必

然
的
に
そ
れ
な
り
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
非
常
に
重

要
な
方
法
で
す
。
ま
ず
国
や
地
方
自
治
体
の
水
産
研
究
機

関
が
、
対
象
と
な
る
魚
の
資
源
状
態
を
調
査
し
て
毎
年
明

ら
か
に
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
試
験
操
業
と
い
う
方
法
で
、

調
査
船
を
使
っ
て
資
源
の
状
態
を
直
接
調
べ
る
の
で
す
。

こ
こ
で
も
し
資
源
の
状
態
が
悪
け
れ
ば
、
今
年
の
「
漁
獲

し
て
よ
い
量
」
を
減
ら
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
逆
に
資

源
状
態
が
よ
く
て
も
っ
と
獲
っ
て
も
大
丈
夫
な
ら
、「
漁

獲
し
て
よ
い
量
」
は
増
や
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ
た
「
漁
獲
し
て
よ
い
量
」
を
Ａ
Ｂ

Ｃ（A
llow

able Biological Catch

）
と
呼
び
ま
す
。
こ

の
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
状
況
や
社
会
状
況
を
加
味

し
て
最
終
的
に
決
め
ら
れ
た
「
漁
獲
し
て
よ
い
量
」
は
Ｔ

Ａ
Ｃ（T

otal A
llow

able Catch

）
と
呼
び
ま
す
。
ま
た
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
が
決
め
ら
れ
て
も
そ
れ
は
全
体
の
量
の
こ
と
な
の

で
、
各
都
道
府
県
の
団
体
に
分
配
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

漁
船
ご
と
ま
で
に
漁
獲
可
能
量
を
分
配
す
る
と
Ｉ
Ｖ
Ｑ

（Individual V
essel Q

uota

）
と
呼
ば
れ
、
一
経
営
体

ま
で
に
分
配
す
る
と
Ｉ
Ｑ（Individual Q

uota

）
と
呼
ば

れ
ま
す
。
我
が
国
に
は
Ｉ
Ｑ
に
あ
た
る
も
の
は
多
く
存
在

し
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
や
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
漁
獲
量
の
こ
と
し
か

決
め
て
い
な
い
の
で
、
大
人
に
な
っ
て
い
な
い
魚
を
漁
獲

し
な
い
よ
う
に
す
る
と
か
、
禁
止
漁
具
を
使
わ
な
い
よ
う

に
す
る
と
か
い
う
規
制
も
行
い
ま
す
。
な
お
、
漁
獲
量
の

規
制
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
い
、
漁
獲
を

す
る
た
め
の
漁
具
や
漁
獲
行
為
を
規
制
す
る
の
を
イ
ン
プ

ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
呼
び
ま
す
。

　
次
に
重
要
な
の
が
自
主
規
制
で
す
。
一
見
、
自
分
た
ち

で
ル
ー
ル
を
決
め
て
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
拘
束
力
は
弱
め
で
甘
め
の
も
の
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
自
主
規
制
も

存
在
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
は
非
常
に
有
効
に
機
能

し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
次
の
理
由
か
ら
で
す
。
我
が

国
で
は
、
多
く
の
漁
業
者
が
漁
業
協
同
組
合
に
所
属
し
て

漁
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
主
規
制
は
漁
協
で
の
話

し
合
い
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
漁
協
と
は
い
わ
ば

地
域
の
寄
り
合
い
で
あ
り
、
ま
さ
に
漁
業
者
の
居
住
地
域

の
「
ム
ラ
社
会
」
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ム

ラ
の
ル
ー
ル
は
、
共
同
体
的
慣
習
が
強
い
状
況
の
中
で
は

あ
る
意
味
法
律
よ
り
効
果
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ム
ラ
の
掟
を
破
る
と
、
通
常
村
八
分
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
漁
協
の
中
で
「
ア
ミ
ア
ゲ
」
を

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ミ
ア
ゲ
と
は
漁
業
者
の
漁
獲
の

権
利
を
漁
協
側
が
取
り
上
げ
て
し
ま
う
（
許
可
を
取
り
消

す
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
漁
業
者
に
と
っ
て
は
極
め
て

重
た
い
罰
則
に
な
り
ま
す
。
村
八
分
に
ア
ミ
ア
ゲ
が
く
っ

つ
い
て
く
る
と
生
活
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い

っ
た
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
は
き
わ
め
て
強
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
管
理
方
法
を
世
界
的
に

は
「
共
同
体
的
管
理
（co-m

anagem
ent

）」
と
呼
び
ま
す
。

共
同
体
的
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
漁
業
者
が
そ
の
場
で
ず

っ
と
漁
業
に
よ
っ
て
生
活
を
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
で
、

同
じ
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
生
き
て
行
か
な
い
と

い
け
な
い
し
、
資
源
も
分
か
ち
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
状

況
で
そ
の
効
果
が
大
き
く
発
揮
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
う
中
で
の
話
し
合
い
で
決
ま
っ
た
「
自
主
規

制
」
は
、
国
が
決
め
た
規
制
よ
り
も
ず
っ
と
細
か
く
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
す
。

　
最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
方
法
が
、
経
済
学
的
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
上
手
に
使
っ
た
規
制
で
す
。
資
源
管
理
を
す
る
こ
と

が
、
取
引
の
条
件
と
な
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
具
体

的
に
は
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
水
産

エ
コ
ラ
ベ
ル
と
は
、
持
続
可
能
な
漁
業
を
第
三
者
が
認
証

し
、
認
証
さ
れ
た
漁
業
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
た
水
産
物
に

エ
コ
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て
流
通
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

環
境
意
識
の
高
い
消
費
者
は
そ
の
エ
コ
ラ
ベ
ル
が
つ
い
て

い
る
魚
を
選
択
的
に
購
入
し
ま
す
。
主
な
も
の
に
国
際
的

な
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
で
あ
る
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
（
海
洋
管
理
協

議
会
認
証
）
が
あ
り
、
今
で
は
全
国
の
量
販
店
で
そ
の
ラ

ベ
ル
の
つ
い
た
水
産
物
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。Ｍ
Ｓ
Ｃ
と
は
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
を
置
く

国
際
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
組
織
で
あ
り
、
世
界
で
最
も
大

き
く
権
威
の
あ
る
認
証
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
国
内
独
自

の
エ
コ
ラ
ベ
ル
に
は
Ｍ
Ｅ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
環
境
意
識
の
高
い
消
費
者
が
購
入
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
結
局
そ
の
商
品
を
扱
う
量
販
店
は
、
環
境
に
配
慮

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
通
常
の
商
品

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
中
に
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
つ
い
た
商

品
を
含
め
る
こ
と
で
、
企
業
が
行
わ
な
い
と
い
け
な
い
環

境
活
動
を
商
売
の
中
で
実
施
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
つ
い
た
商
品
は
定
番

化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
売
り
上
げ
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
資
源

管
理
の
話
は
天
然
魚
を
対

象
と
す
る
「
漁
業
」
に
つ

い
て
の
話
で
す
。
そ
の
一

方
、
天
然
の
漁
獲
に
頼
ら

な
い
で
魚
を
持
続
的
に
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
方

法
が
「
養
殖
」
で
す
。
た

だ
し
す
べ
て
の
養
殖
が
必
ず
し
も
持
続
可
能
か
と
い
え
ば

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
稚
魚
を
天
然
か
ら
漁
獲
し
て
大

き
く
す
る
い
わ
ゆ
る
畜
養
で
は
、
資
源
に
対
す
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
地
中
海
で
行
わ
れ
て
い
た
ク

ロ
マ
グ
ロ
の
畜
養
は
ま
さ
に
こ
れ
に
あ
た
り
、
天
然
魚
を

漁
獲
し
て
日
本
人
が
好
む
高
脂
肪
な
状
態
に
餌
を
与
え
て

太
ら
せ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
、
結
局
天
然
魚
を
漁

獲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
資
源
が
大
幅
に
枯
渇
し
て
し
ま
っ
た
現
在

で
は
地
中
海
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
畜
養
は
大
幅
に
規
制
さ
れ
、

多
く
の
企
業
が
撤
退
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
持
続
可
能
性
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

稚
魚
か
ら
人
の
手
で
生
産
す
る
「
完
全
養
殖
」
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
完
全
養
殖
は
近
年
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
産
業

化
し
て
い
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
古
く
は

マ
ダ
イ
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
ブ
リ
、
カ
ン
パ
チ
、
シ

マ
ア
ジ
と
い
っ
た
魚
種
も
完
全
養
殖
に
よ
っ
て
生
産
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
は
近
畿
大
学
の
水
産
研
究
所

に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
天
然
で
漁
獲
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

し
ゆ種 

び
よ
う苗

（
幼
生
や
稚
魚
）
と

大
差
な
い
価
格
で
、
我
が
国
で
必
要
と
さ
れ
る
種
苗
の
２

割
程
度
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ロ
マ
グ

ロ
は
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
世
界
的
に
資
源
が
枯
渇
し

て
い
る
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
魚
種
で
す
の
で
、
い
ま
や

こ
の
完
全
養
殖
に
よ
る
種
苗
が
、
私
た
ち
が
ず
っ
と
ク
ロ

マ
グ
ロ
を
食
べ
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

の
頼
み
の
綱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
こ
う
い
っ
た
供

給
側
が
い
か
に
持
続
可
能

な
方
法
で
生
産
を
し
よ
う

と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で

は
結
果
と
し
て
持
続
可
能

な
状
態
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
方
の
「
需
要
」
が

と
て
も
重
要
な
の
で
す
。

持
続
可
能
に
な
る
に
は
需
要
側
に
２
つ
の
条
件
が
存
在
し

ま
す
。
そ
れ
は
「
食
べ
る
」
と
「
選
ぶ
」
で
す
。

　
ま
ず
「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
意
味
を
持

つ
か
説
明
し
ま
す
。
消
費
者
が
魚
を
「
美
味
し
い
」
と
い

っ
て
消
費
す
る
と
い
う
こ
と
で
市
場
が
発
生
し
ま
す
。
魚

を
獲
る
人
が
い
て
、
そ
の
魚
を
消
費
す
る
人
が
い
て
初
め

て
魚
は
お
金
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
お
金
で
漁
業
者
は
生

計
を
立
て
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
食
べ
る
人
が
少
な
く

な
れ
ば
そ
の
分
漁
業
者
は
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
漁
業
者
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
先
に
は
、
漁
業
か

ら
の
撤
退
と
い
う
結
果
が
待
っ
て
い
ま
す
。
実
際
こ
の
10

年
で
日
本
の
漁
業
は
か
な
り
縮
小
し
て
い
ま
す
。
京
都
の

日
本
海
側
で
は
底
曳
網
漁
業
が
行
わ
れ
て
い
て
、
冬
の
味

覚
で
あ
る
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
同
じ
よ
う

に
地
域
で
と
て
も
高
級
な
魚
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
の
が

「
ヤ
ナ
ギ
ム
シ
ガ
レ
イ
」
で
す
。
ヤ
ナ
ギ
ム
シ
ガ
レ
イ
は

サ
サ
ガ
レ
イ
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
干
物
に
し
た
場
合

最
高
級
の
カ
レ
イ
と
し
て
扱
わ
れ
、
本
当
に
味
も
明
ら
か

に
「
別
格
」
と
呼
べ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
こ
の
カ
レ
イ

は
干
物
消
費
が
対
象
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
現
在
の
よ
う
に

干
物
を
食
べ
る
世
帯
が
少
な
く
な
っ
た
今
で
は
、
徐
々
に

そ
の
消
費
量
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
浜
値
が

大
き
く
下
が
っ
て
い
て
、
漁
業
者
の
経
営
は
非
常
に
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
（
極
め
て
美
味
な
魚
な
の
で
、
是
非
ご

賞
味
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
）。
資
源
管
理
は
相
当

に
厳
し
く
行
わ
れ
て
お
り
、
資
源
状
態
は
安
定
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
徐
々
に
廃
業
し
て
い
っ

て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
需
要
側
の
要
因
に
よ
っ
て
持

続
可
能
で
な
く
な
る
ケ
ー
ス
と
い
え
ま
す
。

　
結
局
漁
業
が
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
資
源
が
持

続
可
能
な
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
が
持
続
可
能
で
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
経
営
が
持
続
可
能
で
あ
る
最

大
の
条
件
に
、
需
要
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
は
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
よ
く
資
源
の
話
を
す
る
と
「
だ
っ

た
ら
食
べ
な
け
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
意
見
が
で
て
く
る
の

で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
い
の

で
す
。
な
お
、
中
に
は
非
常
に
資
源
の
状
態
が
悪
く
、
直

ち
に
漁
獲
を
止
め
な
い
と
い
け
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

種
が
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
場
合

で
す
。
こ
う
い
っ
た
場
合
は
「
食
べ
な
い
」
を
選
択
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
で
は
消
費
者
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。「
食
べ

る
」
と
い
う
こ
と
も
持
続

可
能
に
す
る
上
で
大
事
で

す
し
、
一
方
で
資
源
枯
渇

の
原
因
は
「
食
べ
す
ぎ
」

が
間
違
い
な
く
原
因
で
す
。

そ
れ
を
消
費
者
が
目
利
き
す
る
こ
と
が
最
終
的
に
は
必
要

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
選
ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
持

続
可
能
な
生
産
方
法
で
行
っ
て
い
る
漁
業
の
生
産
物
を
消

費
し
、
乱
獲
し
て
い
る
よ
う
な
漁
業
の
生
産
物
は
消
費
し

な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
こ
そ
最
も
根

源
的
な
解
と
い
え
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
「
選
ぶ
」
を
可
能

に
す
る
最
も
わ
か
り
や
す
い
方
法
が
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
で

す
。
こ
れ
は
簡
単
で
、
エ
コ
ラ
ベ
ル
が
つ
い
て
い
る
以
上

そ
の
漁
業
は
持
続
可
能
な
方
法
で
漁
獲
し
て
い
る
わ
け
な

の
で
、
そ
れ
を
消
費
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
正
解
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
エ
コ
ラ
ベ
ル
が
つ
い

て
い
な
く
て
も
持
続
可
能
な
生
産
方
法
に
よ
る
も
の
は
数

多
く
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
を
識
別
す
る
に
は
以
下
の
点
を

注
意
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。
ま
ず
養
殖
に
関

し
て
は
、
畜
養
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
る

い
は
畜
養
に
あ
た
る
よ
う
な
種
苗
を
天
然
か
ら
漁
獲
し
た

も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
資
源
状
態
が
大
丈
夫
で
あ
れ
ば

問
題
な
い
で
し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
（
完
全

養
殖
）、ブ
リ
、カ
ン
パ
チ
、ヒ
ラ
マ
サ
、シ
マ
ア
ジ
、マ
ダ
イ
、

ト
ラ
フ
グ
、
サ
ケ
類
、
ホ
タ
テ
な
ど
は
問
題
な
い
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
天
然
の
漁
獲
に
関
し
て
は
、
我
が
国
の
ほ

と
ん
ど
の
漁
獲
対
象
種
が
資
源
管
理
の
対
象
で
す
。
な
の

で
国
内
漁
業
の
多
く
は
問
題
が
な
い
と
見
て
よ
い
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
そ
う
と
も
い
え
な
い
の
が
、
国
内
で
も
一

部
の
ま
き
網
な
ど
で
漁
獲
さ
れ
る
未
成
魚
の
マ
サ
バ
な
ど

で
す
。
こ
う
い
っ
た
天
然
漁
業
の
資
源
状
態
と
漁
獲
法
や

規
制
の
状
況
に
関
し
て
は
、
水
産
庁
のW

eb

ペ
ー
ジ
に
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

海
外
の
も
の
に
関
し
て
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
エ
コ
ラ
ベ
ル

以
外
に
識
別
す
る
方
法
が
存
在
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
魚
を
い
つ
ま
で
も
食
べ
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
生
産
側
も
資
源
管
理

や
完
全
養
殖
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
消
費
者
が
正
し

く
選
ん
で
消
費
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
え
る
の
で
す
。

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は資

源
管
理
の

3
つ
の
方
法

そ
の
１
／
国
に
よ
る
規
制

そ
の
２
／
自
主
規
制

そ
の
３
／
経
済
的
規
制
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MSC 認証マーク

持続可能な
漁業で獲られた
水産物の証。

消費者も賢く選ぶ時代。



　
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
は
「
持
続
可
能
性
」
と
訳
さ
れ

る
言
葉
で
あ
り
、
環
境
と
経
済
の
関
係
を
あ
ら
わ
す
非
常

に
重
要
な
概
念
で
す
。
特
に
水
産
物
に
つ
い
て
は
こ
の
持

続
可
能
性
が
極
め
て
重
要
で
す
。
と
い
う
の
は
、
魚
は
獲

り
す
ぎ
る
と
枯
渇
し
て
し
ま
う
も
の
だ
か
ら
で
す
。
日
本

人
の
大
好
き
な
ウ
ナ
ギ
も
ク
ロ
マ
グ
ロ
も
、
環
境
変
化
の

影
響
は
あ
る
も
の
の
、
過
剰
漁
獲
（
い
わ
ゆ
る
獲
り
す
ぎ
）

が
原
因
で
絶
滅
寸
前
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
大
好
き
だ
か
ら

と
に
か
く
食
べ
た
い
、
と
い
う
感
じ
で
ひ
た
す
ら
獲
り
続

け
る
と
魚
の
資
源
は
枯
渇
し
て
、
結
局
資
源
は
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
し
っ
か
り
と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
な
の
で
す
が
、
同
様
に
獲
り
す
ぎ
に
な
っ
た
魚
種
は
数

多
く
あ
り
、Ｆ
Ａ
Ｏ（
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
）
の
９
年

前
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
全
世
界
の
漁
獲
対
象
魚
種
の
24

％
が
過
剰
漁
獲
の
状
態
に
あ
り
、
限
度
ぎ
り
ぎ
り
の
利
用

を
し
て
い
る
の
が
51
％
と
い
う
状
況
で
す
。

　
し
か
し
同
時
に
、
こ
う
い
っ
た
水
産
資
源
は
、
上
手
に

使
う
と
そ
れ
こ
そ
永
続
的
に
利
用
可
能
な「
再
生
産
資
源
」

な
の
で
、
ど
の
よ
う
な
漁
獲
の
仕
方
を
す
れ
ば
持
続
可
能

に
な
る
の
か
と
い
う
の
が
、
資
源
を
上
手
に
使
う
上
で
最

も
重
要
な
目
標
と
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
「
持
続

可
能
な
漁
業
」
の
実
現
を
目
標
と
す
る
管
理
を
、「
資
源

管
理
」
と
い
い
ま
す
。

　
資
源
管
理
に
は
３
つ
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は

国
が
漁
獲
量
の
上
限
値
や
、

使
っ
て
よ
い
網
や
船
を
規
制

す
る
と
い
う
方
法
で
す
。
国

が
ル
ー
ル
を
決
め
て
守
ら
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
我

が
国
も
こ
の
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
２
つ
目
は
漁
業
者

が
自
分
た
ち
で
ル
ー
ル
を
作
っ
て
自
分
た
ち
で
守
る
と
い

う
「
自
主
規
制
」
で
す
。
３
つ
目
は
経
済
的
な
誘
因
（
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
）
に
よ
っ
て
管
理
す
る
方
法
で
す
。

　
国
に
よ
る
規
制
は
、
そ
の
管
理
の
仕
組
み
の
維
持
に
必

然
的
に
そ
れ
な
り
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
非
常
に
重

要
な
方
法
で
す
。
ま
ず
国
や
地
方
自
治
体
の
水
産
研
究
機

関
が
、
対
象
と
な
る
魚
の
資
源
状
態
を
調
査
し
て
毎
年
明

ら
か
に
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
試
験
操
業
と
い
う
方
法
で
、

調
査
船
を
使
っ
て
資
源
の
状
態
を
直
接
調
べ
る
の
で
す
。

こ
こ
で
も
し
資
源
の
状
態
が
悪
け
れ
ば
、
今
年
の
「
漁
獲

し
て
よ
い
量
」
を
減
ら
さ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
逆
に
資

源
状
態
が
よ
く
て
も
っ
と
獲
っ
て
も
大
丈
夫
な
ら
、「
漁

獲
し
て
よ
い
量
」
は
増
や
し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ
た
「
漁
獲
し
て
よ
い
量
」
を
Ａ
Ｂ

Ｃ（A
llow

able Biological Catch

）
と
呼
び
ま
す
。
こ

の
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
状
況
や
社
会
状
況
を
加
味

し
て
最
終
的
に
決
め
ら
れ
た
「
漁
獲
し
て
よ
い
量
」
は
Ｔ

Ａ
Ｃ（T

otal A
llow

able Catch

）
と
呼
び
ま
す
。
ま
た
、

Ｔ
Ａ
Ｃ
が
決
め
ら
れ
て
も
そ
れ
は
全
体
の
量
の
こ
と
な
の

で
、
各
都
道
府
県
の
団
体
に
分
配
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、

漁
船
ご
と
ま
で
に
漁
獲
可
能
量
を
分
配
す
る
と
Ｉ
Ｖ
Ｑ

（Individual V
essel Q

uota

）
と
呼
ば
れ
、
一
経
営
体

ま
で
に
分
配
す
る
と
Ｉ
Ｑ（Individual Q

uota

）
と
呼
ば

れ
ま
す
。
我
が
国
に
は
Ｉ
Ｑ
に
あ
た
る
も
の
は
多
く
存
在

し
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
Ａ
Ｂ
Ｃ
や
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
漁
獲
量
の
こ
と
し
か

決
め
て
い
な
い
の
で
、
大
人
に
な
っ
て
い
な
い
魚
を
漁
獲

し
な
い
よ
う
に
す
る
と
か
、
禁
止
漁
具
を
使
わ
な
い
よ
う

に
す
る
と
か
い
う
規
制
も
行
い
ま
す
。
な
お
、
漁
獲
量
の

規
制
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
い
、
漁
獲
を

す
る
た
め
の
漁
具
や
漁
獲
行
為
を
規
制
す
る
の
を
イ
ン
プ

ッ
ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
呼
び
ま
す
。

　
次
に
重
要
な
の
が
自
主
規
制
で
す
。
一
見
、
自
分
た
ち

で
ル
ー
ル
を
決
め
て
自
分
た
ち
で
守
ろ
う
と
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
拘
束
力
は
弱
め
で
甘
め
の
も
の
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
自
主
規
制
も

存
在
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
実
際
は
非
常
に
有
効
に
機
能

し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
次
の
理
由
か
ら
で
す
。
我
が

国
で
は
、
多
く
の
漁
業
者
が
漁
業
協
同
組
合
に
所
属
し
て

漁
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
主
規
制
は
漁
協
で
の
話

し
合
い
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
が
、
漁
協
と
は
い
わ
ば

地
域
の
寄
り
合
い
で
あ
り
、
ま
さ
に
漁
業
者
の
居
住
地
域

の
「
ム
ラ
社
会
」
そ
の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ム

ラ
の
ル
ー
ル
は
、
共
同
体
的
慣
習
が
強
い
状
況
の
中
で
は

あ
る
意
味
法
律
よ
り
効
果
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ム
ラ
の
掟
を
破
る
と
、
通
常
村
八
分
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
漁
協
の
中
で
「
ア
ミ
ア
ゲ
」
を

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア
ミ
ア
ゲ
と
は
漁
業
者
の
漁
獲
の

権
利
を
漁
協
側
が
取
り
上
げ
て
し
ま
う
（
許
可
を
取
り
消

す
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
漁
業
者
に
と
っ
て
は
極
め
て

重
た
い
罰
則
に
な
り
ま
す
。
村
八
分
に
ア
ミ
ア
ゲ
が
く
っ

つ
い
て
く
る
と
生
活
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
こ
う
い

っ
た
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
は
き
わ
め
て
強
く

な
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
管
理
方
法
を
世
界
的
に

は
「
共
同
体
的
管
理
（co-m

anagem
ent

）」
と
呼
び
ま
す
。

共
同
体
的
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
漁
業
者
が
そ
の
場
で
ず

っ
と
漁
業
に
よ
っ
て
生
活
を
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
で
、

同
じ
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
生
き
て
行
か
な
い
と

い
け
な
い
し
、
資
源
も
分
か
ち
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
状

況
で
そ
の
効
果
が
大
き
く
発
揮
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
こ
う
い
う
中
で
の
話
し
合
い
で
決
ま
っ
た
「
自
主
規

制
」
は
、
国
が
決
め
た
規
制
よ
り
も
ず
っ
と
細
か
く
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
が
普
通
で
す
。

　
最
後
に
挙
げ
ら
れ
る
方
法
が
、
経
済
学
的
な
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
上
手
に
使
っ
た
規
制
で
す
。
資
源
管
理
を
す
る
こ
と

が
、
取
引
の
条
件
と
な
る
、
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
具
体

的
に
は
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
水
産

エ
コ
ラ
ベ
ル
と
は
、
持
続
可
能
な
漁
業
を
第
三
者
が
認
証

し
、
認
証
さ
れ
た
漁
業
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
た
水
産
物
に

エ
コ
ラ
ベ
ル
を
貼
っ
て
流
通
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

環
境
意
識
の
高
い
消
費
者
は
そ
の
エ
コ
ラ
ベ
ル
が
つ
い
て

い
る
魚
を
選
択
的
に
購
入
し
ま
す
。
主
な
も
の
に
国
際
的

な
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
で
あ
る
Ｍ
Ｓ
Ｃ
認
証
（
海
洋
管
理
協

議
会
認
証
）
が
あ
り
、
今
で
は
全
国
の
量
販
店
で
そ
の
ラ

ベ
ル
の
つ
い
た
水
産
物
を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。Ｍ
Ｓ
Ｃ
と
は
ロ
ン
ド
ン
に
本
部
を
置
く

国
際
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
組
織
で
あ
り
、
世
界
で
最
も
大

き
く
権
威
の
あ
る
認
証
で
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。
国
内
独
自

の
エ
コ
ラ
ベ
ル
に
は
Ｍ
Ｅ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
環
境
意
識
の
高
い
消
費
者
が
購
入
す
る
と
い
う
こ

と
は
、
結
局
そ
の
商
品
を
扱
う
量
販
店
は
、
環
境
に
配
慮

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
通
常
の
商
品

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
中
に
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
つ
い
た
商

品
を
含
め
る
こ
と
で
、
企
業
が
行
わ
な
い
と
い
け
な
い
環

境
活
動
を
商
売
の
中
で
実
施
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
つ
い
た
商
品
は
定
番

化
す
る
傾
向
に
あ
り
、
売
り
上
げ
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
、
資
源

管
理
の
話
は
天
然
魚
を
対

象
と
す
る
「
漁
業
」
に
つ

い
て
の
話
で
す
。
そ
の
一

方
、
天
然
の
漁
獲
に
頼
ら

な
い
で
魚
を
持
続
的
に
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
方

法
が
「
養
殖
」
で
す
。
た

だ
し
す
べ
て
の
養
殖
が
必
ず
し
も
持
続
可
能
か
と
い
え
ば

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
稚
魚
を
天
然
か
ら
漁
獲
し
て
大

き
く
す
る
い
わ
ゆ
る
畜
養
で
は
、
資
源
に
対
す
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
地
中
海
で
行
わ
れ
て
い
た
ク

ロ
マ
グ
ロ
の
畜
養
は
ま
さ
に
こ
れ
に
あ
た
り
、
天
然
魚
を

漁
獲
し
て
日
本
人
が
好
む
高
脂
肪
な
状
態
に
餌
を
与
え
て

太
ら
せ
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
、
結
局
天
然
魚
を
漁

獲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
資
源
が
大
幅
に
枯
渇
し
て
し
ま
っ
た
現
在

で
は
地
中
海
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
畜
養
は
大
幅
に
規
制
さ
れ
、

多
く
の
企
業
が
撤
退
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
持
続
可
能
性
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

稚
魚
か
ら
人
の
手
で
生
産
す
る
「
完
全
養
殖
」
で
あ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
完
全
養
殖
は
近
年
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
産
業

化
し
て
い
る
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
古
く
は

マ
ダ
イ
か
ら
始
ま
り
、
現
在
で
は
ブ
リ
、
カ
ン
パ
チ
、
シ

マ
ア
ジ
と
い
っ
た
魚
種
も
完
全
養
殖
に
よ
っ
て
生
産
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
は
近
畿
大
学
の
水
産
研
究
所

に
よ
っ
て
実
現
し
ま
し
た
が
、
基
本
的
に
天
然
で
漁
獲
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

し
ゆ種 

び
よ
う苗

（
幼
生
や
稚
魚
）
と

大
差
な
い
価
格
で
、
我
が
国
で
必
要
と
さ
れ
る
種
苗
の
２

割
程
度
を
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ク
ロ
マ
グ

ロ
は
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
世
界
的
に
資
源
が
枯
渇
し

て
い
る
、
絶
滅
が
危
惧
さ
れ
る
魚
種
で
す
の
で
、
い
ま
や

こ
の
完
全
養
殖
に
よ
る
種
苗
が
、
私
た
ち
が
ず
っ
と
ク
ロ

マ
グ
ロ
を
食
べ
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め

の
頼
み
の
綱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
こ
う
い
っ
た
供

給
側
が
い
か
に
持
続
可
能

な
方
法
で
生
産
を
し
よ
う

と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で

は
結
果
と
し
て
持
続
可
能

な
状
態
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

も
う
一
方
の
「
需
要
」
が

と
て
も
重
要
な
の
で
す
。

持
続
可
能
に
な
る
に
は
需
要
側
に
２
つ
の
条
件
が
存
在
し

ま
す
。
そ
れ
は
「
食
べ
る
」
と
「
選
ぶ
」
で
す
。

　
ま
ず
「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
意
味
を
持

つ
か
説
明
し
ま
す
。
消
費
者
が
魚
を
「
美
味
し
い
」
と
い

っ
て
消
費
す
る
と
い
う
こ
と
で
市
場
が
発
生
し
ま
す
。
魚

を
獲
る
人
が
い
て
、
そ
の
魚
を
消
費
す
る
人
が
い
て
初
め

て
魚
は
お
金
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
お
金
で
漁
業
者
は
生

計
を
立
て
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
食
べ
る
人
が
少
な
く

な
れ
ば
そ
の
分
漁
業
者
は
生
活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
漁
業
者
の
生
活
が
苦
し
く
な
っ
た
先
に
は
、
漁
業
か

ら
の
撤
退
と
い
う
結
果
が
待
っ
て
い
ま
す
。
実
際
こ
の
10

年
で
日
本
の
漁
業
は
か
な
り
縮
小
し
て
い
ま
す
。
京
都
の

日
本
海
側
で
は
底
曳
網
漁
業
が
行
わ
れ
て
い
て
、
冬
の
味

覚
で
あ
る
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
漁
獲
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
同
じ
よ
う

に
地
域
で
と
て
も
高
級
な
魚
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
の
が

「
ヤ
ナ
ギ
ム
シ
ガ
レ
イ
」
で
す
。
ヤ
ナ
ギ
ム
シ
ガ
レ
イ
は

サ
サ
ガ
レ
イ
と
も
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
干
物
に
し
た
場
合

最
高
級
の
カ
レ
イ
と
し
て
扱
わ
れ
、
本
当
に
味
も
明
ら
か

に
「
別
格
」
と
呼
べ
る
も
の
で
す
。
し
か
し
こ
の
カ
レ
イ

は
干
物
消
費
が
対
象
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
現
在
の
よ
う
に

干
物
を
食
べ
る
世
帯
が
少
な
く
な
っ
た
今
で
は
、
徐
々
に

そ
の
消
費
量
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
浜
値
が

大
き
く
下
が
っ
て
い
て
、
漁
業
者
の
経
営
は
非
常
に
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
（
極
め
て
美
味
な
魚
な
の
で
、
是
非
ご

賞
味
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
）。
資
源
管
理
は
相
当

に
厳
し
く
行
わ
れ
て
お
り
、
資
源
状
態
は
安
定
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
徐
々
に
廃
業
し
て
い
っ

て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
需
要
側
の
要
因
に
よ
っ
て
持

続
可
能
で
な
く
な
る
ケ
ー
ス
と
い
え
ま
す
。

　
結
局
漁
業
が
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
資
源
が
持

続
可
能
な
だ
け
で
は
な
く
、
経
営
が
持
続
可
能
で
な
い
と

い
け
な
い
の
で
す
。
そ
し
て
経
営
が
持
続
可
能
で
あ
る
最

大
の
条
件
に
、
需
要
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
は
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
よ
く
資
源
の
話
を
す
る
と
「
だ
っ

た
ら
食
べ
な
け
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
意
見
が
で
て
く
る
の

で
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
単
純
な
構
造
に
は
な
っ
て
い
な
い
の

で
す
。
な
お
、
中
に
は
非
常
に
資
源
の
状
態
が
悪
く
、
直

ち
に
漁
獲
を
止
め
な
い
と
い
け
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

種
が
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
場
合

で
す
。
こ
う
い
っ
た
場
合
は
「
食
べ
な
い
」
を
選
択
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　
で
は
消
費
者
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。「
食
べ

る
」
と
い
う
こ
と
も
持
続

可
能
に
す
る
上
で
大
事
で

す
し
、
一
方
で
資
源
枯
渇

の
原
因
は
「
食
べ
す
ぎ
」

が
間
違
い
な
く
原
因
で
す
。

そ
れ
を
消
費
者
が
目
利
き
す
る
こ
と
が
最
終
的
に
は
必
要

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
選
ぶ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
持

続
可
能
な
生
産
方
法
で
行
っ
て
い
る
漁
業
の
生
産
物
を
消

費
し
、
乱
獲
し
て
い
る
よ
う
な
漁
業
の
生
産
物
は
消
費
し

な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
こ
そ
最
も
根

源
的
な
解
と
い
え
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
「
選
ぶ
」
を
可
能

に
す
る
最
も
わ
か
り
や
す
い
方
法
が
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
で

す
。
こ
れ
は
簡
単
で
、
エ
コ
ラ
ベ
ル
が
つ
い
て
い
る
以
上

そ
の
漁
業
は
持
続
可
能
な
方
法
で
漁
獲
し
て
い
る
わ
け
な

の
で
、
そ
れ
を
消
費
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
正
解
と
い

う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
エ
コ
ラ
ベ
ル
が
つ
い

て
い
な
く
て
も
持
続
可
能
な
生
産
方
法
に
よ
る
も
の
は
数

多
く
存
在
し
ま
す
。
こ
れ
を
識
別
す
る
に
は
以
下
の
点
を

注
意
す
る
の
が
望
ま
し
い
と
い
え
ま
す
。
ま
ず
養
殖
に
関

し
て
は
、
畜
養
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
あ
る

い
は
畜
養
に
あ
た
る
よ
う
な
種
苗
を
天
然
か
ら
漁
獲
し
た

も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
資
源
状
態
が
大
丈
夫
で
あ
れ
ば

問
題
な
い
で
し
ょ
う
。
具
体
的
に
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
（
完
全

養
殖
）、ブ
リ
、カ
ン
パ
チ
、ヒ
ラ
マ
サ
、シ
マ
ア
ジ
、マ
ダ
イ
、

ト
ラ
フ
グ
、
サ
ケ
類
、
ホ
タ
テ
な
ど
は
問
題
な
い
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。
天
然
の
漁
獲
に
関
し
て
は
、
我
が
国
の
ほ

と
ん
ど
の
漁
獲
対
象
種
が
資
源
管
理
の
対
象
で
す
。
な
の

で
国
内
漁
業
の
多
く
は
問
題
が
な
い
と
見
て
よ
い
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
そ
う
と
も
い
え
な
い
の
が
、
国
内
で
も
一

部
の
ま
き
網
な
ど
で
漁
獲
さ
れ
る
未
成
魚
の
マ
サ
バ
な
ど

で
す
。
こ
う
い
っ
た
天
然
漁
業
の
資
源
状
態
と
漁
獲
法
や

規
制
の
状
況
に
関
し
て
は
、
水
産
庁
のW

eb

ペ
ー
ジ
に
公

開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

海
外
の
も
の
に
関
し
て
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
エ
コ
ラ
ベ
ル

以
外
に
識
別
す
る
方
法
が
存
在
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で

す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
魚
を
い
つ
ま
で
も
食
べ
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
生
産
側
も
資
源
管
理

や
完
全
養
殖
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
消
費
者
が
正
し

く
選
ん
で
消
費
す
る
こ
と
が
必
要
と
い
え
る
の
で
す
。

養
殖
に
よ
る

持
続
可
能
性
の

実
現

実
は

「
食
べ
る
こ
と
」も

同
じ
よ
う
に
大
事

生
産
方
法
を

気
に
し
て
ほ
し
い

Ariji M
asahiko

あ
り
じ
・
ま
さ
ひ
こ
／
近

畿
大
学
農
学
部
水
産
学

科
准
教
授
。1
9
7
5
年
、

福
岡
県
生
ま
れ
。京
都
大

学
農
学
部
卒
業
、同
大
学

院
修
了（
農
学
博
士
）。㈱

自
然
産
業
研
究
所
取
締

役
、㈱
食
縁
取
締
役
、水
産

庁
委
員
、内
閣
府
食
品
安

全
委
員
会
専
門
委
員
、日

本
水
産
学
会
水
産
政
策

委
員
な
ど
を
兼
任
。著
書

に『
日
本
漁
業
の
持
続
性

に
関
す
る
経
済
分
析
』（
多

賀
出
版
）、『
思
い
や
り
は
お

金
に
換
算
で
き
る
!?
』（
講

談
社
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
新

書
）、『
無
添
加
は
か
え
っ
て

危
な
い
』（
日
経
B
P
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）、『
水
産
業

者
の
た
め
の
会
計
・
経
営

技
術
』（
緑
書
房
）が
あ
る
。
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漁業の担い手が減ると、
持続性に危機が生じる。
ヤナギムシガレイ（右）

もそのひとつ。
撮影／名取和久

食べて支えたい魚文化
和歌山県串本町大島
にある生簀（いけす）。

完全養殖のマグロ
がすくすくと育っている。

写真提供／近畿大学

近畿大学水産研究所



特集
海の恵みを
いつくしむ
その 3

洋
を
泳
ぎ
き
っ
た
強
靭
な
魚
体
を
誇
示
す
る
か

の
よ
う
に
居
並
ぶ
巨
大
マ
グ
ロ
、
生
命
力
を
丸

く
愛
く
る
し
い
眼
に
秘
め
た
カ
ツ
オ
、
生
ま
れ
て
間
も
な

い
命
を
透
き
通
る
体
に
宿
し
た
シ
ラ
ス
、
観
念
し
た
よ
う

に
横
た
わ
る
姿
が
マ
ン
ガ
の
よ
う
に
微
笑
ま
し
い
マ
ン
ボ

ウ…
…

。

　
魚
市
場
に
足
を
運
ん
で
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
が
、
普
段

い
か
に
無
神
経
に
魚
を

あ
が
な購

い
、
口
に
し
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
な
り
か
た
ち
も
大
き
さ
も
さ

ま
ざ
ま
に
違
う
魚
の
多
彩
さ
に
ふ
れ
、
未
明
か
ら
働
く
漁

師
や
仲
卸
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
仕
事
ぶ
り
を
目
の
当
た

り
に
す
る
と
、
海
の
命
の
食
べ
方
に
も
う
少
し
意
識
的
に

外

な
ら
な
く
て
は
、
と
お
の
ず
と
謙
虚
な
気
持
ち
に
な
る
。

　
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
手
頃
な
値
段
で
驚
く
ほ
ど
新
鮮
な

魚
が
買
え
る
の
が
、
市
場
の
一
番
の
醍
醐
味
だ
。
ま
わ
り

に
集
ま
る
食
事
処
で
、
朝
獲
れ
の
鮮
魚
を
使
っ
た
地
元
な

ら
で
は
の
料
理
に
舌
鼓
を
打
つ
の
も
一
興
。

　
漁
港
近
く
の
卸
売
市
場
で
セ
リ
な
ど
一
部
を
公
開
し
て

い
る
と
こ
ろ
、
市
場
内
外
の
一
般
客
向
け
販
売
施
設
、
ま

た
は
都
市
部
に
あ
っ
て
も
漁
港
か
ら
揚
が
っ
た
新
鮮
な
品

が
迅
速
に
届
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
。
そ
ん
な
条
件
で
厳
選
し

た
全
国
の
魚
市
場
マ
ッ
プ
だ
。
週
末
の
イ
ベ
ン
ト
や
旅
の

計
画
に
加
え
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

漁港の
魚市場へ

漁港近くの生産市場で内外に
一般客向けの販売施設が
あるところ、内陸でも漁港から
新鮮な品が届くところ。

そんな条件で厳選した全国の魚市場マップ。

広くて深い海を泳ぐ生気を漲らせた
そのままの姿で、

おいしく食べられるのを待つ魚たち。
魚市場は、海の豊かさとありがたさを

ダイレクトに伝えてくれる
稀有な場所だ。

みなぎ

け う

漁船が着く港、セリが開かれる市場、
鮮魚や干物の店、うまい魚料理屋と、

すべてが揃った沼津で。
構成／編集部　撮影／名取 和久

Kushiro

Shiogama

Akita
Miyako

Ine

Sakaiminato

Tsukiji

Nakaminato

Misaki
Numazu

Katsu-ura

Yawatahama

Shimonoseki

Yobuko

Kagoshim
a

Naha

Nagoya

N
achi Katsu-ura

Akashi

Uozu

北
海
道 

小
樽
市 北

海
道 

釧
路
市

鳥
取
県 

境
港
市

京
都
府 

伊
根
町

富
山
県 

魚
津
市

秋
田
県 

秋
田
市

沖
縄
県 

那
覇
市

和
歌
山
県 

那
智
勝
浦
町

愛
媛
県 

八
幡
浜
市

鹿
児
島
県 

鹿
児
島
市

佐
賀
県 

唐
津
市

山
口
県 

下
関
市

千
葉
県 

勝
浦
市

東
京
都 

中
央
区

神
奈
川
県 

三
浦
市

静
岡
県 

沼
津
市

愛
知
県 

名
古
屋
市

岩
手
県 
宮
古
市

宮
城
県 

塩
竈
市

茨
城
県 

ひ
た
ち
な
か
市

鱗
友
朝
市

り
ん
ゆ
う

釧
路
和
商
市
場

境
港
さ
か
な
セ
ン
タ
ー

伊
根
の
朝
市

魚
津
の
朝
市

秋
田
市
民
市
場

泊
い
ゆ
ま
ち

勝
浦
漁
港
魚
市
場

八
幡
浜
市
水
産
物

地
方
卸
売
市
場

鹿
児
島
市
中
央
卸
売
市
場

呼
子
市
場

下
関
唐
戸
市
場

勝
浦
の
朝
市

東
京
都
中
央
卸
売
市
場

築
地
市
場

三
崎
水
産
物
地
方

卸
売
市
場沼

津
魚
市
場

柳
橋
中
央
市
場

宮
古
市
魚
菜
市
場

塩
釜
水
産
物

仲
卸
市
場

那
珂
湊
お
さ
か
な
市
場

タ
ラ
、ホ
ッ
ケ
、カ
レ
イ
、ソ
イ
と
いっ
た

北
の
味
が
楽
し
め
る
、市
場
併
設
の

食
事
店
が
人
気
。小
樽
運
河
な
ど
道

央
観
光
に
ぜ
ひ
加
え
た
い
。

タ
ラ
バ
ガ
ニ
や
イ
ク
ラ
は
じ
め
北
海
道

の
味
が
揃
う
。市
場
内
で
好
き
な
海

産
物
を
買
い
、ご
飯
に
の
せ
て
食
べ
る

「
勝
手
丼
」が
人
気
。

美
保
湾
、中
海
、隠
岐
の
島
近
海
か

ら
揚
が
る
山
陰
き
っ
て
の
漁
港
・
境

港
に
直
結
。11
月
以
降
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ

解
禁
時
は
観
光
客
で
賑
わ
う
。

舟
屋
で
有
名
な
伊
根
町
。沿
岸
で
は
、

漁
船
の
水
揚
げ
選
別
時
に
魚
を
売

る「
朝
の
浜
売
り
」が
ほ
ぼ
毎
朝
あ
り
、

地
元
民
と
共
に
丹
後
の
魚
が
買
え
る
。

目
玉
は
、ベニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
に
ホ
ッ
ケ
に

ホ
タ
ル
イ
カ
。魚
津
漁
業
協
同
組
合

の
お
か
み
さ
ん
が
作
る
朝
市
定
食
は

行
列
必
至
の
お
い
し
さ
。

マ
ダ
ラ
、ハ
タ
ハ
タ
、ノ
ド
グ
ロ
、メ
バ
ル

な
ど
が
店
頭
を
に
ぎ
わ
せ
、プ
ロ
も

市
民
も
集
う
秋
田
の
台
所
。直
営
の

回
転
寿
司
店
も
人
気
。

ア
カ
マ
ン
ボ
ウ
、メ
ア
ジ
、シ
イ
ラ
、モ
ズ

ク
な
ど
沖
縄
ら
し
い
海
産
物
が
い
っ

ぱ
い
。ガ
ラ
ス
張
り
の
魚
の
解
体
処
理

室
は
見
学
も
可
能
だ
。

生
鮮
マ
グ
ロ
水
揚
げ
日
本
一
を
誇
る

勝
浦
漁
港
で
マ
グ
ロ
の
セ
リ
を
見
学
、

市
場
横
の
に
ぎ
わ
い
広
場
で
毎
週
日

曜
開
か
れ
る
朝
市
を
覗
い
て
み
よ
う
。

宇
和
海
を
漁
場
に
タ
イ
、サ
バ
、イ
サ

キ
な
ど
を
水
揚
げ
す
る
市
場
の
セ
リ

を
見
学
し
、近
く
の
直
売
店「
ど
ー
や

市
場
」で
浜
値
で
買
い
物
。

鹿
児
島
港
か
ら
、奄
美
諸
島
な
ど
の

島
々
か
ら
、ト
ラ
ッ
ク
で
県
内
か
ら
。

キ
ビ
ナ
ゴ
や
ク
エ
、ブ
リ
な
ど
数
と
種

類
に
富
ん
だ
海
の
幸
が
大
集
結
。

漁
港
近
く
２
０
０ｍ
に
わ
た
って
70
近

い
露
店
が
立
ち
並
ぶ
朝
市
で
、透
き

通
る
よ
う
に
新
鮮
な
一
本
釣
り
の
イ

カ
を
存
分
に
味
わ
い
た
い
。

フ
グ
、タ
イ
、ハマ
チ
を
地
元
の
漁
師
が

手
ず
か
ら
売
る
と
あ
っ
て
早
朝
か
ら

市
民
が
集
ま
る
。寿
司
や
丼
を
楽
し

む
イ
ベン
ト
を
週
末
開
催
。

カ
ツ
オ
や
サ
バ
な
ど
勝
浦
漁
港
で
水

揚
げ
さ
れ
た
旬
の
魚
介
が
、地
元
産

の
野
菜
と
並
ぶ
。４
０
０
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
由
緒
正
し
き
朝
市
。

世
界
か
ら
、日
本
中
か
ら
魚
が
集
結

す
る
、日
本
最
大
の
魚
市
場
。一
般

客
向
け
の「
場
外
市
場
」に
は
寿
司

店
や
飲
食
店
が
ひ
し
め
き
あ
う
。

日
に
４
０
０
〜
１
０
０
０
本
を
商
う

マ
グ
ロ
の
メ
ッ
カ
、三
崎
。朝
は
市
場
２

階
で
見
学
可
能
、周
辺
に
マ
グ
ロ
を

味
わ
う
飲
食
店
や
直
売
店
が
並
ぶ
。

市
場
で
セ
リ
を
見
学
し
、周
辺
の
店

で
食
事
や
買
い
物
を
満
喫
。ア
ジ
に

サ
バ
、名
物
の
干
物
、港
の
す
ぐ
沖
で

獲
れ
る
生
シ
ラ
ス
が
お
す
す
め
。

名
古
屋
駅
近
く
に
あ
って
、三
河
・
伊

勢
湾
を
中
心
に
内
外
の
食
材
が
集

ま
る
本
格
市
場
。一
般
客
向
け
ツ
ア

ー
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

本
州
最
東
端
の
宮
古
漁
港
で
競
り

落
と
さ
れ
た
三
陸
特
産
の
鮮
魚
、干

物
や
粕
漬
け
が
目
を
引
く
。天
日
干

し
の
塩
ザ
ケ
は
殊
に
人
気
が
高
い
。

ア
ワ
ビ
、ウ
ニ
、ホ
ヤ
、マ
グ
ロ
な
ど
三

陸
沖
の
魚
の
宝
庫
で
プ
ロ
と
と
も
に

買
い
物
が
で
き
る
。「
焼
き
炉
コ
ー
ナ

ー
」や
市
場
食
堂
が
評
判
。

都
心
か
ら
近
い
観
光
市
場
と
し
て
大

人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
。鮮
魚
を
寿
司
や
天

ぷ
ら
で
味
わ
い
、驚
く
ほ
ど
安
い
値
段

で
買
い
物
が
楽
し
め
る
。

兵
庫
県 

明
石
市

魚
の
棚
商
店
街

江
戸
時
代
に
明
石
城
下
で
誕
生
し

た
鮮
魚
店
が
並
ぶ
。明
石
市
公
設
地

方
卸
売
市
場
か
ら
届
く
昼
網
漁
の

魚
が
店
頭
に
揃
う
の
は
13
〜
15
時
。

Otaru
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（
小
樽
鱗
友
商
業
協
同
組
合
）

ぎ
よ
さ
い

な

か
み
な
と

う
お
ん
た
な

や
わ
た
は
ま

と
ま
り

と

か
ら
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アフリカ大陸

北アメリカ大陸

オーストラリア

ニューギニア

南アメリカ大陸

ベーリング海

太平洋

南大西洋

北大西洋

インド洋

ゴンドワナ型神話

North Atlantic Ocean

South Atlantic Ocean

Pacific Ocean

Bering Sea

Indian Ocean

日本列島は基本的に
ローラシア型神話の伝播地だが、

ゴンドワナ型神話群が
到来していた

可能性も否定できない。

数千年前、
台湾か東南アジア付近から、
ゴンドワナ神話群地帯を

突き抜けて
ローラシア型神話群が

南のポリネシアに海を越えて
伝わった可能性がある。

世界神話の分布・伝播想定図
ゴンドワナ型とローラシア型、

二つの系統の神話が世界に伝わった
想定ルートを示した。

本文16頁参照。

ローラシア型神話

G

L

本
列
島
最
西
端
の

よ与 

な那 

ぐ
に国 

じ
ま島

は
、

私
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
島
で
あ

る
。
自
分
が
海
の
人
類
学
に
進
む
き
っ
か
け

を
与
え
て
く
れ
た
場
所
と
い
っ
て
も
過
言
で

な
い
。
１
９
７
４
年
、
日
本
へ
の
返
還
２
年

目
で
、
ま
だ
車
が
右
側
を
走
っ
て
い
た
時
代

に
、
大
学
生
の
私
は
沖
縄
に
あ
こ
が
れ
、
八

重
山
列
島
の

は
と鳩 

ま間 

じ
ま島

で
１
ヶ
月
を
過
ご
し
た
。

そ
の
旅
の
最
後
に
、
何
か
に
惹
か
れ
る
よ
う

に
与
那
国
に
来
た
。

　
２
０
１
３
年
、
そ
の
与
那
国
を
故
あ
っ
て

き
た
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
の
植
物
民
族
学
な
ど
を

参
考
に
す
る
と
、
お
そ
ら
く
竹
筏
あ
た
り
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ル
ソ
ン
島
の
漁
民
や
台
湾
の
ア
ミ
族
が
竹
筏

を
使
っ
て
い
る
の
を
、
現
地
調
査
で
私
は
確

か
め
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
ア
ミ
族
が
使

っ
て
い
る
太
い
竹
は
漢
民
族
が
導
入
し
た
よ

う
な
の
で
、
実
際
は
も
っ
と
細
い
竹
を
組
み

合
わ
せ
て
作
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
な

ら
ば
、
タ
ス
マ
ニ
ア
先
住
民
な
ど
が
作
っ
て

い
た
葦
船
に
近
く
な
る
。
現
在
、
ア
ミ
族
の

方
々
に
協
力
を
要
請
し
、
さ
ら
に
南
米
チ
チ

カ
カ
湖
で
葦
船
作
り
を
習
得
し
て
き
た
、
カ

ム
ナ
葦
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
管
・
石
川
仁
氏

な
ど
に
協
力
を
要
請
し
て
、
実
験
船
を
作
る

計
画
を
進
め
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
人
類

移
住
に
は
人
類
史
上
も
う
ひ
と
つ
特
筆
す
べ

き
事
実
が
あ
る
。
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
紹
介

が
な
い
が
、
近
年
欧
米
の
研
究
者
が
進
め
て

い
る
「
世
界
神
話
学
」
と
の
関
係
で
あ
る
。

こ
の
動
き
は
、
近
年
進
ん
で
き
た
遺
伝
子
や

言
語
学
の
成
果
と
神
話
学
の
成
果
が
、
20
万

年
の
現
生
人
類
の
歴
史
の
中
で
驚
く
べ
き
一

致
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
。

　
20
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
を
発
し
た
新
人
は
、

ア
ラ
ビ
ア
や
イ
ン
ド
の
海
岸
部
を
伝
っ
て
ス

ン
ダ
ラ
ン
ド
に
到
達
。
そ
こ
か
ら
マ
カ
ッ
サ

ス
が
東
南
ア
ジ
ア
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
方
面

の
動
物
相
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
見
い
だ
し

た
ウ
ォ
ー
レ
ス
ラ
イ
ン
が
こ
こ
を
走
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
散
ら
ば
る
小
さ
な
島
々
、
マ
ル

ク
（
旧
称
モ
ル
ッ
カ
）
諸
島
、
別
名
香
料
諸

島
が
あ
る
。
私
に
と
っ
て
、
調
査
地
で
も
あ

り
今
年
の
夏
も
訪
れ
る
予
定
の
懐
か
し
い
場

所
だ
。

　
さ
て
話
を
戻
す
と
、
近
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
迫
る
古
さ
を
も
っ

た
渡
海
の
証
拠
が
、
わ

が
琉
球
列
島
か
ら
上
が

っ
て
き
た
の
だ
。
日
本

の
考
古
学
の
レ
ベ
ル
を

も
っ
て
み
れ
ば
、
も
っ

と
古
い
証
拠
が
出
て
き

て
も
私
は
驚
か
な
い
。

昨
年
、
与
那
国
に
三
度

も
行
っ
た
の
は
、
こ
の

日
本
列
島
最
古
の
海
洋

民
の
実
証
実
験
を
行
う

た
め
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
旧
石
器

時
代
に
入
手
で
き
た
植
物
材
料
で
、
旧
石
器

時
代
と
同
じ
よ
う
な
石
器
を
使
っ
て
船
を
造

っ
て
、
実
際
に
台
湾
あ
た
り
か
ら
渡
っ
て
み

よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
船

か
？
　
縄
文
時
代
な
ら
丸
木
船
が
出
土
し
て

い
る
が
、
旧
石
器
時
代
に
お
い
て
は
直
接
的

な
考
古
学
的
根
拠
は
な
い
。
そ
れ
で
、
海
洋

人
類
学
を
専
門
と
す
る
私
の
出
番
と
な
っ
た
。

　
私
は
旧
石
器
時
代
に
海
を
渡
っ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ニ
や
、
当
時
利
用
で

る
の
は
氷
河
期
の
最
盛
期
で
も
琉
球
列
島
は

台
湾
や
中
国
大
陸
と
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
琉
球
列
島
の
旧
石
器
人
は
か
な
ら
ず

海
を
渡
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
人
類
は
７
０
０
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で
誕

生
し
た
。
し
か
し
今
地
球
上
で
生
き
て
い
る

人
類
は
そ
の
直
接
の
子
孫
で
は
な
く
、
約
20

万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で
再
び
進
化
し
た
新
人

の
子
孫
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
人
こ
そ
最

初
に
確
実
に
海
を
越
え
た
人
類
な
の
で
あ
る
。

そ
の
証
拠
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
か
ら
上

が
っ
て
い
る
。
一
説
で
は
６
万
年
、
確
実
な

と
こ
ろ
で
は
４
万
年
ほ
ど
前
に
、
海
面
低
下

で
で
き
た
東
南
ア
ジ
ア
の
巨
大
な
大
陸
ス
ン

ダ
ラ
ン
ド
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
島
が
陸
続
き
に
な
っ
た
大
き
な
サ

フ
ル
大
陸
へ
と
渡
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

　
そ
の
間
に
は
深
い
マ
カ
ッ
サ
ル
海
峡
・
ロ

ン
ボ
ク
海
峡
が
あ
る
。
博
物
学
者
ウ
ォ
ー
レ

３
回
も
訪
れ
た
。
一
度
は
町
民
の
方
に
文
化

講
演
会
を
依
頼
さ
れ
て
、「
与
那
国
島
と
南

太
平
洋
　
〜
琉
球
列
島
へ
の
最
初
の
人
類
移

動
を
考
え
る
〜
」
と
い
う
話
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。そ
の
と
き
、学
生
時
代
に
買
っ
た『
与

那
国
の
歴
史
』（
琉
球
新
報
社
）
と
い
う
書

籍
を
持
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
表
紙
の
裏
に
あ

る
鉛
筆
書
き
の
へ
た
く
そ
な
字
を
お
見
せ
し

た
か
っ
た
か
ら
だ
。
曰
く
「
與
那
国
島
は
日

本
の
果
て
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
日
本
が
始

ま
る
の
だ
！
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
今
思
う

と
ず
い
ぶ
ん
気
負
っ
て
い
た
も
の
だ
と
思
う
。

し
か
し
与
那
国
か
ら
日
本
を
考
え
る
と
い
う

情
熱
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
自

分
を
い
ま
一
度
鼓
舞
す
る
た
め
に
、
あ
え
て

島
民
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
い
た
の
だ
。

　
実
は
、
与
那
国
を
た
び
た
び
訪
れ
た
の
に

ゴンドワナ型神話の伝播ルート
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ル
海
峡
・
ロ
ン
ボ
ク
海
峡
を
渡
っ
て
サ
フ
ル

大
陸
に
至
っ
た
。
そ
の
後
ア
ボ
リ
ジ
ニ
た
ち

は
外
部
か
ら
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
ず
に
狩

猟
採
集
の
生
活
を
し
て
き
た
。
一
方
で
、
今

か
ら
10
万
年
ほ
ど
前
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
新
人

集
団
の
中
に
新
し
い
展
開
が
始
ま
り
、
そ
れ

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
い
わ
ゆ
る
コ
ー
カ
ソ
イ
ド

系
）、
東
ア
ジ
ア
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
（
い

わ
ゆ
る
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
系
）
へ
と
移
住
・
発

展
し
た
。
す
な
わ
ち
、
現
生
人
類
に
は
大
き

く
分
け
て
二
つ
の
集
団
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

ア
フ
リ
カ
の
集
団
や
ア
ボ
リ
ジ
ニ
な
ど
の
古

い
集
団
と
、
そ
れ
以
外
の
集
団
で
あ
る
。
こ

れ
は
遺
伝
子
や
言
語
学
の
成
果
と
驚
く
ほ
ど

一
致
す
る
。

　
神
話
で
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
お
よ
び
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
な
ど
の
神
話
と
、
ア
フ
リ
カ
の
古
い

集
団
す
な
わ
ち
サ
ン
や
コ
イ
の
人
々
の
も
の

に
、
共
通
要
素
が
見
つ
か
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
型
神
話
と
呼
ぶ
。
一
方
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
か

け
て
は
、
新
し
い
神
話
群
で
あ
る
ロ
ー
ラ
シ

ア
神
話
群
が
広
が
る
。
日
本
神
話
は
基
本
的

に
こ
れ
に
属
す
る
。

　
た
だ
し
、
興
味
深
い
の
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
神

話
で
あ
る
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
神
話
と
日
本
神
話

の
類
縁
性
に
つ
い
て
は
た
び
た
び
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
拙
著
『
南
島
の
神
話
』
中
公
文
庫
）。

こ
れ
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
故
郷
が
台
湾
か
東
南

ア
ジ
ア
付
近
に
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
数
千
年

前
に
海
を
越
え
て
南
に
移
動
し
た
の
で
、
ゴ

ン
ド
ワ
ナ
神
話
群
地
帯
を
突
き
抜
け
て
ポ
リ

ネ
シ
ア
ま
で
伝
播
し
た
こ
と
で
説
明
が
つ
く
。

　
今
ま
で
日
本
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
神
話
の
共

通
性
に
つ
い
て
、「
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
は
縄
文

人
か
？
」
と
い
っ
た
、
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く

よ
う
な
議
論
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
実
は
日

本
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
神
話
の
共
通
性
は
、
前
述

の
よ
う
な
人
類
史
の
大
き
な
流
れ
か
ら
説
明

す
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
。
も
し
、
よ
り
古

い
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
、
琉
球
列
島
や
日

本
列
島
で
確
認
さ
れ
た
ら
、
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド

ま
で
至
っ
た
ゴ
ン
ド
ワ

ナ
型
神
話
群
が
日
本
列

島
に
も
及
ん
で
い
た
可

能
性
が
予
測
で
き
る
。

　
ま
た
ア
メ
リ
カ
大
陸

へ
の
移
住
に
も
謎
が
多

く
、
従
来
の
「
ベ
ー
リ

ン
グ
陸
橋
説
」
以
外
に

も
、
日
本
列
島
付
近
か

ら
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
、

ア
ラ
ス
カ
へ
至
る
海
沿

い
の
ル
ー
ト
の
存
在
が
、

遺
伝
学
や
神
話
学
か
ら

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
「
海
幸
・
山

幸
神
話
」
の
主
要
モ
チ

ー
フ
で
あ
る
「
釣
り

ば
り鉤

喪
失
譚
」
の
環
太
平
洋

的
分
布
は
、
ア
ジ
ア
を

発
し
た
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド

の
移
動
経
路
に
沿
っ
て

い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
琉
球
列

島
か
ら
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド

に
か
け
て
は
人
類
史
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
な

の
で
あ
る
。

　
さ
て
、『
古
事
記
』
冒
頭
の
記
述
で
は
、

泥
の
よ
う
な
状
態
の
中
か
ら
葦
が
生
え
て
く

る
イ
メ
ー
ジ
で
神
々
が
立
ち
上
が
る
。『
日

本
書
紀
』
冒
頭
で
は
少
し
異
な
り
「
卵
の
よ

う
な
状
態
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
お
そ

ら
く
中
国
の
思
想
の
影
響
で
あ
ろ
う
が
、
日

本
の
古
代
、
現
在
の
大
阪
湾
か
ら
奈
良
盆
地

に
か
け
て
大
き
な
湿
地
が
広
が
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
記
紀
神
話
の
原
風
景
な
の
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
万
葉
集
の
歌
に
、

大
和
に
は
　
群
山
あ
れ
ど
　
と
り
よ
ろ
ふ

　
天
の
香
具
山
　
登
り
立
ち
　
国
見
を
す

れ
ば
　
国
原
は
　
煙
立
ち
立
つ
　
海
原
は

　
鷗
立
ち
立
つ
　
う
ま
し
国
ぞ
　

あ 

き 

つ

蜻
蛉
島

　
大
和
の
国
は
（
巻
１
）

と
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
、
詠
み
手
が
想
像
の

中
で
海
辺
の
風
景
を
詠
ん
だ
可
能
性
も
あ
る

が
、
か
つ
て
大
阪
湾
は
巨
大
な
湿
地
だ
っ
た

可
能
性
が
大
き
い
の
で
、
飛
鳥
と
海
は
意
外

に
近
か
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
ま
た
京
都

と
奈
良
の
間
に
は

お巨 

ぐ
ら椋

池
と
い
う
池
が
あ
り
、

や
は
り
湿
地
が
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
風
景
イ
メ
ー
ジ
は
、
稲
作
を

も
た
ら
し
現
在
の
日
本
人
の
食
文
化
や
感
性

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
国
、
そ
れ
も
黄

河
で
は
な
く
長
江
中
下
流
域
と
共
通
の
特
徴

を
も
つ
。
そ
の
地
か
ら
稲
作
が
日
本
列
島
に

到
来
し
た
の
と
同
じ
流
れ
に
沿
っ
て
、「
海

幸
・
山
幸
」
の
物
語
、
ま
た
「
浦
島
物
語
」

の
原
型
が
日
本
列
島
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
長
江
以
南
の
地
域
は
、
東
南
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
に
展
開
す
る
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ

シ
ア
（
南
島
）
語
族
の
出
発
点
で
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
集
団

の
も
っ
と
も
北
に
位
置

す
る
の
は
、
ア
ミ
、
タ

イ
ヤ
ル
、
パ
イ
ワ
ン
、

ブ
ヌ
ン
な
ど
台
湾
の
先

住
民
た
ち
で
あ
る
。
台

湾
は
、
冒
頭
で
書
い
た

与
那
国
島
か
ら
、
天
気

が
よ
い
と
き
に
は
見
え

る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
の

故
郷
と
琉
球
列
島
の
西

端
は
指
呼
の
距
離
で
あ

っ
た
の
だ
。

　
琉
球
列
島
の
民
話
を
７
万
話
以
上
集
め
、

現
在
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
伝
承
話
資
料
セ
ン

タ
ー
（
宜
野
湾
市
）
を
設
立
し
た
故
・
遠
藤

庄
司
・
元
沖
縄
国
際
大
学
名
誉
教
授
は
、
沖

縄
で
も

さ
き先 

し
ま島

諸
島
、
す
な
わ
ち
宮
古
・
八
重

山
列
島
に
行
く
と
星
伝
承
が
多
い
こ
と
を
指

摘
し
た
。
沖
縄
本
島
と
宮
古
列
島
の
間
に
は
、

島
影
が
見
え
な
い
海
域
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

お
そ
ら
く
南
太
平
洋
の
よ
う
な
「
星
の
航
海

術
」
が
発
達
し
、
ま
た
星
座
を
使
う
生
活
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
生
前
私
に
語
っ

た
。
こ
れ
は
遠
藤
教
授
が
私
に
託
し
た
宿
題

で
あ
る
。

　
確
か
に
八
重
山
に
行
く
と
、
ス
バ
ル
星
団

が
夕
方
東
天
に
見
え
る
11
月
頃
に
麦
や
粟
を

播
い
た
、
と
い
う
話
を
聞
く
。
そ
れ
を
観
察

す
る
た
め
の
「
星
見
石
」
や
「

し
ち節 

さ
だ
め定 

い
し石

」
が
、

石
垣
島
、

た
け竹 

と
み富 

じ
ま島

あ
る
い
は

こ小 

は
ま浜 

じ
ま島

に
残
さ

れ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
や
多
く
の
ポ
リ
ネ
シ
ア

の
島
々
で
も
同
じ
よ
う
に
、
ス
バ
ル
星
団
が

夕
方
見
え
始
め
た
時
期
を
新
年
、「
マ
カ
ヒ

キ
祭
り
」
の
始
ま
り
と
し
、
豊
穣
の
神
ロ
ノ

が
雷
鳴
と
と
も
に
再
来
す
る
と
信
じ
ら
れ
て

い
た
。
た
だ
し
南
半
球
の
マ
オ
リ
族
な
ど
は
、

ス
バ
ル
が
明
け
方
東
天
に
見
え
る
５
月
頃
を

新
年
と
し
て
い
た
。

『
万
葉
集
』
な
ど
の
古
典
に
は
、
中
国
か
ら

来
た
の
が
明
ら
か
な
七
夕
の
風
習
の
他
に
、

海
と
星
を
愛
で
た
古
代
万
葉
人
の
感
性
が
記

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
柿
本
人
麻
呂
は
、

天
の
海
に
　
雲
の
波
立
ち
　
月
の
船
　
星

の
林
に
　
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
（
巻
７
）

と
、
な
ん
と
も
美
し
い
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

ま
た
紀
貫
之
も
『
土
佐
日
記
』
に
お
い
て
、

そ
れ
に
劣
ら
ぬ
秀
歌
を
詠
む
。

ローラシア型神話の発生地

ゴンドワナ型神話の発生地

水
底
の
　
月
の
上
よ
り
　
漕
ぐ
舟
の
　
棹

に
さ
は
る
は
　
桂
な
る
ら
し

　
古
代
日
本
人
は
、
月
の
影
模
様
に
桂
の
木

の
姿
を
思
い
浮
か
べ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の

民
間
信
仰
で
は
月
の
影
は
ウ
サ
ギ
が
餅
を
つ

い
て
い
る
と
見
る
が
、
ハ
ワ
イ
の
神
話
で
は
、

月
の
模
様
は
女
神
ヒ
ナ
が
樹
皮
布
・
タ
パ
を

叩
く
姿
を
見
い
だ
し
た
。

　
さ
て
、
古
代
日
本
人
は
、
星
座
の
中
を
動

く
月
を
船
に
見
立
て
た
。
同
じ
思
想
は
ポ
リ

ネ
シ
ア
の
タ
ヒ
チ
で
も
神
話
に
見
い
だ
せ
る
。

「
星
の
誕
生
」と
題
さ
れ
た
チ
ャ
ン
ト（
唱
和
）

で
あ
る
。

　
天
空
神
と
地
母
神
の
間
に
生
ま
れ
た
の

が
、
流
れ
星
、
月
、
太
陽
、
さ
ら
に
、
彗
星
、

ペ
ル
セ
ウ
ス
と
御
者
座
、
双
子
座
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
き
れ
い
に
晴
れ
た
空
に
あ
る
、

北
の
星
座
で
あ
る
。

　
御
者
座
は
カ
ペ
ラ
を
妻
と
し
、
産
ん
だ

子
供
が
、
偉
大
な
祝
祭
・
金
星
で
あ
る
。

　
金
星
は
夜
に
駆
け
、
夜
と
昼
、
星
と
月
、

そ
し
て
太
陽
を
、
航
海
士
の
コ
ン
パ
ス
の

ご
と
く
支
配
す
る
。

　
そ
の
後
、
金
星
は
カ
ヌ
ー
「
常
に
変
化

す
る
顔
」
号
を
準
備
し
、
西
に
航
海
し
て

南
の
王
の
所
へ
行
き
、
空
の
南
側
に
位
置

す
る
コ
ン
パ
ス
の
星
山
羊
座
を
妻
と
し
て
、

生
ま
れ
た
の
が
色
あ
せ
る
赤
・
火
星
で
あ

る
。

（
Ｔ
・
ア
ン
リ『
古
代
タ
ヒ
チ
』収
録
。一
部
省
略
）

　
上
の
チ
ャ
ン
ト
で
「
コ
ン
パ
ス
」
と
い
う

の
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
が
羅
針
盤
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
む
し
ろ
水
平

線
か
ら
昇
る
星
々
が
方
向
を
示
す
「
ス
タ
ー

コ
ン
パ
ス
」
の
こ
と
で
あ
る
（
拙
著
『
海
を

渡
っ
た
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
』
講
談
社
）。
そ
し

て
移
動
は
す
る
が
常
に
位
置
関
係
を
保
つ
恒

星
を
島
々
と
見
て
、
そ
の
中
を
行
っ
た
り
来

た
り
す
る
金
星
や
火
星
を
カ
ヌ
ー
と
見
て
い

た
の
だ
。

　
限
り
の
な
い
大
海
原
を
進
む
こ
と
は
、
水

平
線
と
天
が
一
つ
に
な
る
空
間
を
進
む
こ
と

に
等
し
い
。
多
く
の
海
洋
民
族
の
間
で
、
海

と
天
空
の
神
話
に
連
続
性
が
見
ら
れ
る
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
人

の
原
体
験
に
は
、
海
の
民
共
通
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
。

　
翻
っ
て
今
の
日
本
人
を
見
る
と
、
海
か
ら

遠
い
民
族
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
？
　
私
の
郷
里
の
東
北
地
方
が

大
打
撃
を
受
け
た
東
日
本
大
震
災
も
、
そ
の

一
因
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
日
本
人
は
海
と
と
も
に
生
き
て

い
く
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
領
土
問
題
な
ど

は
む
し
ろ
逆
手
に
と
っ
て
、
周
辺
諸
国
と
積

極
的
に
海
の
文
化
交
流
や
共
同
研
究
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。
前
述
の
日
本
最
古
の
航
海

者
実
験
航
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
台
湾
と
く

に
ア
ミ
族
の
方
々
と
共
同
で
行
う
予
定
で
あ

る
。
復
元
船
は
日
本
人
と
台
湾
人
が
一
緒
に

漕
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
も
と
も
と
倭
人

の
時
代
は
、
東
シ
ナ
海
な
ど
は
文
化
交
流
の

ア
リ
ー
ナ
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
拙
著
『
海
か

ら
見
た
日
本
人
』
講
談
社
）。

　
ま
た
、
海
の
文
化
を
復
興
す
る
た
め
の
指

針
と
な
る
の
は
、
ハ
ワ
イ
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
先

住
民
が
過
去
40
年
間
進
め
て
き
た
「
カ
ヌ
ー

ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
」
で
あ
る
。
近
年
は
、
彼

ら
と
同
系
統
の
台
湾
先
住
民
の
間
な
ど
で
も
、

そ
の
機
運
が
盛
ん
で
あ
る
。
昨
年
私
は
、「
沖

縄
ち
ゆ美

ら
う
み海

水
族
館
」
で
人
気
の
あ
る
海
洋
博

公
園
に
、「
海
洋
文
化
館
」
と
い
う
海
洋
文

化
の
世
界
的
拠
点
を
作
る
仕
事
を
終
え
た
。

そ
し
て
今
、
こ
の
海
の
民
の
動
き
に
連
動
す

る
た
め
に
、
10
人
ほ
ど
の
有
志
と
と
も
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
航
海
協
会
（Japan 

V
oyaging A

ssociation

）
を
「
海
幸
・
山

幸
神
話
」
の
国
・
宮
崎
県
の

ひ
ゆ
う日 

が向
海
岸
に

設
立
す
べ
く
、
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日

は
訳
が
あ
る
。
最
近
琉
球
列
島
で
３
万
年
以

上
前
の
人
骨
や
石
器
の
発
見
が
相
次
い
で
い

る
。
そ
の
時
代
は
後
期
旧
石
器
時
代
に
相
当

す
る
が
、
そ
の
頃
は
地
球
上
に
氷
河
期
が
訪

れ
て
い
た
。
氷
河
期
に
は
海
水
面
が
低
下
し

て
北
海
道
は
サ
ハ
リ
ン
と
陸
続
き
と
な
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
か
ら
マ
ン
モ
ス
を
追
っ
た
ハ
ン
タ

ー
が
北
海
道
に
は
歩
い
て
渡
っ
て
き
た
で
あ

ろ
う
。
一
方
、
朝
鮮
半
島
と
北
部
九
州
の
連

続
性
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
意
見
が
割
れ

て
い
る
ら
し
い
。
た
だ
し
は
っ
き
り
し
て
い

人
類
の
移
動

―
―

ア
フ
リ
カ
か
ら

は
る
か
太
平
洋
ま
で
の
道
の
り

文

後
藤 

明

特
集

海
の
恵
み
を

い
つ
く
し
む

そ
の
４

海
洋
民
族
と
し
て
の
日
本
人

「
海
の
道
」

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
。

は
る
か
遠
い
昔
、海
を
通
って

こ
の
島
国
に
た
ど
り
着
い
た
祖
先
た
ち
と
、

世
界
の
民
族
と
の
間
に
は

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る
の
か
。

海
を
通
し
て
日
本
人
の
ル
ー
ツ
を
見
つ
め
、

海
の
民
と
し
て
の
存
在
を

い
ま
一
度
考
え
て
み
た
い
。

ポリネシア日本列島

アメリカ大陸への
ローラシア型神話群の伝播には、

氷河期に存在した
ベーリング陸橋ルートの他、
海沿いのルート説もある。

ユーラシア大陸



台湾東海岸の筏の実測
図。現地では「テッパイ」
と呼ばれている。このよう
に太い竹を用いるのは、
17世紀初頭以降に、漢民
族が台湾に移住しはじめ
た後と考えられる。台湾・
中央研究院の報告書より。

台湾の竹筏図
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本
列
島
最
西
端
の

よ与 

な那 

ぐ
に国 

じ
ま島

は
、

私
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
島
で
あ

る
。
自
分
が
海
の
人
類
学
に
進
む
き
っ
か
け

を
与
え
て
く
れ
た
場
所
と
い
っ
て
も
過
言
で

な
い
。
１
９
７
４
年
、
日
本
へ
の
返
還
２
年

目
で
、
ま
だ
車
が
右
側
を
走
っ
て
い
た
時
代

に
、
大
学
生
の
私
は
沖
縄
に
あ
こ
が
れ
、
八

重
山
列
島
の

は
と鳩 

ま間 

じ
ま島

で
１
ヶ
月
を
過
ご
し
た
。

そ
の
旅
の
最
後
に
、
何
か
に
惹
か
れ
る
よ
う

に
与
那
国
に
来
た
。

　
２
０
１
３
年
、
そ
の
与
那
国
を
故
あ
っ
て

き
た
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
の
植
物
民
族
学
な
ど
を

参
考
に
す
る
と
、
お
そ
ら
く
竹
筏
あ
た
り
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ル
ソ
ン
島
の
漁
民
や
台
湾
の
ア
ミ
族
が
竹
筏

を
使
っ
て
い
る
の
を
、
現
地
調
査
で
私
は
確

か
め
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
ア
ミ
族
が
使

っ
て
い
る
太
い
竹
は
漢
民
族
が
導
入
し
た
よ

う
な
の
で
、
実
際
は
も
っ
と
細
い
竹
を
組
み

合
わ
せ
て
作
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
な

ら
ば
、
タ
ス
マ
ニ
ア
先
住
民
な
ど
が
作
っ
て

い
た
葦
船
に
近
く
な
る
。
現
在
、
ア
ミ
族
の

方
々
に
協
力
を
要
請
し
、
さ
ら
に
南
米
チ
チ

カ
カ
湖
で
葦
船
作
り
を
習
得
し
て
き
た
、
カ

ム
ナ
葦
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
管
・
石
川
仁
氏

な
ど
に
協
力
を
要
請
し
て
、
実
験
船
を
作
る

計
画
を
進
め
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
人
類

移
住
に
は
人
類
史
上
も
う
ひ
と
つ
特
筆
す
べ

き
事
実
が
あ
る
。
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
紹
介

が
な
い
が
、
近
年
欧
米
の
研
究
者
が
進
め
て

い
る
「
世
界
神
話
学
」
と
の
関
係
で
あ
る
。

こ
の
動
き
は
、
近
年
進
ん
で
き
た
遺
伝
子
や

言
語
学
の
成
果
と
神
話
学
の
成
果
が
、
20
万

年
の
現
生
人
類
の
歴
史
の
中
で
驚
く
べ
き
一

致
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
。

　
20
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
を
発
し
た
新
人
は
、

ア
ラ
ビ
ア
や
イ
ン
ド
の
海
岸
部
を
伝
っ
て
ス

ン
ダ
ラ
ン
ド
に
到
達
。
そ
こ
か
ら
マ
カ
ッ
サ

ス
が
東
南
ア
ジ
ア
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
方
面

の
動
物
相
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
見
い
だ
し

た
ウ
ォ
ー
レ
ス
ラ
イ
ン
が
こ
こ
を
走
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
散
ら
ば
る
小
さ
な
島
々
、
マ
ル

ク
（
旧
称
モ
ル
ッ
カ
）
諸
島
、
別
名
香
料
諸

島
が
あ
る
。
私
に
と
っ
て
、
調
査
地
で
も
あ

り
今
年
の
夏
も
訪
れ
る
予
定
の
懐
か
し
い
場

所
だ
。

　
さ
て
話
を
戻
す
と
、
近
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
迫
る
古
さ
を
も
っ

た
渡
海
の
証
拠
が
、
わ

が
琉
球
列
島
か
ら
上
が

っ
て
き
た
の
だ
。
日
本

の
考
古
学
の
レ
ベ
ル
を

も
っ
て
み
れ
ば
、
も
っ

と
古
い
証
拠
が
出
て
き

て
も
私
は
驚
か
な
い
。

昨
年
、
与
那
国
に
三
度

も
行
っ
た
の
は
、
こ
の

日
本
列
島
最
古
の
海
洋

民
の
実
証
実
験
を
行
う

た
め
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
旧
石
器

時
代
に
入
手
で
き
た
植
物
材
料
で
、
旧
石
器

時
代
と
同
じ
よ
う
な
石
器
を
使
っ
て
船
を
造

っ
て
、
実
際
に
台
湾
あ
た
り
か
ら
渡
っ
て
み

よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
船

か
？
　
縄
文
時
代
な
ら
丸
木
船
が
出
土
し
て

い
る
が
、
旧
石
器
時
代
に
お
い
て
は
直
接
的

な
考
古
学
的
根
拠
は
な
い
。
そ
れ
で
、
海
洋

人
類
学
を
専
門
と
す
る
私
の
出
番
と
な
っ
た
。

　
私
は
旧
石
器
時
代
に
海
を
渡
っ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ニ
や
、
当
時
利
用
で

る
の
は
氷
河
期
の
最
盛
期
で
も
琉
球
列
島
は

台
湾
や
中
国
大
陸
と
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
琉
球
列
島
の
旧
石
器
人
は
か
な
ら
ず

海
を
渡
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
人
類
は
７
０
０
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で
誕

生
し
た
。
し
か
し
今
地
球
上
で
生
き
て
い
る

人
類
は
そ
の
直
接
の
子
孫
で
は
な
く
、
約
20

万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で
再
び
進
化
し
た
新
人

の
子
孫
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
人
こ
そ
最

初
に
確
実
に
海
を
越
え
た
人
類
な
の
で
あ
る
。

そ
の
証
拠
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
か
ら
上

が
っ
て
い
る
。
一
説
で
は
６
万
年
、
確
実
な

と
こ
ろ
で
は
４
万
年
ほ
ど
前
に
、
海
面
低
下

で
で
き
た
東
南
ア
ジ
ア
の
巨
大
な
大
陸
ス
ン

ダ
ラ
ン
ド
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
島
が
陸
続
き
に
な
っ
た
大
き
な
サ

フ
ル
大
陸
へ
と
渡
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

　
そ
の
間
に
は
深
い
マ
カ
ッ
サ
ル
海
峡
・
ロ

ン
ボ
ク
海
峡
が
あ
る
。
博
物
学
者
ウ
ォ
ー
レ

３
回
も
訪
れ
た
。
一
度
は
町
民
の
方
に
文
化

講
演
会
を
依
頼
さ
れ
て
、「
与
那
国
島
と
南

太
平
洋
　
〜
琉
球
列
島
へ
の
最
初
の
人
類
移

動
を
考
え
る
〜
」
と
い
う
話
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。そ
の
と
き
、学
生
時
代
に
買
っ
た『
与

那
国
の
歴
史
』（
琉
球
新
報
社
）
と
い
う
書

籍
を
持
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
表
紙
の
裏
に
あ

る
鉛
筆
書
き
の
へ
た
く
そ
な
字
を
お
見
せ
し

た
か
っ
た
か
ら
だ
。
曰
く
「
與
那
国
島
は
日

本
の
果
て
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
日
本
が
始

ま
る
の
だ
！
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
今
思
う

と
ず
い
ぶ
ん
気
負
っ
て
い
た
も
の
だ
と
思
う
。

し
か
し
与
那
国
か
ら
日
本
を
考
え
る
と
い
う

情
熱
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
自

分
を
い
ま
一
度
鼓
舞
す
る
た
め
に
、
あ
え
て

島
民
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
い
た
の
だ
。

　
実
は
、
与
那
国
を
た
び
た
び
訪
れ
た
の
に

ル
海
峡
・
ロ
ン
ボ
ク
海
峡
を
渡
っ
て
サ
フ
ル

大
陸
に
至
っ
た
。
そ
の
後
ア
ボ
リ
ジ
ニ
た
ち

は
外
部
か
ら
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
ず
に
狩

猟
採
集
の
生
活
を
し
て
き
た
。
一
方
で
、
今

か
ら
10
万
年
ほ
ど
前
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
新
人

集
団
の
中
に
新
し
い
展
開
が
始
ま
り
、
そ
れ

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
い
わ
ゆ
る
コ
ー
カ
ソ
イ
ド

系
）、
東
ア
ジ
ア
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
（
い

わ
ゆ
る
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
系
）
へ
と
移
住
・
発

展
し
た
。
す
な
わ
ち
、
現
生
人
類
に
は
大
き

く
分
け
て
二
つ
の
集
団
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

ア
フ
リ
カ
の
集
団
や
ア
ボ
リ
ジ
ニ
な
ど
の
古

い
集
団
と
、
そ
れ
以
外
の
集
団
で
あ
る
。
こ

れ
は
遺
伝
子
や
言
語
学
の
成
果
と
驚
く
ほ
ど

一
致
す
る
。

　
神
話
で
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
お
よ
び
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
な
ど
の
神
話
と
、
ア
フ
リ
カ
の
古
い

集
団
す
な
わ
ち
サ
ン
や
コ
イ
の
人
々
の
も
の

に
、
共
通
要
素
が
見
つ
か
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
型
神
話
と
呼
ぶ
。
一
方
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
か

け
て
は
、
新
し
い
神
話
群
で
あ
る
ロ
ー
ラ
シ

ア
神
話
群
が
広
が
る
。
日
本
神
話
は
基
本
的

に
こ
れ
に
属
す
る
。

　
た
だ
し
、
興
味
深
い
の
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
神

話
で
あ
る
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
神
話
と
日
本
神
話

の
類
縁
性
に
つ
い
て
は
た
び
た
び
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
拙
著
『
南
島
の
神
話
』
中
公
文
庫
）。

こ
れ
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
故
郷
が
台
湾
か
東
南

ア
ジ
ア
付
近
に
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
数
千
年

前
に
海
を
越
え
て
南
に
移
動
し
た
の
で
、
ゴ

ン
ド
ワ
ナ
神
話
群
地
帯
を
突
き
抜
け
て
ポ
リ

ネ
シ
ア
ま
で
伝
播
し
た
こ
と
で
説
明
が
つ
く
。

　
今
ま
で
日
本
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
神
話
の
共

通
性
に
つ
い
て
、「
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
は
縄
文

人
か
？
」
と
い
っ
た
、
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く

よ
う
な
議
論
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
実
は
日

本
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
神
話
の
共
通
性
は
、
前
述

の
よ
う
な
人
類
史
の
大
き
な
流
れ
か
ら
説
明

す
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
。
も
し
、
よ
り
古

い
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
、
琉
球
列
島
や
日

本
列
島
で
確
認
さ
れ
た
ら
、
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド

ま
で
至
っ
た
ゴ
ン
ド
ワ

ナ
型
神
話
群
が
日
本
列

島
に
も
及
ん
で
い
た
可

能
性
が
予
測
で
き
る
。

　
ま
た
ア
メ
リ
カ
大
陸

へ
の
移
住
に
も
謎
が
多

く
、
従
来
の
「
ベ
ー
リ

ン
グ
陸
橋
説
」
以
外
に

も
、
日
本
列
島
付
近
か

ら
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
、

ア
ラ
ス
カ
へ
至
る
海
沿

い
の
ル
ー
ト
の
存
在
が
、

遺
伝
学
や
神
話
学
か
ら

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
「
海
幸
・
山

幸
神
話
」
の
主
要
モ
チ

ー
フ
で
あ
る
「
釣
り

ば
り鉤

喪
失
譚
」
の
環
太
平
洋

的
分
布
は
、
ア
ジ
ア
を

発
し
た
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド

の
移
動
経
路
に
沿
っ
て

い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
琉
球
列

島
か
ら
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド

に
か
け
て
は
人
類
史
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
な

の
で
あ
る
。

　
さ
て
、『
古
事
記
』
冒
頭
の
記
述
で
は
、

泥
の
よ
う
な
状
態
の
中
か
ら
葦
が
生
え
て
く

る
イ
メ
ー
ジ
で
神
々
が
立
ち
上
が
る
。『
日

本
書
紀
』
冒
頭
で
は
少
し
異
な
り
「
卵
の
よ

う
な
状
態
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
お
そ

ら
く
中
国
の
思
想
の
影
響
で
あ
ろ
う
が
、
日

本
の
古
代
、
現
在
の
大
阪
湾
か
ら
奈
良
盆
地

に
か
け
て
大
き
な
湿
地
が
広
が
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
記
紀
神
話
の
原
風
景
な
の
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
万
葉
集
の
歌
に
、

大
和
に
は
　
群
山
あ
れ
ど
　
と
り
よ
ろ
ふ

　
天
の
香
具
山
　
登
り
立
ち
　
国
見
を
す

れ
ば
　
国
原
は
　
煙
立
ち
立
つ
　
海
原
は

　
鷗
立
ち
立
つ
　
う
ま
し
国
ぞ
　

あ 

き 

つ

蜻
蛉
島

　
大
和
の
国
は
（
巻
１
）

と
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
、
詠
み
手
が
想
像
の

中
で
海
辺
の
風
景
を
詠
ん
だ
可
能
性
も
あ
る

が
、
か
つ
て
大
阪
湾
は
巨
大
な
湿
地
だ
っ
た

可
能
性
が
大
き
い
の
で
、
飛
鳥
と
海
は
意
外

に
近
か
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
ま
た
京
都

と
奈
良
の
間
に
は

お巨 

ぐ
ら椋

池
と
い
う
池
が
あ
り
、

や
は
り
湿
地
が
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
風
景
イ
メ
ー
ジ
は
、
稲
作
を

も
た
ら
し
現
在
の
日
本
人
の
食
文
化
や
感
性

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
国
、
そ
れ
も
黄

河
で
は
な
く
長
江
中
下
流
域
と
共
通
の
特
徴

を
も
つ
。
そ
の
地
か
ら
稲
作
が
日
本
列
島
に

到
来
し
た
の
と
同
じ
流
れ
に
沿
っ
て
、「
海

幸
・
山
幸
」
の
物
語
、
ま
た
「
浦
島
物
語
」

の
原
型
が
日
本
列
島
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
長
江
以
南
の
地
域
は
、
東
南
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
に
展
開
す
る
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ

シ
ア
（
南
島
）
語
族
の
出
発
点
で
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
集
団

の
も
っ
と
も
北
に
位
置

す
る
の
は
、
ア
ミ
、
タ

イ
ヤ
ル
、
パ
イ
ワ
ン
、

ブ
ヌ
ン
な
ど
台
湾
の
先

住
民
た
ち
で
あ
る
。
台

湾
は
、
冒
頭
で
書
い
た

与
那
国
島
か
ら
、
天
気

が
よ
い
と
き
に
は
見
え

る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
の

故
郷
と
琉
球
列
島
の
西

端
は
指
呼
の
距
離
で
あ

っ
た
の
だ
。

　
琉
球
列
島
の
民
話
を
７
万
話
以
上
集
め
、

現
在
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
伝
承
話
資
料
セ
ン

タ
ー
（
宜
野
湾
市
）
を
設
立
し
た
故
・
遠
藤

庄
司
・
元
沖
縄
国
際
大
学
名
誉
教
授
は
、
沖

縄
で
も

さ
き先 

し
ま島

諸
島
、
す
な
わ
ち
宮
古
・
八
重

山
列
島
に
行
く
と
星
伝
承
が
多
い
こ
と
を
指

摘
し
た
。
沖
縄
本
島
と
宮
古
列
島
の
間
に
は
、

島
影
が
見
え
な
い
海
域
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

お
そ
ら
く
南
太
平
洋
の
よ
う
な
「
星
の
航
海

術
」
が
発
達
し
、
ま
た
星
座
を
使
う
生
活
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
生
前
私
に
語
っ

た
。
こ
れ
は
遠
藤
教
授
が
私
に
託
し
た
宿
題

で
あ
る
。

　
確
か
に
八
重
山
に
行
く
と
、
ス
バ
ル
星
団

が
夕
方
東
天
に
見
え
る
11
月
頃
に
麦
や
粟
を

播
い
た
、
と
い
う
話
を
聞
く
。
そ
れ
を
観
察

す
る
た
め
の
「
星
見
石
」
や
「

し
ち節 

さ
だ
め定 

い
し石

」
が
、

石
垣
島
、

た
け竹 

と
み富 

じ
ま島

あ
る
い
は

こ小 

は
ま浜 

じ
ま島

に
残
さ

れ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
や
多
く
の
ポ
リ
ネ
シ
ア

の
島
々
で
も
同
じ
よ
う
に
、
ス
バ
ル
星
団
が

夕
方
見
え
始
め
た
時
期
を
新
年
、「
マ
カ
ヒ

キ
祭
り
」
の
始
ま
り
と
し
、
豊
穣
の
神
ロ
ノ

が
雷
鳴
と
と
も
に
再
来
す
る
と
信
じ
ら
れ
て

い
た
。
た
だ
し
南
半
球
の
マ
オ
リ
族
な
ど
は
、

ス
バ
ル
が
明
け
方
東
天
に
見
え
る
５
月
頃
を

新
年
と
し
て
い
た
。

『
万
葉
集
』
な
ど
の
古
典
に
は
、
中
国
か
ら

来
た
の
が
明
ら
か
な
七
夕
の
風
習
の
他
に
、

海
と
星
を
愛
で
た
古
代
万
葉
人
の
感
性
が
記

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
柿
本
人
麻
呂
は
、

天
の
海
に
　
雲
の
波
立
ち
　
月
の
船
　
星

の
林
に
　
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
（
巻
７
）

と
、
な
ん
と
も
美
し
い
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

ま
た
紀
貫
之
も
『
土
佐
日
記
』
に
お
い
て
、

そ
れ
に
劣
ら
ぬ
秀
歌
を
詠
む
。

アジア各地で使われる竹筏
左／フィリピンのルソン島で
竹筏を操る人。右／台湾
東部に居住するアミ族によ
る筏づくりの様子。

水
底
の
　
月
の
上
よ
り
　
漕
ぐ
舟
の
　
棹

に
さ
は
る
は
　
桂
な
る
ら
し

　
古
代
日
本
人
は
、
月
の
影
模
様
に
桂
の
木

の
姿
を
思
い
浮
か
べ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の

民
間
信
仰
で
は
月
の
影
は
ウ
サ
ギ
が
餅
を
つ

い
て
い
る
と
見
る
が
、
ハ
ワ
イ
の
神
話
で
は
、

月
の
模
様
は
女
神
ヒ
ナ
が
樹
皮
布
・
タ
パ
を

叩
く
姿
を
見
い
だ
し
た
。

　
さ
て
、
古
代
日
本
人
は
、
星
座
の
中
を
動

く
月
を
船
に
見
立
て
た
。
同
じ
思
想
は
ポ
リ

ネ
シ
ア
の
タ
ヒ
チ
で
も
神
話
に
見
い
だ
せ
る
。

「
星
の
誕
生
」と
題
さ
れ
た
チ
ャ
ン
ト（
唱
和
）

で
あ
る
。

　
天
空
神
と
地
母
神
の
間
に
生
ま
れ
た
の

が
、
流
れ
星
、
月
、
太
陽
、
さ
ら
に
、
彗
星
、

ペ
ル
セ
ウ
ス
と
御
者
座
、
双
子
座
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
き
れ
い
に
晴
れ
た
空
に
あ
る
、

北
の
星
座
で
あ
る
。

　
御
者
座
は
カ
ペ
ラ
を
妻
と
し
、
産
ん
だ

子
供
が
、
偉
大
な
祝
祭
・
金
星
で
あ
る
。

　
金
星
は
夜
に
駆
け
、
夜
と
昼
、
星
と
月
、

そ
し
て
太
陽
を
、
航
海
士
の
コ
ン
パ
ス
の

ご
と
く
支
配
す
る
。

　
そ
の
後
、
金
星
は
カ
ヌ
ー
「
常
に
変
化

す
る
顔
」
号
を
準
備
し
、
西
に
航
海
し
て

南
の
王
の
所
へ
行
き
、
空
の
南
側
に
位
置

す
る
コ
ン
パ
ス
の
星
山
羊
座
を
妻
と
し
て
、

生
ま
れ
た
の
が
色
あ
せ
る
赤
・
火
星
で
あ

る
。

（
Ｔ
・
ア
ン
リ『
古
代
タ
ヒ
チ
』収
録
。一
部
省
略
）

　
上
の
チ
ャ
ン
ト
で
「
コ
ン
パ
ス
」
と
い
う

の
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
が
羅
針
盤
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
む
し
ろ
水
平

線
か
ら
昇
る
星
々
が
方
向
を
示
す
「
ス
タ
ー

コ
ン
パ
ス
」
の
こ
と
で
あ
る
（
拙
著
『
海
を

渡
っ
た
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
』
講
談
社
）。
そ
し

て
移
動
は
す
る
が
常
に
位
置
関
係
を
保
つ
恒

星
を
島
々
と
見
て
、
そ
の
中
を
行
っ
た
り
来

た
り
す
る
金
星
や
火
星
を
カ
ヌ
ー
と
見
て
い

た
の
だ
。

　
限
り
の
な
い
大
海
原
を
進
む
こ
と
は
、
水

平
線
と
天
が
一
つ
に
な
る
空
間
を
進
む
こ
と

に
等
し
い
。
多
く
の
海
洋
民
族
の
間
で
、
海

と
天
空
の
神
話
に
連
続
性
が
見
ら
れ
る
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
人

の
原
体
験
に
は
、
海
の
民
共
通
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
。

　
翻
っ
て
今
の
日
本
人
を
見
る
と
、
海
か
ら

遠
い
民
族
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
？
　
私
の
郷
里
の
東
北
地
方
が

大
打
撃
を
受
け
た
東
日
本
大
震
災
も
、
そ
の

一
因
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
日
本
人
は
海
と
と
も
に
生
き
て

い
く
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
領
土
問
題
な
ど

は
む
し
ろ
逆
手
に
と
っ
て
、
周
辺
諸
国
と
積

極
的
に
海
の
文
化
交
流
や
共
同
研
究
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。
前
述
の
日
本
最
古
の
航
海

者
実
験
航
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
台
湾
と
く

に
ア
ミ
族
の
方
々
と
共
同
で
行
う
予
定
で
あ

る
。
復
元
船
は
日
本
人
と
台
湾
人
が
一
緒
に

漕
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
も
と
も
と
倭
人

の
時
代
は
、
東
シ
ナ
海
な
ど
は
文
化
交
流
の

ア
リ
ー
ナ
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
拙
著
『
海
か

ら
見
た
日
本
人
』
講
談
社
）。

　
ま
た
、
海
の
文
化
を
復
興
す
る
た
め
の
指

針
と
な
る
の
は
、
ハ
ワ
イ
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
先

住
民
が
過
去
40
年
間
進
め
て
き
た
「
カ
ヌ
ー

ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
」
で
あ
る
。
近
年
は
、
彼

ら
と
同
系
統
の
台
湾
先
住
民
の
間
な
ど
で
も
、

そ
の
機
運
が
盛
ん
で
あ
る
。
昨
年
私
は
、「
沖

縄
ち
ゆ美

ら
う
み海

水
族
館
」
で
人
気
の
あ
る
海
洋
博

公
園
に
、「
海
洋
文
化
館
」
と
い
う
海
洋
文

化
の
世
界
的
拠
点
を
作
る
仕
事
を
終
え
た
。

そ
し
て
今
、
こ
の
海
の
民
の
動
き
に
連
動
す

る
た
め
に
、
10
人
ほ
ど
の
有
志
と
と
も
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
航
海
協
会
（Japan 

V
oyaging A

ssociation

）
を
「
海
幸
・
山

幸
神
話
」
の
国
・
宮
崎
県
の

ひ
ゆ
う日 

が向
海
岸
に

設
立
す
べ
く
、
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

は
訳
が
あ
る
。
最
近
琉
球
列
島
で
３
万
年
以

上
前
の
人
骨
や
石
器
の
発
見
が
相
次
い
で
い

る
。
そ
の
時
代
は
後
期
旧
石
器
時
代
に
相
当

す
る
が
、
そ
の
頃
は
地
球
上
に
氷
河
期
が
訪

れ
て
い
た
。
氷
河
期
に
は
海
水
面
が
低
下
し

て
北
海
道
は
サ
ハ
リ
ン
と
陸
続
き
と
な
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
か
ら
マ
ン
モ
ス
を
追
っ
た
ハ
ン
タ

ー
が
北
海
道
に
は
歩
い
て
渡
っ
て
き
た
で
あ

ろ
う
。
一
方
、
朝
鮮
半
島
と
北
部
九
州
の
連

続
性
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
意
見
が
割
れ

て
い
る
ら
し
い
。
た
だ
し
は
っ
き
り
し
て
い

海
を
越
え
る
稲
作
の
道

「
世
界
神
話
学
」と

民
族
の
移
動
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本
列
島
最
西
端
の

よ与 

な那 

ぐ
に国 

じ
ま島

は
、

私
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
島
で
あ

る
。
自
分
が
海
の
人
類
学
に
進
む
き
っ
か
け

を
与
え
て
く
れ
た
場
所
と
い
っ
て
も
過
言
で

な
い
。
１
９
７
４
年
、
日
本
へ
の
返
還
２
年

目
で
、
ま
だ
車
が
右
側
を
走
っ
て
い
た
時
代

に
、
大
学
生
の
私
は
沖
縄
に
あ
こ
が
れ
、
八

重
山
列
島
の

は
と鳩 

ま間 

じ
ま島

で
１
ヶ
月
を
過
ご
し
た
。

そ
の
旅
の
最
後
に
、
何
か
に
惹
か
れ
る
よ
う

に
与
那
国
に
来
た
。

　
２
０
１
３
年
、
そ
の
与
那
国
を
故
あ
っ
て

き
た
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
の
植
物
民
族
学
な
ど
を

参
考
に
す
る
と
、
お
そ
ら
く
竹
筏
あ
た
り
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
・

ル
ソ
ン
島
の
漁
民
や
台
湾
の
ア
ミ
族
が
竹
筏

を
使
っ
て
い
る
の
を
、
現
地
調
査
で
私
は
確

か
め
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
ア
ミ
族
が
使

っ
て
い
る
太
い
竹
は
漢
民
族
が
導
入
し
た
よ

う
な
の
で
、
実
際
は
も
っ
と
細
い
竹
を
組
み

合
わ
せ
て
作
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
な

ら
ば
、
タ
ス
マ
ニ
ア
先
住
民
な
ど
が
作
っ
て

い
た
葦
船
に
近
く
な
る
。
現
在
、
ア
ミ
族
の

方
々
に
協
力
を
要
請
し
、
さ
ら
に
南
米
チ
チ

カ
カ
湖
で
葦
船
作
り
を
習
得
し
て
き
た
、
カ

ム
ナ
葦
船
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
管
・
石
川
仁
氏

な
ど
に
協
力
を
要
請
し
て
、
実
験
船
を
作
る

計
画
を
進
め
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
人
類

移
住
に
は
人
類
史
上
も
う
ひ
と
つ
特
筆
す
べ

き
事
実
が
あ
る
。
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
紹
介

が
な
い
が
、
近
年
欧
米
の
研
究
者
が
進
め
て

い
る
「
世
界
神
話
学
」
と
の
関
係
で
あ
る
。

こ
の
動
き
は
、
近
年
進
ん
で
き
た
遺
伝
子
や

言
語
学
の
成
果
と
神
話
学
の
成
果
が
、
20
万

年
の
現
生
人
類
の
歴
史
の
中
で
驚
く
べ
き
一

致
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ

て
い
る
。

　
20
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
を
発
し
た
新
人
は
、

ア
ラ
ビ
ア
や
イ
ン
ド
の
海
岸
部
を
伝
っ
て
ス

ン
ダ
ラ
ン
ド
に
到
達
。
そ
こ
か
ら
マ
カ
ッ
サ

ス
が
東
南
ア
ジ
ア
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
方
面

の
動
物
相
に
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
を
見
い
だ
し

た
ウ
ォ
ー
レ
ス
ラ
イ
ン
が
こ
こ
を
走
っ
て
い

る
。
こ
こ
に
散
ら
ば
る
小
さ
な
島
々
、
マ
ル

ク
（
旧
称
モ
ル
ッ
カ
）
諸
島
、
別
名
香
料
諸

島
が
あ
る
。
私
に
と
っ
て
、
調
査
地
で
も
あ

り
今
年
の
夏
も
訪
れ
る
予
定
の
懐
か
し
い
場

所
だ
。

　
さ
て
話
を
戻
す
と
、
近
年
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
迫
る
古
さ
を
も
っ

た
渡
海
の
証
拠
が
、
わ

が
琉
球
列
島
か
ら
上
が

っ
て
き
た
の
だ
。
日
本

の
考
古
学
の
レ
ベ
ル
を

も
っ
て
み
れ
ば
、
も
っ

と
古
い
証
拠
が
出
て
き

て
も
私
は
驚
か
な
い
。

昨
年
、
与
那
国
に
三
度

も
行
っ
た
の
は
、
こ
の

日
本
列
島
最
古
の
海
洋

民
の
実
証
実
験
を
行
う

た
め
で
あ
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
旧
石
器

時
代
に
入
手
で
き
た
植
物
材
料
で
、
旧
石
器

時
代
と
同
じ
よ
う
な
石
器
を
使
っ
て
船
を
造

っ
て
、
実
際
に
台
湾
あ
た
り
か
ら
渡
っ
て
み

よ
う
と
い
う
計
画
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
船

か
？
　
縄
文
時
代
な
ら
丸
木
船
が
出
土
し
て

い
る
が
、
旧
石
器
時
代
に
お
い
て
は
直
接
的

な
考
古
学
的
根
拠
は
な
い
。
そ
れ
で
、
海
洋

人
類
学
を
専
門
と
す
る
私
の
出
番
と
な
っ
た
。

　
私
は
旧
石
器
時
代
に
海
を
渡
っ
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ア
ボ
リ
ジ
ニ
や
、
当
時
利
用
で

る
の
は
氷
河
期
の
最
盛
期
で
も
琉
球
列
島
は

台
湾
や
中
国
大
陸
と
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
琉
球
列
島
の
旧
石
器
人
は
か
な
ら
ず

海
を
渡
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
人
類
は
７
０
０
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で
誕

生
し
た
。
し
か
し
今
地
球
上
で
生
き
て
い
る

人
類
は
そ
の
直
接
の
子
孫
で
は
な
く
、
約
20

万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
で
再
び
進
化
し
た
新
人

の
子
孫
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
新
人
こ
そ
最

初
に
確
実
に
海
を
越
え
た
人
類
な
の
で
あ
る
。

そ
の
証
拠
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
か
ら
上

が
っ
て
い
る
。
一
説
で
は
６
万
年
、
確
実
な

と
こ
ろ
で
は
４
万
年
ほ
ど
前
に
、
海
面
低
下

で
で
き
た
東
南
ア
ジ
ア
の
巨
大
な
大
陸
ス
ン

ダ
ラ
ン
ド
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア
島
が
陸
続
き
に
な
っ
た
大
き
な
サ

フ
ル
大
陸
へ
と
渡
っ
て
い
っ
た
の
だ
。

　
そ
の
間
に
は
深
い
マ
カ
ッ
サ
ル
海
峡
・
ロ

ン
ボ
ク
海
峡
が
あ
る
。
博
物
学
者
ウ
ォ
ー
レ

３
回
も
訪
れ
た
。
一
度
は
町
民
の
方
に
文
化

講
演
会
を
依
頼
さ
れ
て
、「
与
那
国
島
と
南

太
平
洋
　
〜
琉
球
列
島
へ
の
最
初
の
人
類
移

動
を
考
え
る
〜
」
と
い
う
話
を
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。そ
の
と
き
、学
生
時
代
に
買
っ
た『
与

那
国
の
歴
史
』（
琉
球
新
報
社
）
と
い
う
書

籍
を
持
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
表
紙
の
裏
に
あ

る
鉛
筆
書
き
の
へ
た
く
そ
な
字
を
お
見
せ
し

た
か
っ
た
か
ら
だ
。
曰
く
「
與
那
国
島
は
日

本
の
果
て
で
は
な
い
。
こ
こ
か
ら
日
本
が
始

ま
る
の
だ
！
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
今
思
う

と
ず
い
ぶ
ん
気
負
っ
て
い
た
も
の
だ
と
思
う
。

し
か
し
与
那
国
か
ら
日
本
を
考
え
る
と
い
う

情
熱
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
自

分
を
い
ま
一
度
鼓
舞
す
る
た
め
に
、
あ
え
て

島
民
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
い
た
の
だ
。

　
実
は
、
与
那
国
を
た
び
た
び
訪
れ
た
の
に

ル
海
峡
・
ロ
ン
ボ
ク
海
峡
を
渡
っ
て
サ
フ
ル

大
陸
に
至
っ
た
。
そ
の
後
ア
ボ
リ
ジ
ニ
た
ち

は
外
部
か
ら
の
影
響
を
あ
ま
り
受
け
ず
に
狩

猟
採
集
の
生
活
を
し
て
き
た
。
一
方
で
、
今

か
ら
10
万
年
ほ
ど
前
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
新
人

集
団
の
中
に
新
し
い
展
開
が
始
ま
り
、
そ
れ

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
い
わ
ゆ
る
コ
ー
カ
ソ
イ
ド

系
）、
東
ア
ジ
ア
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
（
い

わ
ゆ
る
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
系
）
へ
と
移
住
・
発

展
し
た
。
す
な
わ
ち
、
現
生
人
類
に
は
大
き

く
分
け
て
二
つ
の
集
団
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

ア
フ
リ
カ
の
集
団
や
ア
ボ
リ
ジ
ニ
な
ど
の
古

い
集
団
と
、
そ
れ
以
外
の
集
団
で
あ
る
。
こ

れ
は
遺
伝
子
や
言
語
学
の
成
果
と
驚
く
ほ
ど

一
致
す
る
。

　
神
話
で
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
お
よ
び
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
な
ど
の
神
話
と
、
ア
フ
リ
カ
の
古
い

集
団
す
な
わ
ち
サ
ン
や
コ
イ
の
人
々
の
も
の

に
、
共
通
要
素
が
見
つ
か
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
を
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
型
神
話
と
呼
ぶ
。
一
方
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
か

け
て
は
、
新
し
い
神
話
群
で
あ
る
ロ
ー
ラ
シ

ア
神
話
群
が
広
が
る
。
日
本
神
話
は
基
本
的

に
こ
れ
に
属
す
る
。

　
た
だ
し
、
興
味
深
い
の
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
神

話
で
あ
る
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
神
話
と
日
本
神
話

の
類
縁
性
に
つ
い
て
は
た
び
た
び
指
摘
さ
れ

て
い
る
（
拙
著
『
南
島
の
神
話
』
中
公
文
庫
）。

こ
れ
は
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
故
郷
が
台
湾
か
東
南

ア
ジ
ア
付
近
に
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
数
千
年

前
に
海
を
越
え
て
南
に
移
動
し
た
の
で
、
ゴ

ン
ド
ワ
ナ
神
話
群
地
帯
を
突
き
抜
け
て
ポ
リ

ネ
シ
ア
ま
で
伝
播
し
た
こ
と
で
説
明
が
つ
く
。

　
今
ま
で
日
本
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
神
話
の
共

通
性
に
つ
い
て
、「
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
は
縄
文

人
か
？
」
と
い
っ
た
、
重
箱
の
隅
を
つ
つ
く

よ
う
な
議
論
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
実
は
日

本
と
ポ
リ
ネ
シ
ア
神
話
の
共
通
性
は
、
前
述

の
よ
う
な
人
類
史
の
大
き
な
流
れ
か
ら
説
明

す
べ
き
問
題
な
の
で
あ
る
。
も
し
、
よ
り
古

い
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
、
琉
球
列
島
や
日

本
列
島
で
確
認
さ
れ
た
ら
、
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド

ま
で
至
っ
た
ゴ
ン
ド
ワ

ナ
型
神
話
群
が
日
本
列

島
に
も
及
ん
で
い
た
可

能
性
が
予
測
で
き
る
。

　
ま
た
ア
メ
リ
カ
大
陸

へ
の
移
住
に
も
謎
が
多

く
、
従
来
の
「
ベ
ー
リ

ン
グ
陸
橋
説
」
以
外
に

も
、
日
本
列
島
付
近
か

ら
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
、

ア
ラ
ス
カ
へ
至
る
海
沿

い
の
ル
ー
ト
の
存
在
が
、

遺
伝
学
や
神
話
学
か
ら

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
「
海
幸
・
山

幸
神
話
」
の
主
要
モ
チ

ー
フ
で
あ
る
「
釣
り

ば
り鉤

喪
失
譚
」
の
環
太
平
洋

的
分
布
は
、
ア
ジ
ア
を

発
し
た
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド

の
移
動
経
路
に
沿
っ
て

い
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
琉
球
列

島
か
ら
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド

に
か
け
て
は
人
類
史
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
な

の
で
あ
る
。

　
さ
て
、『
古
事
記
』
冒
頭
の
記
述
で
は
、

泥
の
よ
う
な
状
態
の
中
か
ら
葦
が
生
え
て
く

る
イ
メ
ー
ジ
で
神
々
が
立
ち
上
が
る
。『
日

本
書
紀
』
冒
頭
で
は
少
し
異
な
り
「
卵
の
よ

う
な
状
態
」
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
お
そ

ら
く
中
国
の
思
想
の
影
響
で
あ
ろ
う
が
、
日

本
の
古
代
、
現
在
の
大
阪
湾
か
ら
奈
良
盆
地

に
か
け
て
大
き
な
湿
地
が
広
が
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
記
紀
神
話
の
原
風
景
な
の
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば
万
葉
集
の
歌
に
、

大
和
に
は
　
群
山
あ
れ
ど
　
と
り
よ
ろ
ふ

　
天
の
香
具
山
　
登
り
立
ち
　
国
見
を
す

れ
ば
　
国
原
は
　
煙
立
ち
立
つ
　
海
原
は

　
鷗
立
ち
立
つ
　
う
ま
し
国
ぞ
　

あ 

き 

つ

蜻
蛉
島

　
大
和
の
国
は
（
巻
１
）

と
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
、
詠
み
手
が
想
像
の

中
で
海
辺
の
風
景
を
詠
ん
だ
可
能
性
も
あ
る

が
、
か
つ
て
大
阪
湾
は
巨
大
な
湿
地
だ
っ
た

可
能
性
が
大
き
い
の
で
、
飛
鳥
と
海
は
意
外

に
近
か
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
ま
た
京
都

と
奈
良
の
間
に
は

お巨 

ぐ
ら椋

池
と
い
う
池
が
あ
り
、

や
は
り
湿
地
が
広
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
風
景
イ
メ
ー
ジ
は
、
稲
作
を

も
た
ら
し
現
在
の
日
本
人
の
食
文
化
や
感
性

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
中
国
、
そ
れ
も
黄

河
で
は
な
く
長
江
中
下
流
域
と
共
通
の
特
徴

を
も
つ
。
そ
の
地
か
ら
稲
作
が
日
本
列
島
に

到
来
し
た
の
と
同
じ
流
れ
に
沿
っ
て
、「
海

幸
・
山
幸
」
の
物
語
、
ま
た
「
浦
島
物
語
」

の
原
型
が
日
本
列
島
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

　
そ
し
て
、
長
江
以
南
の
地
域
は
、
東
南
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
に
展
開
す
る
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ

シ
ア
（
南
島
）
語
族
の
出
発
点
で
あ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
集
団

の
も
っ
と
も
北
に
位
置

す
る
の
は
、
ア
ミ
、
タ

イ
ヤ
ル
、
パ
イ
ワ
ン
、

ブ
ヌ
ン
な
ど
台
湾
の
先

住
民
た
ち
で
あ
る
。
台

湾
は
、
冒
頭
で
書
い
た

与
那
国
島
か
ら
、
天
気

が
よ
い
と
き
に
は
見
え

る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
の

故
郷
と
琉
球
列
島
の
西

端
は
指
呼
の
距
離
で
あ

っ
た
の
だ
。

　
琉
球
列
島
の
民
話
を
７
万
話
以
上
集
め
、

現
在
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沖
縄
伝
承
話
資
料
セ
ン

タ
ー
（
宜
野
湾
市
）
を
設
立
し
た
故
・
遠
藤

庄
司
・
元
沖
縄
国
際
大
学
名
誉
教
授
は
、
沖

縄
で
も

さ
き先 

し
ま島

諸
島
、
す
な
わ
ち
宮
古
・
八
重

山
列
島
に
行
く
と
星
伝
承
が
多
い
こ
と
を
指

摘
し
た
。
沖
縄
本
島
と
宮
古
列
島
の
間
に
は
、

島
影
が
見
え
な
い
海
域
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

お
そ
ら
く
南
太
平
洋
の
よ
う
な
「
星
の
航
海

術
」
が
発
達
し
、
ま
た
星
座
を
使
う
生
活
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
生
前
私
に
語
っ

た
。
こ
れ
は
遠
藤
教
授
が
私
に
託
し
た
宿
題

で
あ
る
。

　
確
か
に
八
重
山
に
行
く
と
、
ス
バ
ル
星
団

が
夕
方
東
天
に
見
え
る
11
月
頃
に
麦
や
粟
を

播
い
た
、
と
い
う
話
を
聞
く
。
そ
れ
を
観
察

す
る
た
め
の
「
星
見
石
」
や
「

し
ち節 

さ
だ
め定 

い
し石

」
が
、

石
垣
島
、

た
け竹 

と
み富 

じ
ま島

あ
る
い
は

こ小 

は
ま浜 

じ
ま島

に
残
さ

れ
て
い
る
。
ハ
ワ
イ
や
多
く
の
ポ
リ
ネ
シ
ア

の
島
々
で
も
同
じ
よ
う
に
、
ス
バ
ル
星
団
が

夕
方
見
え
始
め
た
時
期
を
新
年
、「
マ
カ
ヒ

キ
祭
り
」
の
始
ま
り
と
し
、
豊
穣
の
神
ロ
ノ

が
雷
鳴
と
と
も
に
再
来
す
る
と
信
じ
ら
れ
て

い
た
。
た
だ
し
南
半
球
の
マ
オ
リ
族
な
ど
は
、

ス
バ
ル
が
明
け
方
東
天
に
見
え
る
５
月
頃
を

新
年
と
し
て
い
た
。

『
万
葉
集
』
な
ど
の
古
典
に
は
、
中
国
か
ら

来
た
の
が
明
ら
か
な
七
夕
の
風
習
の
他
に
、

海
と
星
を
愛
で
た
古
代
万
葉
人
の
感
性
が
記

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
柿
本
人
麻
呂
は
、

天
の
海
に
　
雲
の
波
立
ち
　
月
の
船
　
星

の
林
に
　
漕
ぎ
隠
る
見
ゆ
（
巻
７
）

と
、
な
ん
と
も
美
し
い
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

ま
た
紀
貫
之
も
『
土
佐
日
記
』
に
お
い
て
、

そ
れ
に
劣
ら
ぬ
秀
歌
を
詠
む
。

節定石
八重山列島、小浜島の節
定石。星の見える方角か
ら農作業の時期を知るの
に使われたという。

水
底
の
　
月
の
上
よ
り
　
漕
ぐ
舟
の
　
棹

に
さ
は
る
は
　
桂
な
る
ら
し

　
古
代
日
本
人
は
、
月
の
影
模
様
に
桂
の
木

の
姿
を
思
い
浮
か
べ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の

民
間
信
仰
で
は
月
の
影
は
ウ
サ
ギ
が
餅
を
つ

い
て
い
る
と
見
る
が
、
ハ
ワ
イ
の
神
話
で
は
、

月
の
模
様
は
女
神
ヒ
ナ
が
樹
皮
布
・
タ
パ
を

叩
く
姿
を
見
い
だ
し
た
。

　
さ
て
、
古
代
日
本
人
は
、
星
座
の
中
を
動

く
月
を
船
に
見
立
て
た
。
同
じ
思
想
は
ポ
リ

ネ
シ
ア
の
タ
ヒ
チ
で
も
神
話
に
見
い
だ
せ
る
。

「
星
の
誕
生
」と
題
さ
れ
た
チ
ャ
ン
ト（
唱
和
）

で
あ
る
。

　
天
空
神
と
地
母
神
の
間
に
生
ま
れ
た
の

が
、
流
れ
星
、
月
、
太
陽
、
さ
ら
に
、
彗
星
、

ペ
ル
セ
ウ
ス
と
御
者
座
、
双
子
座
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
き
れ
い
に
晴
れ
た
空
に
あ
る
、

北
の
星
座
で
あ
る
。

　
御
者
座
は
カ
ペ
ラ
を
妻
と
し
、
産
ん
だ

子
供
が
、
偉
大
な
祝
祭
・
金
星
で
あ
る
。

　
金
星
は
夜
に
駆
け
、
夜
と
昼
、
星
と
月
、

そ
し
て
太
陽
を
、
航
海
士
の
コ
ン
パ
ス
の

ご
と
く
支
配
す
る
。

　
そ
の
後
、
金
星
は
カ
ヌ
ー
「
常
に
変
化

す
る
顔
」
号
を
準
備
し
、
西
に
航
海
し
て

南
の
王
の
所
へ
行
き
、
空
の
南
側
に
位
置

す
る
コ
ン
パ
ス
の
星
山
羊
座
を
妻
と
し
て
、

生
ま
れ
た
の
が
色
あ
せ
る
赤
・
火
星
で
あ

る
。

（
Ｔ
・
ア
ン
リ『
古
代
タ
ヒ
チ
』収
録
。一
部
省
略
）

　
上
の
チ
ャ
ン
ト
で
「
コ
ン
パ
ス
」
と
い
う

の
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
が
羅
針
盤
を
持
っ
て

い
た
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
む
し
ろ
水
平

線
か
ら
昇
る
星
々
が
方
向
を
示
す
「
ス
タ
ー

コ
ン
パ
ス
」
の
こ
と
で
あ
る
（
拙
著
『
海
を

渡
っ
た
モ
ン
ゴ
ロ
イ
ド
』
講
談
社
）。
そ
し

て
移
動
は
す
る
が
常
に
位
置
関
係
を
保
つ
恒

星
を
島
々
と
見
て
、
そ
の
中
を
行
っ
た
り
来

た
り
す
る
金
星
や
火
星
を
カ
ヌ
ー
と
見
て
い

た
の
だ
。

　
限
り
の
な
い
大
海
原
を
進
む
こ
と
は
、
水

平
線
と
天
が
一
つ
に
な
る
空
間
を
進
む
こ
と

に
等
し
い
。
多
く
の
海
洋
民
族
の
間
で
、
海

と
天
空
の
神
話
に
連
続
性
が
見
ら
れ
る
の
は

そ
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
人

の
原
体
験
に
は
、
海
の
民
共
通
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
っ
た
。

　
翻
っ
て
今
の
日
本
人
を
見
る
と
、
海
か
ら

遠
い
民
族
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
？
　
私
の
郷
里
の
東
北
地
方
が

大
打
撃
を
受
け
た
東
日
本
大
震
災
も
、
そ
の

一
因
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
日
本
人
は
海
と
と
も
に
生
き
て

い
く
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
領
土
問
題
な
ど

は
む
し
ろ
逆
手
に
と
っ
て
、
周
辺
諸
国
と
積

極
的
に
海
の
文
化
交
流
や
共
同
研
究
を
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。
前
述
の
日
本
最
古
の
航
海

者
実
験
航
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
台
湾
と
く

に
ア
ミ
族
の
方
々
と
共
同
で
行
う
予
定
で
あ

る
。
復
元
船
は
日
本
人
と
台
湾
人
が
一
緒
に

漕
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
も
と
も
と
倭
人

の
時
代
は
、
東
シ
ナ
海
な
ど
は
文
化
交
流
の

ア
リ
ー
ナ
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
拙
著
『
海
か

ら
見
た
日
本
人
』
講
談
社
）。

　
ま
た
、
海
の
文
化
を
復
興
す
る
た
め
の
指

針
と
な
る
の
は
、
ハ
ワ
イ
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
先

住
民
が
過
去
40
年
間
進
め
て
き
た
「
カ
ヌ
ー

ル
ネ
サ
ン
ス
運
動
」
で
あ
る
。
近
年
は
、
彼

ら
と
同
系
統
の
台
湾
先
住
民
の
間
な
ど
で
も
、

そ
の
機
運
が
盛
ん
で
あ
る
。
昨
年
私
は
、「
沖

縄
ち
ゆ美

ら
う
み海

水
族
館
」
で
人
気
の
あ
る
海
洋
博

公
園
に
、「
海
洋
文
化
館
」
と
い
う
海
洋
文

化
の
世
界
的
拠
点
を
作
る
仕
事
を
終
え
た
。

そ
し
て
今
、
こ
の
海
の
民
の
動
き
に
連
動
す

る
た
め
に
、
10
人
ほ
ど
の
有
志
と
と
も
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
航
海
協
会
（Japan 

V
oyaging A

ssociation

）
を
「
海
幸
・
山

幸
神
話
」
の
国
・
宮
崎
県
の

ひ
ゆ
う日 

が向
海
岸
に

設
立
す
べ
く
、
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

は
訳
が
あ
る
。
最
近
琉
球
列
島
で
３
万
年
以

上
前
の
人
骨
や
石
器
の
発
見
が
相
次
い
で
い

る
。
そ
の
時
代
は
後
期
旧
石
器
時
代
に
相
当

す
る
が
、
そ
の
頃
は
地
球
上
に
氷
河
期
が
訪

れ
て
い
た
。
氷
河
期
に
は
海
水
面
が
低
下
し

て
北
海
道
は
サ
ハ
リ
ン
と
陸
続
き
と
な
っ
た
。

シ
ベ
リ
ア
か
ら
マ
ン
モ
ス
を
追
っ
た
ハ
ン
タ

ー
が
北
海
道
に
は
歩
い
て
渡
っ
て
き
た
で
あ

ろ
う
。
一
方
、
朝
鮮
半
島
と
北
部
九
州
の
連

続
性
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
意
見
が
割
れ

て
い
る
ら
し
い
。
た
だ
し
は
っ
き
り
し
て
い

「
星
の
航
海
術
」を

持
つ
人
び
と

海
と
と
も
に
生
き
る

民
族
の
復
興
へ

ご
と
う
・
あ
き
ら
／
１

９
５
４
年
生
ま
れ
。
海

洋
人
類
学
者
。ハ
ワ
イ
大

学
人
類
学
部
大
学
院
博

士
課
程
修
了
。ハ
ワ
イ
大

学
、宮
城
学
院
女
子
大

学
助
教
授
、教
授
、同
志

社
女
子
大
学
教
授
な
ど

を
へ
て
、２
０
０
７
年
よ

り
南
山
大
学
人
文
学
部

人
類
文
化
学
科
教
授
。

著
書
に『
海
を
渡
っ
た
モ

ン
ゴ
ロ
イ
ド
』『
海
か
ら

見
た
日
本
人
―
―
海
人

で
読
む
日
本
の
歴
史
』

（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
）

な
ど
。
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場
所
に
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の

よ
う
な
深
さ
で
鉱
物
を
砕
い
て
、
船
上
に
ま

で
運
ぶ
こ
と
は
、
ま
だ
、
世
界
中
で
行
わ
れ

た
こ
と
が
な
い
の
で
す
」
と
石
油
天
然
ガ

ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
）・
海
洋
資
源
技
術
課
の
岡
本
信
行
さ
ん

が
い
う
よ
う
に
、
海
底
鉱
物
資
源
は
採
掘
し

て
引
き
上
げ
る
た
め
の
技
術
が
ま
だ
開
発
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
、
資
源
の
量
や
採

算
性
も
不
透
明
な
状
態
に
あ
る
。

　
日
本
は
２
０
０
７
年
に
制
定
し
た
海
洋
基

本
法
に
よ
り
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
海
洋
鉱

物
資
源
の
開
発
を
積
極
的
に
進
め
る
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。
２
０
１
３
年
に
ま
と
め
ら
れ

た
第
二
次
海
洋
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
海
底

熱
水
鉱
床
は
２
０
２
３
年
以
降
に
採
鉱
か
ら

精
錬
ま
で
連
動
し
た
試
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
、
そ
の
成
果
を
民
間
企
業
に
引
き
継

ぎ
、
商
業
化
を
進
め
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
敷

か
れ
て
い
る
。
コ
バ
ル
ト
リ
ッ
チ
ク
ラ
ス
ト

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
８
年
ご
ろ
に
商
業
化

の
検
討
が
で
き
る
よ
う
に
、
資
源
量
の
評
価

を
し
た
り
、
基
礎
技
術
を
固
め
て
い
く
予
定

に
な
っ
て
い
る
。

　
海
洋
に
は
鉱
物
資
源
の
他
に
も
、
石
油
、

天
然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
が
眠
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
、
日
本
近
海
で
大
量
の
資
源
が
あ

る
と
見
ら
れ
て
い
る
の
が
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ

ー
ト
だ
。
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
と
は
水
の

分
子
が
メ
タ
ン
の
分
子
を
取
り
囲
む
よ
う
に

し
て
結
晶
化
し
た
氷
の
よ
う
な
物
質
で
、
温

度
を
上
げ
た
り
、
圧
力
を
下
げ
た
り
す
る
と
、

天
然
ガ
ス
の
主
成
分
で
あ
る
メ
タ
ン
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
と
同
じ
よ
う
に
新
し
い
天
然
ガ
ス
資
源
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
２
０

０
２
年
に
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
資
源
開
発

研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｍ
Ｈ
21
）
が
組
織

さ
れ
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
開
発
研
究

が
本
格
的
に
は
じ
ま
っ
た
。

　
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
圧
力
が
高
く
、

温
度
の
低
い
場
所
に
つ
く
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
陸
上
の
永
久
凍
土
層
や
、
水
深
５
０

０
ｍ
よ
り
深
い
海
底
に
存
在
し
て
い
る
。
日

本
の
海
域
で
は
、
日
本
列
島
に
沿
う
よ
う
に

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が
凝
集
し
て
い
る
地

層
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
、
も
っ
と
も
調
査
が
進
ん
で
い
る
の
が
静

岡
県
沖
か
ら
和
歌
山
県
沖
に
広
が
る
東
部
南

海
ト
ラ
フ
と
よ
ば
れ
る
海
域
だ
。
こ
の
海
域

の
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
濃
集
帯
だ
け
で

も
約
５
７
３
９
億
㎥
の
メ
タ
ン
ガ
ス
が
あ
る

と
試
算
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
が
２
０
１
１

年
に
輸
入
し
た
液
化
天
然
ガ
ス
の
約
５
・
５

倍
に
あ
た
る
量
で
あ
る
。
日
本
近
海
の
埋
蔵

量
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
が
、
ど

の
海
域
に
も
東
部
南
海
ト
ラ
フ
と
同
じ
く
ら

い
の
量
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て

も
大
き
な
天
然
ガ
ス
供
給
源
と
な
る
は
ず
だ
。

　
Ｍ
Ｈ
21
は
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
か
ら

メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る
た
め
の
調
査
や
試

験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
２
０
１
３
年
３
月

に
は
、
海
上
で
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
か
ら

メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る
実
験
を
お
こ
な
い
、

６
日
間
で
合
計
約
12
万
㎥
の
生
産
に
成
功
し

た
。Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
の
磯
部
人
志
さ
ん
は

「
海
洋
で
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
か
ら
メ
タ

ン
ガ
ス
を
取
り
出
す
の
は
、
世
界
で
も
初
の

試
み
で
、
実
際
に
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
か

め
る
の
が
大
き
な
目
的
で
し
た
。
実
際
に
、

６
日
間
に
わ
た
っ
て
ガ
ス
の
生
産
が
で
き
た

の
で

あ
ん安 

ど堵
し
ま
し
た
」
と
実
験
を
振
り
返
っ

た
。

　
東
部
南
海
ト
ラ
フ
に
存
在
す
る
メ
タ
ン
ハ

イ
ド
レ
ー
ト
は
砂
の
粒
子
の
す
き
ま
に
結
晶

化
し
て
い
る
砂
層
型
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
層
は
海
底
面
か
ら

数
百
ｍ
と
い
う
比
較
的
浅
い
部
分
に
あ
る
。

そ
こ
に
鉄
管
や
セ
メ
ン
ト
で
井
戸
を
つ
く
り
、

海
水
を
勢
い
よ
く
く
み
出
す
こ
と
で
井
戸
全

体
の
圧
力
を
下
げ
、
メ
タ
ン
を
ガ
ス
化
し
て

い
く
。
海
底
面
か
ら
深
く
な
い
の
で
、
井
戸

を
つ
く
る
の
は
短
期
間
で
で
き
る
が
、
海
底

の
浅
い
部
分
は
、
で
き
て
か
ら
日
も
短
く
、

軟
ら
か
く
て
壊
れ
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
、

つ
く
っ
た
井
戸
と
周
り
の
地
層
を
密
着
さ
せ

た
り
、
亀
裂
が
入
ら
な
い
よ
う
に
減
圧
す
る

の
が
と
て
も
難
し
い
。

　
さ
ら
に
、
砂
層
型
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー

ト
で
は
メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る
と
き
に
大

量
の
砂
を
く
み
上
げ
て
し
ま
う
問
題
も
あ
る
。

実
際
、
２
０
１
３
年
３
月
の
生
産
実
験
で
は
、

６
日
目
に
井
戸
の
中
に
大
量
の
砂
が
出
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。
今
後
は
、
こ
の
実
験
の
と

き
に
得
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、
出
砂
を
抑

え
て
、
効
率
よ
く
メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る

方
法
を
探
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
今
後
２
〜

３
年
く
ら
い
で
数
か
月
規
模
の
海
洋
産
出

試
験
を
お
こ
な
い
、
商
業
化
へ
の

め目 

ど処
を
つ

け
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
広
い
海
は
資
源
の
新
し
い
供
給
源
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
１
年
３

月
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
続

く
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
っ
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
は
大
幅
に
見
直
さ
れ
、
太
陽
光

発
電
を
中
心
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
が
よ
り
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
と
し

て
は
、
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
な
ど
が
真
っ

先
に
挙
が
っ
て
く
る
が
、
海
洋
に
も
、
波
力
、

海
流
、

ち
よ
う潮 

せ
き汐 

り
よ
く力

な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
利
用
で
き
る
力
が
た
く
さ
ん
あ
る

（Chart 2

）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
韓
国
で
は
、

こ
れ
ら
の
力
を
利
用
し
た
海
洋
発
電
技
術

の
開
発
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
海

の
干
潮
時
と
満
潮
時
の
海
面
の
高
低
差
を

利
用
し
た
潮
汐
力
発
電
の
商
業
利
用
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
波
の
力
を
利
用
す

る
波
力
発
電
や
、
海
流
で
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
し

て
発
電
す
る
海
流
発
電
も
、
様
々
な
国
々
で

海
洋
に
試
験
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
た
実
証

実
験
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
も
数
十
年
前
か
ら
波
力
、
海
流
、
潮

汐
力
と
い
っ
た
発
電
方
式
の
研
究
、
開
発
を

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
水

槽
試
験
や
研
究
室
で
の
実
験
の
段
階
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
目
標
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
開
発
が
進
め
ら

れ
た
結
果
、
実
用
化
や
商
業
化
へ
の
道
を

着
々
と
歩
ん
で
い
る
が
、
日
本
の
場
合
は
そ

の
よ
う
な
目
標
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
数
年
前
ま
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
期
待
度
も
低
か
っ
た
た
め
に
、
規
模

の
大
き
な
実
験
が
あ
ま
り
お
こ
な
え
ず
に
、

小
規
模
で
基
礎
的
な
研
究
で
技
術
を
つ
な
い

で
い
た
。

　
だ
が
、
最
近
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
を
中

心
に
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
技
術
の
研
究

開
発
が
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
波
力
、
海
流
、
潮
汐
力
な
ど
を

対
象
に
、
実
用
化
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
次
々
と
動
き
出
し
て
い
る
。Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
の
担
当
者
は
「
日
本
の
海
は

世
界
の
海
と
比
べ
て
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
小
さ
い
の
で
、
大
規
模

な
発
電
技
術
を
一
気
に
開
発
す
る
の
は
難
し

い
状
況
で
す
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
数
百
kW

ク
ラ
ス
の
小
規
模
発
電
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

離
島
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
解
説
す
る
。

　
現
在
の
試
算
で
は
、
波
力
、
海
流
、
潮
汐

力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ
わ
せ
て
も
、
日

本
の
年
間
需
要
の
数
％
し
か
ま
か
な
え
な
い
。

そ
の
た
め
、
日
本
の
電
力
を
支
え
る
ベ
ー
ス

電
源
と
い
う
よ
り
は
、
離
島
な
ど
の
よ
う
に

既
存
の
電
力
網
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
地
域

で
、
消
費
地
に
直
結
し
た
電
源
と
し
て
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域

で
活
用
さ
れ
て
い
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
の
代

替
と
な
る
に
は
、
発
電
コ
ス
ト
を
１
kWh
あ
た

り
40
円
以
下
に
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
実
海
域
で
の
実
証
試
験
に
よ
っ
て
、

１
kWh
あ
た
り
40
円
以
下
の
発
電
コ
ス
ト
の
実

現
を
目
指
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
効
率
の
高
い
発
電
を
目
指

し
て
、
要
素
技
術
の
開
発
も
同
時
に
お
こ
な

っ
て
い
き
、
発
電
コ
ス
ト
を
１
kWh
あ
た
り
20

円
以
下
に
抑
え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

長
期
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
密
度
で
考
え
る
と
、
世
界
の
海
に
比
べ
て

日
本
近
海
は
不
利
な
要
素
が
強
い
よ
う
に
思

え
る
が
、
日
本
は
省
エ
ネ
技
術
や
シ
ス
テ
ム

の
効
率
的
な
運
用
に

た長
け
て
い
る
の
で
、
将

来
的
に
は
、
小
さ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的

に
電
気
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
大
規
模

発
電
に
つ
な
が
る
技
術
が
登
場
す
る
可
能
性

は
十
分
に
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
小
さ

さ
を
跳
ね
返
す
ほ
ど
の
画
期
的
な
技
術
が
開

発
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
実
は
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発

電
に
は
も
う
１
つ
の
方
式
が
あ
る
。
そ
れ
が

海
洋
温
度
差
発
電
だ
。
海
は
太
陽
光
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
表
層
の
部
分
と
、
水
深
６
０
０

〜
１
０
０
０
ｍ
付
近
の
深
層
の
部
分
で
温
度

差
が
で
き
る
。
こ
の
温
度
差
を
利
用
し
て
電

気
を
つ
く
る
の
が
海
洋
温
度
差
発
電
だ

（Chart 3

）。
海
洋
温
度
差
発
電
は
表
層
と

深
層
の
温
度
差
が
20
℃
以
上
保
た
れ
る
こ
と

が
重
要
で
、
日
本
で
は
沖
縄
や
小
笠
原
諸
島

が
適
地
と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
近
海
と
し
て

は
比
較
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
地
域
だ
。

し
か
も
、
40
年
間
、
佐
賀
大
学
を
中
心
に
技

術
開
発
を
続
け
て
き
た
お
か
げ
で
、
２
０
１

３
年
に
は
沖
縄
県
の

く久 

め米 

じ
ま島

に
世
界
初
の
実

証
実
験
プ
ラ
ン
ト
が
建
設
さ
れ
、
１
年
以
上

運
転
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
海
洋
温
度
差
発

電
で
実
証
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
し
て
い
る
の
は
、

世
界
中
で
こ
こ
だ
け
し
か
な
い
。

　
久
米
島
の
実
証
実
験
プ
ラ
ン
ト
で
は
出
力

50 

kW
の
発
電
設
備
を
２
台
つ
く
り
、
１
つ
は

連
続
発
電
の
試
験
を
し
、
そ
し
て
も
う
１
つ

は
要
素
技
術
を
開
発
す
る
た
め
の
試
験
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
こ
の
実
験
に
参
加
し
て
い

る
㈱
ゼ
ネ
シ
ス
の
岡
村

し
ん盡

さ
ん
は
「
50 

kW
の

設
備
で
は
、
発
電
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
、

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
商
業
化
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
今
後
、
１
千
kW
以
上
の
発
電
設

備
の
導
入
を
視
野
に
入
れ
て
、
必
要
な
デ
ー

タ
を
取
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　
実
際
に
、
実
験
デ
ー
タ
は
事
前
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
も
一
致
し
、
現
在
の
技
術
で

数
千
kW
ク
ラ
ス
の
設
備
を
つ
く
る
こ
と
は
十

分
可
能
だ
と
い
う
。
こ
の
実
証
実
験
は
２
０

１
５
年
ま
で
続
け
ら
れ
る
。
岡
村
さ
ん
た
ち

は
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
し

て
、
次
の
段
階
と
し
て
１
千
kW
ク
ラ
ス
の
発

電
施
設
を
つ
く
り
、
商
業
利
用
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
海
洋
温
度
差
発
電
は
、
表
層
水
と
深
層
水

を
く
み
上
げ
て
発
電
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

海
洋
深
層
水
は
飲
料
水
や
化
粧
品
な
ど
に
も

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
事
業
と
発

電
を
組
み
合
わ
せ
て
複
合
的
に
利
用
す
る
こ

と
で
、
よ
り
効
率
的
な
利
用
や
新
し
い
産
業

が
生
み
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
海
洋
温
度
差
発
電
の
実
験
プ
ラ
ン
ト
が
あ

る
久
米
島
で
は
、
ク
ル
マ
エ
ビ
や
海
ブ
ド
ウ

の
養
殖
な
ど
に
深
層
水
を
利
用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
生
き
物
は
生
育
に
適
し
た
温
度
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
養
殖
池
の
温
度
管

理
な
ど
に
冷
た
い
深
層
水
を
使
っ
て
い
る
。

水
産
業
以
外
に
も
食
品
、
化
粧
品
な
ど
で
、

深
層
水
関
連
企
業
が
増
え
て
お
り
、
深
層
水

は
年
間
で
約
20
億
円
の
売
上
を
支
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
深
層
水
を
利
用
し
て

ど土 

じ
よ
う壌

を
冷
や
し
、
ほ
う

れ
ん
草
の
栽
培
に
役
立
て

た
り
、
花
の
開
花
や
イ
チ

ゴ
の
生
産
を
調
整
す
る
技

術
も
開
発
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
海
洋
に
あ
る
鉱
物
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
、
人
間

が
こ
れ
ま
で
活
用
し
て
き

た
も
の
と
比
べ
る
と
、
取

り
出
し
た
り
、
使
用
し
た

り
し
に
く
い
一
面
が
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
商
業
利
用
ま

で
ま
だ
先
が
長
い
。
だ
が
、

日
本
は
そ
れ
ら
の
資
源
を
し
っ
か
り
と
活
用

す
る
た
め
に
技
術
を
磨
い
て
お
り
、
世
界
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

海
洋
鉱
物
や
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
な
ど
が

取
れ
る
海
洋
鉱
床
な
ど
は
、
日
本
の
新
た
な

鉱
物
源
と
し
て
、
製
造
業
を
支
え
る
基
盤
と

な
り
、
海
洋
発
電
技
術
は
日
本
だ
け
で
な
く

発
展
途
上
国
な
ど
で
役
立
つ
潜
在
能
力
を
秘

め
て
い
る
。
難
し
い
技
術
を
世
界
に
先
駆
け

て
開
発
す
る
こ
と
で
、
海
洋
技
術
立
国
と
し

て
の
新
た
な
姿
が
見
え
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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日
本
の
国
土
は
世
界
中
の
陸
地
の
中
で
た

っ
た
０
・
28
％
し
か
な
い
小
さ
な
島
国
だ
。

そ
の
狭
い
国
土
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉱
物

資
源
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
日
本
は
世
界
有
数

の
工
業
国
で
は
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や

原
料
と
な
る
資
源
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
。
日
本
は
資
源
保
有
国
と
共
同
で
鉱

山
や
油
田
、
ガ
ス
田
な
ど
の
探
査
や
開
発
を

し
て
、
必
要
な
資
源
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
最
近
、
資
源
保
有

国
自
身
が
自
国
の
資
源
に
対
す
る
権
利
を
強

化
す
る
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
日
本
は
資
源
を
安
定
し
て
手
に
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
、
資
源
保
有
国
と
の
関
係
を
強
化

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
日
本
独

自
の
資
源
を
開
発
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
海
洋
に
眠
る
資
源
だ
。
水
深
２
０
０
ｍ
よ

り
深
い
深
海
底
に
は
、
様
々
な
鉱
物
資
源
が

存
在
す
る
。
海
洋
の
鉱
物
資
源
は
１
９
６
０

年
代
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
。
だ

が
、
海
底
の
鉱
物
資
源
は
陸
地
に
あ
る
資
源

よ
り
も
採
取
が
難
し
く
、
コ
ス
ト
も
か
か
る
。

そ
の
た
め
、
実
際
に
採
掘
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
状
況

が
一
変
す
る
。
中
国
を
は
じ
め
新
興
国
の
台

頭
に
よ
っ
て
、
金
属
資
源
な
ど
の
消
費
量
が

急
激
に
増
加
し
、
価
格
も
高
騰
し
て
し
ま
っ

た
。
資
源
価
格
の
急
激
な
上
昇
に
よ
り
、
生

産
コ
ス
ト
の
高
い
海
洋
資
源
で
も
、
経
済
的

に
成
り
立
つ
可
能
性
が
大
き
く
な
り
、
多
く

の
国
が
あ
い
つ
い
で
開
発
に
乗
り
出
す
よ
う

に
な
っ
た
。

　
日
本
は
国
土
が
狭
い
も
の
の
、
天
然
資
源

な
ど
の
探
査
や
開
発
を
お
こ
な
う
権
利
を
与

え
ら
れ
る
排
他
的
経
済
水
域
と
領
海
の
面
積

は
約
４
４
８
万
㎢
と
、
世
界
第
６
位
の
広
さ

を
誇
っ
て
い
る
（Chart 1

）。
さ
ら
に
、
日

本
が
申
請
し
て
い
た
大
陸
棚
の
延
長
も
一
部

が
認
め
ら
れ
、
資
源
開
発
が
で
き
る
海
域
が

広
が
っ
て
い
る
。

　
海
洋
鉱
物
資
源
に
は
、
大
き
く
分
け
て
３

つ
の
種
類
が
あ
る
。
１
つ
目
は
、
マ
ン
ガ
ン
、

ニ
ッ
ケ
ル
、
コ
バ
ル
ト
、
銅
な
ど
が
球
状
に

固
ま
り
海
底
の
泥
の
上
に
並
ぶ
マ
ン
ガ
ン
団

塊
。
２
つ
目
が
、

か
い海 

ざ
ん山

の
頂
上
か
ら
斜
面
に

か
け
て
コ
バ
ル
ト
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
白
金
な
ど

が
10
㎝
ほ
ど
の
層
を
つ
く
っ
て

た
い堆 

せ
き積

す
る
コ

バ
ル
ト
リ
ッ
チ
ク
ラ
ス
ト
。
そ
し
て
３
つ
目

が
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
生
ま
れ
る
海
域
や
沈

み
こ
む
海
域
な
ど
で
形
成
さ
れ
る
海
底
熱
水

鉱
床
だ
。

　
こ
の
う
ち
、
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
内

で
有
望
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
海
底
熱
水
鉱

床
で
あ
る
。
実
際
、
海
底
熱
水
鉱
床
は
、
伊

豆
・
小
笠
原
海
域
や
沖
縄
海
域
で
い
く
つ
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
に
は
世
界

で
初
め
て
海
底
熱
水
鉱
床
の
採
掘
に
成
功
し
、

将
来
の
商
業
化
を
見
据
え
た
技
術
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
他
の
２
つ
の
鉱
物
資
源
に

つ
い
て
も
、
日
本
は
す
で
に
権
利
を
確
保
し

て
い
る
。
マ
ン
ガ
ン
団
塊
に
つ
い
て
は
ハ
ワ

イ
沖
や
イ
ン
ド
洋
の
公
海
域
で
の
探
査
権
を

保
有
し
て
い
る
の
に
加
え
、
世
界
有
数
の
良

質
な
産
地
と
さ
れ
る
ク
ッ
ク
諸
島
海
域
で
の

調
査
に
も
協
力
し
た
。
ま
た
、
コ
バ
ル
ト
リ

ッ
チ
ク
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
３
年

に
南
鳥
島
沖
の
公
海
域
で
、
世
界
に
先
駆
け

て
探
査
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

排
他
的
経
済
水
域
内
に
あ
る
海
山
と
あ
わ
せ

て
、
開
発
を
進
め
る
予
定
で
い
る
。

　
日
本
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、

中
国
、韓
国
、カ
ナ
ダ
な
ど
の
国
々
は
、現
在
、

公
海
域
や
発
展
途
上
国
の
排
他
的
経
済
水
域

で
の
海
洋
鉱
物
資
源
を
確
保
し
よ
う
と
、
先

を
争
う
よ
う
に
し
て
探
査
権
を
取
得
し
て
い

る
。
だ
が
、
海
洋
鉱
物
資
源
を
私
た
ち
が
活

用
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。「
海

底
鉱
物
資
源
は
、
１
０
０
０
ｍ
よ
り
も
深
い

海
洋
資
源

か
ら

見
え
る

未
来
の
日
本

海底熱水
鉱床

人工のメタン
ハイドレート

資
源
価
格
の

高
騰
で

存
在
感
の
増
す

海
洋
資
源

進
む

海
洋
鉱
物
資
源
の

利
権
争
い

排他的
経済水域
ランキング

排他的経済水域と領海を合わせた面積の順位。日本の
国土面積は世界で61位だが、領海を含めた排他的経済
水域の面積では世界6位で、国土の約12倍の広さ。

Chart 1

特
集

海
の
恵
み
を

い
つ
く
し
む

そ
の 

５

資源やエネルギーの乏しい日本にとって、
資源やエネルギーの確保は重要な課題だ。
その重要な課題を解決する手立てが

海にあるという。
海にはどれくらいの資源があり、
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場
所
に
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の

よ
う
な
深
さ
で
鉱
物
を
砕
い
て
、
船
上
に
ま

で
運
ぶ
こ
と
は
、
ま
だ
、
世
界
中
で
行
わ
れ

た
こ
と
が
な
い
の
で
す
」
と
石
油
天
然
ガ

ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
）・
海
洋
資
源
技
術
課
の
岡
本
信
行
さ
ん

が
い
う
よ
う
に
、
海
底
鉱
物
資
源
は
採
掘
し

て
引
き
上
げ
る
た
め
の
技
術
が
ま
だ
開
発
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
、
資
源
の
量
や
採

算
性
も
不
透
明
な
状
態
に
あ
る
。

　
日
本
は
２
０
０
７
年
に
制
定
し
た
海
洋
基

本
法
に
よ
り
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
海
洋
鉱

物
資
源
の
開
発
を
積
極
的
に
進
め
る
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。
２
０
１
３
年
に
ま
と
め
ら
れ

た
第
二
次
海
洋
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
海
底

熱
水
鉱
床
は
２
０
２
３
年
以
降
に
採
鉱
か
ら

精
錬
ま
で
連
動
し
た
試
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
、
そ
の
成
果
を
民
間
企
業
に
引
き
継

ぎ
、
商
業
化
を
進
め
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
敷

か
れ
て
い
る
。
コ
バ
ル
ト
リ
ッ
チ
ク
ラ
ス
ト

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
８
年
ご
ろ
に
商
業
化

の
検
討
が
で
き
る
よ
う
に
、
資
源
量
の
評
価

を
し
た
り
、
基
礎
技
術
を
固
め
て
い
く
予
定

に
な
っ
て
い
る
。

　
海
洋
に
は
鉱
物
資
源
の
他
に
も
、
石
油
、

天
然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
が
眠
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
、
日
本
近
海
で
大
量
の
資
源
が
あ

る
と
見
ら
れ
て
い
る
の
が
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ

ー
ト
だ
。
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
と
は
水
の

分
子
が
メ
タ
ン
の
分
子
を
取
り
囲
む
よ
う
に

し
て
結
晶
化
し
た
氷
の
よ
う
な
物
質
で
、
温

度
を
上
げ
た
り
、
圧
力
を
下
げ
た
り
す
る
と
、

天
然
ガ
ス
の
主
成
分
で
あ
る
メ
タ
ン
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
と
同
じ
よ
う
に
新
し
い
天
然
ガ
ス
資
源
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
２
０

０
２
年
に
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
資
源
開
発

研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｍ
Ｈ
21
）
が
組
織

さ
れ
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
開
発
研
究

が
本
格
的
に
は
じ
ま
っ
た
。

　
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
圧
力
が
高
く
、

温
度
の
低
い
場
所
に
つ
く
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
陸
上
の
永
久
凍
土
層
や
、
水
深
５
０

０
ｍ
よ
り
深
い
海
底
に
存
在
し
て
い
る
。
日

本
の
海
域
で
は
、
日
本
列
島
に
沿
う
よ
う
に

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が
凝
集
し
て
い
る
地

層
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
、
も
っ
と
も
調
査
が
進
ん
で
い
る
の
が
静

岡
県
沖
か
ら
和
歌
山
県
沖
に
広
が
る
東
部
南

海
ト
ラ
フ
と
よ
ば
れ
る
海
域
だ
。
こ
の
海
域

の
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
濃
集
帯
だ
け
で

も
約
５
７
３
９
億
㎥
の
メ
タ
ン
ガ
ス
が
あ
る

と
試
算
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
が
２
０
１
１

年
に
輸
入
し
た
液
化
天
然
ガ
ス
の
約
５
・
５

倍
に
あ
た
る
量
で
あ
る
。
日
本
近
海
の
埋
蔵

量
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
が
、
ど

の
海
域
に
も
東
部
南
海
ト
ラ
フ
と
同
じ
く
ら

い
の
量
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て

も
大
き
な
天
然
ガ
ス
供
給
源
と
な
る
は
ず
だ
。

　
Ｍ
Ｈ
21
は
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
か
ら

メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る
た
め
の
調
査
や
試

験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
２
０
１
３
年
３
月

に
は
、
海
上
で
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
か
ら

メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る
実
験
を
お
こ
な
い
、

６
日
間
で
合
計
約
12
万
㎥
の
生
産
に
成
功
し

た
。Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
の
磯
部
人
志
さ
ん
は

「
海
洋
で
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
か
ら
メ
タ

ン
ガ
ス
を
取
り
出
す
の
は
、
世
界
で
も
初
の

試
み
で
、
実
際
に
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
か

め
る
の
が
大
き
な
目
的
で
し
た
。
実
際
に
、

６
日
間
に
わ
た
っ
て
ガ
ス
の
生
産
が
で
き
た

の
で

あ
ん安 

ど堵
し
ま
し
た
」
と
実
験
を
振
り
返
っ

た
。

　
東
部
南
海
ト
ラ
フ
に
存
在
す
る
メ
タ
ン
ハ

イ
ド
レ
ー
ト
は
砂
の
粒
子
の
す
き
ま
に
結
晶

化
し
て
い
る
砂
層
型
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
層
は
海
底
面
か
ら

数
百
ｍ
と
い
う
比
較
的
浅
い
部
分
に
あ
る
。

そ
こ
に
鉄
管
や
セ
メ
ン
ト
で
井
戸
を
つ
く
り
、

海
水
を
勢
い
よ
く
く
み
出
す
こ
と
で
井
戸
全

体
の
圧
力
を
下
げ
、
メ
タ
ン
を
ガ
ス
化
し
て

い
く
。
海
底
面
か
ら
深
く
な
い
の
で
、
井
戸

を
つ
く
る
の
は
短
期
間
で
で
き
る
が
、
海
底

の
浅
い
部
分
は
、
で
き
て
か
ら
日
も
短
く
、

軟
ら
か
く
て
壊
れ
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
、

つ
く
っ
た
井
戸
と
周
り
の
地
層
を
密
着
さ
せ

た
り
、
亀
裂
が
入
ら
な
い
よ
う
に
減
圧
す
る

の
が
と
て
も
難
し
い
。

　
さ
ら
に
、
砂
層
型
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー

ト
で
は
メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る
と
き
に
大

量
の
砂
を
く
み
上
げ
て
し
ま
う
問
題
も
あ
る
。

実
際
、
２
０
１
３
年
３
月
の
生
産
実
験
で
は
、

６
日
目
に
井
戸
の
中
に
大
量
の
砂
が
出
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。
今
後
は
、
こ
の
実
験
の
と

き
に
得
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、
出
砂
を
抑

え
て
、
効
率
よ
く
メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る

方
法
を
探
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
今
後
２
〜

３
年
く
ら
い
で
数
か
月
規
模
の
海
洋
産
出

試
験
を
お
こ
な
い
、
商
業
化
へ
の

め目 
ど処

を
つ

け
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
広
い
海
は
資
源
の
新
し
い
供
給
源
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
１
年
３

月
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
続

く
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
っ
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
は
大
幅
に
見
直
さ
れ
、
太
陽
光

発
電
を
中
心
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
が
よ
り
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
と
し

て
は
、
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
な
ど
が
真
っ

先
に
挙
が
っ
て
く
る
が
、
海
洋
に
も
、
波
力
、

海
流
、

ち
よ
う潮 

せ
き汐 

り
よ
く力

な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
利
用
で
き
る
力
が
た
く
さ
ん
あ
る

（Chart 2

）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
韓
国
で
は
、

こ
れ
ら
の
力
を
利
用
し
た
海
洋
発
電
技
術

の
開
発
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
海

の
干
潮
時
と
満
潮
時
の
海
面
の
高
低
差
を

利
用
し
た
潮
汐
力
発
電
の
商
業
利
用
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
波
の
力
を
利
用
す

る
波
力
発
電
や
、
海
流
で
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
し

て
発
電
す
る
海
流
発
電
も
、
様
々
な
国
々
で

海
洋
に
試
験
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
た
実
証

実
験
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
も
数
十
年
前
か
ら
波
力
、
海
流
、
潮

汐
力
と
い
っ
た
発
電
方
式
の
研
究
、
開
発
を

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
水

槽
試
験
や
研
究
室
で
の
実
験
の
段
階
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
目
標
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
開
発
が
進
め
ら

れ
た
結
果
、
実
用
化
や
商
業
化
へ
の
道
を

着
々
と
歩
ん
で
い
る
が
、
日
本
の
場
合
は
そ

の
よ
う
な
目
標
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
数
年
前
ま
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
期
待
度
も
低
か
っ
た
た
め
に
、
規
模

の
大
き
な
実
験
が
あ
ま
り
お
こ
な
え
ず
に
、

小
規
模
で
基
礎
的
な
研
究
で
技
術
を
つ
な
い

で
い
た
。

　
だ
が
、
最
近
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
を
中

心
に
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
技
術
の
研
究

開
発
が
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
波
力
、
海
流
、
潮
汐
力
な
ど
を

対
象
に
、
実
用
化
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
次
々
と
動
き
出
し
て
い
る
。Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
の
担
当
者
は
「
日
本
の
海
は

世
界
の
海
と
比
べ
て
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
小
さ
い
の
で
、
大
規
模

な
発
電
技
術
を
一
気
に
開
発
す
る
の
は
難
し

い
状
況
で
す
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
数
百
kW

ク
ラ
ス
の
小
規
模
発
電
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

離
島
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
解
説
す
る
。

　
現
在
の
試
算
で
は
、
波
力
、
海
流
、
潮
汐

力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ
わ
せ
て
も
、
日

本
の
年
間
需
要
の
数
％
し
か
ま
か
な
え
な
い
。

そ
の
た
め
、
日
本
の
電
力
を
支
え
る
ベ
ー
ス

電
源
と
い
う
よ
り
は
、
離
島
な
ど
の
よ
う
に

既
存
の
電
力
網
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
地
域

で
、
消
費
地
に
直
結
し
た
電
源
と
し
て
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域

で
活
用
さ
れ
て
い
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
の
代

替
と
な
る
に
は
、
発
電
コ
ス
ト
を
１
kWh
あ
た

り
40
円
以
下
に
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
実
海
域
で
の
実
証
試
験
に
よ
っ
て
、

１
kWh
あ
た
り
40
円
以
下
の
発
電
コ
ス
ト
の
実

現
を
目
指
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
効
率
の
高
い
発
電
を
目
指

し
て
、
要
素
技
術
の
開
発
も
同
時
に
お
こ
な

っ
て
い
き
、
発
電
コ
ス
ト
を
１
kWh
あ
た
り
20

円
以
下
に
抑
え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

長
期
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
密
度
で
考
え
る
と
、
世
界
の
海
に
比
べ
て

日
本
近
海
は
不
利
な
要
素
が
強
い
よ
う
に
思

え
る
が
、
日
本
は
省
エ
ネ
技
術
や
シ
ス
テ
ム

の
効
率
的
な
運
用
に

た長
け
て
い
る
の
で
、
将

来
的
に
は
、
小
さ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的

に
電
気
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
大
規
模

発
電
に
つ
な
が
る
技
術
が
登
場
す
る
可
能
性

は
十
分
に
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
小
さ

さ
を
跳
ね
返
す
ほ
ど
の
画
期
的
な
技
術
が
開

発
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
実
は
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発

電
に
は
も
う
１
つ
の
方
式
が
あ
る
。
そ
れ
が

海
洋
温
度
差
発
電
だ
。
海
は
太
陽
光
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
表
層
の
部
分
と
、
水
深
６
０
０

〜
１
０
０
０
ｍ
付
近
の
深
層
の
部
分
で
温
度

差
が
で
き
る
。
こ
の
温
度
差
を
利
用
し
て
電

気
を
つ
く
る
の
が
海
洋
温
度
差
発
電
だ

（Chart 3

）。
海
洋
温
度
差
発
電
は
表
層
と

深
層
の
温
度
差
が
20
℃
以
上
保
た
れ
る
こ
と

が
重
要
で
、
日
本
で
は
沖
縄
や
小
笠
原
諸
島

が
適
地
と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
近
海
と
し
て

は
比
較
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
地
域
だ
。

し
か
も
、
40
年
間
、
佐
賀
大
学
を
中
心
に
技

術
開
発
を
続
け
て
き
た
お
か
げ
で
、
２
０
１

３
年
に
は
沖
縄
県
の

く久 

め米 

じ
ま島

に
世
界
初
の
実

証
実
験
プ
ラ
ン
ト
が
建
設
さ
れ
、
１
年
以
上

運
転
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
海
洋
温
度
差
発

電
で
実
証
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
し
て
い
る
の
は
、

世
界
中
で
こ
こ
だ
け
し
か
な
い
。

　
久
米
島
の
実
証
実
験
プ
ラ
ン
ト
で
は
出
力

50 

kW
の
発
電
設
備
を
２
台
つ
く
り
、
１
つ
は

連
続
発
電
の
試
験
を
し
、
そ
し
て
も
う
１
つ

は
要
素
技
術
を
開
発
す
る
た
め
の
試
験
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
こ
の
実
験
に
参
加
し
て
い

る
㈱
ゼ
ネ
シ
ス
の
岡
村

し
ん盡

さ
ん
は
「
50 

kW
の

設
備
で
は
、
発
電
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
、

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
商
業
化
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
今
後
、
１
千
kW
以
上
の
発
電
設

備
の
導
入
を
視
野
に
入
れ
て
、
必
要
な
デ
ー

タ
を
取
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　
実
際
に
、
実
験
デ
ー
タ
は
事
前
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
も
一
致
し
、
現
在
の
技
術
で

数
千
kW
ク
ラ
ス
の
設
備
を
つ
く
る
こ
と
は
十

分
可
能
だ
と
い
う
。
こ
の
実
証
実
験
は
２
０

１
５
年
ま
で
続
け
ら
れ
る
。
岡
村
さ
ん
た
ち

は
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
し

て
、
次
の
段
階
と
し
て
１
千
kW
ク
ラ
ス
の
発

電
施
設
を
つ
く
り
、
商
業
利
用
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
海
洋
温
度
差
発
電
は
、
表
層
水
と
深
層
水

を
く
み
上
げ
て
発
電
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

海
洋
深
層
水
は
飲
料
水
や
化
粧
品
な
ど
に
も

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
事
業
と
発

電
を
組
み
合
わ
せ
て
複
合
的
に
利
用
す
る
こ

と
で
、
よ
り
効
率
的
な
利
用
や
新
し
い
産
業

が
生
み
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
海
洋
温
度
差
発
電
の
実
験
プ
ラ
ン
ト
が
あ

る
久
米
島
で
は
、
ク
ル
マ
エ
ビ
や
海
ブ
ド
ウ

の
養
殖
な
ど
に
深
層
水
を
利
用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
生
き
物
は
生
育
に
適
し
た
温
度
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
養
殖
池
の
温
度
管

理
な
ど
に
冷
た
い
深
層
水
を
使
っ
て
い
る
。

水
産
業
以
外
に
も
食
品
、
化
粧
品
な
ど
で
、

深
層
水
関
連
企
業
が
増
え
て
お
り
、
深
層
水

は
年
間
で
約
20
億
円
の
売
上
を
支
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
深
層
水
を
利
用
し
て

ど土 

じ
よ
う壌

を
冷
や
し
、
ほ
う

れ
ん
草
の
栽
培
に
役
立
て

た
り
、
花
の
開
花
や
イ
チ

ゴ
の
生
産
を
調
整
す
る
技

術
も
開
発
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
海
洋
に
あ
る
鉱
物
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
、
人
間

が
こ
れ
ま
で
活
用
し
て
き

た
も
の
と
比
べ
る
と
、
取

り
出
し
た
り
、
使
用
し
た

り
し
に
く
い
一
面
が
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
商
業
利
用
ま

で
ま
だ
先
が
長
い
。
だ
が
、

日
本
は
そ
れ
ら
の
資
源
を
し
っ
か
り
と
活
用

す
る
た
め
に
技
術
を
磨
い
て
お
り
、
世
界
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

海
洋
鉱
物
や
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
な
ど
が

取
れ
る
海
洋
鉱
床
な
ど
は
、
日
本
の
新
た
な

鉱
物
源
と
し
て
、
製
造
業
を
支
え
る
基
盤
と

な
り
、
海
洋
発
電
技
術
は
日
本
だ
け
で
な
く

発
展
途
上
国
な
ど
で
役
立
つ
潜
在
能
力
を
秘

め
て
い
る
。
難
し
い
技
術
を
世
界
に
先
駆
け

て
開
発
す
る
こ
と
で
、
海
洋
技
術
立
国
と
し

て
の
新
た
な
姿
が
見
え
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

実
海
域
で
の

実
証
実
験
を

目
指
す

海
洋
発
電

世
界
初
の

生
産
実
験
に

成
功

新
し
い

天
然
ガ
ス

供
給
源

　
日
本
の
国
土
は
世
界
中
の
陸
地
の
中
で
た

っ
た
０
・
28
％
し
か
な
い
小
さ
な
島
国
だ
。

そ
の
狭
い
国
土
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉱
物

資
源
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
日
本
は
世
界
有
数

の
工
業
国
で
は
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や

原
料
と
な
る
資
源
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
。
日
本
は
資
源
保
有
国
と
共
同
で
鉱

山
や
油
田
、
ガ
ス
田
な
ど
の
探
査
や
開
発
を

し
て
、
必
要
な
資
源
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
最
近
、
資
源
保
有

国
自
身
が
自
国
の
資
源
に
対
す
る
権
利
を
強

化
す
る
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
日
本
は
資
源
を
安
定
し
て
手
に
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
、
資
源
保
有
国
と
の
関
係
を
強
化

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
日
本
独

自
の
資
源
を
開
発
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
海
洋
に
眠
る
資
源
だ
。
水
深
２
０
０
ｍ
よ

り
深
い
深
海
底
に
は
、
様
々
な
鉱
物
資
源
が

存
在
す
る
。
海
洋
の
鉱
物
資
源
は
１
９
６
０

年
代
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
。
だ

が
、
海
底
の
鉱
物
資
源
は
陸
地
に
あ
る
資
源

よ
り
も
採
取
が
難
し
く
、
コ
ス
ト
も
か
か
る
。

そ
の
た
め
、
実
際
に
採
掘
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
状
況

が
一
変
す
る
。
中
国
を
は
じ
め
新
興
国
の
台

頭
に
よ
っ
て
、
金
属
資
源
な
ど
の
消
費
量
が

急
激
に
増
加
し
、
価
格
も
高
騰
し
て
し
ま
っ

た
。
資
源
価
格
の
急
激
な
上
昇
に
よ
り
、
生

産
コ
ス
ト
の
高
い
海
洋
資
源
で
も
、
経
済
的

に
成
り
立
つ
可
能
性
が
大
き
く
な
り
、
多
く

の
国
が
あ
い
つ
い
で
開
発
に
乗
り
出
す
よ
う

に
な
っ
た
。

　
日
本
は
国
土
が
狭
い
も
の
の
、
天
然
資
源

な
ど
の
探
査
や
開
発
を
お
こ
な
う
権
利
を
与

え
ら
れ
る
排
他
的
経
済
水
域
と
領
海
の
面
積

は
約
４
４
８
万
㎢
と
、
世
界
第
６
位
の
広
さ

を
誇
っ
て
い
る
（Chart 1

）。
さ
ら
に
、
日

本
が
申
請
し
て
い
た
大
陸
棚
の
延
長
も
一
部

が
認
め
ら
れ
、
資
源
開
発
が
で
き
る
海
域
が

広
が
っ
て
い
る
。

　
海
洋
鉱
物
資
源
に
は
、
大
き
く
分
け
て
３

つ
の
種
類
が
あ
る
。
１
つ
目
は
、
マ
ン
ガ
ン
、

ニ
ッ
ケ
ル
、
コ
バ
ル
ト
、
銅
な
ど
が
球
状
に

固
ま
り
海
底
の
泥
の
上
に
並
ぶ
マ
ン
ガ
ン
団

塊
。
２
つ
目
が
、

か
い海 

ざ
ん山

の
頂
上
か
ら
斜
面
に

か
け
て
コ
バ
ル
ト
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
白
金
な
ど

が
10
㎝
ほ
ど
の
層
を
つ
く
っ
て

た
い堆 

せ
き積

す
る
コ

バ
ル
ト
リ
ッ
チ
ク
ラ
ス
ト
。
そ
し
て
３
つ
目

が
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
生
ま
れ
る
海
域
や
沈

み
こ
む
海
域
な
ど
で
形
成
さ
れ
る
海
底
熱
水

鉱
床
だ
。

　
こ
の
う
ち
、
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
内

で
有
望
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
海
底
熱
水
鉱

床
で
あ
る
。
実
際
、
海
底
熱
水
鉱
床
は
、
伊

豆
・
小
笠
原
海
域
や
沖
縄
海
域
で
い
く
つ
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
に
は
世
界

で
初
め
て
海
底
熱
水
鉱
床
の
採
掘
に
成
功
し
、

将
来
の
商
業
化
を
見
据
え
た
技
術
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
他
の
２
つ
の
鉱
物
資
源
に

つ
い
て
も
、
日
本
は
す
で
に
権
利
を
確
保
し

て
い
る
。
マ
ン
ガ
ン
団
塊
に
つ
い
て
は
ハ
ワ

イ
沖
や
イ
ン
ド
洋
の
公
海
域
で
の
探
査
権
を

保
有
し
て
い
る
の
に
加
え
、
世
界
有
数
の
良

質
な
産
地
と
さ
れ
る
ク
ッ
ク
諸
島
海
域
で
の

調
査
に
も
協
力
し
た
。
ま
た
、
コ
バ
ル
ト
リ

ッ
チ
ク
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
３
年

に
南
鳥
島
沖
の
公
海
域
で
、
世
界
に
先
駆
け

て
探
査
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

排
他
的
経
済
水
域
内
に
あ
る
海
山
と
あ
わ
せ

て
、
開
発
を
進
め
る
予
定
で
い
る
。

　
日
本
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、

中
国
、韓
国
、カ
ナ
ダ
な
ど
の
国
々
は
、現
在
、

公
海
域
や
発
展
途
上
国
の
排
他
的
経
済
水
域

で
の
海
洋
鉱
物
資
源
を
確
保
し
よ
う
と
、
先

を
争
う
よ
う
に
し
て
探
査
権
を
取
得
し
て
い

る
。
だ
が
、
海
洋
鉱
物
資
源
を
私
た
ち
が
活

用
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。「
海

底
鉱
物
資
源
は
、
１
０
０
０
ｍ
よ
り
も
深
い波力発電の一例潮汐力発電の一例

潮の満ち引きの
水位差を利用して
タービンを回し発電

波が起こした
空気流によって
タービンを回して発電

海流で
プロペラを回して
発電 海流発電の一例

海を利用した
発電のしくみ

Chart 2
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場
所
に
あ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
そ
の

よ
う
な
深
さ
で
鉱
物
を
砕
い
て
、
船
上
に
ま

で
運
ぶ
こ
と
は
、
ま
だ
、
世
界
中
で
行
わ
れ

た
こ
と
が
な
い
の
で
す
」
と
石
油
天
然
ガ

ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ

Ｃ
）・
海
洋
資
源
技
術
課
の
岡
本
信
行
さ
ん

が
い
う
よ
う
に
、
海
底
鉱
物
資
源
は
採
掘
し

て
引
き
上
げ
る
た
め
の
技
術
が
ま
だ
開
発
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
の
う
え
、
資
源
の
量
や
採

算
性
も
不
透
明
な
状
態
に
あ
る
。

　
日
本
は
２
０
０
７
年
に
制
定
し
た
海
洋
基

本
法
に
よ
り
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
海
洋
鉱

物
資
源
の
開
発
を
積
極
的
に
進
め
る
姿
勢
を

示
し
て
い
る
。
２
０
１
３
年
に
ま
と
め
ら
れ

た
第
二
次
海
洋
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
海
底

熱
水
鉱
床
は
２
０
２
３
年
以
降
に
採
鉱
か
ら

精
錬
ま
で
連
動
し
た
試
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

実
施
し
、
そ
の
成
果
を
民
間
企
業
に
引
き
継

ぎ
、
商
業
化
を
進
め
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
敷

か
れ
て
い
る
。
コ
バ
ル
ト
リ
ッ
チ
ク
ラ
ス
ト

に
つ
い
て
は
、
２
０
２
８
年
ご
ろ
に
商
業
化

の
検
討
が
で
き
る
よ
う
に
、
資
源
量
の
評
価

を
し
た
り
、
基
礎
技
術
を
固
め
て
い
く
予
定

に
な
っ
て
い
る
。

　
海
洋
に
は
鉱
物
資
源
の
他
に
も
、
石
油
、

天
然
ガ
ス
な
ど
の
資
源
が
眠
っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
、
日
本
近
海
で
大
量
の
資
源
が
あ

る
と
見
ら
れ
て
い
る
の
が
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ

ー
ト
だ
。
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
と
は
水
の

分
子
が
メ
タ
ン
の
分
子
を
取
り
囲
む
よ
う
に

し
て
結
晶
化
し
た
氷
の
よ
う
な
物
質
で
、
温

度
を
上
げ
た
り
、
圧
力
を
下
げ
た
り
す
る
と
、

天
然
ガ
ス
の
主
成
分
で
あ
る
メ
タ
ン
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
と
同
じ
よ
う
に
新
し
い
天
然
ガ
ス
資
源
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、
２
０

０
２
年
に
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
資
源
開
発

研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｍ
Ｈ
21
）
が
組
織

さ
れ
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
開
発
研
究

が
本
格
的
に
は
じ
ま
っ
た
。

　
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
は
圧
力
が
高
く
、

温
度
の
低
い
場
所
に
つ
く
ら
れ
る
。
具
体
的

に
は
、
陸
上
の
永
久
凍
土
層
や
、
水
深
５
０

０
ｍ
よ
り
深
い
海
底
に
存
在
し
て
い
る
。
日

本
の
海
域
で
は
、
日
本
列
島
に
沿
う
よ
う
に

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
が
凝
集
し
て
い
る
地

層
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で

も
、
も
っ
と
も
調
査
が
進
ん
で
い
る
の
が
静

岡
県
沖
か
ら
和
歌
山
県
沖
に
広
が
る
東
部
南

海
ト
ラ
フ
と
よ
ば
れ
る
海
域
だ
。
こ
の
海
域

の
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
濃
集
帯
だ
け
で

も
約
５
７
３
９
億
㎥
の
メ
タ
ン
ガ
ス
が
あ
る

と
試
算
さ
れ
た
。
こ
れ
は
日
本
が
２
０
１
１

年
に
輸
入
し
た
液
化
天
然
ガ
ス
の
約
５
・
５

倍
に
あ
た
る
量
で
あ
る
。
日
本
近
海
の
埋
蔵

量
は
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
て
い
な
い
が
、
ど

の
海
域
に
も
東
部
南
海
ト
ラ
フ
と
同
じ
く
ら

い
の
量
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
に
と
っ
て

も
大
き
な
天
然
ガ
ス
供
給
源
と
な
る
は
ず
だ
。

　
Ｍ
Ｈ
21
は
、
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
か
ら

メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る
た
め
の
調
査
や
試

験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
２
０
１
３
年
３
月

に
は
、
海
上
で
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
か
ら

メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る
実
験
を
お
こ
な
い
、

６
日
間
で
合
計
約
12
万
㎥
の
生
産
に
成
功
し

た
。Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

研
究
開
発
グ
ル
ー
プ
の
磯
部
人
志
さ
ん
は

「
海
洋
で
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
か
ら
メ
タ

ン
ガ
ス
を
取
り
出
す
の
は
、
世
界
で
も
初
の

試
み
で
、
実
際
に
で
き
る
か
ど
う
か
を
確
か

め
る
の
が
大
き
な
目
的
で
し
た
。
実
際
に
、

６
日
間
に
わ
た
っ
て
ガ
ス
の
生
産
が
で
き
た

の
で

あ
ん安 

ど堵
し
ま
し
た
」
と
実
験
を
振
り
返
っ

た
。

　
東
部
南
海
ト
ラ
フ
に
存
在
す
る
メ
タ
ン
ハ

イ
ド
レ
ー
ト
は
砂
の
粒
子
の
す
き
ま
に
結
晶

化
し
て
い
る
砂
層
型
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
の
層
は
海
底
面
か
ら

数
百
ｍ
と
い
う
比
較
的
浅
い
部
分
に
あ
る
。

そ
こ
に
鉄
管
や
セ
メ
ン
ト
で
井
戸
を
つ
く
り
、

海
水
を
勢
い
よ
く
く
み
出
す
こ
と
で
井
戸
全

体
の
圧
力
を
下
げ
、
メ
タ
ン
を
ガ
ス
化
し
て

い
く
。
海
底
面
か
ら
深
く
な
い
の
で
、
井
戸

を
つ
く
る
の
は
短
期
間
で
で
き
る
が
、
海
底

の
浅
い
部
分
は
、
で
き
て
か
ら
日
も
短
く
、

軟
ら
か
く
て
壊
れ
や
す
い
。
し
た
が
っ
て
、

つ
く
っ
た
井
戸
と
周
り
の
地
層
を
密
着
さ
せ

た
り
、
亀
裂
が
入
ら
な
い
よ
う
に
減
圧
す
る

の
が
と
て
も
難
し
い
。

　
さ
ら
に
、
砂
層
型
の
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー

ト
で
は
メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る
と
き
に
大

量
の
砂
を
く
み
上
げ
て
し
ま
う
問
題
も
あ
る
。

実
際
、
２
０
１
３
年
３
月
の
生
産
実
験
で
は
、

６
日
目
に
井
戸
の
中
に
大
量
の
砂
が
出
て
し

ま
っ
た
と
い
う
。
今
後
は
、
こ
の
実
験
の
と

き
に
得
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、
出
砂
を
抑

え
て
、
効
率
よ
く
メ
タ
ン
ガ
ス
を
生
産
す
る

方
法
を
探
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
今
後
２
〜

３
年
く
ら
い
で
数
か
月
規
模
の
海
洋
産
出

試
験
を
お
こ
な
い
、
商
業
化
へ
の

め目 

ど処
を
つ

け
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
広
い
海
は
資
源
の
新
し
い
供
給
源
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
１
年
３

月
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
と
そ
れ
に
続

く
福
島
第
一
原
発
の
事
故
に
よ
っ
て
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
は
大
幅
に
見
直
さ
れ
、
太
陽
光

発
電
を
中
心
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
が
よ
り
推
進
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
と
し

て
は
、
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
な
ど
が
真
っ

先
に
挙
が
っ
て
く
る
が
、
海
洋
に
も
、
波
力
、

海
流
、

ち
よ
う潮 

せ
き汐 

り
よ
く力

な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

し
て
利
用
で
き
る
力
が
た
く
さ
ん
あ
る

（Chart 2

）。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
韓
国
で
は
、

こ
れ
ら
の
力
を
利
用
し
た
海
洋
発
電
技
術

の
開
発
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
海

の
干
潮
時
と
満
潮
時
の
海
面
の
高
低
差
を

利
用
し
た
潮
汐
力
発
電
の
商
業
利
用
が
は

じ
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
波
の
力
を
利
用
す

る
波
力
発
電
や
、
海
流
で
プ
ロ
ペ
ラ
を
回
し

て
発
電
す
る
海
流
発
電
も
、
様
々
な
国
々
で

海
洋
に
試
験
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
し
た
実
証

実
験
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
も
数
十
年
前
か
ら
波
力
、
海
流
、
潮

汐
力
と
い
っ
た
発
電
方
式
の
研
究
、
開
発
を

お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
水

槽
試
験
や
研
究
室
で
の
実
験
の
段
階
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
目
標
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
目
標
に
向
か
っ
て
開
発
が
進
め
ら

れ
た
結
果
、
実
用
化
や
商
業
化
へ
の
道
を

着
々
と
歩
ん
で
い
る
が
、
日
本
の
場
合
は
そ

の
よ
う
な
目
標
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
数
年
前
ま
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
期
待
度
も
低
か
っ
た
た
め
に
、
規
模

の
大
き
な
実
験
が
あ
ま
り
お
こ
な
え
ず
に
、

小
規
模
で
基
礎
的
な
研
究
で
技
術
を
つ
な
い

で
い
た
。

　
だ
が
、
最
近
で
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
を
中

心
に
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
技
術
の
研
究

開
発
が
積
極
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
波
力
、
海
流
、
潮
汐
力
な
ど
を

対
象
に
、
実
用
化
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
次
々
と
動
き
出
し
て
い
る
。Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
部
の
担
当
者
は
「
日
本
の
海
は

世
界
の
海
と
比
べ
て
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
小
さ
い
の
で
、
大
規
模

な
発
電
技
術
を
一
気
に
開
発
す
る
の
は
難
し

い
状
況
で
す
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
数
百
kW

ク
ラ
ス
の
小
規
模
発
電
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

離
島
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
解
説
す
る
。

　
現
在
の
試
算
で
は
、
波
力
、
海
流
、
潮
汐

力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
あ
わ
せ
て
も
、
日

本
の
年
間
需
要
の
数
％
し
か
ま
か
な
え
な
い
。

そ
の
た
め
、
日
本
の
電
力
を
支
え
る
ベ
ー
ス

電
源
と
い
う
よ
り
は
、
離
島
な
ど
の
よ
う
に

既
存
の
電
力
網
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
地
域

で
、
消
費
地
に
直
結
し
た
電
源
と
し
て
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域

で
活
用
さ
れ
て
い
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
の
代

替
と
な
る
に
は
、
発
電
コ
ス
ト
を
１
kWh
あ
た

り
40
円
以
下
に
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
は
実
海
域
で
の
実
証
試
験
に
よ
っ
て
、

１
kWh
あ
た
り
40
円
以
下
の
発
電
コ
ス
ト
の
実

現
を
目
指
し
て
い
く
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
効
率
の
高
い
発
電
を
目
指

し
て
、
要
素
技
術
の
開
発
も
同
時
に
お
こ
な

っ
て
い
き
、
発
電
コ
ス
ト
を
１
kWh
あ
た
り
20

円
以
下
に
抑
え
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を

長
期
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
密
度
で
考
え
る
と
、
世
界
の
海
に
比
べ
て

日
本
近
海
は
不
利
な
要
素
が
強
い
よ
う
に
思

え
る
が
、
日
本
は
省
エ
ネ
技
術
や
シ
ス
テ
ム

の
効
率
的
な
運
用
に

た長
け
て
い
る
の
で
、
将

来
的
に
は
、
小
さ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的

に
電
気
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
や
、
大
規
模

発
電
に
つ
な
が
る
技
術
が
登
場
す
る
可
能
性

は
十
分
に
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
の
小
さ

さ
を
跳
ね
返
す
ほ
ど
の
画
期
的
な
技
術
が
開

発
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
実
は
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発

電
に
は
も
う
１
つ
の
方
式
が
あ
る
。
そ
れ
が

海
洋
温
度
差
発
電
だ
。
海
は
太
陽
光
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
表
層
の
部
分
と
、
水
深
６
０
０

〜
１
０
０
０
ｍ
付
近
の
深
層
の
部
分
で
温
度

差
が
で
き
る
。
こ
の
温
度
差
を
利
用
し
て
電

気
を
つ
く
る
の
が
海
洋
温
度
差
発
電
だ

（Chart 3

）。
海
洋
温
度
差
発
電
は
表
層
と

深
層
の
温
度
差
が
20
℃
以
上
保
た
れ
る
こ
と

が
重
要
で
、
日
本
で
は
沖
縄
や
小
笠
原
諸
島

が
適
地
と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
近
海
と
し
て

は
比
較
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
地
域
だ
。

し
か
も
、
40
年
間
、
佐
賀
大
学
を
中
心
に
技

術
開
発
を
続
け
て
き
た
お
か
げ
で
、
２
０
１

３
年
に
は
沖
縄
県
の

く久 

め米 

じ
ま島

に
世
界
初
の
実

証
実
験
プ
ラ
ン
ト
が
建
設
さ
れ
、
１
年
以
上

運
転
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
海
洋
温
度
差
発

電
で
実
証
プ
ラ
ン
ト
が
稼
働
し
て
い
る
の
は
、

世
界
中
で
こ
こ
だ
け
し
か
な
い
。

　
久
米
島
の
実
証
実
験
プ
ラ
ン
ト
で
は
出
力

50 

kW
の
発
電
設
備
を
２
台
つ
く
り
、
１
つ
は

連
続
発
電
の
試
験
を
し
、
そ
し
て
も
う
１
つ

は
要
素
技
術
を
開
発
す
る
た
め
の
試
験
を
繰

り
返
し
て
い
る
。
こ
の
実
験
に
参
加
し
て
い

る
㈱
ゼ
ネ
シ
ス
の
岡
村

し
ん盡

さ
ん
は
「
50 

kW
の

設
備
で
は
、
発
電
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
、

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
商
業
化
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
今
後
、
１
千
kW
以
上
の
発
電
設

備
の
導
入
を
視
野
に
入
れ
て
、
必
要
な
デ
ー

タ
を
取
っ
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　
実
際
に
、
実
験
デ
ー
タ
は
事
前
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
も
一
致
し
、
現
在
の
技
術
で

数
千
kW
ク
ラ
ス
の
設
備
を
つ
く
る
こ
と
は
十

分
可
能
だ
と
い
う
。
こ
の
実
証
実
験
は
２
０

１
５
年
ま
で
続
け
ら
れ
る
。
岡
村
さ
ん
た
ち

は
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
も
と
に
し

て
、
次
の
段
階
と
し
て
１
千
kW
ク
ラ
ス
の
発

電
施
設
を
つ
く
り
、
商
業
利
用
へ
と
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
海
洋
温
度
差
発
電
は
、
表
層
水
と
深
層
水

を
く
み
上
げ
て
発
電
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

海
洋
深
層
水
は
飲
料
水
や
化
粧
品
な
ど
に
も

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
事
業
と
発

電
を
組
み
合
わ
せ
て
複
合
的
に
利
用
す
る
こ

と
で
、
よ
り
効
率
的
な
利
用
や
新
し
い
産
業

が
生
み
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
海
洋
温
度
差
発
電
の
実
験
プ
ラ
ン
ト
が
あ

る
久
米
島
で
は
、
ク
ル
マ
エ
ビ
や
海
ブ
ド
ウ

の
養
殖
な
ど
に
深
層
水
を
利
用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
生
き
物
は
生
育
に
適
し
た
温
度
が

決
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
養
殖
池
の
温
度
管

理
な
ど
に
冷
た
い
深
層
水
を
使
っ
て
い
る
。

水
産
業
以
外
に
も
食
品
、
化
粧
品
な
ど
で
、

深
層
水
関
連
企
業
が
増
え
て
お
り
、
深
層
水

は
年
間
で
約
20
億
円
の
売
上
を
支
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
深
層
水
を
利
用
し
て

ど土 

じ
よ
う壌

を
冷
や
し
、
ほ
う

れ
ん
草
の
栽
培
に
役
立
て

た
り
、
花
の
開
花
や
イ
チ

ゴ
の
生
産
を
調
整
す
る
技

術
も
開
発
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

　
海
洋
に
あ
る
鉱
物
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
、
人
間

が
こ
れ
ま
で
活
用
し
て
き

た
も
の
と
比
べ
る
と
、
取

り
出
し
た
り
、
使
用
し
た

り
し
に
く
い
一
面
が
あ
る
。

そ
れ
故
に
、
商
業
利
用
ま

で
ま
だ
先
が
長
い
。
だ
が
、

日
本
は
そ
れ
ら
の
資
源
を
し
っ
か
り
と
活
用

す
る
た
め
に
技
術
を
磨
い
て
お
り
、
世
界
の

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。

海
洋
鉱
物
や
メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト
な
ど
が

取
れ
る
海
洋
鉱
床
な
ど
は
、
日
本
の
新
た
な

鉱
物
源
と
し
て
、
製
造
業
を
支
え
る
基
盤
と

な
り
、
海
洋
発
電
技
術
は
日
本
だ
け
で
な
く

発
展
途
上
国
な
ど
で
役
立
つ
潜
在
能
力
を
秘

め
て
い
る
。
難
し
い
技
術
を
世
界
に
先
駆
け

て
開
発
す
る
こ
と
で
、
海
洋
技
術
立
国
と
し

て
の
新
た
な
姿
が
見
え
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

あ
ら
ふ
ね
・
よ
し
た
か
／
１
９
７

３
年
、埼
玉
県
生
ま
れ
。科
学
ラ

イ
タ
ー
、保
育
士
。東
京
理
科
大

学
在
学
中
よ
り
科
学
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
の
活
動
を
始
め
る
。ニ
ホ

ン
オ
オ
カ
ミ
か
ら
宇
宙
論
ま
で
、

幅
広
い
分
野
で
取
材
・
執
筆
を

し
て
き
た
。日
々
、新
発
見
が
続

い
て
い
る
科
学
の
お
も
し
ろ
さ

を
、多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
って
い
る
。著
書
に『
５
つ
の

謎
か
ら
わ
か
る
宇
宙
』（
平
凡
社

新
書
）、『
宇
宙
の
新
常
識
１
０

０
』（
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
イ
新
書
）、

『
教
え
て
！
科
学
本
』（
共
著
、洋

泉
社
）な
ど
が
あ
る
。
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海洋温度差
発電のしくみ

Chart 
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世
界
を

リ
ー
ド
す
る

海
洋
温
度
差

発
電

　
日
本
の
国
土
は
世
界
中
の
陸
地
の
中
で
た

っ
た
０
・
28
％
し
か
な
い
小
さ
な
島
国
だ
。

そ
の
狭
い
国
土
に
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
鉱
物

資
源
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
日
本
は
世
界
有
数

の
工
業
国
で
は
あ
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や

原
料
と
な
る
資
源
は
ほ
と
ん
ど
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
。
日
本
は
資
源
保
有
国
と
共
同
で
鉱

山
や
油
田
、
ガ
ス
田
な
ど
の
探
査
や
開
発
を

し
て
、
必
要
な
資
源
を
確
保
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
最
近
、
資
源
保
有

国
自
身
が
自
国
の
資
源
に
対
す
る
権
利
を
強

化
す
る
資
源
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
動
き
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　
日
本
は
資
源
を
安
定
し
て
手
に
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
、
資
源
保
有
国
と
の
関
係
を
強
化

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
日
本
独

自
の
資
源
を
開
発
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の

が
海
洋
に
眠
る
資
源
だ
。
水
深
２
０
０
ｍ
よ

り
深
い
深
海
底
に
は
、
様
々
な
鉱
物
資
源
が

存
在
す
る
。
海
洋
の
鉱
物
資
源
は
１
９
６
０

年
代
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
。
だ

が
、
海
底
の
鉱
物
資
源
は
陸
地
に
あ
る
資
源

よ
り
も
採
取
が
難
し
く
、
コ
ス
ト
も
か
か
る
。

そ
の
た
め
、
実
際
に
採
掘
し
て
活
用
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
２
０
０
０
年
代
に
入
る
と
状
況

が
一
変
す
る
。
中
国
を
は
じ
め
新
興
国
の
台

頭
に
よ
っ
て
、
金
属
資
源
な
ど
の
消
費
量
が

急
激
に
増
加
し
、
価
格
も
高
騰
し
て
し
ま
っ

た
。
資
源
価
格
の
急
激
な
上
昇
に
よ
り
、
生

産
コ
ス
ト
の
高
い
海
洋
資
源
で
も
、
経
済
的

に
成
り
立
つ
可
能
性
が
大
き
く
な
り
、
多
く

の
国
が
あ
い
つ
い
で
開
発
に
乗
り
出
す
よ
う

に
な
っ
た
。

　
日
本
は
国
土
が
狭
い
も
の
の
、
天
然
資
源

な
ど
の
探
査
や
開
発
を
お
こ
な
う
権
利
を
与

え
ら
れ
る
排
他
的
経
済
水
域
と
領
海
の
面
積

は
約
４
４
８
万
㎢
と
、
世
界
第
６
位
の
広
さ

を
誇
っ
て
い
る
（Chart 1

）。
さ
ら
に
、
日

本
が
申
請
し
て
い
た
大
陸
棚
の
延
長
も
一
部

が
認
め
ら
れ
、
資
源
開
発
が
で
き
る
海
域
が

広
が
っ
て
い
る
。

　
海
洋
鉱
物
資
源
に
は
、
大
き
く
分
け
て
３

つ
の
種
類
が
あ
る
。
１
つ
目
は
、
マ
ン
ガ
ン
、

ニ
ッ
ケ
ル
、
コ
バ
ル
ト
、
銅
な
ど
が
球
状
に

固
ま
り
海
底
の
泥
の
上
に
並
ぶ
マ
ン
ガ
ン
団

塊
。
２
つ
目
が
、

か
い海 

ざ
ん山

の
頂
上
か
ら
斜
面
に

か
け
て
コ
バ
ル
ト
、
ニ
ッ
ケ
ル
、
白
金
な
ど

が
10
㎝
ほ
ど
の
層
を
つ
く
っ
て

た
い堆 

せ
き積

す
る
コ

バ
ル
ト
リ
ッ
チ
ク
ラ
ス
ト
。
そ
し
て
３
つ
目

が
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
の
生
ま
れ
る
海
域
や
沈

み
こ
む
海
域
な
ど
で
形
成
さ
れ
る
海
底
熱
水

鉱
床
だ
。

　
こ
の
う
ち
、
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
内

で
有
望
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
海
底
熱
水
鉱

床
で
あ
る
。
実
際
、
海
底
熱
水
鉱
床
は
、
伊

豆
・
小
笠
原
海
域
や
沖
縄
海
域
で
い
く
つ
も

発
見
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
に
は
世
界

で
初
め
て
海
底
熱
水
鉱
床
の
採
掘
に
成
功
し
、

将
来
の
商
業
化
を
見
据
え
た
技
術
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
他
の
２
つ
の
鉱
物
資
源
に

つ
い
て
も
、
日
本
は
す
で
に
権
利
を
確
保
し

て
い
る
。
マ
ン
ガ
ン
団
塊
に
つ
い
て
は
ハ
ワ

イ
沖
や
イ
ン
ド
洋
の
公
海
域
で
の
探
査
権
を

保
有
し
て
い
る
の
に
加
え
、
世
界
有
数
の
良

質
な
産
地
と
さ
れ
る
ク
ッ
ク
諸
島
海
域
で
の

調
査
に
も
協
力
し
た
。
ま
た
、
コ
バ
ル
ト
リ

ッ
チ
ク
ラ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
３
年

に
南
鳥
島
沖
の
公
海
域
で
、
世
界
に
先
駆
け

て
探
査
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

排
他
的
経
済
水
域
内
に
あ
る
海
山
と
あ
わ
せ

て
、
開
発
を
進
め
る
予
定
で
い
る
。

　
日
本
だ
け
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ
ア
、

中
国
、韓
国
、カ
ナ
ダ
な
ど
の
国
々
は
、現
在
、

公
海
域
や
発
展
途
上
国
の
排
他
的
経
済
水
域

で
の
海
洋
鉱
物
資
源
を
確
保
し
よ
う
と
、
先

を
争
う
よ
う
に
し
て
探
査
権
を
取
得
し
て
い

る
。
だ
が
、
海
洋
鉱
物
資
源
を
私
た
ち
が
活

用
す
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
。「
海

底
鉱
物
資
源
は
、
１
０
０
０
ｍ
よ
り
も
深
い
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右／大型の海藻が茂り、
海中林が形成されている状態。

左／磯焼けの一例。
大型の海藻がなくなり、
ウニ（写真の黒い物体）に
席巻されているのがわかる。

世
界
中
で

減
少
し
て
い
る

藻
場

失
わ
れ
た

藻
場
を

再
生
す
る
た
め
に

「
つ
な
が
り
」

が
育
む

海
の
持
続

可
能
性

わ
れ
わ
れ
に
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
海
だ
が
、

拡
大
し
つ
づ
け
る
人
間
活
動
の
影
響
で
、

今
未
曾
有
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、日
本
人
の
間
で
は
、

深
刻
な「
海
離
れ
」も
進
む
。

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で

海
の
危
機
に
向
き
合
って
き
た

吾
妻
行
雄
氏
と
原
島
省
氏
、

そ
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｌ
所
長
代
理
の

加
賀
城
俊
正
が
語
り
合
う
、

海
の
持
続
可
能
な
利
用
の
た
め
に

こ
れ
か
ら
必
要
な
こ
と
。

み
　
ぞ
　
う

加
賀
城
　
海
は
、
私
た
ち
の
生
活
や
生
態
系
、

あ
る
い
は
地
球
環
境
へ
の
恵
み
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
わ
け
で
す
が
、
人
の
活
動
に
起
因

す
る
異
変
も
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
ま
ず
は
、
海
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を

お
聞
き
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
赤
潮
、
青

潮
（
＊
１
）、
海
藻
の
群
落
が
喪
失
す
る
「
磯

焼
け
」、
サ
ン
ゴ
礁
・
砂
浜
・
干
潟
の
喪
失
、

温
暖
化
の
影
響
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
先
生
が
た
が
注

目
さ
れ
て
い
る
問
題
か
ら
う
か
が
え
ま
す
か
。

吾
妻
　
私
は
波
打
ち
際
か
ら
水
深
30
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
ま
で
の
、
海
底
が
岩
で
で
き
て
い

る
「
沿
岸
岩
礁
域
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
を
研

究
対
象
に
し
て
い

ま
す
。
沿
岸
岩
礁

域
に
は
、
陸
上
と

同
じ
よ
う
に
、
森

林
も
あ
る
し
、
平

原
も
あ
る
し
、
草

原
も
あ
り
ま
す
。

森
林
は
大
型
の

か
つ褐

 

そ
う藻

類
と
い
う
、
コ

ン
ブ
と
ホ
ン
ダ
ワ

ラ
の
仲
間
（
＊
２
）

な
ど
か
ら
な
り
ま

す
。
海
中
林
の
大

き
な
特
色
は
、
生
産
力
が
と
て
も
高
い
こ
と

で
す
。
陸
上
の
植
物
と
同
じ
よ
う
に
、
光
合

成
で
水
と
二
酸
化
炭
素
か
ら
で
ん
ぷ
ん
な
ど

の
有
機
物
を
作
る
ん
で
す
が
、
陸
上
で
最
も

生
産
力
が
高
い
と
言
わ
れ
る
熱
帯
雨
林
に
匹

敵
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
し
の
ぐ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
海
中
林
は
、

稚
魚
の

す棲
み
場
、
え
さ
場
、

隠
れ
場
、
さ
ら
に
は
、
動

物
が
産
卵
す
る
場
所
も
提

供
し
て
い
ま
す
。

原
島
　
い
ろ
い
ろ
な
生
物

の
生
活
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
わ
け

で
す
ね
。

吾
妻
　
と
こ
ろ
が
近
年
、

何
が
起
き
て
い
る
か
。
２

０
１
３
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
＊
３
）
の
報
告
に
も
書

い
て
あ
り
ま
す
が
、
地
球

温
暖
化
に
よ
っ
て
海
洋
も

温
暖
化
し
て
い
ま
す
。
21

世
紀
の
末
ま
で
に
、

海
の
表
層
か
ら
水

深
１
０
０
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
ま
で
の

水
温
は
、
最
大
で

２
℃
ほ
ど
上
が
る

と
推
定
さ
れ
て
い

る
ん
で
す
ね
。
も

う
ひ
と
つ
の
問
題

は
、
海
水
の
酸
性

化
で
す
。
空
気
中

の
増
加
し
た
二
酸

化
炭
素
が
海
に
溶

け
て
、
海
水
の
㏗
が
０
・
３
下
が
る
。
今
の

㏗
が
８
・
２
く
ら
い
で
す
か
ら
、
７
・
９
く

ら
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。

加
賀
城
　
そ
れ
に
よ
っ
て
吾
妻
先
生
が
研
究

さ
れ
て
い
る
沿
岸
域
で
は
、
ど
う
い
っ
た
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

吾
妻
　
コ
ン
ブ
の
海
中
林
の
縮
小
で
す
。
も

と
も
と
コ
ン
ブ
の
仲
間
と
い
う
の
は
寒
い
海

に
分
布
し
て
い
て
、
北
半
球
も
南
半
球
も
、

緯
度
40
度
か
ら
60
度
く
ら
い
に
生
育
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
赤
道
寄
り
の
ほ
う
か
ら
海
中

林
が
消
滅
し
て
い
る
ん
で
す
。

原
島
　
特
に
ひ
ど
い
場
所
と
い
う
の
は
あ
る

ん
で
す
か
？

吾
妻
　
今
一
番
ひ
ど
い
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
タ
ス
マ
ニ
ア
島
で
す
。
世
界
の
海
で
過

去
１
０
０
年
で
上
が
っ
た
水
温
は
平
均
０
・

５
℃
だ
っ
た
の
に
、
そ
こ
で
は
２
・
３
℃
も

上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

東
側
に
、
全
長
40
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
達
す

る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ケ
ル
プ
と
い
う
海
中
林
が

分
布
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
赤
道
寄
り
の
北

か
ら
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
っ
て
、
タ
ス

マ
ニ
ア
で
も
消
失
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
は
、
温
暖
化
と
ウ
ニ
の
食
害
な
ん
で

す
。
ウ
ニ
の
幼
生
が
ど
ん
ど
ん
タ
ス
マ
ニ
ア

に
流
れ
て
き
て
、
そ
れ
が
成
長
し
て
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
ケ
ル
プ
を
食
い
尽
く
し
て
い
る
と
い

う
危
機
的
な
状
況
で
す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と

は
日
本
で
も
起
こ
っ
て
い
て
、
ど
う
対
処
す

る
か
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

加
賀
城
　
今
お
話
し
い
た
だ
い
た
の
は
、「
海

の
ゆ
り
か
ご
」
と
呼
ば
れ
る
藻
場
が
喪
失
す

る
現
象
で
す
ね
。
そ
れ
が
「
磯
焼
け
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

吾
妻
　
も
と
も
と
磯
焼
け
と
い
う
言
葉
は
伊

豆
半
島
の
東
岸
で
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
大

型
の
コ
ン
ブ
の
海
中
林
が
崩
壊
し
て
し
ま
う

と
、

む無 

せ
つ節

サ
ン
ゴ
モ
と
い
う
石
灰
質
の
サ
ン

ゴ
質
の
海
藻
が
優
占
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ

に
ウ
ニ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
。
磯
焼
け
と
い

う
の
は
、
海
中
林
の
崩
壊
に
よ
っ
て
水
産
業

が
打
撃
を
受
け
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
温
暖

化
す
る
と
氷
山
が
解
け
、
雨
も
多
く
な
っ
て
、

表
層
の
水
が
軽
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
表
層

の
水
と
栄
養
の
あ
る
海
底
の
水
が
混
合
し
な

く
な
っ
て
、
海
全
体
に
栄
養
が
う
ま
く
供
給

さ
れ
な
く
な
り
、
影
響
が
拡
大
し
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

原
島
　
私
も
磯
焼
け
に
非
常
に
関
心
を
持
っ

て
い
ま
す
。
初
め
て
磯
焼
け
を
目
撃
し
た
の

は
、
韓
国
の

チ
エ済 

ジ
ユ州

島
で
し
た
。
通
常
の
海
藻

が
見
ら
れ
ず
、
岩
が
ピ
ン
ク
色
の
藻
類
に
お

お
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で

す
。

加
賀
城
　
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
ウ
ニ
を
駆
除
す
る
、

海
藻
を
植
え
付
け
る
な
ど
、
藻
場
の
再
生
も

試
み
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

吾
妻
　
藻
場
の
造
成
は
、
日
本
が
昔
か
ら
抜

き
ん
出
て
い
る
技
術
で
、
主
に
３
つ
の
こ
と

を
行
い
ま
す
。
ま
ず
、
コ
ン
ブ
の
種
苗
を
生

産
し
て
導
入
す
る
。
次
に
、
コ
ン
ブ
が
生
え

る
箇
所
を
き
れ
い
に
す
る
（
＊
４
）。
新
し

い
岩
の
面
を
作
っ
て
、
そ
こ
に
種
苗
を
導
入

し
ま
す
。
３
つ
目
、
こ
れ
が
一
番
苦
労
し
て

い
る
ん
で
す
が
、
種
苗
を
保
護
し
て
育
成
す

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
植
食
動
物
の
ウ
ニ
に

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
ず
は
ウ
ニ
を
除
去
す
る
。
あ
る
い
は
、

摂
食
さ
れ
な
い
よ
う
に
そ
れ
以
上
に
コ
ン
ブ

を
食
べ
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
の
す
き
に
、
育

て
た
い
多
年
生
の
、
ア
ラ
メ
や
カ
ジ
メ
と
い

う
、
５
、
６
年
生
き
て
海
中
林
を
作
る
よ
う

な
海
藻
を
育
て
ま
す
。
で
も
、
温
暖
化
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
と
言
え
ば
、
最
後
は
栄

養
塩
の
投
入
な
ん
で
す
よ
ね
。
高
水
温
で
も
、

栄
養
が
豊
富
で
あ
れ
ば
コ
ン
ブ
が
成
長
で
き

る
と
い
う
実
験
結
果
が
あ
り
ま
す
。

加
賀
城
　
原
島
先
生
が
問
題
と
考
え
ら
れ
て

い
る
海
の
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

原
島
　
私
が
中
心
的
に
研
究
し
て
き
た
の
は
、

陸
と
海
と
の
連
続
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
で

起
こ
る
問
題
で
す
。
陸
か

ら
海
に
は
、
川
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
流
入

し
て
い
ま
す
が
、
リ
ン
、

ち
つ窒 

そ素
な
ど
は
「
栄
養
塩
」

と
い
う
よ
う
に
、
海
の
生

態
系
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
な
ん
で
す

ね
。
し
か
し
そ
れ
が
過
多

に
な
る
と
、
赤
潮
、
す
な

わ
ち
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
異
常
発
生
を
招
く
わ
け

で
す
。
富
栄
養
化
が
さ
ら

に
進
行
す
る
と
青
潮
に
至

り
ま
す
。

加
賀
城
　
赤
潮
は
１
９
７

０
年
代
ご
ろ
、
養
殖
魚
が

へ
い斃 

し死
す
る
な
ど
の

被
害
で
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
産
業
排
水
が
原
因
で
起
こ

っ
て
い
た
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま
す
。

原
島
　
一
般
家
庭
の
生
活
排
水
に
よ
る
汚
濁

質
も
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
日
本
で
一
番
赤

潮
の
件
数
が
多
か
っ
た
の
は
、
１
９
６
０
年

代
な
ん
で
す
。
赤
潮
に
よ
る
養
殖
魚
の
斃
死

が
目
立
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
減
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
も
う
ひ
と
つ
の
被
害
が
、
貝

毒
の
問
題
で
す
。
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

う
ち
、
ケ
イ
藻
類
に
は
毒
性
は
な
い
ん
で
す

が
、

う
ず渦 

べ
ん鞭 

も
う毛 

そ
う藻

類
の
な
か
に
は
毒
性
を
持
っ

た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
貝
が
吸
収
し
て
体

内
で
濃
縮
さ
れ
る
と
、
貝
を
食
べ
た
人
が
神

経
性
貝
毒
で
被
害
を
受
け
る
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
中
で

拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。

加
賀
城
　
瀬
戸
内
海
で
は
、
逆
に
栄
養
塩
が

足
り
な
い
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

原
島
　
適
度
に
リ
ン
、
窒
素
、
そ
れ
に

け
い珪 

そ素

な
ど
が
流
入
し
て
海
が
豊
か
で
、
植
物
性
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
赤
潮
に
な
ら
な
い
程
度
に
育

っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
バ
ラ
ン
ス
を
形
成
す

る
の
が
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す
ね
。
お
お

む
ね
無
害
な
ケ
イ
藻
は
珪
素
を
必
要
と
し
、

有
害
性
の
あ
る
渦
鞭
毛
藻
は
珪
素
を
必
要
と

し
な
い
こ
と
か
ら
、
私
は
、
特
に
珪
素
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
栄
養
塩
循

環
の
う
ち
、
リ
ン
、
窒
素
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
珪
素
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
黒
海
に
流
入
す

る
ド
ナ
ウ
川
に
ダ
ム
が
で
き
、
ダ
ム
で
珪
素

が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
起
こ
り

ま
し
た
。
黒
海
で
有
害
赤
潮
が
増
え
た
の
は
、

こ
れ
が
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
と
い
う
報
告

が
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
誌
に
あ
り
ま
し
た
。

加
賀
城
　
森
か
ら
海
へ
の
流
れ
が
、
海
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

原
島
　
こ
の
よ
う
な
珪
素
の
不
足
が
海
の
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
、「
シ
リ
カ
（
珪
素
）
欠

損
仮
説
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
長
江
に
も
三

峡
ダ
ム
と
い
う
大
き
な
ダ
ム
が
で
き
、
こ
れ

か
ら
も
世
界
中
で
大
き
な
ダ
ム
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
仮
説
は
と
て
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
島
　
海
洋
へ
の
環
境
ス
ト
レ
ス
と
環
境
の

悪
化
の
程
度
は
、
比
例
関
係
で
は
な
い
ん
で

す
。
一
般
的
な
こ
と
で
す
が
、
最
初
は
環
境

ス
ト
レ
ス
が
増
え
て
も
、
環
境
の
悪
化
は
ゆ

っ
く
り
進
行
し
目
立
ち
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

環
境
ス
ト
レ
ス
が
あ
る

い
き閾 

ち値
を
超
え
る
と
、

環
境
は
急
激
に
悪
化
し
ま
す
。
そ
こ
で
や
っ

と
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
な
ど
の
措
置
が
と
ら

れ
る
の
で
す
が
、
そ
う
し
て
も
す
ぐ
に
効
果

が
出
る
も
の
で
は
な
く
、
負
荷
を
相
当
減
ら

し
た
上
で
、
し
か
も
長
い
時
間
が
か
か
っ
て

や
っ
と
回
復
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が

普
通
で
す
。

加
賀
城
　
海
の
問
題
の
難
し
さ
は
、
ひ
と
つ

そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
人
為
的

な
操
作
を
し
た
と
き
に
、
そ
れ
が
い
い
面
も

あ
る
し
、
逆
に
予
想
も
し
な
い
面
が
出
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

吾
妻
　
津
波
が
あ
っ
た
三
陸
で
は
、
養
殖
は

あ
っ
と
い
う
間
に
復
興
し
た
ん
で
す
が
、
海

の
栄
養
が
足
り
な
く
て
、
色
落
ち
の
ワ
カ
メ

が
で
き
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
調
べ
る
と
、

窒
素
の
濃
度
が
低
い
。
人
間
が
活
動
し
て
い

た
岸
辺
や
畑
か
ら
、
栄
養
が
供
給
さ
れ
な
く

な
っ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

加
賀
城
　
人
が
手
を
入
れ
る
行
為
が
海
に
与

え
る
影
響
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
考

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

吾
妻
　
生
態
系
を
全
体
で
と
ら
え
て
モ
デ
ル

化
し
よ
う
と
す
る
と
、
環
境
の
変
化
と
あ
る

種
の
関
係
が
他
の
種
に
与
え
る
影
響
や
相
乗

作
用
な
ど
、
す
べ
て
考
え
な
い
と
、
何
が
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

加
賀
城
　
全
体
の
つ
な
が
り
を
考
え
な
い
で
、

部
分
だ
け
で
見
て
い
て
も
ひ
ず
み
が
出
て
く

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

加
賀
城
　
温
暖
化
の
問
題
を
も
う
少
し
掘
り

下
げ
た
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
温
暖

化
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
（
＊
５
）
が
か
な
り

の
影
響
を
受
け
る
と
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
で
も

出
て
い
ま
す
。

吾
妻
　
温
暖
化
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
の
白
化
現

象
が
進
行
し
て
い
ま
す
ね
。

原
島
　
自
然
を
見
て
心
を
豊
か
に
し
よ
う
と

い
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
な
か
で
も
、
サ
ン

ゴ
礁
は
大
切
で
す
。
潜
っ
て
見
る
と
、
本
当

に
感
激
し
ま
す
ね
。

加
賀
城
　
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
で
は
、
気
温
の

上
昇
が
２
℃
以
上
に
な
る
と
、
適
応
能
力
が

低
い
サ
ン
ゴ
礁
は
、
非
常
な
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
か
対
応
策
は

あ
り
ま
す
か
。

原
島
　
長
期
的
な
こ
と
で
言
う
と
、
C
O
2

の
排
出
量
削
減
と
地
中
貯
留
な
ど
の
技
術
確

立
が
主
に
な
り
ま
す
。
生
物
多
様
性
を
回
復

す
る
た
め
に
は
、
サ
ン
ゴ
の
移
植
も
有
効
で

す
が
、
C
O
2

の
吸
収
と
い
う
点
で
は
大
き

な
期
待
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
間
活
動
全
体
を
、

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

開
発
途
上
の
国
で
生
活
水
準
が
向
上
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増
え
ま
す

が
、
す
で
に
高
い
消
費
レ
ベ
ル
を
享
受
し
て

き
た
先
進
国
か
ら
生
活
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
な

と
言
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、
悩
ま

し
い
問
題
で
す
。「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
」
と
い
う
考
え
か
た
が
あ
り
ま

す
。
ひ
と
り
が
生
き
て
い
く
の
に
ど
の
く
ら

い
の
広
さ
の
面
積
を
使
っ
て
い
る
か
と
い
う

指
標
で
す
。
そ
の
計
算
に
よ
る
と
、
世
界
中

の
人
が
日
本
並
み
の
生
活
を
し
よ
う
と
す
る

と
、
地
球
が
２
個
以
上
必
要
と
い
う
こ
と
に

な
る
ら
し
い
ん
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
日

本
人
も
も
う
少
し
生
活
を
見
直
す
余
地
は
あ

り
ま
す
ね
。

加
賀
城
　
開
発
途
上
国
と
先
進
国
の
関
係
で

言
い
ま
す
と
、
海
洋
水
産
物
の
資
源
問
題
も

関
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
新
興
国
の
経

済
発
展
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
こ
50
年
で
世
界

の
１
人
あ
た
り
水
産
物
消
費
量
が
２
倍
に
な

っ
て
、
人
口
も
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
一

方
で
海
洋
水
産
資
源
の
状
況
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
過
剰
利
用
や
満
限
利
用
の
状
態
が
８

割
強
と
い
う
状
況
で
す
。
需
給
が
非
常
に
タ

イ
ト
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

吾
妻
　
野
生
の
資
源
は
こ
の
ま
ま
行
く
と
枯

渇
し
て
し
ま
い
ま
す
。
種
に
よ
っ
て
は
食
糧

増
産
は
養
殖
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
思
い

ま
す
ね
。
ウ
ナ
ギ
は
ま
だ
大
量
生
産
は
で
き

な
い
け
れ
ど
も
、
マ
グ
ロ
の
養
殖
は
軌
道
に

乗
っ
て
き
ま
し
た
。

加
賀
城
　
資
源
を
維
持
し
て
い
く
方
法
の
ひ

と
つ
と
し
て
、「
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
」（
＊
６
）

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
漁

法
で
得
た
も
の
に
は
マ
ー
ク
を
つ
け
る
と
い

う
や
り
か
た
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
き
ち

ん
と
認
識
し
て
、
魚
の
持
続
可
能
な
利
用
を

図
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
生
活
者
の
観
点

と
し
て
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
水
産

エ
コ
ラ
ベ
ル
の
意
味
を
知
っ
て
い
る
人
は
、

ま
だ
13
％
し
か
い
な
い
ら
し
い
ん
で
す
。
そ

う
い
う
も
の
も
啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

原
島
　
一
方
で
、
日
本
の
場
合
に
は
、
魚
の

調
理
が
面
倒
だ
と
感
じ
る
傾
向
が
進
ん
だ
こ

と
も
あ
っ
て
、
魚
の
消
費
が
減
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

吾
妻
　
も
う
ス
ー
パ
ー
で
は
切
り
身
し
か
売

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
消
費
が
低

下
し
て
い
る
と
い
う
の
は
問
題
で
す
ね
。

原
島
　
わ
が
国
の
水
産
業
を
維
持
で
き
て
、

世
界
の
資
源
も
減
ら
な
い
と
い
う
バ
ラ
ン
ス

を
模
索
で
き
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
。

加
賀
城
　
日
本
に
は
「
海
の
日
」
と
い
う
祝

日
が
あ
り
ま
す
が
、
調
べ
ま
し
た
ら
、
世
界

で
国
民
の
祝
日
に
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け

ら
し
い
ん
で
す
。
海
洋
国
だ
か
ら
こ
そ
海
の

日
を
作
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
お
話

を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
海
や
魚
か
ら
離
れ

る
傾
向
が
顕
著
で
す
。
海
の
日
な
ん
か
も
、

も
う
少
し
海
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
機
会

に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

吾
妻
　
気
仙
沼
で
年
に
１
、
２
回
、
小
学
校

や
中
学
校
に
行
っ
て
、
浜
に
は
ど
う
い
う
生

き
物
が
い
て
、
海
の
生
物
は
こ
う
い
う
ふ
う

に
生
活
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
話
す
機
会

が
あ
る
ん
で
す
。
で
も
、
海
の
目
の
前
に
住

ん
で
い
な
が
ら
、
海
の
こ

と
を
全
然
知
ら
な
い
ん
で

す
よ
。
す
ご
く
豊
か
な
海

が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
遊
ぶ

こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
楽
し
い

か
を
、
少
し
で
も
教
え
な

き
ゃ
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
実
験
室

で
魚
を
解
剖
を
し
た
後
、

そ
れ
を
食
べ
ら
れ
な
い
子

も
た
く
さ
ん
い
る
。
な
ぜ

な
ら
、
食
べ
た
こ
と
が
な

い
か
ら
。
親
が
海
に
連
れ

て
行
か
な
い
、
海
の
も
の

を
食
べ
さ
せ
な
い
、
地
方

で
そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ

っ
て
い
て
、
非
常
に
問
題
だ
な
と
思
い
ま
す
。

原
島
　
何
と
か
子
ど
も
の
と
き
に
海
に
親
し

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

吾
妻
　
高
校
を
出
る
と
、
都
会
へ
出
て
そ
の

ま
ま
地
方
に
は
帰
っ
て
こ
な
い
。
少
し
で
も

戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
し
な
い
と

地
方
は
人
口
が
減
る
一
方
で
、
水
産
業
は
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

原
島
　
そ
う
い
え
ば
、
水
産
業
の
市
場
規
模

は
２
兆
円
を
割
り
込
む
と
こ
ろ
ま
で
縮
小
し

て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
例
え
ば
ゲ
ー
ム

産
業
の
た
か
だ
か
３
倍
程
度
な
ん
で
す
。

吾
妻
　
そ
れ
に
対
し
て
大
学
は
何
が
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
を
つ
ね
づ
ね
考
え
て
い
ま
す
。

17
年
間
北
海
道
の
水
産
試
験
場
に
い
た
経
験

が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
漁
業
者
と
話
し

て
、
彼
ら
が
何
を
求
め
て
い
る
か
と
い
う
と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
儲
か
る
こ
と
な
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
地
場
に
い
る
生
き
物
を
使
っ
て
ど

う
や
っ
た
ら
儲
か
る
か
と
い
う
こ
と
を
提
示

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
東
日

本
大
震
災
の
後
に
、
三
陸
で
は
ウ
ニ
が
も
の

す
ご
く
増
え
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
津
波
で

ア
ラ
メ
と
い
う
コ
ン
ブ
の
仲
間
が
７
割
以
上

破
損
し
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
回
復
し
て
き

た
と
思
っ
た
ら
、
ウ
ニ
が
ア
ラ
メ
を
沖
の
ほ

う
か
ら
食
い
尽
く
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
増

え
た
ウ
ニ
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
養
殖
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
通
常
ウ
ニ
を

出
荷
す
る
６
、
７
月
よ
り
も
早
く
出
荷
し
て
、

高
く
売
れ
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
は
漁
業
協

同
組
合
の
青
年
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
や
り

は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
で
儲
か
る
と

な
れ
ば
や
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
た
だ
、

大
儲
け
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

加
賀
城
　
こ
れ
か
ら
海
の
恵
み
を
持
続
す
る

に
あ
た
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
か
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
紹

介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

吾
妻
　
最
初
に
申
し
上
げ
た
、
栄
養
塩
添
加

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
栄
養
塩
を
ど
う

い
う
濃
度
で
添
加
す
れ
ば
い
い
か
は
わ
か
っ

て
き
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
海
で
ど
の

よ
う
に
拡
散
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
生

態
系
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
必

ず
問
わ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
ま
だ
確
立
し
た

技
術
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

加
賀
城
　
そ
う
い
う
場
合
に
は
、
広
く
知
見

を
集
積
し
た
り
、
線
的
、
面
的
に
広
が
り
を

持
た
せ
た
活
動
も
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
温
暖
化
問
題
で
し
た
ら
、
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
が
各
地
に

あ
り
、
世
界
も
つ
な
が
っ
て
対
応
し
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
海
の
場
合
に
も
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
的
な
活
動
が
こ
れ
か
ら
課
題
に
な

り
そ
う
で
す
ね
。

吾
妻
　
海
っ
て
、
沖
へ
出
る
と
人
や
情
報
が

つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
沿
岸

は
実
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

加
賀
城
　
な
る
ほ
ど
！

吾
妻
　
役
場
で
磯
焼
け
対
策
を
専
門
に
や
っ

て
い
る
人
が
、
執
念
で
藻
場
を
復
活
さ
せ
た

と
い
う
地
域
も
あ
り
ま
す
。
長
年
の
努
力
の

賜
物
な
ん
で
す
。

加
賀
城
　
ぜ
ひ
そ
う
い
う
努
力
や
経
験
値
を

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
。

加
賀
城
　
日
本
人
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

愛
着
を
海
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
海
に
直
接
親
し

む
方
法
、
き
っ
か
け
が
ど
う
し
た
ら
生
ま
れ

る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

吾
妻
　
小
さ
い
と
き
に
海
に
潜
っ
て
、
こ
う

い
う
生
き
物
が
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
い
る
と

か
、
そ
う
い
う
発
見
の
喜
び
っ
て
あ
り
ま
す

よ
ね
。
そ
う
い
う
体
験
は
す
ご
く
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
親
が
ど
の
く
ら
い
自
然
に

触
れ
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
大
き

い
し
、
自
然
に
触
れ
さ
せ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も

重
要
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
自
然
に
触

れ
て
き
て
い
な
い
人
に
、
大
き
く
な
っ
て
か

ら
自
然
に
触
れ
て
き
な
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
難
し
い
で
す
か
ら
ね
。

原
島
　
あ
と
、
海
の
恵
み
を
受
け
て
い
る
と

い
う
意
味
で
は
、
日
本
は
か
な
り
恵
ま
れ
て

い
る
の
で
、
外
国
の
人
に
そ
れ
を
わ
か
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
人
に
で

き
る
か
ぎ
り
日
本
に
来
て
も
ら
っ
て
、
オ
ー

セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
和
食
を
食
べ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ら
ぬ「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
必
要
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

加
賀
城
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
も
健
康
志
向

で
魚
の
消
費
量
は
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

吾
妻
　
一
方
日
本
人
は
、
若
い
う
ち
か
ら
牛

丼
や
ラ
ー
メ
ン
が
国
民
食
の
よ
う
な
感
じ
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
小
さ
い
う
ち

か
ら
の
食
習
慣
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
賀
城
　
魚
離
れ
も
考
え
る
と
、
日
本
の
若

い
人
た
ち
に
対
し
て
も
、
同
じ
よ
う
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。

原
島
　
そ
れ
が
入
り
口
と
な
っ
て
海
を
知
っ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

加
賀
城
　
今
日
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
ご
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
、
海

の
問
題
に
お
い
て
は
と
て
も
大
切
な
キ
ー
ワ

ー
ド
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
つ
な

が
り
を
つ
ね
に
考
え
な
が
ら
対
応
し
て
い
か

な
い
と
、
局
地
的
に
見
て
い
る
だ
け
で
は
な

か
な
か
問
題
が
解
決
し
な
い
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
海
洋
国
日
本
の
魚
離
れ
、

海
離
れ
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
の
実
体
験
を
ど
う
作
っ
て
い
く

か
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

が
先
々
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
解
決
の
発
端
に
な
れ
ば
、
と
い
う
の
が
、

今
日
感
じ
た
こ
と
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

加
賀
城 

俊
正

Ｃ
Ｅ
Ｌ
所
長
代
理

原
島 

省

国
立
環
境
研
究
所
企
画
部

鼎
談

吾
妻 

行
雄

東
北
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授

Agatsum
a Yukio

海
中
林
の

大
き
な
特
色
は
、

生
産
力
が
と
て
も

高
い
こ
と
で
す

特
集

海
の
恵
み
を

い
つ
く
し
む

そ
の 

６

26CEL July 201427 CEL July 2014

写真提供　マリンプレスジャパン／アフロ

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
撮
影
：
名
取
和
久

写真提供　中野誠志／アフロ



陸
が

支
え
る

海
の
環
境

人
為
的
な

操
作
の
影
響
は

予
測
が
つ
か
な
い

C
O
2

削
減
に
は

人
間
活
動
の

見
直
し
が
必
要

海
洋
資
源
の

持
続
可
能
な

利
用
の
た
め
に
は

加
賀
城
　
海
は
、
私
た
ち
の
生
活
や
生
態
系
、

あ
る
い
は
地
球
環
境
へ
の
恵
み
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
わ
け
で
す
が
、
人
の
活
動
に
起
因

す
る
異
変
も
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
ま
ず
は
、
海
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を

お
聞
き
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
赤
潮
、
青

潮
（
＊
１
）、
海
藻
の
群
落
が
喪
失
す
る
「
磯

焼
け
」、
サ
ン
ゴ
礁
・
砂
浜
・
干
潟
の
喪
失
、

温
暖
化
の
影
響
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
先
生
が
た
が
注

目
さ
れ
て
い
る
問
題
か
ら
う
か
が
え
ま
す
か
。

吾
妻
　
私
は
波
打
ち
際
か
ら
水
深
30
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
ま
で
の
、
海
底
が
岩
で
で
き
て
い

る
「
沿
岸
岩
礁
域
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
を
研

究
対
象
に
し
て
い

ま
す
。
沿
岸
岩
礁

域
に
は
、
陸
上
と

同
じ
よ
う
に
、
森

林
も
あ
る
し
、
平

原
も
あ
る
し
、
草

原
も
あ
り
ま
す
。

森
林
は
大
型
の

か
つ褐

 

そ
う藻

類
と
い
う
、
コ

ン
ブ
と
ホ
ン
ダ
ワ

ラ
の
仲
間
（
＊
２
）

な
ど
か
ら
な
り
ま

す
。
海
中
林
の
大

き
な
特
色
は
、
生
産
力
が
と
て
も
高
い
こ
と

で
す
。
陸
上
の
植
物
と
同
じ
よ
う
に
、
光
合

成
で
水
と
二
酸
化
炭
素
か
ら
で
ん
ぷ
ん
な
ど

の
有
機
物
を
作
る
ん
で
す
が
、
陸
上
で
最
も

生
産
力
が
高
い
と
言
わ
れ
る
熱
帯
雨
林
に
匹

敵
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
し
の
ぐ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
海
中
林
は
、

稚
魚
の

す棲
み
場
、
え
さ
場
、

隠
れ
場
、
さ
ら
に
は
、
動

物
が
産
卵
す
る
場
所
も
提

供
し
て
い
ま
す
。

原
島
　
い
ろ
い
ろ
な
生
物

の
生
活
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
わ
け

で
す
ね
。

吾
妻
　
と
こ
ろ
が
近
年
、

何
が
起
き
て
い
る
か
。
２

０
１
３
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
＊
３
）
の
報
告
に
も
書

い
て
あ
り
ま
す
が
、
地
球

温
暖
化
に
よ
っ
て
海
洋
も

温
暖
化
し
て
い
ま
す
。
21

世
紀
の
末
ま
で
に
、

海
の
表
層
か
ら
水

深
１
０
０
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
ま
で
の

水
温
は
、
最
大
で

２
℃
ほ
ど
上
が
る

と
推
定
さ
れ
て
い

る
ん
で
す
ね
。
も

う
ひ
と
つ
の
問
題

は
、
海
水
の
酸
性

化
で
す
。
空
気
中

の
増
加
し
た
二
酸

化
炭
素
が
海
に
溶

け
て
、
海
水
の
㏗
が
０
・
３
下
が
る
。
今
の

㏗
が
８
・
２
く
ら
い
で
す
か
ら
、
７
・
９
く

ら
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。

加
賀
城
　
そ
れ
に
よ
っ
て
吾
妻
先
生
が
研
究

さ
れ
て
い
る
沿
岸
域
で
は
、
ど
う
い
っ
た
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

吾
妻
　
コ
ン
ブ
の
海
中
林
の
縮
小
で
す
。
も

と
も
と
コ
ン
ブ
の
仲
間
と
い
う
の
は
寒
い
海

に
分
布
し
て
い
て
、
北
半
球
も
南
半
球
も
、

緯
度
40
度
か
ら
60
度
く
ら
い
に
生
育
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
赤
道
寄
り
の
ほ
う
か
ら
海
中

林
が
消
滅
し
て
い
る
ん
で
す
。

原
島
　
特
に
ひ
ど
い
場
所
と
い
う
の
は
あ
る

ん
で
す
か
？

吾
妻
　
今
一
番
ひ
ど
い
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
タ
ス
マ
ニ
ア
島
で
す
。
世
界
の
海
で
過

去
１
０
０
年
で
上
が
っ
た
水
温
は
平
均
０
・

５
℃
だ
っ
た
の
に
、
そ
こ
で
は
２
・
３
℃
も

上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

東
側
に
、
全
長
40
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
達
す

る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ケ
ル
プ
と
い
う
海
中
林
が

分
布
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
赤
道
寄
り
の
北

か
ら
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
っ
て
、
タ
ス

マ
ニ
ア
で
も
消
失
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
は
、
温
暖
化
と
ウ
ニ
の
食
害
な
ん
で

す
。
ウ
ニ
の
幼
生
が
ど
ん
ど
ん
タ
ス
マ
ニ
ア

に
流
れ
て
き
て
、
そ
れ
が
成
長
し
て
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
ケ
ル
プ
を
食
い
尽
く
し
て
い
る
と
い

う
危
機
的
な
状
況
で
す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と

は
日
本
で
も
起
こ
っ
て
い
て
、
ど
う
対
処
す

る
か
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

加
賀
城
　
今
お
話
し
い
た
だ
い
た
の
は
、「
海

の
ゆ
り
か
ご
」
と
呼
ば
れ
る
藻
場
が
喪
失
す

る
現
象
で
す
ね
。
そ
れ
が
「
磯
焼
け
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

吾
妻
　
も
と
も
と
磯
焼
け
と
い
う
言
葉
は
伊

豆
半
島
の
東
岸
で
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
大

型
の
コ
ン
ブ
の
海
中
林
が
崩
壊
し
て
し
ま
う

と
、

む無 

せ
つ節

サ
ン
ゴ
モ
と
い
う
石
灰
質
の
サ
ン

ゴ
質
の
海
藻
が
優
占
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ

に
ウ
ニ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
。
磯
焼
け
と
い

う
の
は
、
海
中
林
の
崩
壊
に
よ
っ
て
水
産
業

が
打
撃
を
受
け
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
温
暖

化
す
る
と
氷
山
が
解
け
、
雨
も
多
く
な
っ
て
、

表
層
の
水
が
軽
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
表
層

の
水
と
栄
養
の
あ
る
海
底
の
水
が
混
合
し
な

く
な
っ
て
、
海
全
体
に
栄
養
が
う
ま
く
供
給

さ
れ
な
く
な
り
、
影
響
が
拡
大
し
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

原
島
　
私
も
磯
焼
け
に
非
常
に
関
心
を
持
っ

て
い
ま
す
。
初
め
て
磯
焼
け
を
目
撃
し
た
の

は
、
韓
国
の

チ
エ済 

ジ
ユ州

島
で
し
た
。
通
常
の
海
藻

が
見
ら
れ
ず
、
岩
が
ピ
ン
ク
色
の
藻
類
に
お

お
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で

す
。

加
賀
城
　
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
ウ
ニ
を
駆
除
す
る
、

海
藻
を
植
え
付
け
る
な
ど
、
藻
場
の
再
生
も

試
み
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

吾
妻
　
藻
場
の
造
成
は
、
日
本
が
昔
か
ら
抜

き
ん
出
て
い
る
技
術
で
、
主
に
３
つ
の
こ
と

を
行
い
ま
す
。
ま
ず
、
コ
ン
ブ
の
種
苗
を
生

産
し
て
導
入
す
る
。
次
に
、
コ
ン
ブ
が
生
え

る
箇
所
を
き
れ
い
に
す
る
（
＊
４
）。
新
し

い
岩
の
面
を
作
っ
て
、
そ
こ
に
種
苗
を
導
入

し
ま
す
。
３
つ
目
、
こ
れ
が
一
番
苦
労
し
て

い
る
ん
で
す
が
、
種
苗
を
保
護
し
て
育
成
す

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
植
食
動
物
の
ウ
ニ
に

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
ず
は
ウ
ニ
を
除
去
す
る
。
あ
る
い
は
、

摂
食
さ
れ
な
い
よ
う
に
そ
れ
以
上
に
コ
ン
ブ

を
食
べ
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
の
す
き
に
、
育

て
た
い
多
年
生
の
、
ア
ラ
メ
や
カ
ジ
メ
と
い

う
、
５
、
６
年
生
き
て
海
中
林
を
作
る
よ
う

な
海
藻
を
育
て
ま
す
。
で
も
、
温
暖
化
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
と
言
え
ば
、
最
後
は
栄

養
塩
の
投
入
な
ん
で
す
よ
ね
。
高
水
温
で
も
、

栄
養
が
豊
富
で
あ
れ
ば
コ
ン
ブ
が
成
長
で
き

る
と
い
う
実
験
結
果
が
あ
り
ま
す
。

加
賀
城
　
原
島
先
生
が
問
題
と
考
え
ら
れ
て

い
る
海
の
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

原
島
　
私
が
中
心
的
に
研
究
し
て
き
た
の
は
、

陸
と
海
と
の
連
続
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
で

起
こ
る
問
題
で
す
。
陸
か

ら
海
に
は
、
川
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
流
入

し
て
い
ま
す
が
、
リ
ン
、

ち
つ窒 

そ素
な
ど
は
「
栄
養
塩
」

と
い
う
よ
う
に
、
海
の
生

態
系
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
な
ん
で
す

ね
。
し
か
し
そ
れ
が
過
多

に
な
る
と
、
赤
潮
、
す
な

わ
ち
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
異
常
発
生
を
招
く
わ
け

で
す
。
富
栄
養
化
が
さ
ら

に
進
行
す
る
と
青
潮
に
至

り
ま
す
。

加
賀
城
　
赤
潮
は
１
９
７

０
年
代
ご
ろ
、
養
殖
魚
が

へ
い斃 

し死
す
る
な
ど
の

被
害
で
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
産
業
排
水
が
原
因
で
起
こ

っ
て
い
た
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま
す
。

原
島
　
一
般
家
庭
の
生
活
排
水
に
よ
る
汚
濁

質
も
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
日
本
で
一
番
赤

潮
の
件
数
が
多
か
っ
た
の
は
、
１
９
６
０
年

代
な
ん
で
す
。
赤
潮
に
よ
る
養
殖
魚
の
斃
死

が
目
立
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
減
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
も
う
ひ
と
つ
の
被
害
が
、
貝

毒
の
問
題
で
す
。
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

う
ち
、
ケ
イ
藻
類
に
は
毒
性
は
な
い
ん
で
す

が
、

う
ず渦 

べ
ん鞭 

も
う毛 

そ
う藻

類
の
な
か
に
は
毒
性
を
持
っ

た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
貝
が
吸
収
し
て
体

内
で
濃
縮
さ
れ
る
と
、
貝
を
食
べ
た
人
が
神

経
性
貝
毒
で
被
害
を
受
け
る
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
中
で

拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。

加
賀
城
　
瀬
戸
内
海
で
は
、
逆
に
栄
養
塩
が

足
り
な
い
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

原
島
　
適
度
に
リ
ン
、
窒
素
、
そ
れ
に

け
い珪 

そ素

な
ど
が
流
入
し
て
海
が
豊
か
で
、
植
物
性
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
赤
潮
に
な
ら
な
い
程
度
に
育

っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
バ
ラ
ン
ス
を
形
成
す

る
の
が
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す
ね
。
お
お

む
ね
無
害
な
ケ
イ
藻
は
珪
素
を
必
要
と
し
、

有
害
性
の
あ
る
渦
鞭
毛
藻
は
珪
素
を
必
要
と

し
な
い
こ
と
か
ら
、
私
は
、
特
に
珪
素
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
栄
養
塩
循

環
の
う
ち
、
リ
ン
、
窒
素
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
珪
素
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
黒
海
に
流
入
す

る
ド
ナ
ウ
川
に
ダ
ム
が
で
き
、
ダ
ム
で
珪
素

が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
起
こ
り

ま
し
た
。
黒
海
で
有
害
赤
潮
が
増
え
た
の
は
、

こ
れ
が
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
と
い
う
報
告

が
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
誌
に
あ
り
ま
し
た
。

加
賀
城
　
森
か
ら
海
へ
の
流
れ
が
、
海
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

原
島
　
こ
の
よ
う
な
珪
素
の
不
足
が
海
の
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
、「
シ
リ
カ
（
珪
素
）
欠

損
仮
説
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
長
江
に
も
三

峡
ダ
ム
と
い
う
大
き
な
ダ
ム
が
で
き
、
こ
れ

か
ら
も
世
界
中
で
大
き
な
ダ
ム
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
仮
説
は
と
て
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
島
　
海
洋
へ
の
環
境
ス
ト
レ
ス
と
環
境
の

悪
化
の
程
度
は
、
比
例
関
係
で
は
な
い
ん
で

す
。
一
般
的
な
こ
と
で
す
が
、
最
初
は
環
境

ス
ト
レ
ス
が
増
え
て
も
、
環
境
の
悪
化
は
ゆ

っ
く
り
進
行
し
目
立
ち
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

環
境
ス
ト
レ
ス
が
あ
る

い
き閾 

ち値
を
超
え
る
と
、

環
境
は
急
激
に
悪
化
し
ま
す
。
そ
こ
で
や
っ

と
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
な
ど
の
措
置
が
と
ら

れ
る
の
で
す
が
、
そ
う
し
て
も
す
ぐ
に
効
果

が
出
る
も
の
で
は
な
く
、
負
荷
を
相
当
減
ら

し
た
上
で
、
し
か
も
長
い
時
間
が
か
か
っ
て

や
っ
と
回
復
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が

普
通
で
す
。

加
賀
城
　
海
の
問
題
の
難
し
さ
は
、
ひ
と
つ

そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
人
為
的

な
操
作
を
し
た
と
き
に
、
そ
れ
が
い
い
面
も

あ
る
し
、
逆
に
予
想
も
し
な
い
面
が
出
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

吾
妻
　
津
波
が
あ
っ
た
三
陸
で
は
、
養
殖
は

あ
っ
と
い
う
間
に
復
興
し
た
ん
で
す
が
、
海

の
栄
養
が
足
り
な
く
て
、
色
落
ち
の
ワ
カ
メ

が
で
き
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
調
べ
る
と
、

窒
素
の
濃
度
が
低
い
。
人
間
が
活
動
し
て
い

た
岸
辺
や
畑
か
ら
、
栄
養
が
供
給
さ
れ
な
く

な
っ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

加
賀
城
　
人
が
手
を
入
れ
る
行
為
が
海
に
与

え
る
影
響
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
考

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

吾
妻
　
生
態
系
を
全
体
で
と
ら
え
て
モ
デ
ル

化
し
よ
う
と
す
る
と
、
環
境
の
変
化
と
あ
る

種
の
関
係
が
他
の
種
に
与
え
る
影
響
や
相
乗

作
用
な
ど
、
す
べ
て
考
え
な
い
と
、
何
が
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

加
賀
城
　
全
体
の
つ
な
が
り
を
考
え
な
い
で
、

部
分
だ
け
で
見
て
い
て
も
ひ
ず
み
が
出
て
く

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

加
賀
城
　
温
暖
化
の
問
題
を
も
う
少
し
掘
り

下
げ
た
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
温
暖

化
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
（
＊
５
）
が
か
な
り

の
影
響
を
受
け
る
と
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
で
も

出
て
い
ま
す
。

吾
妻
　
温
暖
化
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
の
白
化
現

象
が
進
行
し
て
い
ま
す
ね
。

原
島
　
自
然
を
見
て
心
を
豊
か
に
し
よ
う
と

い
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
な
か
で
も
、
サ
ン

ゴ
礁
は
大
切
で
す
。
潜
っ
て
見
る
と
、
本
当

に
感
激
し
ま
す
ね
。

加
賀
城
　
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
で
は
、
気
温
の

上
昇
が
２
℃
以
上
に
な
る
と
、
適
応
能
力
が

低
い
サ
ン
ゴ
礁
は
、
非
常
な
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
か
対
応
策
は

あ
り
ま
す
か
。

原
島
　
長
期
的
な
こ
と
で
言
う
と
、
C
O
2

の
排
出
量
削
減
と
地
中
貯
留
な
ど
の
技
術
確

立
が
主
に
な
り
ま
す
。
生
物
多
様
性
を
回
復

す
る
た
め
に
は
、
サ
ン
ゴ
の
移
植
も
有
効
で

す
が
、
C
O
2

の
吸
収
と
い
う
点
で
は
大
き

な
期
待
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
間
活
動
全
体
を
、

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

開
発
途
上
の
国
で
生
活
水
準
が
向
上
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増
え
ま
す

が
、
す
で
に
高
い
消
費
レ
ベ
ル
を
享
受
し
て

き
た
先
進
国
か
ら
生
活
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
な

と
言
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、
悩
ま

し
い
問
題
で
す
。「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
」
と
い
う
考
え
か
た
が
あ
り
ま

す
。
ひ
と
り
が
生
き
て
い
く
の
に
ど
の
く
ら

い
の
広
さ
の
面
積
を
使
っ
て
い
る
か
と
い
う

指
標
で
す
。
そ
の
計
算
に
よ
る
と
、
世
界
中

の
人
が
日
本
並
み
の
生
活
を
し
よ
う
と
す
る

と
、
地
球
が
２
個
以
上
必
要
と
い
う
こ
と
に

な
る
ら
し
い
ん
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
日

本
人
も
も
う
少
し
生
活
を
見
直
す
余
地
は
あ

り
ま
す
ね
。

加
賀
城
　
開
発
途
上
国
と
先
進
国
の
関
係
で

言
い
ま
す
と
、
海
洋
水
産
物
の
資
源
問
題
も

関
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
新
興
国
の
経

済
発
展
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
こ
50
年
で
世
界

の
１
人
あ
た
り
水
産
物
消
費
量
が
２
倍
に
な

っ
て
、
人
口
も
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
一

方
で
海
洋
水
産
資
源
の
状
況
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
過
剰
利
用
や
満
限
利
用
の
状
態
が
８

割
強
と
い
う
状
況
で
す
。
需
給
が
非
常
に
タ

イ
ト
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

吾
妻
　
野
生
の
資
源
は
こ
の
ま
ま
行
く
と
枯

渇
し
て
し
ま
い
ま
す
。
種
に
よ
っ
て
は
食
糧

増
産
は
養
殖
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
思
い

ま
す
ね
。
ウ
ナ
ギ
は
ま
だ
大
量
生
産
は
で
き

な
い
け
れ
ど
も
、
マ
グ
ロ
の
養
殖
は
軌
道
に

乗
っ
て
き
ま
し
た
。

加
賀
城
　
資
源
を
維
持
し
て
い
く
方
法
の
ひ

と
つ
と
し
て
、「
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
」（
＊
６
）

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
漁

法
で
得
た
も
の
に
は
マ
ー
ク
を
つ
け
る
と
い

う
や
り
か
た
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
き
ち

ん
と
認
識
し
て
、
魚
の
持
続
可
能
な
利
用
を

図
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
生
活
者
の
観
点

と
し
て
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
水
産

エ
コ
ラ
ベ
ル
の
意
味
を
知
っ
て
い
る
人
は
、

ま
だ
13
％
し
か
い
な
い
ら
し
い
ん
で
す
。
そ

う
い
う
も
の
も
啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

原
島
　
一
方
で
、
日
本
の
場
合
に
は
、
魚
の

調
理
が
面
倒
だ
と
感
じ
る
傾
向
が
進
ん
だ
こ

と
も
あ
っ
て
、
魚
の
消
費
が
減
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

吾
妻
　
も
う
ス
ー
パ
ー
で
は
切
り
身
し
か
売

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
消
費
が
低

下
し
て
い
る
と
い
う
の
は
問
題
で
す
ね
。

原
島
　
わ
が
国
の
水
産
業
を
維
持
で
き
て
、

世
界
の
資
源
も
減
ら
な
い
と
い
う
バ
ラ
ン
ス

を
模
索
で
き
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
。

加
賀
城
　
日
本
に
は
「
海
の
日
」
と
い
う
祝

日
が
あ
り
ま
す
が
、
調
べ
ま
し
た
ら
、
世
界

で
国
民
の
祝
日
に
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け

ら
し
い
ん
で
す
。
海
洋
国
だ
か
ら
こ
そ
海
の

日
を
作
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
お
話

を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
海
や
魚
か
ら
離
れ

る
傾
向
が
顕
著
で
す
。
海
の
日
な
ん
か
も
、

も
う
少
し
海
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
機
会

に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

吾
妻
　
気
仙
沼
で
年
に
１
、
２
回
、
小
学
校

や
中
学
校
に
行
っ
て
、
浜
に
は
ど
う
い
う
生

き
物
が
い
て
、
海
の
生
物
は
こ
う
い
う
ふ
う

に
生
活
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
話
す
機
会

が
あ
る
ん
で
す
。
で
も
、
海
の
目
の
前
に
住

ん
で
い
な
が
ら
、
海
の
こ

と
を
全
然
知
ら
な
い
ん
で

す
よ
。
す
ご
く
豊
か
な
海

が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
遊
ぶ

こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
楽
し
い

か
を
、
少
し
で
も
教
え
な

き
ゃ
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
実
験
室

で
魚
を
解
剖
を
し
た
後
、

そ
れ
を
食
べ
ら
れ
な
い
子

も
た
く
さ
ん
い
る
。
な
ぜ

な
ら
、
食
べ
た
こ
と
が
な

い
か
ら
。
親
が
海
に
連
れ

て
行
か
な
い
、
海
の
も
の

を
食
べ
さ
せ
な
い
、
地
方

で
そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ

っ
て
い
て
、
非
常
に
問
題
だ
な
と
思
い
ま
す
。

原
島
　
何
と
か
子
ど
も
の
と
き
に
海
に
親
し

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

吾
妻
　
高
校
を
出
る
と
、
都
会
へ
出
て
そ
の

ま
ま
地
方
に
は
帰
っ
て
こ
な
い
。
少
し
で
も

戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
し
な
い
と

地
方
は
人
口
が
減
る
一
方
で
、
水
産
業
は
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

原
島
　
そ
う
い
え
ば
、
水
産
業
の
市
場
規
模

は
２
兆
円
を
割
り
込
む
と
こ
ろ
ま
で
縮
小
し

て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
例
え
ば
ゲ
ー
ム

産
業
の
た
か
だ
か
３
倍
程
度
な
ん
で
す
。

吾
妻
　
そ
れ
に
対
し
て
大
学
は
何
が
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
を
つ
ね
づ
ね
考
え
て
い
ま
す
。

17
年
間
北
海
道
の
水
産
試
験
場
に
い
た
経
験

が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
漁
業
者
と
話
し

て
、
彼
ら
が
何
を
求
め
て
い
る
か
と
い
う
と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
儲
か
る
こ
と
な
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
地
場
に
い
る
生
き
物
を
使
っ
て
ど

う
や
っ
た
ら
儲
か
る
か
と
い
う
こ
と
を
提
示

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
東
日

本
大
震
災
の
後
に
、
三
陸
で
は
ウ
ニ
が
も
の

す
ご
く
増
え
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
津
波
で

ア
ラ
メ
と
い
う
コ
ン
ブ
の
仲
間
が
７
割
以
上

破
損
し
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
回
復
し
て
き

た
と
思
っ
た
ら
、
ウ
ニ
が
ア
ラ
メ
を
沖
の
ほ

う
か
ら
食
い
尽
く
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
増

え
た
ウ
ニ
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
養
殖
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
通
常
ウ
ニ
を

出
荷
す
る
６
、
７
月
よ
り
も
早
く
出
荷
し
て
、

高
く
売
れ
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
は
漁
業
協

同
組
合
の
青
年
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
や
り

は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
で
儲
か
る
と

な
れ
ば
や
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
た
だ
、

大
儲
け
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

加
賀
城
　
こ
れ
か
ら
海
の
恵
み
を
持
続
す
る

に
あ
た
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
か
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
紹

介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

吾
妻
　
最
初
に
申
し
上
げ
た
、
栄
養
塩
添
加

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
栄
養
塩
を
ど
う

い
う
濃
度
で
添
加
す
れ
ば
い
い
か
は
わ
か
っ

て
き
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
海
で
ど
の

よ
う
に
拡
散
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
生

態
系
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
必

ず
問
わ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
ま
だ
確
立
し
た

技
術
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

加
賀
城
　
そ
う
い
う
場
合
に
は
、
広
く
知
見

を
集
積
し
た
り
、
線
的
、
面
的
に
広
が
り
を

持
た
せ
た
活
動
も
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
温
暖
化
問
題
で
し
た
ら
、
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
が
各
地
に

あ
り
、
世
界
も
つ
な
が
っ
て
対
応
し
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
海
の
場
合
に
も
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
的
な
活
動
が
こ
れ
か
ら
課
題
に
な

り
そ
う
で
す
ね
。

吾
妻
　
海
っ
て
、
沖
へ
出
る
と
人
や
情
報
が

つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
沿
岸

は
実
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

加
賀
城
　
な
る
ほ
ど
！

吾
妻
　
役
場
で
磯
焼
け
対
策
を
専
門
に
や
っ

て
い
る
人
が
、
執
念
で
藻
場
を
復
活
さ
せ
た

と
い
う
地
域
も
あ
り
ま
す
。
長
年
の
努
力
の

賜
物
な
ん
で
す
。

加
賀
城
　
ぜ
ひ
そ
う
い
う
努
力
や
経
験
値
を

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
。

加
賀
城
　
日
本
人
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

愛
着
を
海
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
海
に
直
接
親
し

む
方
法
、
き
っ
か
け
が
ど
う
し
た
ら
生
ま
れ

る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

吾
妻
　
小
さ
い
と
き
に
海
に
潜
っ
て
、
こ
う

い
う
生
き
物
が
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
い
る
と

か
、
そ
う
い
う
発
見
の
喜
び
っ
て
あ
り
ま
す

よ
ね
。
そ
う
い
う
体
験
は
す
ご
く
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
親
が
ど
の
く
ら
い
自
然
に

触
れ
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
大
き

い
し
、
自
然
に
触
れ
さ
せ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も

重
要
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
自
然
に
触

れ
て
き
て
い
な
い
人
に
、
大
き
く
な
っ
て
か

ら
自
然
に
触
れ
て
き
な
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
難
し
い
で
す
か
ら
ね
。

原
島
　
あ
と
、
海
の
恵
み
を
受
け
て
い
る
と

い
う
意
味
で
は
、
日
本
は
か
な
り
恵
ま
れ
て

い
る
の
で
、
外
国
の
人
に
そ
れ
を
わ
か
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
人
に
で

き
る
か
ぎ
り
日
本
に
来
て
も
ら
っ
て
、
オ
ー

セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
和
食
を
食
べ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ら
ぬ「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
必
要
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

加
賀
城
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
も
健
康
志
向

で
魚
の
消
費
量
は
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

吾
妻
　
一
方
日
本
人
は
、
若
い
う
ち
か
ら
牛

丼
や
ラ
ー
メ
ン
が
国
民
食
の
よ
う
な
感
じ
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
小
さ
い
う
ち

か
ら
の
食
習
慣
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
賀
城
　
魚
離
れ
も
考
え
る
と
、
日
本
の
若

い
人
た
ち
に
対
し
て
も
、
同
じ
よ
う
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。

原
島
　
そ
れ
が
入
り
口
と
な
っ
て
海
を
知
っ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

加
賀
城
　
今
日
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
ご
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
、
海

の
問
題
に
お
い
て
は
と
て
も
大
切
な
キ
ー
ワ

ー
ド
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
つ
な

が
り
を
つ
ね
に
考
え
な
が
ら
対
応
し
て
い
か

な
い
と
、
局
地
的
に
見
て
い
る
だ
け
で
は
な

か
な
か
問
題
が
解
決
し
な
い
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
海
洋
国
日
本
の
魚
離
れ
、

海
離
れ
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
の
実
体
験
を
ど
う
作
っ
て
い
く

か
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

が
先
々
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
解
決
の
発
端
に
な
れ
ば
、
と
い
う
の
が
、

今
日
感
じ
た
こ
と
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

H
arashim

a A
kira

環
境
ス
ト
レ
ス
が

あ
る
閾
値
を
超
え
る
と

環
境
は
急
激
に

悪
化
し
ま
す

赤潮・青潮発生のメカニズムChart 
赤潮

植物性
プランクトンの
大量発生

窒素
リン

植物性プランクトン

植物性
プランクトンが
死ぬ

死骸の分解に酸素を消費

風
湾奥

風で海面に
流れができ、
酸素の少ない海水が
海底から上昇酸素の少ない白濁した海水

植物性プランクトンの
死骸や陸からの
汚濁質がたまったヘドロ

青潮
硫化水素が発生し、さらに
酸素が少なくなって魚や
貝類などが死ぬ被害が出る

生活排水や
産業排水など
からの汚濁質

28CEL July 201429 CEL July 2014
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（
＊
１
）海
に
増
え
た
有
機
物
が
海
底
に
沈
ん
で
分
解

さ
れ
る
と
海
底
の
海
水
中
の
酸
素
が
な
く
な
る
。酸
素

が
な
い
状
態
で
活
動
す
る
嫌
気
性
細
菌
は
、硫
化
水
素

を
発
生
さ
せ
る
。そ
し
て
陸
の
ほ
う
か
ら
風
が
吹
く

と
、表
面
の
海
水
が
沖
に
流
れ
て
、そ
れ
を
補
う
よ
う

に
硫
化
水
素
を
大
量
に
含
ん
だ
海
底
の
水
が
上
が
っ
て

く
る
。そ
う
す
る
と
今
度
は
硫
化
水
素
が
酸
化
さ
れ
て

硫
黄
に
な
り
、海
が
白
濁
す
る
現
象
を
青
潮
と
言
う
。

東
京
湾
で
し
ば
し
ば
発
生
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（
＊
２
）正
式
に
は
、ヒ
バマ
タ
目
の
大
型
の
褐
藻
。

（
＊
３
）気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル

（
＊
４
）昔
は
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
な
ど
を
使
っ
て
い
た
が
、今

は
、海
底
に
チ
ェ
ー
ン
を
張
り
、波
で
チ
ェ
ー
ン
が
動
く
こ

と
で
海
底
を
掃
除
す
る
な
ど
の
方
法
が
採
ら
れ
て
い

る
。

（
＊
５
）サ
ン
ゴ
礁
は
、世
界
の
海
底
の
１
％
未
満
の
面
積

だ
が
、そ
こ
に
海
洋
生
物
種
の
約
25
％
が
棲
息
し
て
い

る
。さ
ら
に
世
界
の
５
億
〜
10
億
人
の
食
糧
に
関
わ
る

と
も
言
わ
れ
、波
の
力
を
弱
め
る
防
災
機
能
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

（
＊
６
）本
誌
9
頁
の
記
事
を
参
照

も
っ
と
子
ど
も
に

海
に
接
す
る

機
会
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
る

重
要
性

海
離
れ
を

食
い
止
め
る

た
め
に

加
賀
城
　
海
は
、
私
た
ち
の
生
活
や
生
態
系
、

あ
る
い
は
地
球
環
境
へ
の
恵
み
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
わ
け
で
す
が
、
人
の
活
動
に
起
因

す
る
異
変
も
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
ま
ず
は
、
海
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
を

お
聞
き
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
赤
潮
、
青

潮
（
＊
１
）、
海
藻
の
群
落
が
喪
失
す
る
「
磯

焼
け
」、
サ
ン
ゴ
礁
・
砂
浜
・
干
潟
の
喪
失
、

温
暖
化
の
影
響
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
な
か
で
も
先
生
が
た
が
注

目
さ
れ
て
い
る
問
題
か
ら
う
か
が
え
ま
す
か
。

吾
妻
　
私
は
波
打
ち
際
か
ら
水
深
30
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
ま
で
の
、
海
底
が
岩
で
で
き
て
い

る
「
沿
岸
岩
礁
域
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
を
研

究
対
象
に
し
て
い

ま
す
。
沿
岸
岩
礁

域
に
は
、
陸
上
と

同
じ
よ
う
に
、
森

林
も
あ
る
し
、
平

原
も
あ
る
し
、
草

原
も
あ
り
ま
す
。

森
林
は
大
型
の

か
つ褐

 

そ
う藻

類
と
い
う
、
コ

ン
ブ
と
ホ
ン
ダ
ワ

ラ
の
仲
間
（
＊
２
）

な
ど
か
ら
な
り
ま

す
。
海
中
林
の
大

き
な
特
色
は
、
生
産
力
が
と
て
も
高
い
こ
と

で
す
。
陸
上
の
植
物
と
同
じ
よ
う
に
、
光
合

成
で
水
と
二
酸
化
炭
素
か
ら
で
ん
ぷ
ん
な
ど

の
有
機
物
を
作
る
ん
で
す
が
、
陸
上
で
最
も

生
産
力
が
高
い
と
言
わ
れ
る
熱
帯
雨
林
に
匹

敵
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
し
の
ぐ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
海
中
林
は
、

稚
魚
の

す棲
み
場
、
え
さ
場
、

隠
れ
場
、
さ
ら
に
は
、
動

物
が
産
卵
す
る
場
所
も
提

供
し
て
い
ま
す
。

原
島
　
い
ろ
い
ろ
な
生
物

の
生
活
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
わ
け

で
す
ね
。

吾
妻
　
と
こ
ろ
が
近
年
、

何
が
起
き
て
い
る
か
。
２

０
１
３
年
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ

（
＊
３
）
の
報
告
に
も
書

い
て
あ
り
ま
す
が
、
地
球

温
暖
化
に
よ
っ
て
海
洋
も

温
暖
化
し
て
い
ま
す
。
21

世
紀
の
末
ま
で
に
、

海
の
表
層
か
ら
水

深
１
０
０
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
ま
で
の

水
温
は
、
最
大
で

２
℃
ほ
ど
上
が
る

と
推
定
さ
れ
て
い

る
ん
で
す
ね
。
も

う
ひ
と
つ
の
問
題

は
、
海
水
の
酸
性

化
で
す
。
空
気
中

の
増
加
し
た
二
酸

化
炭
素
が
海
に
溶

け
て
、
海
水
の
㏗
が
０
・
３
下
が
る
。
今
の

㏗
が
８
・
２
く
ら
い
で
す
か
ら
、
７
・
９
く

ら
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。

加
賀
城
　
そ
れ
に
よ
っ
て
吾
妻
先
生
が
研
究

さ
れ
て
い
る
沿
岸
域
で
は
、
ど
う
い
っ
た
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

吾
妻
　
コ
ン
ブ
の
海
中
林
の
縮
小
で
す
。
も

と
も
と
コ
ン
ブ
の
仲
間
と
い
う
の
は
寒
い
海

に
分
布
し
て
い
て
、
北
半
球
も
南
半
球
も
、

緯
度
40
度
か
ら
60
度
く
ら
い
に
生
育
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
赤
道
寄
り
の
ほ
う
か
ら
海
中

林
が
消
滅
し
て
い
る
ん
で
す
。

原
島
　
特
に
ひ
ど
い
場
所
と
い
う
の
は
あ
る

ん
で
す
か
？

吾
妻
　
今
一
番
ひ
ど
い
の
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
タ
ス
マ
ニ
ア
島
で
す
。
世
界
の
海
で
過

去
１
０
０
年
で
上
が
っ
た
水
温
は
平
均
０
・

５
℃
だ
っ
た
の
に
、
そ
こ
で
は
２
・
３
℃
も

上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

東
側
に
、
全
長
40
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
に
達
す

る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ケ
ル
プ
と
い
う
海
中
林
が

分
布
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
赤
道
寄
り
の
北

か
ら
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い
っ
て
、
タ
ス

マ
ニ
ア
で
も
消
失
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
原
因
は
、
温
暖
化
と
ウ
ニ
の
食
害
な
ん
で

す
。
ウ
ニ
の
幼
生
が
ど
ん
ど
ん
タ
ス
マ
ニ
ア

に
流
れ
て
き
て
、
そ
れ
が
成
長
し
て
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
ケ
ル
プ
を
食
い
尽
く
し
て
い
る
と
い

う
危
機
的
な
状
況
で
す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と

は
日
本
で
も
起
こ
っ
て
い
て
、
ど
う
対
処
す

る
か
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

加
賀
城
　
今
お
話
し
い
た
だ
い
た
の
は
、「
海

の
ゆ
り
か
ご
」
と
呼
ば
れ
る
藻
場
が
喪
失
す

る
現
象
で
す
ね
。
そ
れ
が
「
磯
焼
け
」
と
呼

ば
れ
る
も
の
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

吾
妻
　
も
と
も
と
磯
焼
け
と
い
う
言
葉
は
伊

豆
半
島
の
東
岸
で
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
大

型
の
コ
ン
ブ
の
海
中
林
が
崩
壊
し
て
し
ま
う

と
、

む無 

せ
つ節

サ
ン
ゴ
モ
と
い
う
石
灰
質
の
サ
ン

ゴ
質
の
海
藻
が
優
占
し
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ

に
ウ
ニ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
。
磯
焼
け
と
い

う
の
は
、
海
中
林
の
崩
壊
に
よ
っ
て
水
産
業

が
打
撃
を
受
け
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。
温
暖

化
す
る
と
氷
山
が
解
け
、
雨
も
多
く
な
っ
て
、

表
層
の
水
が
軽
く
な
る
。
そ
う
す
る
と
表
層

の
水
と
栄
養
の
あ
る
海
底
の
水
が
混
合
し
な

く
な
っ
て
、
海
全
体
に
栄
養
が
う
ま
く
供
給

さ
れ
な
く
な
り
、
影
響
が
拡
大
し
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

原
島
　
私
も
磯
焼
け
に
非
常
に
関
心
を
持
っ

て
い
ま
す
。
初
め
て
磯
焼
け
を
目
撃
し
た
の

は
、
韓
国
の

チ
エ済 

ジ
ユ州

島
で
し
た
。
通
常
の
海
藻

が
見
ら
れ
ず
、
岩
が
ピ
ン
ク
色
の
藻
類
に
お

お
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で

す
。

加
賀
城
　
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
ウ
ニ
を
駆
除
す
る
、

海
藻
を
植
え
付
け
る
な
ど
、
藻
場
の
再
生
も

試
み
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

吾
妻
　
藻
場
の
造
成
は
、
日
本
が
昔
か
ら
抜

き
ん
出
て
い
る
技
術
で
、
主
に
３
つ
の
こ
と

を
行
い
ま
す
。
ま
ず
、
コ
ン
ブ
の
種
苗
を
生

産
し
て
導
入
す
る
。
次
に
、
コ
ン
ブ
が
生
え

る
箇
所
を
き
れ
い
に
す
る
（
＊
４
）。
新
し

い
岩
の
面
を
作
っ
て
、
そ
こ
に
種
苗
を
導
入

し
ま
す
。
３
つ
目
、
こ
れ
が
一
番
苦
労
し
て

い
る
ん
で
す
が
、
種
苗
を
保
護
し
て
育
成
す

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
植
食
動
物
の
ウ
ニ
に

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
ず
は
ウ
ニ
を
除
去
す
る
。
あ
る
い
は
、

摂
食
さ
れ
な
い
よ
う
に
そ
れ
以
上
に
コ
ン
ブ

を
食
べ
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
の
す
き
に
、
育

て
た
い
多
年
生
の
、
ア
ラ
メ
や
カ
ジ
メ
と
い

う
、
５
、
６
年
生
き
て
海
中
林
を
作
る
よ
う

な
海
藻
を
育
て
ま
す
。
で
も
、
温
暖
化
に
対

し
て
何
が
で
き
る
か
と
言
え
ば
、
最
後
は
栄

養
塩
の
投
入
な
ん
で
す
よ
ね
。
高
水
温
で
も
、

栄
養
が
豊
富
で
あ
れ
ば
コ
ン
ブ
が
成
長
で
き

る
と
い
う
実
験
結
果
が
あ
り
ま
す
。

加
賀
城
　
原
島
先
生
が
問
題
と
考
え
ら
れ
て

い
る
海
の
状
況
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

原
島
　
私
が
中
心
的
に
研
究
し
て
き
た
の
は
、

陸
と
海
と
の
連
続
性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
で

起
こ
る
問
題
で
す
。
陸
か

ら
海
に
は
、
川
を
通
じ
て

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
流
入

し
て
い
ま
す
が
、
リ
ン
、

ち
つ窒 

そ素
な
ど
は
「
栄
養
塩
」

と
い
う
よ
う
に
、
海
の
生

態
系
に
と
っ
て
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
な
ん
で
す

ね
。
し
か
し
そ
れ
が
過
多

に
な
る
と
、
赤
潮
、
す
な

わ
ち
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

の
異
常
発
生
を
招
く
わ
け

で
す
。
富
栄
養
化
が
さ
ら

に
進
行
す
る
と
青
潮
に
至

り
ま
す
。

加
賀
城
　
赤
潮
は
１
９
７

０
年
代
ご
ろ
、
養
殖
魚
が

へ
い斃 

し死
す
る
な
ど
の

被
害
で
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け

で
す
け
れ
ど
も
、
産
業
排
水
が
原
因
で
起
こ

っ
て
い
た
と
い
う
印
象
も
あ
り
ま
す
。

原
島
　
一
般
家
庭
の
生
活
排
水
に
よ
る
汚
濁

質
も
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
日
本
で
一
番
赤

潮
の
件
数
が
多
か
っ
た
の
は
、
１
９
６
０
年

代
な
ん
で
す
。
赤
潮
に
よ
る
養
殖
魚
の
斃
死

が
目
立
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
減
っ
て
い

ま
す
。
一
方
、
も
う
ひ
と
つ
の
被
害
が
、
貝

毒
の
問
題
で
す
。
植
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の

う
ち
、
ケ
イ
藻
類
に
は
毒
性
は
な
い
ん
で
す

が
、

う
ず渦 

べ
ん鞭 

も
う毛 

そ
う藻

類
の
な
か
に
は
毒
性
を
持
っ

た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
貝
が
吸
収
し
て
体

内
で
濃
縮
さ
れ
る
と
、
貝
を
食
べ
た
人
が
神

経
性
貝
毒
で
被
害
を
受
け
る
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
も
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
中
で

拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。

加
賀
城
　
瀬
戸
内
海
で
は
、
逆
に
栄
養
塩
が

足
り
な
い
状
況
が
報
告
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

原
島
　
適
度
に
リ
ン
、
窒
素
、
そ
れ
に

け
い珪 

そ素

な
ど
が
流
入
し
て
海
が
豊
か
で
、
植
物
性
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
赤
潮
に
な
ら
な
い
程
度
に
育

っ
て
い
る
、
そ
う
い
う
バ
ラ
ン
ス
を
形
成
す

る
の
が
な
か
な
か
難
し
い
ん
で
す
ね
。
お
お

む
ね
無
害
な
ケ
イ
藻
は
珪
素
を
必
要
と
し
、

有
害
性
の
あ
る
渦
鞭
毛
藻
は
珪
素
を
必
要
と

し
な
い
こ
と
か
ら
、
私
は
、
特
に
珪
素
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
栄
養
塩
循

環
の
う
ち
、
リ
ン
、
窒
素
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
珪
素
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
黒
海
に
流
入
す

る
ド
ナ
ウ
川
に
ダ
ム
が
で
き
、
ダ
ム
で
珪
素

が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
い
う
現
象
が
起
こ
り

ま
し
た
。
黒
海
で
有
害
赤
潮
が
増
え
た
の
は
、

こ
れ
が
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
と
い
う
報
告

が
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
誌
に
あ
り
ま
し
た
。

加
賀
城
　
森
か
ら
海
へ
の
流
れ
が
、
海
に
と

っ
て
非
常
に
重
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

原
島
　
こ
の
よ
う
な
珪
素
の
不
足
が
海
の
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
仮
説
を
、「
シ
リ
カ
（
珪
素
）
欠

損
仮
説
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
長
江
に
も
三

峡
ダ
ム
と
い
う
大
き
な
ダ
ム
が
で
き
、
こ
れ

か
ら
も
世
界
中
で
大
き
な
ダ
ム
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
仮
説
は
と
て
も

重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

原
島
　
海
洋
へ
の
環
境
ス
ト
レ
ス
と
環
境
の

悪
化
の
程
度
は
、
比
例
関
係
で
は
な
い
ん
で

す
。
一
般
的
な
こ
と
で
す
が
、
最
初
は
環
境

ス
ト
レ
ス
が
増
え
て
も
、
環
境
の
悪
化
は
ゆ

っ
く
り
進
行
し
目
立
ち
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、

環
境
ス
ト
レ
ス
が
あ
る

い
き閾 

ち値
を
超
え
る
と
、

環
境
は
急
激
に
悪
化
し
ま
す
。
そ
こ
で
や
っ

と
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
な
ど
の
措
置
が
と
ら

れ
る
の
で
す
が
、
そ
う
し
て
も
す
ぐ
に
効
果

が
出
る
も
の
で
は
な
く
、
負
荷
を
相
当
減
ら

し
た
上
で
、
し
か
も
長
い
時
間
が
か
か
っ
て

や
っ
と
回
復
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
が

普
通
で
す
。

加
賀
城
　
海
の
問
題
の
難
し
さ
は
、
ひ
と
つ

そ
こ
に
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
人
為
的

な
操
作
を
し
た
と
き
に
、
そ
れ
が
い
い
面
も

あ
る
し
、
逆
に
予
想
も
し
な
い
面
が
出
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

吾
妻
　
津
波
が
あ
っ
た
三
陸
で
は
、
養
殖
は

あ
っ
と
い
う
間
に
復
興
し
た
ん
で
す
が
、
海

の
栄
養
が
足
り
な
く
て
、
色
落
ち
の
ワ
カ
メ

が
で
き
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
調
べ
る
と
、

窒
素
の
濃
度
が
低
い
。
人
間
が
活
動
し
て
い

た
岸
辺
や
畑
か
ら
、
栄
養
が
供
給
さ
れ
な
く

な
っ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

加
賀
城
　
人
が
手
を
入
れ
る
行
為
が
海
に
与

え
る
影
響
と
い
う
の
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
考

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

吾
妻
　
生
態
系
を
全
体
で
と
ら
え
て
モ
デ
ル

化
し
よ
う
と
す
る
と
、
環
境
の
変
化
と
あ
る

種
の
関
係
が
他
の
種
に
与
え
る
影
響
や
相
乗

作
用
な
ど
、
す
べ
て
考
え
な
い
と
、
何
が
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

加
賀
城
　
全
体
の
つ
な
が
り
を
考
え
な
い
で
、

部
分
だ
け
で
見
て
い
て
も
ひ
ず
み
が
出
て
く

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

加
賀
城
　
温
暖
化
の
問
題
を
も
う
少
し
掘
り

下
げ
た
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
温
暖

化
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
（
＊
５
）
が
か
な
り

の
影
響
を
受
け
る
と
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
で
も

出
て
い
ま
す
。

吾
妻
　
温
暖
化
に
よ
っ
て
サ
ン
ゴ
の
白
化
現

象
が
進
行
し
て
い
ま
す
ね
。

原
島
　
自
然
を
見
て
心
を
豊
か
に
し
よ
う
と

い
う
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
な
か
で
も
、
サ
ン

ゴ
礁
は
大
切
で
す
。
潜
っ
て
見
る
と
、
本
当

に
感
激
し
ま
す
ね
。

加
賀
城
　
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
報
告
で
は
、
気
温
の

上
昇
が
２
℃
以
上
に
な
る
と
、
適
応
能
力
が

低
い
サ
ン
ゴ
礁
は
、
非
常
な
危
険
に
さ
ら
さ

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
か
対
応
策
は

あ
り
ま
す
か
。

原
島
　
長
期
的
な
こ
と
で
言
う
と
、
C
O
2

の
排
出
量
削
減
と
地
中
貯
留
な
ど
の
技
術
確

立
が
主
に
な
り
ま
す
。
生
物
多
様
性
を
回
復

す
る
た
め
に
は
、
サ
ン
ゴ
の
移
植
も
有
効
で

す
が
、
C
O
2

の
吸
収
と
い
う
点
で
は
大
き

な
期
待
は
で
き
ま
せ
ん
。
人
間
活
動
全
体
を
、

考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

開
発
途
上
の
国
で
生
活
水
準
が
向
上
す
る
と
、

ど
う
し
て
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増
え
ま
す

が
、
す
で
に
高
い
消
費
レ
ベ
ル
を
享
受
し
て

き
た
先
進
国
か
ら
生
活
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
な

と
言
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
か
ら
、
悩
ま

し
い
問
題
で
す
。「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ

ト
プ
リ
ン
ト
」
と
い
う
考
え
か
た
が
あ
り
ま

す
。
ひ
と
り
が
生
き
て
い
く
の
に
ど
の
く
ら

い
の
広
さ
の
面
積
を
使
っ
て
い
る
か
と
い
う

指
標
で
す
。
そ
の
計
算
に
よ
る
と
、
世
界
中

の
人
が
日
本
並
み
の
生
活
を
し
よ
う
と
す
る

と
、
地
球
が
２
個
以
上
必
要
と
い
う
こ
と
に

な
る
ら
し
い
ん
で
す
。
そ
う
考
え
る
と
、
日

本
人
も
も
う
少
し
生
活
を
見
直
す
余
地
は
あ

り
ま
す
ね
。

加
賀
城
　
開
発
途
上
国
と
先
進
国
の
関
係
で

言
い
ま
す
と
、
海
洋
水
産
物
の
資
源
問
題
も

関
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
新
興
国
の
経

済
発
展
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
こ
50
年
で
世
界

の
１
人
あ
た
り
水
産
物
消
費
量
が
２
倍
に
な

っ
て
、
人
口
も
増
え
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
一

方
で
海
洋
水
産
資
源
の
状
況
は
ど
う
か
と
い

う
と
、
過
剰
利
用
や
満
限
利
用
の
状
態
が
８

割
強
と
い
う
状
況
で
す
。
需
給
が
非
常
に
タ

イ
ト
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

吾
妻
　
野
生
の
資
源
は
こ
の
ま
ま
行
く
と
枯

渇
し
て
し
ま
い
ま
す
。
種
に
よ
っ
て
は
食
糧

増
産
は
養
殖
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
思
い

ま
す
ね
。
ウ
ナ
ギ
は
ま
だ
大
量
生
産
は
で
き

な
い
け
れ
ど
も
、
マ
グ
ロ
の
養
殖
は
軌
道
に

乗
っ
て
き
ま
し
た
。

加
賀
城
　
資
源
を
維
持
し
て
い
く
方
法
の
ひ

と
つ
と
し
て
、「
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル
」（
＊
６
）

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
漁

法
で
得
た
も
の
に
は
マ
ー
ク
を
つ
け
る
と
い

う
や
り
か
た
で
す
。
そ
う
い
う
も
の
を
き
ち

ん
と
認
識
し
て
、
魚
の
持
続
可
能
な
利
用
を

図
っ
て
い
く
と
い
う
の
は
、
生
活
者
の
観
点

と
し
て
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
水
産

エ
コ
ラ
ベ
ル
の
意
味
を
知
っ
て
い
る
人
は
、

ま
だ
13
％
し
か
い
な
い
ら
し
い
ん
で
す
。
そ

う
い
う
も
の
も
啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

原
島
　
一
方
で
、
日
本
の
場
合
に
は
、
魚
の

調
理
が
面
倒
だ
と
感
じ
る
傾
向
が
進
ん
だ
こ

と
も
あ
っ
て
、
魚
の
消
費
が
減
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

吾
妻
　
も
う
ス
ー
パ
ー
で
は
切
り
身
し
か
売

ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
消
費
が
低

下
し
て
い
る
と
い
う
の
は
問
題
で
す
ね
。

原
島
　
わ
が
国
の
水
産
業
を
維
持
で
き
て
、

世
界
の
資
源
も
減
ら
な
い
と
い
う
バ
ラ
ン
ス

を
模
索
で
き
れ
ば
い
い
ん
で
す
が
。

加
賀
城
　
日
本
に
は
「
海
の
日
」
と
い
う
祝

日
が
あ
り
ま
す
が
、
調
べ
ま
し
た
ら
、
世
界

で
国
民
の
祝
日
に
し
て
い
る
の
は
日
本
だ
け

ら
し
い
ん
で
す
。
海
洋
国
だ
か
ら
こ
そ
海
の

日
を
作
っ
た
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、
お
話

を
う
か
が
っ
て
い
る
と
、
海
や
魚
か
ら
離
れ

る
傾
向
が
顕
著
で
す
。
海
の
日
な
ん
か
も
、

も
う
少
し
海
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
機
会

に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

吾
妻
　
気
仙
沼
で
年
に
１
、
２
回
、
小
学
校

や
中
学
校
に
行
っ
て
、
浜
に
は
ど
う
い
う
生

き
物
が
い
て
、
海
の
生
物
は
こ
う
い
う
ふ
う

に
生
活
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
話
す
機
会

が
あ
る
ん
で
す
。
で
も
、
海
の
目
の
前
に
住

ん
で
い
な
が
ら
、
海
の
こ

と
を
全
然
知
ら
な
い
ん
で

す
よ
。
す
ご
く
豊
か
な
海

が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
遊
ぶ

こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
楽
し
い

か
を
、
少
し
で
も
教
え
な

き
ゃ
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
実
験
室

で
魚
を
解
剖
を
し
た
後
、

そ
れ
を
食
べ
ら
れ
な
い
子

も
た
く
さ
ん
い
る
。
な
ぜ

な
ら
、
食
べ
た
こ
と
が
な

い
か
ら
。
親
が
海
に
連
れ

て
行
か
な
い
、
海
の
も
の

を
食
べ
さ
せ
な
い
、
地
方

で
そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ

っ
て
い
て
、
非
常
に
問
題
だ
な
と
思
い
ま
す
。

原
島
　
何
と
か
子
ど
も
の
と
き
に
海
に
親
し

ん
で
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

吾
妻
　
高
校
を
出
る
と
、
都
会
へ
出
て
そ
の

ま
ま
地
方
に
は
帰
っ
て
こ
な
い
。
少
し
で
も

戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
し
な
い
と

地
方
は
人
口
が
減
る
一
方
で
、
水
産
業
は
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

原
島
　
そ
う
い
え
ば
、
水
産
業
の
市
場
規
模

は
２
兆
円
を
割
り
込
む
と
こ
ろ
ま
で
縮
小
し

て
い
る
ん
で
す
ね
。
こ
れ
は
例
え
ば
ゲ
ー
ム

産
業
の
た
か
だ
か
３
倍
程
度
な
ん
で
す
。

吾
妻
　
そ
れ
に
対
し
て
大
学
は
何
が
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
を
つ
ね
づ
ね
考
え
て
い
ま
す
。

17
年
間
北
海
道
の
水
産
試
験
場
に
い
た
経
験

が
あ
る
ん
で
す
が
、
そ
こ
で
漁
業
者
と
話
し

て
、
彼
ら
が
何
を
求
め
て
い
る
か
と
い
う
と
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
儲
か
る
こ
と
な
ん
で
す
。

そ
こ
で
、
地
場
に
い
る
生
き
物
を
使
っ
て
ど

う
や
っ
た
ら
儲
か
る
か
と
い
う
こ
と
を
提
示

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
東
日

本
大
震
災
の
後
に
、
三
陸
で
は
ウ
ニ
が
も
の

す
ご
く
増
え
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
。
津
波
で

ア
ラ
メ
と
い
う
コ
ン
ブ
の
仲
間
が
７
割
以
上

破
損
し
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
回
復
し
て
き

た
と
思
っ
た
ら
、
ウ
ニ
が
ア
ラ
メ
を
沖
の
ほ

う
か
ら
食
い
尽
く
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
増

え
た
ウ
ニ
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
養
殖
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
通
常
ウ
ニ
を

出
荷
す
る
６
、
７
月
よ
り
も
早
く
出
荷
し
て
、

高
く
売
れ
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
は
漁
業
協

同
組
合
の
青
年
部
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
や
り

は
じ
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
で
儲
か
る
と

な
れ
ば
や
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
す
。
た
だ
、

大
儲
け
と
い
う
の
は
な
か
な
か
難
し
い
。

加
賀
城
　
こ
れ
か
ら
海
の
恵
み
を
持
続
す
る

に
あ
た
っ
て
、
こ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
か
、
こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
紹

介
い
た
だ
け
ま
す
か
。

吾
妻
　
最
初
に
申
し
上
げ
た
、
栄
養
塩
添
加

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
栄
養
塩
を
ど
う

い
う
濃
度
で
添
加
す
れ
ば
い
い
か
は
わ
か
っ

て
き
て
い
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
海
で
ど
の

よ
う
に
拡
散
す
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
生

態
系
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
必

ず
問
わ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
ま
だ
確
立
し
た

技
術
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

加
賀
城
　
そ
う
い
う
場
合
に
は
、
広
く
知
見

を
集
積
し
た
り
、
線
的
、
面
的
に
広
が
り
を

持
た
せ
た
活
動
も
必
要
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
温
暖
化
問
題
で
し
た
ら
、
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
が
各
地
に

あ
り
、
世
界
も
つ
な
が
っ
て
対
応
し
て
い
る

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
海
の
場
合
に
も
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
的
な
活
動
が
こ
れ
か
ら
課
題
に
な

り
そ
う
で
す
ね
。

吾
妻
　
海
っ
て
、
沖
へ
出
る
と
人
や
情
報
が

つ
な
が
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
沿
岸

は
実
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
ん
で
す
ね
。

加
賀
城
　
な
る
ほ
ど
！

吾
妻
　
役
場
で
磯
焼
け
対
策
を
専
門
に
や
っ

て
い
る
人
が
、
執
念
で
藻
場
を
復
活
さ
せ
た

と
い
う
地
域
も
あ
り
ま
す
。
長
年
の
努
力
の

賜
物
な
ん
で
す
。

加
賀
城
　
ぜ
ひ
そ
う
い
う
努
力
や
経
験
値
を

つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
。

加
賀
城
　
日
本
人
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な

愛
着
を
海
に
対
し
て
持
っ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
が
、
一
歩
踏
み
込
ん
で
海
に
直
接
親
し

む
方
法
、
き
っ
か
け
が
ど
う
し
た
ら
生
ま
れ

る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

吾
妻
　
小
さ
い
と
き
に
海
に
潜
っ
て
、
こ
う

い
う
生
き
物
が
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
い
る
と

か
、
そ
う
い
う
発
見
の
喜
び
っ
て
あ
り
ま
す

よ
ね
。
そ
う
い
う
体
験
は
す
ご
く
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
親
が
ど
の
く
ら
い
自
然
に

触
れ
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
は
か
な
り
大
き

い
し
、
自
然
に
触
れ
さ
せ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
も

重
要
で
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
自
然
に
触

れ
て
き
て
い
な
い
人
に
、
大
き
く
な
っ
て
か

ら
自
然
に
触
れ
て
き
な
さ
い
と
言
っ
て
も
、

な
か
な
か
難
し
い
で
す
か
ら
ね
。

原
島
　
あ
と
、
海
の
恵
み
を
受
け
て
い
る
と

い
う
意
味
で
は
、
日
本
は
か
な
り
恵
ま
れ
て

い
る
の
で
、
外
国
の
人
に
そ
れ
を
わ
か
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
海
外
の
人
に
で

き
る
か
ぎ
り
日
本
に
来
て
も
ら
っ
て
、
オ
ー

セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
和
食
を
食
べ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ら
ぬ「
フ
ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

が
必
要
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

加
賀
城
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
も
健
康
志
向

で
魚
の
消
費
量
は
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

吾
妻
　
一
方
日
本
人
は
、
若
い
う
ち
か
ら
牛

丼
や
ラ
ー
メ
ン
が
国
民
食
の
よ
う
な
感
じ
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
小
さ
い
う
ち

か
ら
の
食
習
慣
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

加
賀
城
　
魚
離
れ
も
考
え
る
と
、
日
本
の
若

い
人
た
ち
に
対
し
て
も
、
同
じ
よ
う
に
ア
ピ

ー
ル
す
る
必
要
が
あ
る
気
が
し
ま
す
。

原
島
　
そ
れ
が
入
り
口
と
な
っ
て
海
を
知
っ

て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

加
賀
城
　
今
日
お
話
を
う
か
が
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
ご
と
の
「
つ
な
が
り
」
が
、
海

の
問
題
に
お
い
て
は
と
て
も
大
切
な
キ
ー
ワ

ー
ド
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
つ
な

が
り
を
つ
ね
に
考
え
な
が
ら
対
応
し
て
い
か

な
い
と
、
局
地
的
に
見
て
い
る
だ
け
で
は
な

か
な
か
問
題
が
解
決
し
な
い
の
か
な
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
海
洋
国
日
本
の
魚
離
れ
、

海
離
れ
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
の
実
体
験
を
ど
う
作
っ
て
い
く

か
が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ

が
先
々
つ
な
が
っ
て
い
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
解
決
の
発
端
に
な
れ
ば
、
と
い
う
の
が
、

今
日
感
じ
た
こ
と
で
す
。
本
日
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Kagajo To
shim

asa

海
に
直
接
親
し
む
方
法
、

き
っ
か
け
が
ど
う
し
た
ら

生
ま
れ
る
か
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
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文
　
古
家 

信
平

伝
承
や

民
間
信
仰
に
見
る
、

日
本
人
の

海
へ
の
ま
な
ざ
し

海
に
生
か
さ
れ
る
人
々 

ダ
ミ
ー
度
絶
滅
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

復
活
さ
せ
る
と
い
う
隅
田
川
を
さ
ら
っ
た

土
砂
を
使
って
埋
め
立
て
ら
れ
た

長
屋
が
つ
く
ら
れ
た
。
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日
本
人
の
心
の
底
に
は
、

海
に
対
す
る
畏
敬
の
念
や

感
謝
の
気
持
ち
が

流
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

各
地
に
残
る
伝
承
や
民
間
儀
礼
か
ら
、

海
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
恵
み
に
、

私
た
ち
が
い
か
に
感
謝
し
、

信
仰
心
を
寄
せ
て
い
た
の
か
を
探
る
。

　
三
重
県
の
鳥
羽
、
志
摩
に
は
現
在
１
０
０

０
人
ほ
ど
の
海
女
が
活
躍
し
、
素
潜
り
で
サ

ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
を
採
集
し
て

な
り生 

わ
い業

と
し
て
い

る
。
こ
こ
20
年
で
そ
の
数
は
半
減
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
日
本
各
地
に
見

ら
れ
る
海
女
の
総
数
の
半
分
が
こ
の
地
域
に

展
開
し
て
い
る
。
私
は
昨
年
、
70
人
ほ
ど
の

海
女
が
い
る
志
摩
市
志
摩
町

わ和 
ぐ具

で
早
朝
か

ら
船
に
乗
り
、
漁
を
す
る
様
子
を
間
近
に
見

る
機
会
が
あ
っ
た
。
１
隻
の
船
に
船
頭
が
１

人
と
12
人
の
海
女
が
相
乗
り
し
て
沖
に
向
か

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ほ
と
ん
ど
が
60
歳
前
後
か
そ
れ
以
上
の
女

性
で
あ
っ
た
が
、
若
い
こ
ろ
か
ら
潜
っ
て
い

た
と
し
て
も
一
人
前
に
な
る
に
は
か
な
り
の

経
験
が
必
要
で
あ
る
。
毎
年
の
出
漁
シ
ー
ズ

ン
が
終
わ
る
こ
ろ
に
貯
金
通
帳
を
眺
め
る
の

が
楽
し
み
と
い
う
ほ
ど
に
な
る
ま
で
に
は
、

10
年
く
ら
い
は
必
要
ら
し
い
の
で
、
同
乗
し

た
彼
女
ら
は
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
海
女
が
持
つ
手
ぬ
ぐ
い
に
は
、
ひ
と
筆
書

き
で
書
い
た
星
の
形
が
黒
糸
で
縫
い
付
け
て

あ
る
。
こ
れ
は
「
セ
ー
マ
ン
」
と
い
っ
て
、お

ん陰

 

み
よ
う陽 

じ師
・
安
倍

せ
い晴 

め
い明

に
由
来
す
る
と
も
い
わ
れ
、

ひ
と
筆
で
書
く
の
で
は
じ
め
も
終
わ
り
も
な

い
た
め
魔
物
が
入
っ
て
こ
ら
れ
な
い
と
い
う

安
全
祈
願
の
ま
じ
な
い
で
あ
る
。
船
が
突
堤

を
出
て
間
も
な
く
、
彼
女
た
ち
は
沖
合
に
あ

る
大
島
に
向
か
い
拝
む
。
こ
こ
に
は
年
に
一

度
海
女
が
当
日
の
朝
と
れ
た
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ

エ
を
供
え
、い

ち市 

き杵 

し
ま島 

ひ
め
の姫 

み
こ
と命

を
迎
え
て
祭
り
、

豊
漁
と
安
全
を
祈
っ
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
の
海
女
は
夏
の
土
用
の
こ
ろ
漁

を
休
ん
で
、
伊
勢
神
宮
の
別
宮
の

い
ざ
わ
の

伊
雑 

み
や宮

や

鳥
羽
市
の
青
峰
山

し
よ
う正 

ふ
く福 

じ寺
を
参
拝
す
る
。

　
伊
雑
宮
に
は
毎
年
旧
暦
６
月
24
日
に
７
匹

の
鮫
が
お
参
り
に
来
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
の

う
ち
の
１
匹
を
漁
師
が
殺
し
て
し
ま
い
、
怒

っ
た
鮫
が
こ
の
漁
師
を
か
み
殺
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
は
残
っ
た
６
匹
の
鮫
が
お
参
り

に
来
る
の
で
、
こ
の
日
に
海
女
は
漁
を
休
み

伊
雑
宮
に
お
参
り
を
す
る
と
い
う
。
鮫
は
竜

宮
の
使
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
青
峰
山
は
海
の
方
か
ら
見
る
と
よ
く
目
立

ち
航
路
の
目
印
と
も
な
っ
て
い
て
、
海
女
は

漁
期
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
参
拝
し
た
り
、

お
守
り
を
首
に
か
け
た
り
す
る
。
本
尊
の
十

一
面
観
音
は
ク
ジ
ラ
の
背
中
に
乗
っ
て
現
わ

れ
、
こ
の
寺
に
祭
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ

る
。
海
で
生
計
を
立
て
る
海
女
の
信
仰
の
中

に
、
竜
宮
の
使
い
と
か
本
尊
が
海
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
と
い
う
海
と
の
つ
な
が
り
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
何
も
海
女
の
人
た
ち

の
間
に
だ
け
見
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な

い
。

　
海
か
ら
神
霊
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
伝

説
は
、
海
に
面
し
た
各
地
に
み
ら
れ
る
。

　
東
京
都
台
東
区
浅
草
寺
の
創
建
に
つ
い

て
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
日
本
の
仏
教

伝
来
の
時
期
に
ほ
ど
近
い
推
古
朝
36
（
６

２
８
）
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き

る
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
穏
や
か
な
日
に
二

人
の
漁
師
が
漁
に
出
て
み
る
と
、
隅
田
の

海
浜
で
水
中
か
ら
は
か
ら
ず
も
黄
金
の
聖

観
音
像
を
網
で
す
く
い
あ
げ
た
。
こ
れ
は

徳
な
る
こ
と
だ
と
草
ぶ
き
の
仮
屋
を
作
り

祭
る
こ
と
に
し
た
。
網
で
す
く
い
あ
げ
ら

れ
る
前
触
れ
と
し
て
、
隅
田
川
畔
に
忽
然

と
丘
陵
が
隆
起
し
、
地
面
が
大
い
に
揺
れ

動
き
、
雲
煙
が
逆
巻
く
と
金
の
竜
が
天
か

ら
降
り
て
き
て
、
地
表
の
変
動
を
守
護
し

た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
丘
陵
を
金
龍
山
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
浅
草
寺
の
山
号
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
像
は
小
さ
な
黄
金
像
で
あ

る
が
、
大
化
年
間
に
勝
海
上
人
が
本
堂
再

建
の
際
に
、
こ
れ
を
秘
仏
と
し
て
厨
子
の

中
に
安
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
来
そ
の

姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

 

（『
台
東
区
史
』（
上
）
他
よ
り
）

　
も
う
ひ
と
つ
、
横

浜
市
神
奈
川
区
能
満

寺
の
本
尊
に
つ
い
て

の
言
い
伝
え
を
紹
介

し
よ
う
。

　
昔
、
８
月
の
出

来
事
で
あ
っ
た
。

あ
る
百
姓
が
海
に

出
て
網
を
引
い
て

い
た
と
こ
ろ
、
何

度
や
っ
て
も
節
だ

ら
け
の
役
に
立
た

な
い
朽
木
が
か
か

っ
て
く
る
。
何
度

捨
て
て
も
網
に
か

か
っ
て
く
る
の
で
、

何
か
訳
が
あ
る
の

だ
ろ
う
と
我
が
家

に
持
ち
帰
っ
た
。
す
る
と
、
そ
の
娘
が
に

わ
か
に
狂
い
だ
し
て
飛
び
回
り
、
あ
れ
よ

あ
れ
よ
と
海
上
を
走
る
が
ご
と
く
は
る
か

沖
合
に
出
て
い
っ
て
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
。
せ
め
て
娘
の
遺
骸
だ
け
で
も
探
そ
う

と
小
舟
の
用
意
を
し
て
い
る
と
、
娘
が
鉄

砲
玉
の
よ
う
に
飛
び
か
え
り
血
走
る
目
を

し
て
、「
汝
が
網
に
か
か
っ
た
朽
木
こ
そ
、

房
州
清
澄
の

あ閼 

か伽 

い井
に
７
０
０
年
を
経
た

霊
木
で
あ
る
。
早
々
に
寺
を
建
て
て
供
養

せ
よ
。
無
辺
の
利
益
を
授
く
べ
し
。」
と

言
い
、
た
ち
ま
ち
正
気
に
戻
っ
た
。
村
人

が
堂
宇
を
建
立
し
た
と
こ
ろ
、
紫
雲
が
そ

の
堂
を
覆
い
、
一
陣
の
風
が
吹
い
て
紫
雲

を
払
う
と
、
朽
木
は
三
寸
九
分
の
虚
空
蔵

菩
薩
に
変
じ
て
い
た
。

 

（『
日
本
伝
説
大
系
』
第
５
巻
よ
り
）

　
こ
の
よ
う
に
、
例
を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な

い
ほ
ど
で
あ
る
。
光
り
輝
く
玉
、
神
像
、
仏

像
が
海
か
ら
流
れ
て
き
て
拾
い
上
げ
ら
れ
た

と
い
う
伝
説
に
は
、
そ
の
根
底
に
、「
海
は

よ
き
に
つ
け
あ
し
き
に
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
を
送
り
届
け
て
く
れ
る
」
と
い
う
発
想

が
認
め
ら
れ
る
。
実
際
に
私
た
ち
が
砂
浜
の

海
岸
を
歩
い
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
目
に
す
る
。

流
木
、木
の
実
、魚
、サ
ン
ゴ
、貝
な
ど
の
ほ
か
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ン
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

な
ど
の
人
工
物
も
混
ざ
っ
て
い
る
。
木
の
実

で
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
島
崎
藤
村
の
「

や椰 

し子

の
実
」
の
詩
で
あ
ろ
う
。

名
も
知
ら
ぬ
遠
き
島
よ
り
　

流
れ
寄
る
椰
子
の
実
一
つ

ふ
る
さ
と

故
郷
の
岸
を
離
れ
て
　

な
れ汝

は
そ
も
波
に
幾
月…

…
…

…

思
い
や
る
八
重
の
汐
々
　

い
ず
れ
の
日
に
か

く
　
に

故
国
に
帰
ら
ん

　
１
９
０
１
年
に
刊
行
の
詩
集
に
載
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
３
年
前
に
伊
良
湖
岬
に
遊

ん
だ
民
俗
学
者
柳
田
國
男
が
、
浜
に
流
れ
着

い
た
椰
子
の
実
の
話
を
藤
村
に
語
っ
た
こ
と

が
創
作
の
源
に
な
っ
て
い
る
。
柳
田
は
「
南

島
」
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
強
く
、
近
世
ま

で
の
人
に
と
っ
て
の
「
西
方
浄
土
」
や
「

ほ
う蓬

 

ら
い莱 

さ
ん山

」
と
い
っ
た
異
界
に
似
た
、
特
別
な
感

情
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は

海
の
か
な
た
に
あ
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ユ
ー

ト
ピ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
景
と
し
て
い
る
。

　
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
る
も
の
は
「
寄
り

も
の
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
流
木
は

昔
話
で
も
よ
く
登
場
し
て
い
る
。
沖
縄
県

く
に国

 

が
み頭 

ぐ
ん郡 

も
と本 

ぶ部 

ち
よ
う町

に
伝
え
ら
れ
る
昔
話
を
紹
介

し
よ
う
。

　
昔
、
あ
る
と
こ
ろ
に
２
人
の
親
し
い
友

達
が
い
て
、
あ
る
晩
、
海
に
出
か
け
て
行

っ
た
が
、
潮
が
ま
だ
引
い
て
い
な
か
っ
た
。

「
潮
が
引
く
ま
で
の
間
、
あ
の
寄
木
の
と

こ
ろ
に
行
っ
て
寝
て
い
よ
う
で
は
な
い

か
。」「
そ
れ
で
は
こ
の
寄
木
に
俺
が
寝
る

か
ら
、
あ
っ
ち
に
あ
る
寄
木
に
あ
ん
た
が

寝
な
さ
い
。」２
人
と
も
寝
込
ん
で
い
る
と
、

一
人
の
男
に
木
の
精
が
「
男
の
子
は
箕
を

作
っ
て
生
計
を
立
て
る
。
女
の
子
は
蔵
の

主
に
な
る
。」
と
い
う
の
が
聞
こ
え
る
。

変
な
話
を
聞
い
た
も
の
だ
と
起
き
上
が
っ

て
み
る
と
、
潮
は
十
分
に
満
ち
て
も
う
海

に
は
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
家
に
帰
っ
て
み
る
と
男
の
子

が
生
ま
れ
て
い
た
。
も
う
一
人
の
友
達
の

家
に
は
女
の
子
が
生
ま
れ
て
い
た
。
男
は

木
の
精
の
語
っ
た
こ
と
が
、
ず
っ
と
忘
れ

ら
れ
ず
に
過
ご
し
て
い
た
。
や
が
て
年
頃

に
な
っ
た
２
人
を
夫
婦
に
し
た
そ
う
だ
。

そ
う
す
る
と
そ
の
家
は
ど
ん
ど
ん
栄
え
て

い
っ
て
、
蔵
の
主
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
召

使
い
や
下
男
下
女
を
た
く
さ
ん
使
う
よ
う

に
な
り
、
妻
は
彼
ら
に
た
く
さ
ん
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
さ
せ
、
彼
ら
は
一
生
懸
命

に
働
い
て
、
富
は
い
よ
い
よ
増
え
て
蔵
が

２
つ
に
な
り
、
さ
ら
に
建
て
増
し
す
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
夫
は
「
お
前
の

よ
う
な
や
り
方
で
は
、
家
計
が
も
た
な
い
。

後
に
財
産
を
な
く
し
て
し
ま
う
。」
と
言

っ
て
、
妻
を
追
い
出
し
て
し
ま
う
。

　
そ
の
時
、
妊
娠
し
て
い
た
妻
は
山
奥
に

入
っ
て
行
き
、
貧
し
い
炭
焼
き
の
も
と
に

身
を
寄
せ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
炭
焼
き

窯
を
掘
っ
た
時
の
石
が
、
す
べ
て
小
判
に

な
り
、
や
が
て
近
く
の
村
の
家
々
を
買
い

取
っ
て
大
き
な
店
で
商
売
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
妻
が
生
ん
だ
子
供
が
４
、
５
歳

に
な
っ
た
こ
ろ
、
箕
を
売
り
に
来
た
元
の

夫
は
、
そ
れ
が
自
分
の
子
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
舌
を
噛
み
切
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
。 

（『
日
本
昔
話
通
観
』
第
26
巻
よ
り
）

　
浜
に
流
れ
着
い
た
流
木
を「
寄
木
」と
い
い
、

人
が
そ
れ
を
枕
に
寝
て
い
る
と
神
の
問
答
が

聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
、
昔
話
の
中
の
「

う
ぶ産

 

が
み神

問
答
」
に
相
当
す
る
例
で
あ
る
。
こ
の
本

部
町
の
話
で
は
、
問
答
す
る
産
神
は
寄
木
の

精
だ
が
、
こ
れ
を
竜
宮
の
神
と
す
る
昔
話
も

あ
る
。

　
八
重
山
で
は
、
ニ
ー
ラ
ン
神
が
運
を
授
け

に
や
っ
て
く
る
。「
ニ
ー
ラ
ン
」
は
海
の
か

な
た
の
常
世
の
国
を
暗
示
し
て
お
り
、
竜
宮

と
の
共
通
性
が
窺
え
る
。
よ
い
運
を
授
け
る

一
方
で
、
悪
い
運
を
授
け
る
の
も
海
か
ら
や

っ
て
く
る
神
な
の
で
あ
る
。

　
運
ば
か
り
で
な
く
、
海
の
神
は
人
の
寿
命

に
か
か
わ
る
と
い
う
語
り
も
聞
か
れ
る
。
東

京
都
八
丈
島
で
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

　
昔
、
海
の
中
か
ら
海
の
神
様
が
こ
の
島

の
港
に
や
っ
て
き
て
、
ど
う
い
う
わ
け
か

一
人
の
子
供
が
７
つ
の
時
に
、
そ
の
子
の

命
を
取
り
に
来
る
、
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
人
が
、
そ
の
子
の
親
に
話

し
た
も
の
か
ど
う
か
迷
っ
た
け
ど
、
話
し

た
っ
て
。
そ
れ
か
ら
親
は
そ
の
子
を
い
と

し
く
思
っ
て
、
フ
キ
の
葉
と
ヨ
モ
ギ
の
葉

を
く
る
ん
で
、
マ
ク
サ
で
し
ば
っ
て
、
そ

ん
な
の
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
そ
う
だ
。
今

日
が
子
供
の
死
ぬ
日
だ
、
と
い
う
時
に
、

海
の
神
様
は
マ
ク
サ
を
ほ
ど
い
て
は
落
と

し
、
ほ
ど
い
て
は
落
と
し
し
て
い
る
う
ち

に
、
時
間
が
た
っ
て
し
ま
い
、「
こ
こ
に

は
一
生
来
る
な
よ
。」
と
言
い
残
し
て
海

に
帰
っ
て
行
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
、
マ
ク
サ
と
ヨ
モ
ギ
を
一
緒
に
し
て
軒

端
に
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
昔
は
魔
除
け

だ
と
言
っ
て
、
５
月
５
日
に
は
み
ん
な
挿

し
て
い
た
。

 

（『
文
化
財
の
保
護
』
第
６
号
よ
り
）

　
30
年
ほ
ど
前
に
新
潟
県
山
北
町
（
現
・
村

上
市
）
の
海
辺
の
集
落
で
、
子
供
が
生
ま
れ

る
と
、
そ
の
子
の
胎
盤
を

わ
ら藁 

づ
と苞

に
入
れ
て
引

き
潮
の
時
に
海
に
流
す
、
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。
胎
盤
は
そ
の
子
供
の
将
来

を
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
、
土
地
に
よ
っ
て

決
ま
っ
た
処
理
法
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
が

普
通
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ナ
ン
テ
ン
の
木
の

下
に
埋
め
る
と
い
う
例
は
、ナ
ン
テ
ン
の「
難

を
転
じ
る
」
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
で
子
供
の

健
や
か
な
成
長
を
祈
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

海
に
戻
す
の
は
、
海
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
命

で
あ
る
か
ら
、
胎
盤
を
海
に
返
し
次
の
子
供

の
出
生
を
祈
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
海
は
生
命
を
与
え
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

そ
れ
を
奪
う
と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
い
う
両
義

的
な
存
在
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、

こ
う
し
た
昔
話
や
民
俗
事
例
か
ら
窺
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
伝
承
・
昔
話
を
見
る

と
、
伊
勢
神
宮
別
宮
の
伊
雑
宮
で
は
鮫
が
竜

宮
の
使
い
と
さ
れ
、
ま
た
ほ
か
の
話
で
は
寄

木
の
精
、
竜
宮
の
神
、
海
の
神
、
ニ
ー
ラ
ン

神
な
ど
も
使
い
と
さ
れ
て
い
る
。
竜
宮
と
人

と
の
間
で
は
、
ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
な

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
竜
宮
の
み
や

げ
」
と
い
う
昔
話
の
中
に
い
く
つ
か
描
か
れ

て
い
る
の
で
、
紹
介
し
て
み
よ
う
。
鹿
児
島

県
く
ま熊 

げ毛 

ぐ
ん郡 

な
か中 

た種 

ね子 

ち
よ
う町

の
昔
話
で
あ
る
。

　
あ
る
人
が
若
木
を
売
っ
て
正
月
物
を
買

お
う
と
、
歳
の
晩
の
29
日
に
３
束
担
い
で

出
る
が
売
れ
な
い
の
で
、「
竜
宮
神
に
あ

げ
も
う
す
」
と
海
へ
投
げ
込
ん
で
帰
る
。

亀
が
来
て
「
竜
宮
神
の
使
い
で
来
た
。
ぜ

ひ
一
緒
に
来
て
く
れ
。」
と
た
め
ら
う
男

を
無
理
に
乗
せ
て
竜
宮
世
界
へ
行
く
。
竜

宮
神
は
若
木
の
お
礼
に
御
馳
走
し
、
ヤ
ナ

ジ
と
い
う
犬
を
く
れ
て
、「
こ
の
犬
は
１

升
の
飯
を
食
わ
せ
る
と
１
升
の
銭
を
ひ
る
。

大
事
に
せ
よ
。」
と
言
い
聞
か
す
。
男
は

帰
っ
て
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
、
金
持
ち
に

な
る
。

　
次
は
、
鹿
児
島
県
大
島
郡

た
つ龍 

ご
う郷 

ち
よ
う町

の
昔

話
で
あ
る
。

　
あ
る
男
が
田
を
作
ろ

う
と
す
る
が
、
大
雨
で

畦
が
流
さ
れ
て
田
に
な

ら
な
い
。
が
っ
か
り
し

て
天
を
眺
め
て
い
る
と
、

福
神
が
降
り
て
き
て
話

を
聞
き
、「
田
の
畦
を

立
て
る
グ
ユ
の
種
を
や

ろ
う
」
と
草
の
種
を
く

れ
る
。
畦
に
そ
の
種
を

ま
く
と
立
派
な
畦
が
で

き
た
が
、
コ
メ
の
種
が

な
く
て
困
っ
て
い
る
。

ま
た
、
福
神
が
来
て
、

ネ
リ
ヤ
か
ら
荒
神
様
が

盗
ん
で
き
た
米
を
持
っ

て
き
て
く
れ
る
。
そ
し

て
、
無
事
に
米
が
で
き

て
喜
ん
で
い
る
と
、
ネ

リ
ヤ
か
ら
ネ
ズ
ミ
が
来

て
食
べ
て
し
ま
う
。 

（『
日
本
昔
話
通
観
』
第
25

巻
）

　
こ
の
二
つ
の
昔
話
に
は
竜
宮
世
界
と
「
ネ

リ
ヤ
」
が
登
場
す
る
。
ネ
リ
ヤ
は
八
重
山
で

ニ
ー
ラ
ン
と
い
い
、沖
縄
本
島
で「
ニ
ラ
イ
・

カ
ナ
イ
」
と
い
う
、
海
の
か
な
た
に
あ
る
常

世
の
国
で
あ
り
、
銭
を
排
出
す
る
犬
と
か
穀

物
の
種
な
ど
人
に
富
を
も
た
ら
す
も
の
と
一

緒
に
、
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
な
害
を
も
た
ら
す
も

の
も
送
っ
て
く
る
。

　
私
は
１
９
７
３
年
か
ら
、
沖
縄
本
島
の
北

部
東
海
岸
に
あ
る

へ
　
の
　
こ

辺
野
古
で
祭
り
行
事
を
調

べ
て
い
る
。
先
に
産
神
問
答
の
昔
話
を
紹
介

し
た
本
部
町
よ
り
東
に
あ
る
小
さ
な
集
落
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
に
相
当

す
る
の
は「
ウ
フ
ア
ガ
リ
ジ
マ
」と
言
わ
れ
る
。

「
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
」
と
い
う
、
田
に
害
虫
が

発
生
す
る
こ
ろ
に
行
わ
れ
る
行
事
で
は
、
女

性
神
役
た
ち
が
バ
ナ
ナ
の
葉
で
作
っ
た
船
に

田
の
害
虫
を
乗
せ
て
、
海
岸
か
ら
東
方
海
上

の
か
な
た
に
あ
る
ウ
フ
ア
ガ
リ
ジ
マ
に
流
し

て
い
た
。
ウ
フ
ア
ガ
リ
ジ
マ
に
は
こ
の
世
の

悪
い
も
の
を
浄
化
す
る
作
用
も
あ
る
ら
し
い

の
で
あ
る
。
隣
の

く久 

し志
で
は
ノ
ロ
（
琉
球
王

国
時
代
に
は
首
里
の
王
府
か
ら
任
命
さ
れ
た

公
的
司
祭
）
が
龍
宮
の
碑
の
前
か
ら
拝
み
、

そ
の
後
で
船
漕
ぎ
競
争
を
し
て
い
た
。

　
辺
野
古
で
は
戦
後
、
農
耕
地
や
山
林
は
米

軍
の
演
習
場
に
接
収
さ
れ
て
、
コ
メ
は
も
う

ず
い
ぶ
ん
長
い
間
作
ら
れ
て
い
な
い
。
実
生

活
で
は
害
虫
な
ど
発
生
し
な
い
の
だ
が
、
そ

れ
で
も
女
性
神
役
た
ち
を
中
心
と
し
て
儀
礼

は
続
け
ら
れ
、
バ
ナ
ナ
の
葉
は
な
く
と
も

み神

 

き酒
な
ど
の
供
物
は
集
落
の
予
算
か
ら
支
出
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
は
鳥
羽
・
志
摩
の
海
女
の
信

仰
が
、
実
生
活
を
反
映
し
て
い
る
の
と
は
違

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
各
地
に
伝
え
ら

れ
る
伝
説
や
昔
話
の
中
に
は
、
単
に
神
霊
の

由
来
を
説
く
も
の
か
ら
、
生
命
を
与
え
、
豊

穣
を
も
た
ら
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
奪
う

と
い
う
、
海
の
根
源
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
い
た

る
広
が
り
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

私
た
ち
の
実
生
活
が
伝
説
や
昔
話
に
描
か
れ

た
農
耕
・
漁
労
生
活
か
ら
離
れ
て
も
、
心
情

と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
辺
野
古
で

ア
ブ
シ
バ
レ
ー
の
儀
礼
を
行
う
の
は
、
農
耕

を
離
れ
て
も
海
の
浄
化
作
用
に
期
待
す
る
意

思
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
海
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

は
、
海
に
漕
ぎ
出
し
て
魚
を
追
い
、
あ
る
い

は
物
資
を
積
ん
で
海
を
縦
横
に
往
来
し
た
海

洋
民
族
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、

海
に
面
し
た
集
落
で
農
業
を
営
む
人
々
が
、

眼
前
に
広
が
る
海
を
眺
め
、
漂
流
物
を
手
に

し
、
想
像
を
広
げ
た
成
果
で
あ
ろ
う
。
未
知

の
世
界
に
対
す
る
恐
れ
と
憧
れ
が
、
伝
説
、

昔
話
、
儀
礼
に
両
義
的
性
格
を
与
え
た
の
で

あ
る
。
現
在
の
私
た
ち
も
海
か
ら
の
富
に
感

謝
す
る
だ
け
で
な
く
、
破
壊
的
な
力
へ
の
畏

怖
の
念
を
抱
い
て
お
り
、
こ
こ
に
述
べ
て
き

た
民
俗
の
世
界
に
同
調
で
き
る
の
で
あ
る
。

「本尊感得の図」
寺の本尊観音が海から

すくいあげられたものという言い伝えは、
人々が、聖なる信仰の対象をも、

海からもたらされる恵みの中に含めて
考えていたということを示唆する。

特
集

海
の
恵
み
を

い
つ
く
し
む

そ
の 
７

海
女
に
見
る

海
の
世
界―

―

竜
宮
の
使
い
と
し
て
の
鮫

海
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の

与
え
、

奪
う
も
の
と
し
て
の

海
の
両
義
性

（浅草寺蔵『浅草寺寛文縁起絵巻』より）
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潟
県
山
北
町（
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沖縄県・辺野古の隣にある
久志集落にて。

右／龍宮の碑の前で海に向かって拝むノロ。
左／この後に行われた船漕ぎ競争の模様。

１９７５年の貴重な記録である。
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三
重
県
の
鳥
羽
、
志
摩
に
は
現
在
１
０
０

０
人
ほ
ど
の
海
女
が
活
躍
し
、
素
潜
り
で
サ

ザ
エ
や
ア
ワ
ビ
を
採
集
し
て

な
り生 

わ
い業

と
し
て
い

る
。
こ
こ
20
年
で
そ
の
数
は
半
減
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
日
本
各
地
に
見

ら
れ
る
海
女
の
総
数
の
半
分
が
こ
の
地
域
に

展
開
し
て
い
る
。
私
は
昨
年
、
70
人
ほ
ど
の

海
女
が
い
る
志
摩
市
志
摩
町

わ和 

ぐ具
で
早
朝
か

ら
船
に
乗
り
、
漁
を
す
る
様
子
を
間
近
に
見

る
機
会
が
あ
っ
た
。
１
隻
の
船
に
船
頭
が
１

人
と
12
人
の
海
女
が
相
乗
り
し
て
沖
に
向
か

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ほ
と
ん
ど
が
60
歳
前
後
か
そ
れ
以
上
の
女

性
で
あ
っ
た
が
、
若
い
こ
ろ
か
ら
潜
っ
て
い

た
と
し
て
も
一
人
前
に
な
る
に
は
か
な
り
の

経
験
が
必
要
で
あ
る
。
毎
年
の
出
漁
シ
ー
ズ

ン
が
終
わ
る
こ
ろ
に
貯
金
通
帳
を
眺
め
る
の

が
楽
し
み
と
い
う
ほ
ど
に
な
る
ま
で
に
は
、

10
年
く
ら
い
は
必
要
ら
し
い
の
で
、
同
乗
し

た
彼
女
ら
は
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
海
女
が
持
つ
手
ぬ
ぐ
い
に
は
、
ひ
と
筆
書

き
で
書
い
た
星
の
形
が
黒
糸
で
縫
い
付
け
て

あ
る
。
こ
れ
は
「
セ
ー
マ
ン
」
と
い
っ
て
、お

ん陰

 

み
よ
う陽 

じ師
・
安
倍

せ
い晴 

め
い明

に
由
来
す
る
と
も
い
わ
れ
、

ひ
と
筆
で
書
く
の
で
は
じ
め
も
終
わ
り
も
な

い
た
め
魔
物
が
入
っ
て
こ
ら
れ
な
い
と
い
う

安
全
祈
願
の
ま
じ
な
い
で
あ
る
。
船
が
突
堤

を
出
て
間
も
な
く
、
彼
女
た
ち
は
沖
合
に
あ

る
大
島
に
向
か
い
拝
む
。
こ
こ
に
は
年
に
一

度
海
女
が
当
日
の
朝
と
れ
た
ア
ワ
ビ
や
サ
ザ

エ
を
供
え
、い

ち市 

き杵 

し
ま島 

ひ
め
の姫 

み
こ
と命

を
迎
え
て
祭
り
、

豊
漁
と
安
全
を
祈
っ
て
い
る
。

　
こ
の
地
域
の
海
女
は
夏
の
土
用
の
こ
ろ
漁

を
休
ん
で
、
伊
勢
神
宮
の
別
宮
の

い
ざ
わ
の

伊
雑 

み
や宮

や

鳥
羽
市
の
青
峰
山

し
よ
う正 

ふ
く福 

じ寺
を
参
拝
す
る
。

　
伊
雑
宮
に
は
毎
年
旧
暦
６
月
24
日
に
７
匹

の
鮫
が
お
参
り
に
来
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
の

う
ち
の
１
匹
を
漁
師
が
殺
し
て
し
ま
い
、
怒

っ
た
鮫
が
こ
の
漁
師
を
か
み
殺
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
は
残
っ
た
６
匹
の
鮫
が
お
参
り

に
来
る
の
で
、
こ
の
日
に
海
女
は
漁
を
休
み

伊
雑
宮
に
お
参
り
を
す
る
と
い
う
。
鮫
は
竜

宮
の
使
い
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

　
青
峰
山
は
海
の
方
か
ら
見
る
と
よ
く
目
立

ち
航
路
の
目
印
と
も
な
っ
て
い
て
、
海
女
は

漁
期
の
始
ま
り
と
終
わ
り
に
参
拝
し
た
り
、

お
守
り
を
首
に
か
け
た
り
す
る
。
本
尊
の
十

一
面
観
音
は
ク
ジ
ラ
の
背
中
に
乗
っ
て
現
わ

れ
、
こ
の
寺
に
祭
ら
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ

る
。
海
で
生
計
を
立
て
る
海
女
の
信
仰
の
中

に
、
竜
宮
の
使
い
と
か
本
尊
が
海
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
と
い
う
海
と
の
つ
な
が
り
が
含
ま

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
何
も
海
女
の
人
た
ち

の
間
に
だ
け
見
ら
れ
る
特
殊
な
も
の
で
は
な

い
。

　
海
か
ら
神
霊
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
伝

説
は
、
海
に
面
し
た
各
地
に
み
ら
れ
る
。

　
東
京
都
台
東
区
浅
草
寺
の
創
建
に
つ
い

て
の
言
い
伝
え
に
よ
る
と
、
日
本
の
仏
教

伝
来
の
時
期
に
ほ
ど
近
い
推
古
朝
36
（
６

２
８
）
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き

る
。
晴
天
に
恵
ま
れ
た
穏
や
か
な
日
に
二

人
の
漁
師
が
漁
に
出
て
み
る
と
、
隅
田
の

海
浜
で
水
中
か
ら
は
か
ら
ず
も
黄
金
の
聖

観
音
像
を
網
で
す
く
い
あ
げ
た
。
こ
れ
は

徳
な
る
こ
と
だ
と
草
ぶ
き
の
仮
屋
を
作
り

祭
る
こ
と
に
し
た
。
網
で
す
く
い
あ
げ
ら

れ
る
前
触
れ
と
し
て
、
隅
田
川
畔
に
忽
然

と
丘
陵
が
隆
起
し
、
地
面
が
大
い
に
揺
れ

動
き
、
雲
煙
が
逆
巻
く
と
金
の
竜
が
天
か

ら
降
り
て
き
て
、
地
表
の
変
動
を
守
護
し

た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
丘
陵
を
金
龍
山
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
浅
草
寺
の
山
号
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
像
は
小
さ
な
黄
金
像
で
あ

る
が
、
大
化
年
間
に
勝
海
上
人
が
本
堂
再

建
の
際
に
、
こ
れ
を
秘
仏
と
し
て
厨
子
の

中
に
安
置
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
来
そ
の

姿
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。

 

（『
台
東
区
史
』（
上
）
他
よ
り
）

　
も
う
ひ
と
つ
、
横

浜
市
神
奈
川
区
能
満

寺
の
本
尊
に
つ
い
て

の
言
い
伝
え
を
紹
介

し
よ
う
。

　
昔
、
８
月
の
出

来
事
で
あ
っ
た
。

あ
る
百
姓
が
海
に

出
て
網
を
引
い
て

い
た
と
こ
ろ
、
何

度
や
っ
て
も
節
だ

ら
け
の
役
に
立
た

な
い
朽
木
が
か
か

っ
て
く
る
。
何
度

捨
て
て
も
網
に
か

か
っ
て
く
る
の
で
、

何
か
訳
が
あ
る
の

だ
ろ
う
と
我
が
家

に
持
ち
帰
っ
た
。
す
る
と
、
そ
の
娘
が
に

わ
か
に
狂
い
だ
し
て
飛
び
回
り
、
あ
れ
よ

あ
れ
よ
と
海
上
を
走
る
が
ご
と
く
は
る
か

沖
合
に
出
て
い
っ
て
姿
を
消
し
て
し
ま
っ

た
。
せ
め
て
娘
の
遺
骸
だ
け
で
も
探
そ
う

と
小
舟
の
用
意
を
し
て
い
る
と
、
娘
が
鉄

砲
玉
の
よ
う
に
飛
び
か
え
り
血
走
る
目
を

し
て
、「
汝
が
網
に
か
か
っ
た
朽
木
こ
そ
、

房
州
清
澄
の

あ閼 

か伽 

い井
に
７
０
０
年
を
経
た

霊
木
で
あ
る
。
早
々
に
寺
を
建
て
て
供
養

せ
よ
。
無
辺
の
利
益
を
授
く
べ
し
。」
と

言
い
、
た
ち
ま
ち
正
気
に
戻
っ
た
。
村
人

が
堂
宇
を
建
立
し
た
と
こ
ろ
、
紫
雲
が
そ

の
堂
を
覆
い
、
一
陣
の
風
が
吹
い
て
紫
雲

を
払
う
と
、
朽
木
は
三
寸
九
分
の
虚
空
蔵

菩
薩
に
変
じ
て
い
た
。

 

（『
日
本
伝
説
大
系
』
第
５
巻
よ
り
）

　
こ
の
よ
う
に
、
例
を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
な

い
ほ
ど
で
あ
る
。
光
り
輝
く
玉
、
神
像
、
仏

像
が
海
か
ら
流
れ
て
き
て
拾
い
上
げ
ら
れ
た

と
い
う
伝
説
に
は
、
そ
の
根
底
に
、「
海
は

よ
き
に
つ
け
あ
し
き
に
つ
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
を
送
り
届
け
て
く
れ
る
」
と
い
う
発
想

が
認
め
ら
れ
る
。
実
際
に
私
た
ち
が
砂
浜
の

海
岸
を
歩
い
て
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
目
に
す
る
。

流
木
、木
の
実
、魚
、サ
ン
ゴ
、貝
な
ど
の
ほ
か
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ビ
ン
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

な
ど
の
人
工
物
も
混
ざ
っ
て
い
る
。
木
の
実

で
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
島
崎
藤
村
の
「

や椰 

し子

の
実
」
の
詩
で
あ
ろ
う
。

名
も
知
ら
ぬ
遠
き
島
よ
り
　

流
れ
寄
る
椰
子
の
実
一
つ

ふ
る
さ
と

故
郷
の
岸
を
離
れ
て
　

な
れ汝

は
そ
も
波
に
幾
月…

…
…

…

思
い
や
る
八
重
の
汐
々
　

い
ず
れ
の
日
に
か

く
　
に

故
国
に
帰
ら
ん

　
１
９
０
１
年
に
刊
行
の
詩
集
に
載
せ
ら
れ

て
い
る
が
、
そ
の
３
年
前
に
伊
良
湖
岬
に
遊

ん
だ
民
俗
学
者
柳
田
國
男
が
、
浜
に
流
れ
着

い
た
椰
子
の
実
の
話
を
藤
村
に
語
っ
た
こ
と

が
創
作
の
源
に
な
っ
て
い
る
。
柳
田
は
「
南

島
」
に
対
す
る
思
い
入
れ
が
強
く
、
近
世
ま

で
の
人
に
と
っ
て
の
「
西
方
浄
土
」
や
「

ほ
う蓬

 

ら
い莱 

さ
ん山

」
と
い
っ
た
異
界
に
似
た
、
特
別
な
感

情
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は

海
の
か
な
た
に
あ
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ユ
ー

ト
ピ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
景
と
し
て
い
る
。

　
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ
る
も
の
は
「
寄
り

も
の
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
流
木
は

昔
話
で
も
よ
く
登
場
し
て
い
る
。
沖
縄
県

く
に国

 

が
み頭 

ぐ
ん郡 

も
と本 

ぶ部 

ち
よ
う町

に
伝
え
ら
れ
る
昔
話
を
紹
介

し
よ
う
。

　
昔
、
あ
る
と
こ
ろ
に
２
人
の
親
し
い
友

達
が
い
て
、
あ
る
晩
、
海
に
出
か
け
て
行

っ
た
が
、
潮
が
ま
だ
引
い
て
い
な
か
っ
た
。

「
潮
が
引
く
ま
で
の
間
、
あ
の
寄
木
の
と

こ
ろ
に
行
っ
て
寝
て
い
よ
う
で
は
な
い

か
。」「
そ
れ
で
は
こ
の
寄
木
に
俺
が
寝
る

か
ら
、
あ
っ
ち
に
あ
る
寄
木
に
あ
ん
た
が

寝
な
さ
い
。」２
人
と
も
寝
込
ん
で
い
る
と
、

一
人
の
男
に
木
の
精
が
「
男
の
子
は
箕
を

作
っ
て
生
計
を
立
て
る
。
女
の
子
は
蔵
の

主
に
な
る
。」
と
い
う
の
が
聞
こ
え
る
。

変
な
話
を
聞
い
た
も
の
だ
と
起
き
上
が
っ

て
み
る
と
、
潮
は
十
分
に
満
ち
て
も
う
海

に
は
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

　
そ
こ
で
、
家
に
帰
っ
て
み
る
と
男
の
子

が
生
ま
れ
て
い
た
。
も
う
一
人
の
友
達
の

家
に
は
女
の
子
が
生
ま
れ
て
い
た
。
男
は

木
の
精
の
語
っ
た
こ
と
が
、
ず
っ
と
忘
れ

ら
れ
ず
に
過
ご
し
て
い
た
。
や
が
て
年
頃

に
な
っ
た
２
人
を
夫
婦
に
し
た
そ
う
だ
。

そ
う
す
る
と
そ
の
家
は
ど
ん
ど
ん
栄
え
て

い
っ
て
、
蔵
の
主
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
召

使
い
や
下
男
下
女
を
た
く
さ
ん
使
う
よ
う

に
な
り
、
妻
は
彼
ら
に
た
く
さ
ん
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
さ
せ
、
彼
ら
は
一
生
懸
命

に
働
い
て
、
富
は
い
よ
い
よ
増
え
て
蔵
が

２
つ
に
な
り
、
さ
ら
に
建
て
増
し
す
る
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
夫
は
「
お
前
の

よ
う
な
や
り
方
で
は
、
家
計
が
も
た
な
い
。

後
に
財
産
を
な
く
し
て
し
ま
う
。」
と
言

っ
て
、
妻
を
追
い
出
し
て
し
ま
う
。

　
そ
の
時
、
妊
娠
し
て
い
た
妻
は
山
奥
に

入
っ
て
行
き
、
貧
し
い
炭
焼
き
の
も
と
に

身
を
寄
せ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
炭
焼
き

窯
を
掘
っ
た
時
の
石
が
、
す
べ
て
小
判
に

な
り
、
や
が
て
近
く
の
村
の
家
々
を
買
い

取
っ
て
大
き
な
店
で
商
売
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
妻
が
生
ん
だ
子
供
が
４
、
５
歳

に
な
っ
た
こ
ろ
、
箕
を
売
り
に
来
た
元
の

夫
は
、
そ
れ
が
自
分
の
子
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
舌
を
噛
み
切
っ
て
死
ん
で
し
ま
っ

た
。 

（『
日
本
昔
話
通
観
』
第
26
巻
よ
り
）

　
浜
に
流
れ
着
い
た
流
木
を「
寄
木
」と
い
い
、

人
が
そ
れ
を
枕
に
寝
て
い
る
と
神
の
問
答
が

聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
、
昔
話
の
中
の
「

う
ぶ産

 

が
み神

問
答
」
に
相
当
す
る
例
で
あ
る
。
こ
の
本

部
町
の
話
で
は
、
問
答
す
る
産
神
は
寄
木
の

精
だ
が
、
こ
れ
を
竜
宮
の
神
と
す
る
昔
話
も

あ
る
。

　
八
重
山
で
は
、
ニ
ー
ラ
ン
神
が
運
を
授
け

に
や
っ
て
く
る
。「
ニ
ー
ラ
ン
」
は
海
の
か

な
た
の
常
世
の
国
を
暗
示
し
て
お
り
、
竜
宮

と
の
共
通
性
が
窺
え
る
。
よ
い
運
を
授
け
る

一
方
で
、
悪
い
運
を
授
け
る
の
も
海
か
ら
や

っ
て
く
る
神
な
の
で
あ
る
。

　
運
ば
か
り
で
な
く
、
海
の
神
は
人
の
寿
命

に
か
か
わ
る
と
い
う
語
り
も
聞
か
れ
る
。
東

京
都
八
丈
島
で
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

　
昔
、
海
の
中
か
ら
海
の
神
様
が
こ
の
島

の
港
に
や
っ
て
き
て
、
ど
う
い
う
わ
け
か

一
人
の
子
供
が
７
つ
の
時
に
、
そ
の
子
の

命
を
取
り
に
来
る
、
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
人
が
、
そ
の
子
の
親
に
話

し
た
も
の
か
ど
う
か
迷
っ
た
け
ど
、
話
し

た
っ
て
。
そ
れ
か
ら
親
は
そ
の
子
を
い
と

し
く
思
っ
て
、
フ
キ
の
葉
と
ヨ
モ
ギ
の
葉

を
く
る
ん
で
、
マ
ク
サ
で
し
ば
っ
て
、
そ

ん
な
の
を
た
く
さ
ん
作
っ
た
そ
う
だ
。
今

日
が
子
供
の
死
ぬ
日
だ
、
と
い
う
時
に
、

海
の
神
様
は
マ
ク
サ
を
ほ
ど
い
て
は
落
と

し
、
ほ
ど
い
て
は
落
と
し
し
て
い
る
う
ち

に
、
時
間
が
た
っ
て
し
ま
い
、「
こ
こ
に

は
一
生
来
る
な
よ
。」
と
言
い
残
し
て
海

に
帰
っ
て
行
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
、
マ
ク
サ
と
ヨ
モ
ギ
を
一
緒
に
し
て
軒

端
に
さ
す
よ
う
に
な
っ
た
。
昔
は
魔
除
け

だ
と
言
っ
て
、
５
月
５
日
に
は
み
ん
な
挿

し
て
い
た
。

 

（『
文
化
財
の
保
護
』
第
６
号
よ
り
）

　
30
年
ほ
ど
前
に
新
潟
県
山
北
町
（
現
・
村

上
市
）
の
海
辺
の
集
落
で
、
子
供
が
生
ま
れ

る
と
、
そ
の
子
の
胎
盤
を

わ
ら藁 

づ
と苞

に
入
れ
て
引

き
潮
の
時
に
海
に
流
す
、
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
。
胎
盤
は
そ
の
子
供
の
将
来

を
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
、
土
地
に
よ
っ
て

決
ま
っ
た
処
理
法
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
が

普
通
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ナ
ン
テ
ン
の
木
の

下
に
埋
め
る
と
い
う
例
は
、ナ
ン
テ
ン
の「
難

を
転
じ
る
」
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
で
子
供
の

健
や
か
な
成
長
を
祈
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

海
に
戻
す
の
は
、
海
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
命

で
あ
る
か
ら
、
胎
盤
を
海
に
返
し
次
の
子
供

の
出
生
を
祈
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
海
は
生
命
を
与
え
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

そ
れ
を
奪
う
と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
い
う
両
義

的
な
存
在
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、

こ
う
し
た
昔
話
や
民
俗
事
例
か
ら
窺
え
る
。

　
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
伝
承
・
昔
話
を
見
る

と
、
伊
勢
神
宮
別
宮
の
伊
雑
宮
で
は
鮫
が
竜

宮
の
使
い
と
さ
れ
、
ま
た
ほ
か
の
話
で
は
寄

木
の
精
、
竜
宮
の
神
、
海
の
神
、
ニ
ー
ラ
ン

神
な
ど
も
使
い
と
さ
れ
て
い
る
。
竜
宮
と
人

と
の
間
で
は
、
ど
の
よ
う
な
や
り
取
り
が
な

さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
竜
宮
の
み
や

げ
」
と
い
う
昔
話
の
中
に
い
く
つ
か
描
か
れ

て
い
る
の
で
、
紹
介
し
て
み
よ
う
。
鹿
児
島

県
く
ま熊 

げ毛 

ぐ
ん郡 

な
か中 

た種 

ね子 

ち
よ
う町

の
昔
話
で
あ
る
。

　
あ
る
人
が
若
木
を
売
っ
て
正
月
物
を
買

お
う
と
、
歳
の
晩
の
29
日
に
３
束
担
い
で

出
る
が
売
れ
な
い
の
で
、「
竜
宮
神
に
あ

げ
も
う
す
」
と
海
へ
投
げ
込
ん
で
帰
る
。

亀
が
来
て
「
竜
宮
神
の
使
い
で
来
た
。
ぜ

ひ
一
緒
に
来
て
く
れ
。」
と
た
め
ら
う
男

を
無
理
に
乗
せ
て
竜
宮
世
界
へ
行
く
。
竜

宮
神
は
若
木
の
お
礼
に
御
馳
走
し
、
ヤ
ナ

ジ
と
い
う
犬
を
く
れ
て
、「
こ
の
犬
は
１

升
の
飯
を
食
わ
せ
る
と
１
升
の
銭
を
ひ
る
。

大
事
に
せ
よ
。」
と
言
い
聞
か
す
。
男
は

帰
っ
て
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
、
金
持
ち
に

な
る
。

　
次
は
、
鹿
児
島
県
大
島
郡

た
つ龍 

ご
う郷 

ち
よ
う町

の
昔

話
で
あ
る
。

　
あ
る
男
が
田
を
作
ろ

う
と
す
る
が
、
大
雨
で

畦
が
流
さ
れ
て
田
に
な

ら
な
い
。
が
っ
か
り
し

て
天
を
眺
め
て
い
る
と
、

福
神
が
降
り
て
き
て
話

を
聞
き
、「
田
の
畦
を

立
て
る
グ
ユ
の
種
を
や

ろ
う
」
と
草
の
種
を
く

れ
る
。
畦
に
そ
の
種
を

ま
く
と
立
派
な
畦
が
で

き
た
が
、
コ
メ
の
種
が

な
く
て
困
っ
て
い
る
。

ま
た
、
福
神
が
来
て
、

ネ
リ
ヤ
か
ら
荒
神
様
が

盗
ん
で
き
た
米
を
持
っ

て
き
て
く
れ
る
。
そ
し

て
、
無
事
に
米
が
で
き

て
喜
ん
で
い
る
と
、
ネ

リ
ヤ
か
ら
ネ
ズ
ミ
が
来

て
食
べ
て
し
ま
う
。 

（『
日
本
昔
話
通
観
』
第
25

巻
）

　
こ
の
二
つ
の
昔
話
に
は
竜
宮
世
界
と
「
ネ

リ
ヤ
」
が
登
場
す
る
。
ネ
リ
ヤ
は
八
重
山
で

ニ
ー
ラ
ン
と
い
い
、沖
縄
本
島
で「
ニ
ラ
イ
・

カ
ナ
イ
」
と
い
う
、
海
の
か
な
た
に
あ
る
常

世
の
国
で
あ
り
、
銭
を
排
出
す
る
犬
と
か
穀

物
の
種
な
ど
人
に
富
を
も
た
ら
す
も
の
と
一

緒
に
、
ネ
ズ
ミ
の
よ
う
な
害
を
も
た
ら
す
も

の
も
送
っ
て
く
る
。

　
私
は
１
９
７
３
年
か
ら
、
沖
縄
本
島
の
北

部
東
海
岸
に
あ
る

へ
　
の
　
こ

辺
野
古
で
祭
り
行
事
を
調

べ
て
い
る
。
先
に
産
神
問
答
の
昔
話
を
紹
介

し
た
本
部
町
よ
り
東
に
あ
る
小
さ
な
集
落
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
に
相
当

す
る
の
は「
ウ
フ
ア
ガ
リ
ジ
マ
」と
言
わ
れ
る
。

「
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
」
と
い
う
、
田
に
害
虫
が

発
生
す
る
こ
ろ
に
行
わ
れ
る
行
事
で
は
、
女

性
神
役
た
ち
が
バ
ナ
ナ
の
葉
で
作
っ
た
船
に

田
の
害
虫
を
乗
せ
て
、
海
岸
か
ら
東
方
海
上

の
か
な
た
に
あ
る
ウ
フ
ア
ガ
リ
ジ
マ
に
流
し

て
い
た
。
ウ
フ
ア
ガ
リ
ジ
マ
に
は
こ
の
世
の

悪
い
も
の
を
浄
化
す
る
作
用
も
あ
る
ら
し
い

の
で
あ
る
。
隣
の

く久 

し志
で
は
ノ
ロ
（
琉
球
王

国
時
代
に
は
首
里
の
王
府
か
ら
任
命
さ
れ
た

公
的
司
祭
）
が
龍
宮
の
碑
の
前
か
ら
拝
み
、

そ
の
後
で
船
漕
ぎ
競
争
を
し
て
い
た
。

　
辺
野
古
で
は
戦
後
、
農
耕
地
や
山
林
は
米

軍
の
演
習
場
に
接
収
さ
れ
て
、
コ
メ
は
も
う

ず
い
ぶ
ん
長
い
間
作
ら
れ
て
い
な
い
。
実
生

活
で
は
害
虫
な
ど
発
生
し
な
い
の
だ
が
、
そ

れ
で
も
女
性
神
役
た
ち
を
中
心
と
し
て
儀
礼

は
続
け
ら
れ
、
バ
ナ
ナ
の
葉
は
な
く
と
も

み神

 

き酒
な
ど
の
供
物
は
集
落
の
予
算
か
ら
支
出
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
は
鳥
羽
・
志
摩
の
海
女
の
信

仰
が
、
実
生
活
を
反
映
し
て
い
る
の
と
は
違

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
本
各
地
に
伝
え
ら

れ
る
伝
説
や
昔
話
の
中
に
は
、
単
に
神
霊
の

由
来
を
説
く
も
の
か
ら
、
生
命
を
与
え
、
豊

穣
を
も
た
ら
し
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
を
奪
う

と
い
う
、
海
の
根
源
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
い
た

る
広
が
り
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

私
た
ち
の
実
生
活
が
伝
説
や
昔
話
に
描
か
れ

た
農
耕
・
漁
労
生
活
か
ら
離
れ
て
も
、
心
情

と
し
て
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
辺
野
古
で

ア
ブ
シ
バ
レ
ー
の
儀
礼
を
行
う
の
は
、
農
耕

を
離
れ
て
も
海
の
浄
化
作
用
に
期
待
す
る
意

思
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
う
し
た
海
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

は
、
海
に
漕
ぎ
出
し
て
魚
を
追
い
、
あ
る
い

は
物
資
を
積
ん
で
海
を
縦
横
に
往
来
し
た
海

洋
民
族
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、

海
に
面
し
た
集
落
で
農
業
を
営
む
人
々
が
、

眼
前
に
広
が
る
海
を
眺
め
、
漂
流
物
を
手
に

し
、
想
像
を
広
げ
た
成
果
で
あ
ろ
う
。
未
知

の
世
界
に
対
す
る
恐
れ
と
憧
れ
が
、
伝
説
、

昔
話
、
儀
礼
に
両
義
的
性
格
を
与
え
た
の
で

あ
る
。
現
在
の
私
た
ち
も
海
か
ら
の
富
に
感

謝
す
る
だ
け
で
な
く
、
破
壊
的
な
力
へ
の
畏

怖
の
念
を
抱
い
て
お
り
、
こ
こ
に
述
べ
て
き

た
民
俗
の
世
界
に
同
調
で
き
る
の
で
あ
る
。

当
地
で
は
、子
供
が
生
ま
れ
る
と

そ
の
子
の
胎
盤
を
藁
苞
に
入
れ
て
、

近
く
の
海
岸
線
か
ら
引
き
潮
の
時
に
海
に
流
す

と
い
う
風
習
が
あ
っ
た
。

海
か
ら
命
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
、

人
々
が
考
え
て
い
た
こ
と
を
象
徴
す
る
行
い
で
あ
る
。

写
真
の
漁
民
は
、寒
さ
除
け
の
ブ
シ
と
い
う

被
り
物
を
し
て
、網
を
繕
って
い
る
。

１
９
７
９
年 

著
者
撮
影

ふ
る
い
え・し
ん
ぺ
い
／
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研

究
科
教
授
。１
９
５
２
年
生
ま
れ
。筑
波
大
学
大
学
院
博
士

課
程
歴
史・人
類
学
研
究
科
中
退
。民
俗
宗
教
を
中
心
に
、

人
々
の
暮
ら
し
に
根
付
く
祭
り
や
儀
礼
の
意
味
等
を
研
究
し

て
い
る
。著
書
に『
火
と
水
の
民
俗
文
化
誌
』『
日
本
の
民
俗

〈
12
〉南
島
の
暮
ら
し
』ほ
か
。

海
と「
常
世
の
国
」を
め
ぐ
って

伝
承
と
民
俗
を

伝
え
る
場
と
し
て
の
海

久志集落における
アブシバレーの
儀礼

（著者撮影）

Furuie Shim
p

ei



特
集

海
の
恵
み
を

い
つ
く
し
む

そ
の 
８

〈
港
の
女
〉
と
私

　
港
町
横
浜
に
生
ま
れ
て
育
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
山
手
や
伊
勢
佐
木
町
な
ど
の
本
当
の
ハ
マ
育

ち
で
は
な
い
。
戦
後
に
で
き
た
、
い
わ
ば
新
開
地
の
住
人
で
あ
る
。

　
母
方
の
祖
父
母
は
能
登
の
出
身
だ
が
、
母
は
生
粋
の
ハ
マ
の
育
ち
だ
っ
た
。
毎
日
、
伊
勢
佐
木
町
の

商
店
街
を
通
っ
て
小
学
校
に
行
き
帰
り
し
た
母
に
と
っ
て
は
、
な
か
な
か
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
な
か

っ
た
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
の
オ
デ
ヲ
ン
座
や
、
同
じ
学
校
に
社
長
の
子
ど
も
た
ち
が
い
た
有
隣
堂
書
店
や
、

や
は
り
お
嬢
さ
ん
が
母
の
妹
の
同
級
生
だ
っ
た
シ
ウ
マ
イ
で
有
名
な
博
雅
な
ど
が
、
晩
年
ま
で
星
座
の

よ
う
に
、
心
の
決
ま
っ
た
位
置
に
輝
い
て
い
た
。

　
母
の
語
る
横
浜
は
、
東
京
と
は
全
く
異
な
る
き
ら
め
き
に
満
ち
た
宇
宙
だ
っ
た
。
ま
さ
か
開
国
の
当

時
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
い
わ
ゆ
る
舶
来
の
高
級
品
が
、
東
京
の
三
越
や
髙
島
屋
に
は
な
く
て
も
、
元
町

に
は
揃
っ
て
い
た
し
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
接
収
し
て
総
司
令
部
を
置
い
た
の
も
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド

だ
っ
た
。
祖
父
の
家
の
隣
の
女
主
人
は
、
英
語
が
堪
能
な
の
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
夫
人
の
秘
書
を
務
め

た
ひ
と
だ
っ
た
。

　
い
わ
ば
、
外
来
の
文
化
を
、
凌
辱
す
れ
す
れ
の
形
で
受
容
し
、
荒
々
し
い
異

風
を
放
っ
た
の
が
横
浜
の
魅
力
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
私
が
成
長
す
る
頃
に
は
、

も
う
そ
の
独
特
の
魅
力
は
薄
れ
て
、
横
浜
は
東
京
の
衛
星
都
市
に
な
り
つ
つ
あ

っ
た
。
そ
の
横
浜
の
魅
惑
の
名
残
を
留
め
て
い
る
の
が
、
三
島
由
紀
夫
の
小
説

『
午
後
の

え
い曳 

こ
う航

』
で
あ
る
。

　
三
島
の
戯
曲
は
別
と
し
て
、
小
説
は
、
今
読
む
と

け
ん絢 

ら
ん爛

た
る
修
辞
ば
か
り
が

目
立
っ
て
、
古
び
た
印
象
が
否
め
な
い
も
の
が
多
い
。
だ
が
、『
午
後
の
曳
航
』

は
傑
作
だ
と
思
う
。
少
女
時
代
に
読
ん
だ
が
、「

え
ん臙 

じ脂
の
下
着
に
黒
絹
の
レ
エ

ス
の
着
物
を
着
て
、（
中
略
）
た
と
え
よ
う
も
な
い
ほ
ど
美
し
か
っ
た
」
と
い
う
、
初
め
て
男
と
逢
う

女
の
装
い
な
ど
、
細
部
が
あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で
来
る
。

　
舞
台
は
元
町
の
舶
来
洋
品
店
で
、
未
亡
人
の
若
く
美
し
い
女
主
人
房
子
と
、
十
三
歳
の
息
子
登
、
そ

し
て
房
子
と
結
婚
し
よ
う
と
す
る
二
等
航
海
士
の
龍
二
の
物
語
で
あ
る
。
三
島
好
み
の
上
流
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
家
庭
な
の
で
、
下
町
の
商
家
の
娘
だ
っ
た
私
の
母
の
全
く
知
ら
な
い
横
浜
の
生
活
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
主
人
公
登
は
、
夜
中
に

ぬ脱
け
出
し
た
こ
と
が
あ
る
た
め
に
、
外
か
ら
鍵
の
か
か
る
寝
室
で
夜
を
過
ご

さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
鍵
を
か
け
る
の
は
母
で
あ
る
。
登
は
、
夜
な
夜
な
、
壁
の
穴
か
ら
母
の
裸
身
を
覗

き
見
て
い
る
。
テ
ニ
ス
で
鍛
え
て
い
る
母
の
体
は
均
整
が
取
れ
て
美
し
く
、
自
身
で
そ
れ
を
確
か
め
る

か
の
よ
う
に
、
母
は
寝
る
前
に
全
裸
に
な
る
の
だ
。

　
性
に
目
覚
め
た
少
年
と
独
り
身
の
母
と
の
危
う
い
均
衡
は
、
母
が
龍
二
と
恋
に
落
ち
た
こ
と
で
一
気

に
崩
れ
る
。
最
初
、
登
は
龍
二
を
、
海
と
い
う
異
界
の
英
雄
と
し
て
崇
拝
し
た
。
だ
が
、
母
が
龍
二
と

の
再
婚
を
決
意
し
、
龍
二
が
凡
庸
な
〈
父
〉
の
役
割
を
演
じ
始
め
る
と
、
登
は
た
ち
ま
ち
幻
滅
し
、
早

熟
な
少
年
た
ち
の
仲
間
で
龍
二
を
断
罪
し
、
誘
い
出
し
て
殺
す
こ
と
に
す
る
。

　
僕
た
ち
は
み
ん
な
天
才
だ
、
十
四
歳
に
な
る
前
に
、
法
律
で
罰
せ
ら
れ
な
い
う
ち
に
世
界
の
虚
無
の

秩
序
を
人
間
の
血
で
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、少
年
た
ち
の
論
理
は
、は
る
か
後
の〈
少
年
Ａ
〉

を
予
見
す
る
よ
う
な
迫
真
性
が
あ
る
。

　
睡
眠
薬
入
り
の
紅
茶
を
飲
ま
さ
れ
た
龍
二
は
、
ひ
ど
く
苦
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
。「
誰
も
知
る
よ

う
に
、
栄
光
の
味
は
苦
い
。」
と
い
う
結
び
が
忘
れ
が
た
い
。〈
曳
航
〉
と
〈
栄
光
〉
を
掛
け
た
言
葉
遊

び
で
あ
る
が
、
三
島
の
生
涯
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

　
こ
の
小
説
で
は
、
港
や
船
に
つ
い
て
丹
念
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、「
一
生
を

男
の
お
洒
落
に
捧
げ
た
よ
う
な
男
」
で
あ
る
舶
来
洋
品
店
の
老
支
配
人
や
、
外
国
の
映
画
祭
で
買
っ
て

く
る
は
ず
の
お
土
産
を
房
子
の
店
で
揃
え
よ
う
と
す
る
映
画
女
優
の
脇
役
が
、
三
島
の
小
説
の
常
と
し

て
、
巧
み
に
面
白
く
造
形
さ
れ
て
い
る
。
誰
も
が
簡
単
に
海
外
に
行
か
れ
る
現

在
と
は
違
っ
て
、
元
町
が
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
異
郷
だ
っ
た
時
代
が
、
彼
ら
と
共
に

刻
印
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
誇
り
高
い
房
子
が
望
む
の
は
、「
港
の
女
」
に
な
り
た
く
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
港
々
に
女
が
い
る
船
乗
り
の
恋
人
を
、
空
し
く
待
ち
焦
が

れ
る
惨
め
さ
を
、
房
子
は
自
分
に
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
堅
気
の

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
い
う
、
陸
の
世
界
に
お
け
る
階
級
を
剥
奪
さ
れ
て
、
海
の
世
界

の
女
、
陸
の
秩
序
か
ら
外
れ
た
ア
ウ
ト
ロ
ー
の
存
在
に
な
る
こ
と
だ
か
ら
だ
。

そ
れ
ゆ
え
、
房
子
は
、
龍
二
を
陸
の
世
界
の
秩
序
に
迎
え
入
れ
よ
う
と
し
て
、〈
世
界
の
虚
無
の
秩
序
〉

を
つ
か
さ
ど
る
登
と
仲
間
の
少
年
た
ち
（
と
り
わ
け
首
領
と
呼
ば
れ
る
リ
ー
ダ
ー
）
の
怒
り
を
招
い
た
。

　
こ
こ
ま
で
考
え
て
、
自
分
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

　
私
は
〈
港
の
女
〉
だ
ろ
う
か
。
船
乗
り
の
恋
人
を
持
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
気
質
と
し
て
は
陸
の
世

界
よ
り
も
合
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
有
名
な
〈
港
の
メ
リ
ー
さ
ん
〉
に
も
、
私
は
高
校
生
の
時
、
何
度
か
横
浜
駅
の
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
地
下
街
で
出
会
っ
て
い
る
。
彼
女
の
来
歴
は
知
ら
な
い
が
、
白
塗
り
の
化
粧
に
純
白
の
ド
レ
ス

が
痛
々
し
く
、
傷
つ
い
た
魂
の
包
帯
の
よ
う
だ
っ
た
。
陸
の
世
界
の
秩
序
か
ら
飛
び
出
し
た
存
在
の
、

激
し
い
孤
独
と
狂
気
が
、
少
女
の
私
を
揺
す
ぶ
っ
た
。

　
ハ
マ
育
ち
で
は
あ
っ
て
も
、堅
気
の
生
真
面
目
な
母
を
い
つ
も
嘆
か
せ
て
来
た
の
が
、私
の〈
港
の
女
〉

気
質
な
の
だ
っ
た
、
と
や
っ
と
気
が
つ
い
た
。

文 

水
原
紫
苑

Illustration by Sasaki Goro
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／
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「海の恵み」について考えるための10冊

地球上のあらゆる命の母たる「海」。
この、あまりにも深く大きく
計り知れない存在について
考察を巡らせるには、

書物の海で迷ってみるのもまた一興。
航海の手がかりとしていただきたい

10冊を選びました。

特集／海の恵みをいつくしむ／  

藤岡換太郎著
講談社ブルーバックス／2013年
［海の科学］

地球がオギャアと生まれて46億
年。海にもいろいろあった。原
始海洋から猛毒の地獄海時代を
経て、海底地滑り、海洋無酸素
事件まで。陸や大気や生物と共
振しながら、押し寄せる艱難辛
苦を乗り越えてできあがったの
が、現在の“命の母”たる海だ。
その「僥倖（ぎょうこう）」の
ひとつひとつに、驚きと畏敬の
念が湧き起こる。

Number

5

海
は
ど
う
し
て

で
き
た
の
か

壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
の
地
球
進
化
史 

大森 信、ボイス・ソーンミラー著
築地書館／2006年
［環境問題］ 

磯浜やさんご礁から深海に至る
さまざまな生態系、海洋汚染の
原因や仕組み、生態系の保全技
術と国家・行政による各種の取
り組みまで、分野を超えた広い
テーマで、海に生きる生物と、
海そのものの環境を取り巻く諸
問題を解説する。細分化された
内容の書籍が多い領域だけに、
一般や学生向けの入門書として
もおすすめしたい。

Number

2

海
の
生
物
多
様
性

上田勝彦著
東京書籍／2014年
［漁業・魚食］

魚料理は面倒くさいし、難しい。
そんな声に、「魚の伝道師」に
して現職の水産庁職員・ウエカ
ツこと上田勝彦が立ち上がった。
魚の個性を見極めれば、調味料
や煮炊きの仕組みの変数で料理
の可能性は無限に広がる。本を
閉じたら市場へ出かけ、魚を買
って捌（さば）いてみよう。海が、
自然が、命が、まるごと味わえ
るはずだ。

Number

1

ウ
エ
カ
ツ
の 

目
か
ら
ウ
ロ
コ
の
魚
料
理

瀧澤美奈子著
講談社ブルーバックス／2013年
［海洋資源］

プレートテクトニクス、今号で
も取り上げた海底資源や海洋深
層水、最近注目を集めている深
海の生物の話題や、東日本大震
災の震源域の調査まで、気鋭の
科学ジャーナリストが現在の深
海の話題をわかりやすくピック
アップ。陸上と深海がいかにつ
ながっているかもわかる。海の
大部分の面積を占めるという深
海を知るのに、最適の一冊だ。

Number

4

日
本
の
深
海

五十嵐大介著
小学館／2007～12年
［創作・エッセイ］

世界各地で魚が光を放って消え
る不思議な現象が発生。秘密の
鍵をにぎるのは、ジュゴンに育
てられたふたりの少年。五感が
震えるような、圧倒的な海や生
物の描写が続いた最後に「一番
大切な約束は、言葉では交わさ
ない」と語られるとき、生命を
生み出した海の、底知れぬ深さ
と広大さを、まざまざと実感す
ることになるだろう。

Number

3

海
獣
の
子
供（
全
５
巻
）
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白石 隆著
中公新書／2000年
［歴史・政治･経済］

シンガポールのホテルに冠され
た名前で知られるイギリス人、
ラッフルズ。彼に象徴されるの
は、19世紀初頭のイギリスによ
るアジアの地域秩序構築。それ
から現代にいたるまでの約200
年を射程に入れ、海によってつ
ながったアジアという地域をひ
とつの有機的システムと捉える
ユニークな視点で、その秩序構
想と形成について考察する。

Number

10

海
の
帝
国

ア
ジ
ア
を
ど
う
考
え
る
か 

中島 敦著
中公文庫／2001年
［創作・エッセイ］

「李陵」や「山月記」などで知
られる作家・中島敦は、戦時中
の1941年、南洋庁の官僚として、
当時日本の委任統治領だったパ
ラオに赴任した。本書には、赴
任先に題材をとった「南島譚」

「環礁」と家族や友人に宛てた
書簡を収録。太平洋の島や海の、
気だるくも官能的な空気が伝わ
ってくる。書簡からは、中島の
優しい人となりが偲ばれる。

Number

7

南
洋
通
信

柳田國男著
岩波文庫／1978年
［歴史・民俗・民族・人類］

稲作は沖縄・奄美の島づたいに、
黒潮＝海上の道を北上して日本
に伝わった、という壮大な仮説
を唱えた、柳田最晩年の到達点。
交通路としての海の重要性を説
く。南洋から流れ着いたヤシの
実を愛知県の伊良湖岬で発見し、
柳田は海上の道の存在を実感し
た。この話を柳田から聞いた島
崎藤村が詩「椰子の実」を書い
たというエピソードは有名。

Number

6

海
上
の
道

石牟礼道子著
講談社文庫／2004年（新装版）
［環境問題］

豊かさを求めた人間の経済活動
の結果、海とそこに生きる人々
に多大な犠牲を出した水俣病。
その発症地域に育った著者は、
患者とその家族が、病と壮絶な
闘いを続けながらも尊厳を失わ
ずに生きる様を鮮烈に描いた。
人間の驕りが、やがては人間の
生命の危機となって返ってくる
ことを忘れないためにも、いつ
までも読み継がれるべき作品。

Number

9

苦
海
浄
土

わ
が
水
俣
病 

林 宏樹著
新潮文庫／2013年
［漁業・魚食］

絶滅の危機まで囁かれたクロマ
グロを、人工孵化した魚からさ
らに人工孵化させる「完全養殖」
に導いた近畿大学水産研究所。
その偉業は今や広く知られるこ
ととなったが、2002年の成功に
至るまでの苦闘は、凡百の成功
秘話をはるかに凌駕する壮絶さ
だった。環境や資源といった現
代社会の問題も照らし出す、感
動のルポ。

Number

8

近
大
マ
グ
ロ
の
奇
跡

完
全
養
殖
成
功
への
32
年 
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衣
食

住
遊

第
四
回

文

竹
内
昌
義

エ
コ
ハ
ウ
ス
と
は
？Takeuchi M

asayoshi

　エ
コ
ハ
ウ
ス
の
定
義
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
一
言
で
言
う
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多

く
か
か
ら
な
い
家
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
風
土
や
気
候
に
あ
わ

せ
て
日
射
の
取
得
や
通
風
を
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
伝
統
的
な
家

に
似
て
い
る
。掃
き
出
し
窓
が
あ
り
、ひ

さ
し庇

が
き
ち
ん
と
と
れ
て
い
て
、風
通
し
の
い
い
空
間
だ
。

冷
暖
房
が
な
い
時
代
は
、
地
域
の
気
候
を
利
用
し
て
そ
う
い
う

家
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
機
械

が
発
達
し
た
結
果
、
ど
こ
で
も
同
じ
よ
う
な
家
が
ど
ん
ど
ん
建

て
ら
れ
た
。
こ
れ
は
技
術
の
進
歩
と
も
言
え
る
が
、
家
そ
の
も

の
の
環
境
的
な
側
面
は
退
化
し
て
し
ま
っ
た
。
本
来
的
に
は
、

エ
コ
ハ
ウ
ス
は
伝
統
的
な
建
て
方
に
沿
い
、
加
え
て
現
代
の
技

術
で
あ
る
冷
暖
房
を
少
し
だ
け
使
い
な
が
ら
、
環
境
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
だ
が
、
冷
暖
房
を
す
る
観

点
か
ら
言
う
と
、
伝
統
的
な
家
の
断
熱
性
能
は
な
い
に
等
し
い
。

な
か
に
は
そ
う
い
う
以
前
の
暮
ら
し
に
戻
れ
ば
い
い
と
い
う
考

え
方
も
あ
る
。
し
か
し
、
古
い
伝
統
や
歴
史
を
踏
ま
え
つ
つ
、

新
し
い
技
術
と
の
融
合
を
考
え
る
方
が
い
い
。

　日
本
の
家
は
、
冬
は
寒
す
ぎ
て
、
健
康
を
損
な
い
か
ね
な
い
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
暖
か
い

居
間
か
ら
寒
い
ト
イ
レ
や
浴
室
に
行
く
こ
と
で
血
流
が
乱
れ
、
心
臓
や
脳
に
重
篤
な
疾
患
を

起
こ
す
こ
と
だ
。
年
間
１
万
７
０
０
０
人
（
２
０
１
１
年
）
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

女
性
の
冷
え
症
、
高
齢
者
の
高
血
圧
な
ど
も
寒
い
家
が
遠
因
で
あ
る
。

　ま
た
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
ぼ
３
分
の
１
、
電
力
の
６
割
程
度
が
建
物
で
消
費
さ
れ

て
い
る
。
冬
季
に
な
る
と
必
ず
暖
房
を
使
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
九
州
や
沖
縄
な
ど
を
除
く
、

ほ
と
ん
ど
の
日
本
の
家
は
何
ら
か
の
対
策
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
対
策
は
断
熱
の
強
化
で
あ

る
。
温
暖
な
日
本
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
少
し
の
対
策
で
家
の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
簡
単
に
減
ら

す
こ
と
が
で
き
る
。

　断
熱
の
強
化
は
快
適
性
を
も
増
す
。
こ
の
こ
と
が
実
は
最
も

重
要
だ
。
人
が
部
屋
で
過
ご
す
時
の
体
感
温
度
は
、
壁
や
天
井

な
ど
の
表
面
温
度
と
室
温
の
平
均
値
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
例

え
ば
夏
。
40
℃
に
ま
で
達
す
る
よ
う
な
室
外
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

や
鉄
板
む
き
出
し
の
屋
根
の
下
に
は
い
ら
れ
な
い
が
、
木
陰
で

あ
れ
ば
快
適
に
過
ご
せ
る
。
木
は
水
分
を
蒸
散
し
、
表
面
が
気

温
と
同
じ
温
度
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
体
感
温
度
と
木
の
表
面

の
温
度
が
等
し
く
な
り
、
快
適
な
の
だ
。
冬
季
、
断
熱
さ
れ
て

い
な
い
日
本
の
家
の
壁
、床
、天
井
の
温
度
は
室
温
に
比
べ
低
い
。

そ
こ
で
快
適
に
過
ご
す
た
め
に
は
室
温
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
一
方
、
適
切
に
断
熱
さ
れ
た
部
屋
は
、
室
温
が
そ
れ
ほ

ど
高
く
な
く
て
も
、天
井
、壁
、床
が
室
温
と
同
じ
温
度
な
の
で
、

体
感
温
度
が
高
く
、
よ
り
快
適
に
な
る
。
多
く
の
人
は
エ
コ
ハ

ウ
ス
に
入
っ
て
く
る
と
床
暖
房
を
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
持

つ
が
、そ
れ
は
通
常
の
床
に
比
べ
て
、床
の
温
度
が
高
い
か
ら
だ
。エ
コ
ハ
ウ
ス
の
住
人
は「
空

気
が
ま
る
で
ち
が
う
」「
も
う
ど
こ
に
も
出
か
け
た
く
な
い
」
と
口
に
す
る
。

　日
本
の
家
は
量
か
ら
質
の
時
代
に
転
換
し
つ
つ
あ
る
。
価
値
の
低
い
住
宅
は

と
う淘 

た汰
さ
れ
て

い
く
。
空
気
の
質
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
エ
コ
ハ
ウ
ス
は
急
速
に
一
般
化
す
る
だ
ろ
う
。
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た
け
う
ち
・
ま
さ
よ
し
／
建
築
家
、東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授
。１
９
６
２
年
、神
奈

川
県
生
ま
れ
。東
京
工
業
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。１
９
９
５
年
に
設
計
事
務
所

み
か
ん
ぐ
み
を
共
同
設
立
。勤
務
す
る
大
学
の
あ
る
山
形
市
で「
山
形
エ
コハ
ウ
ス
」の
設

計
、運
営
に
携
わ
る
。著
書
に『
図
解 

エ
コ
ハ
ウ
ス
』（
森
み
わ
と
の
共
著
）、『
未
来
の
住

宅
』（
馬
場
正
尊
と
の
共
著
）、『
原
発
と
建
築
家
』な
ど
。
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Chart 3

機械論と生命論の歴史的変遷（再掲）

デモクリトスは
原子論的自然観を提唱、

プラトンは数学的自然観を主張。

紀元前5世紀

機械論と生命論は
常に対立してきた。

どちらが優勢になるかによって
パラダイム・シフトが
起こってきた。
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前
回
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
は
た
ら
き
、
機

械
論
と
生
命
論
の
歴
史
的
変
遷
（Chart 3

）

に
つ
い
て
述
べ
た
。
引
き
続
き
、
今
回
は
、

現
代
の
機
械
論
と
生
命
論
の
特
徴
、
使
い
分

け
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
現
代
に
お
け
る
機
械
論
と
生
命
論
の
特
徴

は
、Chart 4

（
44
頁
参
照
）
の
よ
う
な
パ

ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
、
す
な
わ
ち
以
下
の
６

点
の
転
換
と
し
て
対
比
で
き
る
。

　
世
界
を
機
械
と
し
て
見
立
て
る
の
か
、
生

命
と
し
て
見
立
て
る
の
か
で
あ
る
。

　
機
械
論
の「
還
元
論（
要
素
還
元
主
義
）」は
、

部
品
を
組
み
立
て
れ
ば
機
械
が
で
き
る
よ
う

に
、
全
体
は
部
分
の
総
和
で
あ
り
、
部
分
に

分
け
て
各
部
分
を
調
べ
れ
ば
、
全
体
も
説
明

で
き
る
、
と
す
る
（
＊
18
）。
具
体
的
な
手

法
で
あ
る
「
分
析
」
で
は
、
全
体
を
分
割
し

単
純
化
し
た
部
分
に
つ
い
て
実
験
や
観
察
を

行
い
、
一
般
的
な
原
因
や
法
則
を
導
き
出
す
。

解
明
で
き
た
部
分
を
集
め
れ
ば
（
総
合
）、

全
体
の
説
明
と
な
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
全
体
論
（
ホ
ー
リ
ズ

ム
）」
は
、
物
質
を
寄
せ
集
め
て
も
生
命
が

で
き
な
い
よ
う
に
、
全
体
は
部
分
の
単
な
る

総
和
で
は
な
く
、
全
体
は
全
体
と
し
て
の
関

係
性
を
捉
え
て
、
統
合
的
に
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
（
＊
19
）。
具
体
的

な
手
法
、
と
い
う
よ
り
根
源
的
な
認
識
の
基

盤
で
あ
る
「
解
釈
」
で
は
、
歴
史
的
な
状
況
、

伝
統
的
な
解
釈
に
自
ら
が
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
常
に
自
覚
し
、
現
在
の
問
題
意
識
か

ら
過
去
の
事
柄
の
意
味
を
未
来
に
向
け
て
理

解
す
る
（
＊
20
）。
部
分
は
全
体
か
ら
理
解

さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
全
体
は
部
分
か
ら
理
解

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
い
か
な
る
解

釈
も
、
そ
の
解
釈
に
先
行
し
て
理
解
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
解
と
は
、
過
去

の
内
容
を
現
在
の
状
況
に
適
用
す
る
こ
と
で
、

過
去
と
現
在
の
地
平
が
融
合
し
、
新
た
な
意

味
を
生
成
す
る
対
話
の
過
程
な
の
で
あ
る
。

　
機
械
論
で
は
、
物
事
に
普
遍
的
な
「
数
量
」

に
着
目
す
る
（
＊
21
）。
性
質
の
違
い
を
捨

象
し
、
普
遍
的
な
尺
度
で
あ
る
数
量
に
基
づ

い
て
数
学
的
に
扱
う
（
数
量
化
）。
ま
た
、

物
事
の
「
作
動
」
に
着
目
す
る
。
例
え
ば
、

価
格
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る
。

　
一
方
、
生
命
論
で
は
、
物
事
に
固
有
の

「
性
質
」
に
着
目
す
る
（
＊
22
）。
個
体
に
注

目
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
性
質
の
違
い
を
見

届
け
る
。
ま
た
、
物
事
の
「
意
味
」
に
着
目

す
る
。
例
え
ば
、〝
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
〞
な
サ

ー
ビ
ス
も
評
価
す
る
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
複
雑
な
物
事
の
連
鎖
の

中
か
ら
、
原
因
と
結
果
を
抜
き
出
し
、
そ
の

因
果
関
係
に
よ
っ
て
理
解
す
る
。
因
果
関
係

は
、
客
観
的
事
実
と
し
て
で
は
な
く
、
当
事

者
の
問
題
意
識
、認
識
に
よ
っ
て
決
ま
る（
＊

23
）。

　
機
械
論
の
「
直
線
的
因
果
律
」
は
、
個
を

重
視
し
た
捉
え
方
で
あ
る
。
玉
突
き
の
よ
う

に
、
原
因
↓
結
果
と
一
方
的
に
流
れ
、
因
果

関
係
は
一
義
的
に
定
ま
る
。
原
因
が
決
ま
れ

ば
結
果
は
必
ず
決
ま
る
と
す
る
決
定
論
の
見

方
で
あ
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
円
環
的
因
果
律
」
は
、

関
係
を
重
視
し
た
捉
え
方
で
あ
る
。
原
因
と

結
果
が
相
互
に
作
用
し
、
原
因
↓
結
果
と
結

果
↓
原
因
が
循
環
し
、
因
果
関
係
は
一
義
的

に
は
定
ま
ら
な
い
。
原
因
が
決
ま
っ
て
も
結

果
は
必
ず
し
も
決
ま
ら
な
い
と
す
る
非
決
定

論
（
確
率
論
）
の
見
方
で
あ
る
。
循
環
す
る

出
来
事
の
連
鎖
を
ど
こ
で
区
切
る
か
に
よ
っ

て
、
因
果
関
係
は
違
っ
て
捉
え
ら
れ
る
（
＊

24
）。
例
え
ば
、
夫
婦
げ
ん
か
の
場
合
、
妻
は
、

夫
の
帰
宅
が
遅
い
↓
妻
が
怒
る
↓…

…

と
区

切
り
、
夫
は
、
妻
が
怒
る
↓
夫
の
帰
宅
が
遅

い
↓…

…

と
区
切
っ
て
捉
え
る
。
直
線
的
因

果
律
は
、
円
環
的
に
循
環
す
る
因
果
の
連
鎖

の
一
部
を
観
察
者
の

し恣 

い意
で
切
り
出
し
た
も

の
と
い
え
る
。

　
機
械
論
の
「
主
客
分
離
」
で
は
、
観
察
す

る
主
体
と
観
察
さ
れ
る
客
体
を
明
確
に
分
離

す
る
。
観
察
者
と
観
察
対
象
は
、
相
互
に
影

響
し
合
わ
な
い
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
主
客
一
体
」
で
は
、

観
察
す
る
主
体
と
観
察
さ
れ
る
客
体
を
一
体

と
す
る
。
観
察
者
と
観
察
対
象
は
、
相
互
に

影
響
し
合
う
（
＊
25
）。
例
え
ば
、
人
間
関

係
論
で
有
名
な
ホ
ー
ソ
ン
工
場
の
実
験
で
、

照
明
を
暗
く
し
て
も
作
業
効
率
が
よ
く
な
っ

た
の
は
、
観
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
作
業
者

の
士
気
が
向
上
し
た
か
ら
と
さ
れ
る
。
臨
床

心
理
の
家
族
療
法
で
も
、
治
療
者
は
独
立
し

た
観
察
者
で
は
な
く
、
家
族
と
と
も
に
ひ
と

つ
の
治
療
シ
ス
テ
ム
と
し
て
み
な
さ
れ
る

（
＊
26
）。
わ
た
し
た
ち
は
相
互
に
影
響
し
合

わ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る（
＊
27
）。

　
機
械
論
の
「
論
理
実
証
主
義
」
と
は
、
科

学
の
知
識
は
論
理
的
な
命
題
と
し
て
感
覚
的

経
験
に
基
づ
い
て
確
か
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
（
＊
28
）。

経
験
的
に
検
証
で
き
る
こ
と
や
反
証
で
き
る

こ
と
が
科
学
で
あ
る
た
め
の
基
準
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
す
べ
て
を
検
証
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
反
証
が
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
理

論
が
覆
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
観
察

は
理
論
の
制
約
を
受
け
て
お
り
（
理
論
負
荷

性
）、
理
論
の
検
証
や
反
証
の
中
立
的
な
基

盤
と
は
な
り
え
な
い
。
論
理
実
証
主
義
は
、

科
学
論
や
科
学
哲
学
の
研
究
者
の
間
で
は
す

で
に
過
去
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然

と
し
て
現
場
の
科
学
者
を
は
じ
め
社
会
に
根

強
く
浸
透
し
て
い
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
社
会
構
成
（
構
築
）

主
義
」
と
は
、
科
学
を
含
む
現
実
は
、
客
観

的
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会

的
な
過
程
す
な
わ
ち
言
語
的
な
相
互
作
用
の

中
で
構
築
さ
れ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
（
＊

29
）。
20
世
紀
後
半
か
ら
、
社
会
学
や
心
理

学
で
主
張
さ
れ
始
め
、
歴
史
学
、
教
育
学
、

政
治
学
、
科
学
論
な
ど
で
も
有
力
に
な
っ
て

い
る
。
社
会
構
成
（
構
築
）
主
義
で
は
、
構

築
さ
れ
る
と
す
る
の
は
社
会
的
に
認
識
、
共

有
さ
れ
る
現
実
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
提
と
な

る
対
象
と
し
て
の
物
理
的
な
存
在
そ
の
も
の

ま
で
も
が
構
築
さ
れ
る
と
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
社
会
構
成
（
構
築
）
主
義
で
は
、
科
学

は
偶
然
の
織
り
成
す
状
況
の
特
殊
性
を
解
明

し
、
世
界
を
理
解
し
解
釈
す
る
も
の
、
と
み

な
さ
れ
る
。
科
学
は
人
間
の
知
的
活
動
と
し

て
他
と
も
同
等
で
あ
る
非
特
権
的
な
も
の
と

し
て
、
相
対
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
同
時
に
は
両
立
し
な
い

が
、
対
象
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
量
子
力
学
、
相
対
性
理
論

が
登
場
し
た
後
も
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
古
典
力

学
は
日
常
の
人
間
的
ス
ケ
ー
ル
で
は
使
わ
れ

し
個
に
ば
か
り
着
目
し
、
そ
の
内
部
に
原
因

を
帰
属
さ
せ
過
ぎ
る
も
の
と
い
え
る（
＊
32
）。

人
間
を
含
む
生
命
世
界
で
は
、
基
本
的
に
機

械
論
か
ら
生
命
論
へ
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、Chart 5 

の
よ
う
に
、
近
代

特
有
の
二
項
対
立
の
思
考
に
よ
り
機
械
論
あ

る
い
は
生
命
論
の
一
本
槍
で
い
く
の
で
は
な

く
、
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
対
象
の
階
層
や

切
り
口
に
応
じ
て
相
補
的
に
使
い
分
け
る
の

が
よ
い
（
＊
33
）。
生
命
論
の
相
対
的
な
発

想
に
も
沿
う
考
え
方
で
あ
る
。
あ
れ
か
こ
れ

か
で
は
な
く
、
あ
れ
も
こ
れ
も
の
二
刀
流
で

あ
る
。

　
今
後
、
生
命
論
、
対
話
モ
デ
ル
を
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
消
費
者
行
動
へ
適
用
し
た
研
究

内
容
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
く
。

近
代
科
学
の
考
え
方
の
根
本
に
あ
る
機
械
論
。

そ
の
限
界
が
各
所
に
現
れ
て
き
て
い
る
昨
今
、

「
生
命
論
」が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
って
き
て
い
る
。

後
編
の
今
回
は
、機
械
論
と
生
命
論
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

よ
り
詳
細
に
見
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
に
両
者
を
使
い
分
け
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
探
る
。

混
迷
を
解
く
カ
ギ
／
後
編

機
械
と
生
命
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

「
機
械
的
世
界
観
」か
ら

「
生
命
的
世
界
観
」へ

特
徴

　
　世
界
観

1

「
直
線
的
因
果
律
」か
ら

「
円
環
的
因
果
律
」へ

特
徴

　
　認
識
論

4

「
数
量・作
動
」か
ら

「
性
質・意
味
」へ

特
徴

　
　着
眼
点

3

「
還
元
論
、分
析
」か
ら

「
全
体
論
、解
釈
」へ

特
徴

　
　方
法
論

2

生命論 機械論機械論

15世紀紀元前1世紀 20世紀

デカルトは自然を均質な空間とし、
コペルニクスやニュートンは
世界を力学法則で説明する。

17世紀

生
命
世
界

物
質
世
界

生命論が
ふたたび有力と
なりつつある。

21世紀
アリストテレスが

目的論的自然観を
打ち出す。

紀元前4世紀

続
け
て
い
る
（
＊
30
）。
だ
と
す
る
と
、
生

な
き
も
の
（
プ
レ
ロ
ー
マ
）
で
あ
る
物
質
世

界
に
は
機
械
論
、
生
あ
る
も
の
（
ク
レ
ア
ト

ゥ
ー
ラ
）
で
あ
る
生
命
世
界
に
は
生
命
論
と
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
を
使
い
分
け
る
の
が
自
然
で
は

な
い
か
（
＊
31
）。

　
近
代
以
降
、
機
械
論
に
基
づ
く
自
然
科
学
、

な
か
で
も
物
理
学
を
理
想
と
し
、
物
質
世
界

の
み
な
ら
ず
生
命
世
界
に
も
あ
ま
ね
く
適
用

し
よ
う
と
し
て
き
た
（
物
理
帝
国
主
義
）。

し
か
し
、
生
命
世
界
だ
け
で
な
く
物
質
世
界

で
も
、
機
械
論
の
限
界
が
露
呈
し
て
き
て
い

る
の
は
、
前
回
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
状
況
に
依
存
し
相
互
に
作
用

す
る
人
間
行
動
に
は
、
規
則
性
や
パ
タ
ー
ン

は
見
ら
れ
て
も
、
普
遍
的
な
因
果
法
則
は
存

在
し
え
な
い
。
人
間
行
動
に
ま
で
や
み
く
も

に
機
械
論
を
適
用
す
る
の
は
、
関
係
を
軽
視

現
代
の
機
械
論
と

生
命
論
の
特
徴
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前
回
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
は
た
ら
き
、
機

械
論
と
生
命
論
の
歴
史
的
変
遷
（Chart 3

）

に
つ
い
て
述
べ
た
。
引
き
続
き
、
今
回
は
、

現
代
の
機
械
論
と
生
命
論
の
特
徴
、
使
い
分

け
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
現
代
に
お
け
る
機
械
論
と
生
命
論
の
特
徴

は
、Chart 4

（
44
頁
参
照
）
の
よ
う
な
パ

ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
、
す
な
わ
ち
以
下
の
６

点
の
転
換
と
し
て
対
比
で
き
る
。

　
世
界
を
機
械
と
し
て
見
立
て
る
の
か
、
生

命
と
し
て
見
立
て
る
の
か
で
あ
る
。

　
機
械
論
の「
還
元
論（
要
素
還
元
主
義
）」は
、

部
品
を
組
み
立
て
れ
ば
機
械
が
で
き
る
よ
う

に
、
全
体
は
部
分
の
総
和
で
あ
り
、
部
分
に

分
け
て
各
部
分
を
調
べ
れ
ば
、
全
体
も
説
明

で
き
る
、
と
す
る
（
＊
18
）。
具
体
的
な
手

法
で
あ
る
「
分
析
」
で
は
、
全
体
を
分
割
し

単
純
化
し
た
部
分
に
つ
い
て
実
験
や
観
察
を

行
い
、
一
般
的
な
原
因
や
法
則
を
導
き
出
す
。

解
明
で
き
た
部
分
を
集
め
れ
ば
（
総
合
）、

全
体
の
説
明
と
な
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
全
体
論
（
ホ
ー
リ
ズ

ム
）」
は
、
物
質
を
寄
せ
集
め
て
も
生
命
が

で
き
な
い
よ
う
に
、
全
体
は
部
分
の
単
な
る

総
和
で
は
な
く
、
全
体
は
全
体
と
し
て
の
関

係
性
を
捉
え
て
、
統
合
的
に
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
（
＊
19
）。
具
体
的

な
手
法
、
と
い
う
よ
り
根
源
的
な
認
識
の
基

盤
で
あ
る
「
解
釈
」
で
は
、
歴
史
的
な
状
況
、

伝
統
的
な
解
釈
に
自
ら
が
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
常
に
自
覚
し
、
現
在
の
問
題
意
識
か

ら
過
去
の
事
柄
の
意
味
を
未
来
に
向
け
て
理

解
す
る
（
＊
20
）。
部
分
は
全
体
か
ら
理
解

さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
全
体
は
部
分
か
ら
理
解

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
い
か
な
る
解

釈
も
、
そ
の
解
釈
に
先
行
し
て
理
解
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
解
と
は
、
過
去

の
内
容
を
現
在
の
状
況
に
適
用
す
る
こ
と
で
、

過
去
と
現
在
の
地
平
が
融
合
し
、
新
た
な
意

味
を
生
成
す
る
対
話
の
過
程
な
の
で
あ
る
。

　
機
械
論
で
は
、
物
事
に
普
遍
的
な
「
数
量
」

に
着
目
す
る
（
＊
21
）。
性
質
の
違
い
を
捨

象
し
、
普
遍
的
な
尺
度
で
あ
る
数
量
に
基
づ

い
て
数
学
的
に
扱
う
（
数
量
化
）。
ま
た
、

物
事
の
「
作
動
」
に
着
目
す
る
。
例
え
ば
、

価
格
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る
。

　
一
方
、
生
命
論
で
は
、
物
事
に
固
有
の

「
性
質
」
に
着
目
す
る
（
＊
22
）。
個
体
に
注

目
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
性
質
の
違
い
を
見

届
け
る
。
ま
た
、
物
事
の
「
意
味
」
に
着
目

す
る
。
例
え
ば
、〝
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
〞
な
サ

ー
ビ
ス
も
評
価
す
る
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
複
雑
な
物
事
の
連
鎖
の

中
か
ら
、
原
因
と
結
果
を
抜
き
出
し
、
そ
の

因
果
関
係
に
よ
っ
て
理
解
す
る
。
因
果
関
係

は
、
客
観
的
事
実
と
し
て
で
は
な
く
、
当
事

者
の
問
題
意
識
、認
識
に
よ
っ
て
決
ま
る（
＊

23
）。

　
機
械
論
の
「
直
線
的
因
果
律
」
は
、
個
を

重
視
し
た
捉
え
方
で
あ
る
。
玉
突
き
の
よ
う

に
、
原
因
↓
結
果
と
一
方
的
に
流
れ
、
因
果

関
係
は
一
義
的
に
定
ま
る
。
原
因
が
決
ま
れ

ば
結
果
は
必
ず
決
ま
る
と
す
る
決
定
論
の
見

方
で
あ
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
円
環
的
因
果
律
」
は
、

関
係
を
重
視
し
た
捉
え
方
で
あ
る
。
原
因
と

結
果
が
相
互
に
作
用
し
、
原
因
↓
結
果
と
結

果
↓
原
因
が
循
環
し
、
因
果
関
係
は
一
義
的

に
は
定
ま
ら
な
い
。
原
因
が
決
ま
っ
て
も
結

果
は
必
ず
し
も
決
ま
ら
な
い
と
す
る
非
決
定

論
（
確
率
論
）
の
見
方
で
あ
る
。
循
環
す
る

出
来
事
の
連
鎖
を
ど
こ
で
区
切
る
か
に
よ
っ

て
、
因
果
関
係
は
違
っ
て
捉
え
ら
れ
る
（
＊

24
）。
例
え
ば
、
夫
婦
げ
ん
か
の
場
合
、
妻
は
、

夫
の
帰
宅
が
遅
い
↓
妻
が
怒
る
↓…

…

と
区

切
り
、
夫
は
、
妻
が
怒
る
↓
夫
の
帰
宅
が
遅

い
↓…

…

と
区
切
っ
て
捉
え
る
。
直
線
的
因

果
律
は
、
円
環
的
に
循
環
す
る
因
果
の
連
鎖

の
一
部
を
観
察
者
の

し恣 

い意
で
切
り
出
し
た
も

の
と
い
え
る
。

　
機
械
論
の
「
主
客
分
離
」
で
は
、
観
察
す

る
主
体
と
観
察
さ
れ
る
客
体
を
明
確
に
分
離

す
る
。
観
察
者
と
観
察
対
象
は
、
相
互
に
影

響
し
合
わ
な
い
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
主
客
一
体
」
で
は
、

観
察
す
る
主
体
と
観
察
さ
れ
る
客
体
を
一
体

と
す
る
。
観
察
者
と
観
察
対
象
は
、
相
互
に

影
響
し
合
う
（
＊
25
）。
例
え
ば
、
人
間
関

係
論
で
有
名
な
ホ
ー
ソ
ン
工
場
の
実
験
で
、

照
明
を
暗
く
し
て
も
作
業
効
率
が
よ
く
な
っ

た
の
は
、
観
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
作
業
者

の
士
気
が
向
上
し
た
か
ら
と
さ
れ
る
。
臨
床

心
理
の
家
族
療
法
で
も
、
治
療
者
は
独
立
し

た
観
察
者
で
は
な
く
、
家
族
と
と
も
に
ひ
と

つ
の
治
療
シ
ス
テ
ム
と
し
て
み
な
さ
れ
る

（
＊
26
）。
わ
た
し
た
ち
は
相
互
に
影
響
し
合

わ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る（
＊
27
）。

　
機
械
論
の
「
論
理
実
証
主
義
」
と
は
、
科

学
の
知
識
は
論
理
的
な
命
題
と
し
て
感
覚
的

経
験
に
基
づ
い
て
確
か
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
（
＊
28
）。

経
験
的
に
検
証
で
き
る
こ
と
や
反
証
で
き
る

こ
と
が
科
学
で
あ
る
た
め
の
基
準
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
す
べ
て
を
検
証
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
反
証
が
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
理

論
が
覆
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
観
察

は
理
論
の
制
約
を
受
け
て
お
り
（
理
論
負
荷

性
）、
理
論
の
検
証
や
反
証
の
中
立
的
な
基

盤
と
は
な
り
え
な
い
。
論
理
実
証
主
義
は
、

科
学
論
や
科
学
哲
学
の
研
究
者
の
間
で
は
す

で
に
過
去
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然

と
し
て
現
場
の
科
学
者
を
は
じ
め
社
会
に
根

強
く
浸
透
し
て
い
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
社
会
構
成
（
構
築
）

主
義
」
と
は
、
科
学
を
含
む
現
実
は
、
客
観

的
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会

的
な
過
程
す
な
わ
ち
言
語
的
な
相
互
作
用
の

中
で
構
築
さ
れ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
（
＊

29
）。
20
世
紀
後
半
か
ら
、
社
会
学
や
心
理

学
で
主
張
さ
れ
始
め
、
歴
史
学
、
教
育
学
、

政
治
学
、
科
学
論
な
ど
で
も
有
力
に
な
っ
て

い
る
。
社
会
構
成
（
構
築
）
主
義
で
は
、
構

築
さ
れ
る
と
す
る
の
は
社
会
的
に
認
識
、
共

有
さ
れ
る
現
実
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
提
と
な

る
対
象
と
し
て
の
物
理
的
な
存
在
そ
の
も
の

ま
で
も
が
構
築
さ
れ
る
と
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
社
会
構
成
（
構
築
）
主
義
で
は
、
科
学

は
偶
然
の
織
り
成
す
状
況
の
特
殊
性
を
解
明

し
、
世
界
を
理
解
し
解
釈
す
る
も
の
、
と
み

な
さ
れ
る
。
科
学
は
人
間
の
知
的
活
動
と
し

て
他
と
も
同
等
で
あ
る
非
特
権
的
な
も
の
と

し
て
、
相
対
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
同
時
に
は
両
立
し
な
い

が
、
対
象
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
量
子
力
学
、
相
対
性
理
論

が
登
場
し
た
後
も
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
古
典
力

学
は
日
常
の
人
間
的
ス
ケ
ー
ル
で
は
使
わ
れ

し
個
に
ば
か
り
着
目
し
、
そ
の
内
部
に
原
因

を
帰
属
さ
せ
過
ぎ
る
も
の
と
い
え
る（
＊
32
）。

人
間
を
含
む
生
命
世
界
で
は
、
基
本
的
に
機

械
論
か
ら
生
命
論
へ
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、Chart 5 

の
よ
う
に
、
近
代

特
有
の
二
項
対
立
の
思
考
に
よ
り
機
械
論
あ

る
い
は
生
命
論
の
一
本
槍
で
い
く
の
で
は
な

く
、
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
対
象
の
階
層
や

切
り
口
に
応
じ
て
相
補
的
に
使
い
分
け
る
の

が
よ
い
（
＊
33
）。
生
命
論
の
相
対
的
な
発

想
に
も
沿
う
考
え
方
で
あ
る
。
あ
れ
か
こ
れ

か
で
は
な
く
、
あ
れ
も
こ
れ
も
の
二
刀
流
で

あ
る
。

　
今
後
、
生
命
論
、
対
話
モ
デ
ル
を
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
消
費
者
行
動
へ
適
用
し
た
研
究

内
容
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
く
。

生命論 生命的
世界観

社会
構成（構築）
主義

主客一体円環的
因果律

性質
意味

  全体論、
解釈

機械論と生命論の特徴の対比
Chart 4

物事を分析的に見る機械論と、
全体的に捉えようとする
生命論の違いがわかる。

1 世界観 2 方法論 3 着眼点 4 認識論 5 立脚点

「
論
理
実
証
主
義
」か
ら

「
社
会
構
成
主
義
」へ

特
徴

　
　科
学
論

6

「
主
客
分
離
」か
ら

「
主
客
一
体
」へ

特
徴

　
　立
脚
点

5

機
械
論
と

生
命
論
の
使
い
分
け

お
わ
り
に

機械論 機械的
世界観

論理
実証主義

  還元論、
分析

数量
作動

直線的
因果律 主客分離

6 科学論

続
け
て
い
る
（
＊
30
）。
だ
と
す
る
と
、
生

な
き
も
の
（
プ
レ
ロ
ー
マ
）
で
あ
る
物
質
世

界
に
は
機
械
論
、
生
あ
る
も
の
（
ク
レ
ア
ト

ゥ
ー
ラ
）
で
あ
る
生
命
世
界
に
は
生
命
論
と
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
を
使
い
分
け
る
の
が
自
然
で
は

な
い
か
（
＊
31
）。

　
近
代
以
降
、
機
械
論
に
基
づ
く
自
然
科
学
、

な
か
で
も
物
理
学
を
理
想
と
し
、
物
質
世
界

の
み
な
ら
ず
生
命
世
界
に
も
あ
ま
ね
く
適
用

し
よ
う
と
し
て
き
た
（
物
理
帝
国
主
義
）。

し
か
し
、
生
命
世
界
だ
け
で
な
く
物
質
世
界

で
も
、
機
械
論
の
限
界
が
露
呈
し
て
き
て
い

る
の
は
、
前
回
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
状
況
に
依
存
し
相
互
に
作
用

す
る
人
間
行
動
に
は
、
規
則
性
や
パ
タ
ー
ン

は
見
ら
れ
て
も
、
普
遍
的
な
因
果
法
則
は
存

在
し
え
な
い
。
人
間
行
動
に
ま
で
や
み
く
も

に
機
械
論
を
適
用
す
る
の
は
、
関
係
を
軽
視

（
＊
18
）『
方
法
序
説
』（
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
著
、
谷
川
多
佳
子
訳
、
１
９

９
７
年﹇
原
著
１
６
３
７
年
﹈、岩
波
文
庫
）

（
＊
19
）『
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
進
化
』（
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
マ
ッ

ツ
著
、石
川
光
男
、高
橋
史
朗
、片
岡
洋
二
訳
、２
０
０
５
年﹇
原
著
１

９
２
６
年
﹈、玉
川
大
学
出
版
部
）、『
還
元
主
義
を
超
え
て
』（
ア
ー
サ

ー
・
ケ
ス
ト
ラ
ー
編
著
、
池
田
善
昭
監
訳
、
１
９
８
４
年﹇
原
著
１
９

６
９
年
﹈、工
作
舎
）

（
＊
20
）『
真
理
と
方
法
』全
３
巻（
ハ
ン
ス
＝
ゲ
オ
ル
ク
・
ガ
ダ
マ
ー
著
、

轡
田
收
、三
浦
國
泰
、巻
田
悦
郎
訳
、１
９
８
６
年
、２
０
０
８
年
、２

０
１
２
年﹇
原
著
１
９
７
５
年
﹈、
法
政
大
学
出
版
局
）、『
構
造
と
解

釈
』（
渡
邊
二
郎
著
、１
９
９
４
年
、ち
く
ま
学
芸
文
庫
）、『
ガ
ダ
マ
ー
』

（
丸
山
高
司
著
、１
９
９
７
年
、講
談
社
）

（
＊
21
）『
数
量
化
革
命
』（
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・Ｗ・
ク
ロ
ス
ビ
ー
著
、小
沢

千
重
子
訳
、
２
０
０
３
年﹇
原
著
１
９
９
７
年
﹈、
紀
伊
國
屋
書
店
）、

『
社
会
科
学
に
お
け
る
数
と
量
』（
竹
内
啓
著
、２
０
１
３
年
、東
京
大

学
出
版
会
）

（
＊
22
）『
存
在
か
ら
発
展
へ
』（
イ
リ
ヤ
・
プ
リ
ゴ
ジ
ン
著
、小
出
昭
一
郎
、

安
孫
子
誠
也
訳
、１
９
８
４
年﹇
原
著
１
９
８
１
年
﹈、み
す
ず
書
房
）

（
＊
23
）『
対
人
関
係
の
心
理
学
』（
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
イ
ダ
ー
著
、
大
橋
正

夫
訳
、１
９
７
８
年﹇
原
著
１
９
５
８
年
﹈、誠
信
書
房
）、『
講
座 

心
理

療
法
７ 

心
理
療
法
と
因
果
的
思
考
』（
河
合
隼
雄
総
編
集
、
川
嵜
克

哲
、桑
原
知
子
、大
山
泰
宏
、河
合
俊
雄
、長
谷
川
眞
理
子
、河
合
隼
雄

著
、２
０
０
１
年
、岩
波
書
店
）

（
＊
24
）『
精
神
の
生
態
学
』（
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
著
、
佐
藤
良

明
訳
、２
０
０
０
年﹇
原
著
１
９
７
２
年
﹈、新
思
索
社
）、『
家
族
療
法
』

（
吉
川
悟
著
、１
９
９
３
年
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

（
＊
25
）『
一
般
シ
ス
テ
ム
理
論
』（
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
タ

ラ
ン
フ
ィ
著
、長
野
敬
、太
田
邦
昌
訳
、１
９
７
３
年﹇
原
著
１
９
６
８

年
﹈、
み
す
ず
書
房
）、『
経
済
学
を
超
え
て
』（
ケ
ネ
ス
・
ボ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
著
、１
９
７
５
年﹇
原
著
１
９
６
８
年
﹈、学
習
研
究
社
）、『
グ
ル

ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
入
門
』（
杉
万
俊
夫
著
、２
０
１
３
年
、世
界

思
想
社
）

（
＊
26
）『
社
会
構
成
主
義
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
』（
若
島
孔
文
編
著
、

２
０
０
７
年
、金
子
書
房
）、

“
O
bserving System

s”

（H
einz V

on 
Foerster, 1982, Intersystem

s Publications

）

（
＊
27
）英
語
で
は「O

ne cannot not com
m
unicate.

」。『
人
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
語
用
論
』（
ポ
ー
ル
・
ワ
ツ
ラ
ヴ
ィ
ッ
ク
、ド
ン
・

Ｄ・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ベ
ヴ
ン
・
バ
ヴ
ェ
ラ
ス
著
、山
本
和

郎
監
訳
、尾
川
丈
一
訳
、１
９
９
８
年﹇
原
著
１
９
６
７
年
﹈、二
瓶
社
）

よ
り
。

（
＊
28
）『
科
学
の
哲
学
』（
野
家
啓
一
著
、２
０
０
４
年
、
放
送
大
学
教

育
振
興
会
）

（
＊
29
）『
現
実
の
社
会
的
構
成
』（
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ガ
ー
、ト
ー
マ
ス
・

ル
ッ
ク
マ
ン
著
、
山
口
節
郎
訳
、
２
０
０
３
年﹇
原
著
１
９
６
６
年
﹈、

新
曜
社
）、『
も
う
一
つ
の
社
会
心
理
学
』（
ケ
ネ
ス
・
ガ
ー
ゲ
ン
著
、杉

万
俊
夫
、矢
守
克
也
、渥
美
公
秀
監
訳
、１
９
９
８
年﹇
原
著
１
９
９

４
年
﹈、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）、『
何
が
社
会
的
に
構
成
さ
れ
る
の
か
』

（
イ
ア
ン
・
ハ
ッ
キ
ン
グ
著
、出
口
康
夫
、久
米
暁
訳
、２
０
０
６
年﹇
原

著
１
９
９
９
年
﹈、岩
波
書
店
）、『
方
法
と
し
て
の
構
築
主
義
』（
中
河

伸
俊
、
赤
川
学
著
、
２
０
１
３
年
、
勁
草
書
房
）。同
じSocial 

Constructionism

に
対
し
、社
会
学
で
は「
社
会
構
築
主
義
」、心
理

学
で
は「
社
会
構
成
主
義
」と
異
な
る
訳
語
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
本

稿
で
は「
社
会
構
成（
構
築
）主
義
」と
し
た
。

（
＊
30
）『
科
学
の
思
想
と
論
理
』（
山
田
晃
弘
、
杉
本
大
一
郎
編
著
、
２

０
０
１
年
、放
送
大
学
教
育
振
興
会
）、『
科
学
は「
自
然
」を
ど
う
語
っ

て
き
た
か
』（
菅
野
礼
司
著
、１
９
９
９
年
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
20

世
紀
の
自
然
観
革
命
』（
和
田
純
夫
著
、１
９
９
７
年
、朝
日
選
書
）

（
＊
31
）『
精
神
と
自
然
』（
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
著
、
佐
藤
良
明

訳
、２
０
０
１
年﹇
原
著
１
９
７
９
年
﹈、新
思
索
社
）

（
＊
32
）『
心
理
学
の
哲
学
』（
渡
辺
恒
夫
、村
田
純
一
、高
橋
澪
子
編
、２

０
０
２
年
、北
大
路
書
房
）、『
対
人
関
係
の
心
理
学
』（
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ

イ
ダ
ー
著
、大
橋
正
夫
訳
、１
９
７
８
年﹇
原
著
１
９
５
８
年
﹈、誠
信

書
房
）

（
＊
33
）『
科
学
・
解
釈
学
・
実
践
』全
２
巻（
リ
チ
ャ
ー
ド
・Ｊ
・
バ
ー

ン
ス
タ
イ
ン
著
、丸
山
高
司
、品
川
哲
彦
、木
岡
伸
夫
、水
谷
雅
彦
訳
、

１
９
９
０
年﹇
原
著
１
９
８
３
年
﹈、岩
波
書
店
）は
、客
観
主
義
と
相

対
主
義
の
二
分
法
を
超
え
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。『
現
代
科
学
を

ど
う
と
ら
え
る
か
』（
坂
本
賢
三
著
、
１
９
７
８
年
、
講
談
社
現
代
新

書
）は
、機
械
論
と
有
機
体
論
に
加
え
、意
味
の
解
釈
を
問
う
化
生
論

を
あ
げ
る
。『
科
学
的
方
法
と
は
何
か
』（
浅
田
彰
、
黒
田
末
寿
、
佐
和

隆
光
、長
野
敬
、山
口
昌
哉
著
、１
９
８
６
年
、中
公
新
書
）は
、機
械

論
と
有
機
体
論
を
と
も
に
肯
定
す
べ
き
だ
と
す
る
。『
知
の
構
築
と

そ
の
呪
縛
』（
大
森
荘
蔵
著
、
１
９
９
４
年
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）は
、

近
代
の
自
然
科
学
の
密
画
的
世
界
観
に
、近
代
以
前
の
略
画
的
世
界

観
を
重
ね
描
く
こ
と
を
提
案
す
る
。

44CEL July 201445 CEL July 2014

機械論と生命論の対象と使い分け
Chart 5

機械論

生命論

機械論

生命論

これまで（～20世紀） （21世紀～）これから

使い分け

物
質
世
界
（
プ
レ
ロ
ー
マ
）

生
命
世
界（
ク
レ
ア
ト
ゥ
ー
ラ
）

生命世界には
生命論がふさわしく、

対象に応じてパラダイムを
相補的に使い分ける。

物理帝国主義



は
じ
め
に

関
心
事
に
つい
て

健
康
と
関
心
事
の

有
無
の
関
係
性

CEL O
u

tp
u

t Part 2
P

a
rt 1

 / Su
zu

ki Ta
ka

sh
i

P
a

rt 2
 / M

ish
im

a Ju
n

ko
研
究
レ
ポ
ー
ト
そ
の
2

三
島 

順
子

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー・文
化
研
究
所 

研
究
員

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー・文
化
研
究
所
が

毎
年
実
施
し
て
い
る「
生
活
者
の
意
識
と
行
動
」ア
ン
ケ
ー
ト
。

従
来
の「
性
別
」と「
年
齢
層
」で
区
切
っ
た
分
析
で
は

見
え
づ
ら
い
よ
う
な
価
値
観
の
多
様
化
が

現
代
で
は
進
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
―
―
。

「
ラ
イ
フ・ス
テ
ー
ジ
分
析
」か
ら

現
代
を
生
き
る
人
び
と
の
考
え
か
た
が
見
え
て
き
た
。

「
2
0
1
3
年
度

生
活
者
の
意
識
と
行
動
」

調
査
よ
り

ラ
イ
フ・ス
テ
ー
ジ
分
析
か
ら

見
え
て
く
る
も
の

新
分
析
軸
の
検
討
と
試
行

ラ
イ
フ・ス
テ
ー
ジ
に
よ
る
ア
プ
ロ
ー
チ

Chart 2

調査対象を17のライフ・ステージに分けて分析 ライフ・ステージ分類

年齢、配偶者の有無、子ども
の有無、職業の有無、居住
形態（同居者がいるか否か）、
子どもの年齢を、ライフ・ス
テージのグループ作成の判
断条件とした。

に
入
力
さ
れ
た（
以
下
、「
あ
り
」グ
ル
ー
プ
）

回
答
を
対
象
に
し
て
い
る
。
一
方
で
社
会
的

な
こ
と
、身
の
回
り
の
こ
と
の
い
ず
れ
も「
な

い
」
と
回
答
し
た
の
は
全
体
の
約
⅓
あ
っ
た

（
以
下
、「
な
し
」
グ
ル
ー
プ
）。
こ
こ
で
は

全
く
記
入
の
な
い
「
な
し
」
グ
ル
ー
プ
に
注

目
し
「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
と
の
違
い
を
見
て

み
る
。「
な
し
」
の
理
由
は
「
関
心
事
の
よ

う
な
個
人
的
な
こ
と
は
回
答
し
た
く
な
い
」

や
、
選
択
式
に
比
べ
自
由
記
述
式
は
キ
ー
ボ

ー
ド
入
力
が
「
面
倒
だ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

あ
ろ
う
が
、「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
は
「
な
し
」

グ
ル
ー
プ
よ
り
精
神
的
、
肉
体
的
に
健
康
で

あ
る
と
自
覚
し
て
お
り
、
生
活
満
足
度
に
つ

い
て
の
質
問
「
あ
な
た
は
、
今
の
生
活
に
満

足
し
て
い
ま
す
か
」
へ
の
肯
定
的
な
回
答
率

も
明
ら
か
に
高
い
。「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
は

日
々
を
機
械
的
に
過
ご
す
以
外
に
常
に
考
え

て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
精
神
的
、
肉
体
的
、

経
済
的
余
裕
や
時
間
の
余
裕
が
あ
る
と
い
え

る
（Chart 4

）。

　
と
こ
ろ
で
「
身
の
回
り
の
最
も
関
心
の
あ

る
こ
と
」
は
「
健
康
」
だ
と
述
べ
た
が
、
実

際
の
ト
ッ
プ
は
「
関
心
事
な
し
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
健
康
」
と
「
な
し
」
の
関
係
を
Ｌ

Ｓ
別
の
分
析
で
試
み
た
（Chart 5

）。

　
一
見
し
て
わ
か
る
の
は
年
齢
が
上
が
る
に

つ
れ「
な
し
」が
減
少
、「
健
康
」が
増
加
す
る
。

若
年
層
に
は
健
康
が
身
近
で
当
た
り
前
で
あ

　
社
会
や
暮
ら
し
が
高
速
化
、
複
雑
化
し
、

個
人
の
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
久
し
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
な

の
か
、
そ
の
実
態
を
あ
り
の
ま
ま
捉
え
る
べ

く
、
当
研
究
所
の
生
活
者
意
識
調
査
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
（Chart 1

）。

　
価
値
観
の
多
様
化
と
は
従
来
の
「
性×

年

代
」
別
（
男
女
別
、
年
齢
別
）
分
析
で
は
、

実
像
を
捉
え
づ
ら
く
な
る
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
そ
こ
で
「
性
別
」、「
年
齢
」
以
外
に
意

識
と
行
動
を
決
定
す
る
要
素
は
「
配
偶
者
」

「
子
ど
も
」「
仕
事
」
の
有
無
の
３
点
と
仮
定

し
た
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

「
日
本
の
世
帯
数
の
将
来
推
計（
全
国
推
計
）」

（
２
０
１
３
年
１
月
推
計
）
に
よ
る
と
、
１

９
８
０
年
と
比
較
す
る
と
、
複
数
世
代
同
居

家
族
や
核
家
族
な
ど
の
家
族
で
住
む
世
帯
は

減
少
し
、現
在
全
体
の
５
割
弱
で
あ
る
。一
方
、

単
身
世
帯
と
夫
婦
の
み
世
帯
は
、
各
々
13
ポ

イ
ン
ト
、
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
両
者
で
現

在
過
半
数
で
あ
る
。

　
調
査
で
は
配
偶
者
、
子
ど
も
、
仕
事
の
有

無
を
問
い
、
大
き
く
７
つ
、
詳
細
に
は
17
の

「
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
（
以
下
、Ｌ
Ｓ
）」（
人

生
を
入
学
・
就
職
・
結
婚
・
退
職
等
人
生
の

節
目
ご
と
で
区
切
る
こ
と
）
に
分
類
、Ｌ
Ｓ

ご
と
に
結
果
を
分
析
し
、
価
値
観
の
多
様
化

を
捉
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
今
回
使
用
す

る
Ｌ
Ｓ
はChart 2
の
通
り
で
あ
る
。

「
社
会
的
な
こ
と
、
身
の
回
り
の
こ
と
」
に

つ
い
て
尋
ね
た
。「
最
も
関
心
の
あ
る
こ
と
」

「
２
番
目
に
関
心
の
あ
る
こ
と
」
を
各
々
２

点
ず
つ
、
最
大
４
点
を
回
答
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
以
下
、
関
心
事
）。

　
自
由
記
述
式
で
は
回
答
が
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、
類
似
の
回
答
を
集
約
、
分
析
す
る
。

例
え
ば
「
車
」「
自
動
車
」
を
「
自
動
車
」
に
、

「
貯
金
」「
投
資
」
を
「
資
産
関
連
」
に
な
ど

で
あ
る
。
一
方
、
受
験
・
就
職
・
結
婚
な
ど

幅
広
い
年
齢
に
わ
た
る
も
の
は
「
子
ど
も
」

と
し
て
く
く
り
、
対
象
が
乳
幼
児
・
小
児
期

に
限
ら
れ
る
「
子
育
て
」（
育
児
・
妊
娠
な

ど
を
含
む
）
と
は
別
も
の
と
し
た
。

　
人
々
の
最
大
の
「
関
心
事
」
は
「
健
康
」

で
あ
っ
た
（
次
頁Chart 3

）。
見
え
て
く
る

こ
と
は
「
社
会
的
な
こ
と
」
は
抽
象
的
で
総

論
的
な
表
現
が
多
く
、
回
答
が
集
中
し
や
す

い
（
上
位
５
項
目
計
61
％
）。
一
方
「
身
の

回
り
の
こ
と
」
は
、
健
康
が
最
も
高
く
、
そ

れ
以
外
は
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
「
ゲ
ー
ム
、

娯
楽
、
趣
味
」
は
「
登
山
」
や
「
マ
ラ
ソ
ン
」

な
ど
個
別
具
体
的
な
回
答
が
含
ま
れ
る
。
ま

た
「
社
会
的
な
こ
と
」
は
、
加
え
て
直
前
の

報
道
や
事
件
・
事
故
等
に
影
響
さ
れ
る
傾
向

が
あ
る
。
今
回
な
ら
、
９
月
１
日
の
福
島
第

一
原
発
汚
染
水
漏
れ
の
発
覚
や
９
月
８
日
未

明
に
報
じ
ら
れ
た
「
東
京
五
輪
招
致
決
定
」

の
影
響
が
大
き
い
。
調
査
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
関
心
事
を
捉
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
関
心
事
が
な
い
場
合
は「
な
い
」

と
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
前
節
の
分
析
は
関
心
事
と
し
て
具
体
的

り
、
高
齢
層
に
は
健
康
、
病
気
に
な
ら
な
い

こ
と
は
重
要
で
常
に
用
心
す
る
こ
と
な
の
だ
。

だ
が
、
同
じ
若
年
層
で
も
「
な
し
」
の
多
い

Ｌ
Ｓ
と
少
な
い
Ｌ
Ｓ
に
分
か
れ
る
。
高
Ｌ
Ｓ

は
《
若
年
単
身
》《
親
と
同
居
》《
ひ
と
り
親

と
子
》、
低
Ｌ
Ｓ
は
《
若
年
夫
婦
の
み
》《
夫

婦
と
子
》
と
な
り
、
両
者
の
相
違
は
「
配
偶

者
の
有
無
」
で
あ
る
。
な
か
で
も
《
若
年
夫

婦
の
み
》
は
「
な
し
」
が
最
も
少
な
い
。
こ

の
Ｌ
Ｓ
に
い
る
人
た
ち
は
、
夫
婦
と
し
て
新

し
い
関
係
性
を
作
り
つ
つ
、
他
Ｌ
Ｓ
へ
移
る

前
の
期
間
限
定
の
Ｌ
Ｓ
で
あ
る
の
か
、
こ
の

ま
ま
《
夫
婦
の
み
》
で
年
齢
を
重
ね
る
の
か

な
ど
、
選
択
肢
が
多
く
、
思
慮
も
相
談
も
決

断
も
大
い
に
必
要
で
あ
り
、「
な
し
」
で
は

い
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
性
・
年
代
別
で
は
捉
え
き
れ
な
か
っ
た
各

Ｌ
Ｓ
別
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
新
し
い
見

方
を
紹
介
し
た
。
た
だ
し
、
分
析
手
法
の
Ｌ

Ｓ
は
万
能
で
は
な
く
従
来
型
が
有
効
な
ケ
ー

ス
も
多
々
あ
る
。Ｌ
Ｓ
別
、「
性
・
年
代
」
別

だ
け
で
な
く
、技
術
革
新
や
社
会
の
変
化（
高

速
化
、
家
事
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
外
部
サ
ー

ビ
ス
、
技
術
の
浸
透
な
ど
）
が
影
響
を
与
え

る
世
代
別
特
徴
も
垣
間
見
え
る
。
そ
れ
ら
も

含
め
、
入
浴
、
食
事
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動

手
段
）
な
ど
今
回
の
調
査
結
果
は
今
後
、
当

研
究
所
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
て
公
開
予
定
で

あ
る
。

大分類 小分類 年齢 配偶者の有無 子どもの有無 職業の有無 居住形態
（同居者） 子どもの年齢

年齢が２０～３９歳

年齢が４０～６４歳

年齢が６５歳以上

年齢が２０～３９歳

年齢が４０歳以上

年齢が２０～６４歳

年齢が６５歳以上

年齢が２０～３９歳

年齢が４０～６４歳

年齢が６５歳以上

共働き：末子小学生以下

共働き：末子中学生以上

専業主婦：末子小学生以下

専業主婦：末子中学生以上

本人＋親・子ども

本人＋子ども・孫

（回答者が「親」の立場）

ライフ・ステージ 判定される要件

（回答者が「子」の立場）

（回答者が「親」の立場）

その他世帯

三世代世帯

単身世帯

夫婦のみ世帯

夫婦と子の世帯

親と同居している「子」世帯

ひとり親と子の世帯

内訳

172人

144人

86人

310人

184人

39人

47人

115人

345人

390人

143人

182人

230人

316人

175人

59人

63人

3000人への調査の内容

※本調査は毎回同じ内容の「基本項目」とその都度設定する「単発項目」に分かれる。

調査対象:
調査時期:
調査方法:

全国の学生を除いた成人男女（20～80歳）3000人
2013年9月6～11日
ネットモニターを使ったインターネット調査

生活
健康
老後の暮らし
食事
入浴
外出・買物行動
ソーシャルメディア

生活満足度、関心事、生活価値観、結婚・出産意向
健康状況、ストレスの有無・原因
住まい、介護
朝・昼・夜食の頻度、場所、食事内容
入浴の仕方、時間、目的
外出、利用交通機関、買い物の負担
利用メディア、利用時間、目的

1

2

3

4

5

6

7

基本項目

調査項目

単発項目

Chart 1

調査概要

（国勢調査の人口構成に準拠）

（調査・分析ともに、株式会社インテージに依頼）
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46.7%

上位
5項目の
合計

実
は
多
い
、関
心
事
が

「
な
い
」グ
ル
ー
プ

さ
い
ご
に

年齢が上がるとともに健康へ
の関心が高まっているのが
わかる。比較的年齢が若い
LS（上の6つのグループ）で
は、結婚しているグループ

（「若年夫婦のみ」「夫婦と
子 共働き：末子小学生以下」
「夫婦と子 専業主婦：末子小
学生以下」）は「関心事がな
い」という回答が少ない一方、
結婚していないグループ

（「若年単身（20～39歳）」
「親と同居（20～39歳）」「ひ
とり親と子（20～64歳）」）は
「関心事がない」という回答
が多くなる傾向がうかがえる

（カッコ内はサンプルが少な
いため参考値）。

「あり」グループは、肉体的・
精神的に健康である、現状
に満足しているという回答が
多かったのに対し、「なし」グ
ループは、肉体的・精神的に
健康ではない、現状に満足し
ていない、もしくはどちらともい
えないという回答が「あり」グ
ループよりも多い傾向が読み
取れる。

Chart 4

関心事の有無と健康・生活への満足の関係性関心事がある人の方がより健康で、現状の満足度が高い

Chart 5

ライフ・ステージ分析で細かく見えてくる価値観の多様さ LSによる関心事の有無と健康への関心の違い

に
入
力
さ
れ
た（
以
下
、「
あ
り
」グ
ル
ー
プ
）

回
答
を
対
象
に
し
て
い
る
。
一
方
で
社
会
的

な
こ
と
、身
の
回
り
の
こ
と
の
い
ず
れ
も「
な

い
」
と
回
答
し
た
の
は
全
体
の
約
⅓
あ
っ
た

（
以
下
、「
な
し
」
グ
ル
ー
プ
）。
こ
こ
で
は

全
く
記
入
の
な
い
「
な
し
」
グ
ル
ー
プ
に
注

目
し
「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
と
の
違
い
を
見
て

み
る
。「
な
し
」
の
理
由
は
「
関
心
事
の
よ

う
な
個
人
的
な
こ
と
は
回
答
し
た
く
な
い
」

や
、
選
択
式
に
比
べ
自
由
記
述
式
は
キ
ー
ボ

ー
ド
入
力
が
「
面
倒
だ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

あ
ろ
う
が
、「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
は
「
な
し
」

グ
ル
ー
プ
よ
り
精
神
的
、
肉
体
的
に
健
康
で

あ
る
と
自
覚
し
て
お
り
、
生
活
満
足
度
に
つ

い
て
の
質
問
「
あ
な
た
は
、
今
の
生
活
に
満

足
し
て
い
ま
す
か
」
へ
の
肯
定
的
な
回
答
率

も
明
ら
か
に
高
い
。「
あ
り
」
グ
ル
ー
プ
は

日
々
を
機
械
的
に
過
ご
す
以
外
に
常
に
考
え

て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
精
神
的
、
肉
体
的
、

経
済
的
余
裕
や
時
間
の
余
裕
が
あ
る
と
い
え

る
（Chart 4

）。

　
と
こ
ろ
で
「
身
の
回
り
の
最
も
関
心
の
あ

る
こ
と
」
は
「
健
康
」
だ
と
述
べ
た
が
、
実

際
の
ト
ッ
プ
は
「
関
心
事
な
し
」
で
あ
る
。

そ
こ
で
「
健
康
」
と
「
な
し
」
の
関
係
を
Ｌ

Ｓ
別
の
分
析
で
試
み
た
（Chart 5

）。

　
一
見
し
て
わ
か
る
の
は
年
齢
が
上
が
る
に

つ
れ「
な
し
」が
減
少
、「
健
康
」が
増
加
す
る
。

若
年
層
に
は
健
康
が
身
近
で
当
た
り
前
で
あ

　
社
会
や
暮
ら
し
が
高
速
化
、
複
雑
化
し
、

個
人
の
価
値
観
が
多
様
化
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
久
し
い
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
変
化
な

の
か
、
そ
の
実
態
を
あ
り
の
ま
ま
捉
え
る
べ

く
、
当
研
究
所
の
生
活
者
意
識
調
査
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
（Chart 1

）。

　
価
値
観
の
多
様
化
と
は
従
来
の
「
性×

年

代
」
別
（
男
女
別
、
年
齢
別
）
分
析
で
は
、

実
像
を
捉
え
づ
ら
く
な
る
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
そ
こ
で
「
性
別
」、「
年
齢
」
以
外
に
意

識
と
行
動
を
決
定
す
る
要
素
は
「
配
偶
者
」

「
子
ど
も
」「
仕
事
」
の
有
無
の
３
点
と
仮
定

し
た
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

「
日
本
の
世
帯
数
の
将
来
推
計（
全
国
推
計
）」

（
２
０
１
３
年
１
月
推
計
）
に
よ
る
と
、
１

９
８
０
年
と
比
較
す
る
と
、
複
数
世
代
同
居

家
族
や
核
家
族
な
ど
の
家
族
で
住
む
世
帯
は

減
少
し
、現
在
全
体
の
５
割
弱
で
あ
る
。一
方
、

単
身
世
帯
と
夫
婦
の
み
世
帯
は
、
各
々
13
ポ

イ
ン
ト
、
７
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、
両
者
で
現

在
過
半
数
で
あ
る
。

　
調
査
で
は
配
偶
者
、
子
ど
も
、
仕
事
の
有

無
を
問
い
、
大
き
く
７
つ
、
詳
細
に
は
17
の

「
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
（
以
下
、Ｌ
Ｓ
）」（
人

生
を
入
学
・
就
職
・
結
婚
・
退
職
等
人
生
の

節
目
ご
と
で
区
切
る
こ
と
）
に
分
類
、Ｌ
Ｓ

ご
と
に
結
果
を
分
析
し
、
価
値
観
の
多
様
化

を
捉
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
今
回
使
用
す

る
Ｌ
Ｓ
はChart 2

の
通
り
で
あ
る
。

「
社
会
的
な
こ
と
、
身
の
回
り
の
こ
と
」
に

つ
い
て
尋
ね
た
。「
最
も
関
心
の
あ
る
こ
と
」

「
２
番
目
に
関
心
の
あ
る
こ
と
」
を
各
々
２

点
ず
つ
、
最
大
４
点
を
回
答
す
る
こ
と
が
で

き
る
（
以
下
、
関
心
事
）。

　
自
由
記
述
式
で
は
回
答
が
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、
類
似
の
回
答
を
集
約
、
分
析
す
る
。

例
え
ば
「
車
」「
自
動
車
」
を
「
自
動
車
」
に
、

「
貯
金
」「
投
資
」
を
「
資
産
関
連
」
に
な
ど

で
あ
る
。
一
方
、
受
験
・
就
職
・
結
婚
な
ど

幅
広
い
年
齢
に
わ
た
る
も
の
は
「
子
ど
も
」

と
し
て
く
く
り
、
対
象
が
乳
幼
児
・
小
児
期

に
限
ら
れ
る
「
子
育
て
」（
育
児
・
妊
娠
な

ど
を
含
む
）
と
は
別
も
の
と
し
た
。

　
人
々
の
最
大
の
「
関
心
事
」
は
「
健
康
」

で
あ
っ
た
（
次
頁Chart 3

）。
見
え
て
く
る

こ
と
は
「
社
会
的
な
こ
と
」
は
抽
象
的
で
総

論
的
な
表
現
が
多
く
、
回
答
が
集
中
し
や
す

い
（
上
位
５
項
目
計
61
％
）。
一
方
「
身
の

回
り
の
こ
と
」
は
、
健
康
が
最
も
高
く
、
そ

れ
以
外
は
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
「
ゲ
ー
ム
、

娯
楽
、
趣
味
」
は
「
登
山
」
や
「
マ
ラ
ソ
ン
」

な
ど
個
別
具
体
的
な
回
答
が
含
ま
れ
る
。
ま

た
「
社
会
的
な
こ
と
」
は
、
加
え
て
直
前
の

報
道
や
事
件
・
事
故
等
に
影
響
さ
れ
る
傾
向

が
あ
る
。
今
回
な
ら
、
９
月
１
日
の
福
島
第

一
原
発
汚
染
水
漏
れ
の
発
覚
や
９
月
８
日
未

明
に
報
じ
ら
れ
た
「
東
京
五
輪
招
致
決
定
」

の
影
響
が
大
き
い
。
調
査
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
で
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
関
心
事
を
捉
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
は
関
心
事
が
な
い
場
合
は「
な
い
」

と
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
前
節
の
分
析
は
関
心
事
と
し
て
具
体
的

り
、
高
齢
層
に
は
健
康
、
病
気
に
な
ら
な
い

こ
と
は
重
要
で
常
に
用
心
す
る
こ
と
な
の
だ
。

だ
が
、
同
じ
若
年
層
で
も
「
な
し
」
の
多
い

Ｌ
Ｓ
と
少
な
い
Ｌ
Ｓ
に
分
か
れ
る
。
高
Ｌ
Ｓ

は
《
若
年
単
身
》《
親
と
同
居
》《
ひ
と
り
親

と
子
》、
低
Ｌ
Ｓ
は
《
若
年
夫
婦
の
み
》《
夫

婦
と
子
》
と
な
り
、
両
者
の
相
違
は
「
配
偶

者
の
有
無
」
で
あ
る
。
な
か
で
も
《
若
年
夫

婦
の
み
》
は
「
な
し
」
が
最
も
少
な
い
。
こ

の
Ｌ
Ｓ
に
い
る
人
た
ち
は
、
夫
婦
と
し
て
新

し
い
関
係
性
を
作
り
つ
つ
、
他
Ｌ
Ｓ
へ
移
る

前
の
期
間
限
定
の
Ｌ
Ｓ
で
あ
る
の
か
、
こ
の

ま
ま
《
夫
婦
の
み
》
で
年
齢
を
重
ね
る
の
か

な
ど
、
選
択
肢
が
多
く
、
思
慮
も
相
談
も
決

断
も
大
い
に
必
要
で
あ
り
、「
な
し
」
で
は

い
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
性
・
年
代
別
で
は
捉
え
き
れ
な
か
っ
た
各

Ｌ
Ｓ
別
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
新
し
い
見

方
を
紹
介
し
た
。
た
だ
し
、
分
析
手
法
の
Ｌ

Ｓ
は
万
能
で
は
な
く
従
来
型
が
有
効
な
ケ
ー

ス
も
多
々
あ
る
。Ｌ
Ｓ
別
、「
性
・
年
代
」
別

だ
け
で
な
く
、技
術
革
新
や
社
会
の
変
化（
高

速
化
、
家
事
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
外
部
サ
ー

ビ
ス
、
技
術
の
浸
透
な
ど
）
が
影
響
を
与
え

る
世
代
別
特
徴
も
垣
間
見
え
る
。
そ
れ
ら
も

含
め
、
入
浴
、
食
事
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
移
動

手
段
）
な
ど
今
回
の
調
査
結
果
は
今
後
、
当

研
究
所
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
に
て
公
開
予
定
で

あ
る
。

Chart 3

アンケート結果で関心が高かったトピック

「身の回りのこと」への関心

オリンピック

原発

8.8% 仕事6.8%

61.0%

上位
5項目の
合計

経済11.5%

健康
19.1%

ゲーム、娯楽、趣味8.6%

子ども
6.9%

住まいと暮らし

5.3%

「社会的なこと」は上位のト
ピックに回答が集中したのに
対し、「身の回りのこと」では
「健康」が抜きんでているが
他の回答はばらける傾向に
あった。しかし、実際に最も多
かった回答は「関心事がな
い」で、「社会的なこと」「身
の回りのこと」のどちらでも、
回答の約⅓を占めた。http://www.osakagas.co.jp/company/efforts/cel/index.html

肉体的に健康である 精神的に健康である

関心事「あり」の人

関心事「なし」の人

どちらとも
いえない

どちらとも
いえない

いいえ

いいえ

現状に満足している

いいえ

62%18%

20%

64%17%

19%

64%18%

18%

49%
31%

20%

45%

30%

25%

49%
31%

20%

どちらとも
いえない

いいえ

どちらとも
いえない

いいえ

どちらとも
いえない

いいえ

どちらとも
いえない

はい

はい

※「健康である」で、「はい」は「非常に健
康だ」＋「まあ健康だ」を合わせたもの、
「いいえ」は「あまり健康ではない」＋「ま
ったく健康ではない」を合わせたもの。
「現状に満足している」で、「はい」は「非
常に満足している」＋「やや満足してい
る」を合わせたもの、「いいえ」は「あまり
満足していない」＋「まったく満足してい
ない」を合わせたもの。

「社会的なこと」への関心

消費税・
増税

はい

はい

はい

はい

15.7%

15.0%

外交・世界情勢

9.9%

「関心事」なしの人 「健康」に関心のある人

35.3%

51.2%

53.9%

（43.9%）

29.6%

38.5%

33.0%

34.0%

34.8%

32.5%

41.1%

30.7%

30.2%

22.1%

24.6%

29.8%

40.7%

33.3%

13.4%

5.8%

3.5%

（0.0%）

3.5%

4.2%

5.2%

10.4%

16.3%

15.7%

12.6%

16.5%

9.9%

33.7%

26.4%

29.8%

22.0%

12.7%

若年単身（２０～３９歳）

親と同居（２０～３９歳）

ひとり親と子（２０～６４歳）

若年夫婦のみ（２０～３９歳）

夫婦と子 共働き：末子小学生以下

夫婦と子 専業主婦：末子小学生以下

中高年単身（４０～６４歳）

親と同居（４０歳以上）

中高年夫婦のみ（４０～６４歳）

本人＋親・子ども

夫婦と子 専業主婦：末子中学生以上

夫婦と子 共働き：末子中学生以上

高齢単身（６５歳以上）

高齢夫婦のみ（６５歳以上）

ひとり親と子（６５歳以上）

本人＋子ども・孫

年齢が
上がるとともに
健康への関心が
高まっている

若年層

全体

中年層

高年層

その他

結婚していると
「関心事」が
増える

傾向がある
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少
子
高
齢
化
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
、情
報
化
な
ど
、社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
し
て
い
る
。本
連
載
で
は
社
会
の
様
々
な
問
題
に
立
ち
向
か
う
生
活
者
が

身
に
付
け
て
お
く
べ
き
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
何
か
に
つ
い
て
、
有
識
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
探
っ
て
い
く
。初
回
は「
ジ
ェロ
ン
ト
ロ
ジ
ー（
老
年
学
）」が

テ
ー
マ
。私
た
ち
が
初
め
て
直
面
す
る
、
都
市
で
の
高
齢
者
の
大
幅
な
増
加
。

こ
れ
に
対
し
て
、東
京
大
学 

秋
山
弘
子
特
任
教
授
は
、「
選
択
の
特
典
を
持

つ
生
活
者
の
出
現
」と
し
て
前
向
き
に
と
ら
え
て
い
こ
う
と
提
案
す
る
。

よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
の

生
活
リ
テ
ラ
シ
ー

第
一
回

余
生
か
ら

セ
カ
ン
ド・ラ
イ
フ
へ

進
む
都
市
の

高
齢
化

A
kiyam

a H
iroko

東
京
大
学
高
齢
社
会
総
合
研
究
機
構
特
任
教
授
。イ
リ
ノ
イ

大
学
でPh. D

（
心
理
学
）取
得
、米
国
の
国
立
老
化
研
究
機
構

フ
ェロ
ー
、ミ
シ
ガ
ン
大
学
社
会
科
学
総
合
研
究
所
研
究
教
授

等
を
経
て
現
職
。専
門
は
ジ
ェロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
。超
高
齢
社
会
に

お
け
る
よ
り
よ
い
生
の
あ
り
方
を
研
究
し
、超
高
齢
社
会
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
。著
書
に『
発

達
科
学
入
門
』『
新
老
年
学
第
３
版
』（
と
も
に
共
著
、東
京

大
学
出
版
会
）等
。

秋
山
弘
子

高
齢
社
会

に
お
け
る

「
ジェロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
」

（
老
年
学
）

Number 01

Literacy
for
a

Better
Living

Literacy
for
a

Better
Living

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
閣
官

房
も
、
女
性
や
若
者
を
対
象
に
「
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
て
い
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
も
含
め
て
い
こ
う
と
い

う
流
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ひ
い
て
は
75
歳
、

80
歳
ま
で
働
く
の
が
普
通
だ
と
考
え
る
文
化

を
こ
れ
か
ら
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
働
き
方
も
い
ろ
い
ろ
で
よ
く
、
無
理
を
す

る
こ
と
は
な
い
。
週
に
一
度
、
外
に
出
る
こ

と
で
人
と
の
つ
な
が
り
も
維
持
で
き
る
。
お

金
の
た
め
で
は
な
く
、
誰
か
の
役
に
立
つ
こ

と
を
喜
び
と
す
る
働
き
方
も

彼
ら
の
求
め
る
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
づ
く
り

に
お
い
て
企
業
に
期
待
さ
れ

る
こ
と
は
慈
善
的
な
協
力
で

は
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
け

れ
ば
長
続
き
し
な
い
か
ら
だ
。
む
し
ろ
企
業

に
は
多
様
な
働
き
方
や
柔
軟
な
就
労
形
態
の

実
現
を
求
め
た
い
。
昔
の
よ
う
に
、
全
社
員

に
１
０
０
％
の
献
身
を
求
め
、
縛
り
付
け
る

よ
う
な
働
き
方
は
も
う
時
代
に
あ
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
か
ら
は
主
に
な
る
キ
ャ
リ
ア
と
副

次
的
な
キ
ャ
リ
ア
の
並
立
を
認
め
る
よ
う
な

柔
軟
な
就
業
規
則
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
セ
カ
ン
ド
・
キ
ャ
リ
ア

だ
け
で
は
な
く
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
キ
ャ
リ
ア

使
っ
て
農
業
に
も
取
り
組
ん
だ
。
こ
こ
で
も

時
間
を
決
め
て
無
理
な
く
働
く
方
法
が
効
果

的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
「
必
ず
し
も
稼
が

な
く
て
も
食
べ
て
い
け
る
高
齢
者
が
取
り
組

む
生
き
が
い
就
労
」
の
試
み
は
、
融
通

む無 

げ碍

な
ゆ
え
に
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。
他
に
も

テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
や
起
業
な
ど
、

リ
タ
イ
ア
世
代
の
働
き
方
に
は
様
々
な
選
択

肢
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と
し
た
仕
事
を
通

じ
て
仲
間
が
で
き
る
。
そ
れ
が
人
と
の
つ
な

が
り
に
な
っ
て
、
地
元
で
起
き
て
い
る
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
す
る

と
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
自
主
的
に
動
き
出
す

よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
経
理
を
専
門
に
し
て

い
た
人
が
地
元
農
家
の
経
理
の
手
伝
い
を
し
、

そ
れ
が
口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
く
な
ど
。
は

じ
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
重
要
な
の
だ
。

「
遊
ぶ
」「
学
ぶ
」
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

数
ヶ
月
や
１
年
く
ら
い
は
思
う
存
分
遊
ん
で

み
て
も
よ
い
が
、
い
ず
れ
そ
れ
に
も
飽
き
て

し
ま
う
。セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
を
充
実
さ
せ
る
、

こ
と
に
二
毛
作
的
に
働
こ
う
と
思
え
ば
つ
ね

に
学
び
つ
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

疲
れ
た
ら
「
休
め
」
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
年

齢
に
応
じ
て
休
み
の
日
を
多
く
す
る
。
柔
軟

に
４
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
、
セ
カ

ン
ド
・
ラ
イ
フ
の
上
手
な
設
計
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
・
デ
ザ
イ
ン
が
う
ま

く
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
社
会
の
仕
組
み
も

の
段
階
か
ら
人
生
設
計
を
考
え
て
い
く
べ
き

だ
。
ひ
と
つ
の
会
社
に
フ
ル
・
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
す
る
（
全
力
を
傾
け
る
）
人
が
い
て
も

い
い
が
、
お
金
を
稼
ぐ
た
め
の
仕
事
と
並
行

し
て
、
自
分
の
志
を
実
現
す
る
サ
イ
ド
・
キ

ャ
リ
ア
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
活

動
を
通
じ
て
、
セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
に
ソ
フ

ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
き
る
力
が
養
わ
れ
る
。

　
企
業
も
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
重
要

性
に
気
が
つ
い
て
は
い
る
が
、
従
来
型
の
経

営
の
仕
組
み
を
変
更
す
る
た
め
に
は
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
。
し
か
し
方
法
は
あ
る
。

例
え
ば
テ
レ
ワ
ー
ク
を
正
式
な
就
労
と
認
め

る
こ
と
は
、
雇
用
制
度
を
変
え
る
ひ
と
つ
の

突
破
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
る
。た
だ
、形
だ
け
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、

仕
事
の
指
示
（
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
）
の
方
法
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
業
績
評
価
の
仕
方

ま
で
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
絵
に
描
い
た
餅

に
終
わ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　
日
本
社
会
の
高
齢
化
現
象
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
と
異
な
る
の

は
今
後
、
都
市
部
で
そ
れ
が
進
む
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
１
９
６
０
年
代
か
ら
70
年
代
に

か
け
て
農
村
部
の
若
者
が
都
市
部
に
移
住
し

た
。
そ
の
結
果
、
地
方
の
高
齢
化
、
過
疎
化

が
進
ん
だ
。
そ
の
時
移
住
し
て
き
た
人
た
ち

が
今
、
都
市
で
定
年
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
か
ら
は
「
ま
ち
で
の
生
き
方
」
が
高
齢
者

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に
な
る
。

　
都
会
で
働
き
、
寝
る
た
め
だ
け
に
帰
っ
て

い
た
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
は
知
っ
て
い
る
人
が

い
な
い
。
定
年
を
迎
え
た
人
に
と
っ
て
、
つ

な
が
り
の
作
り
方
が
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
１
割
程
度
の
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
生
涯
学
習
な
ど
に
参
加
し
、
現
役
時
よ
り

忙
し
く
な
る
。
し
か
し
残
り
の
９
割
は
テ
レ

ビ
、
犬
の
散
歩
、
た
ま
に
ジ
ム
と
い
っ
た
生

活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
脳
も
筋
力

も
早
く
衰
え
て
し
ま
う
。

　
20
世
紀
半
ば
ま
で
、
人
生
が
50
年
、
60
年

で
あ
っ
た
頃
に
は
定
年
後
は「
余
生
」で
あ
り
、

お
迎
え
を
待
つ
と
い
う
の
が
当
た
り
前
の
人

生
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
人
生
90
年
と

ほ
ぼ
倍
に
な
っ
て
い
る
。「
余
生
」
で
は
な

く
「
セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
」
な
の
だ
。
重
要

な
の
は
、
セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
を
設
計
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い「
初
め
て
の
世
代
」

を
日
本
が
迎
え
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
お
手
本
に
す
る
べ
き
モ
デ
ル
が
な
い
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。「
働
く
」

「
学
ぶ
」「
遊
ぶ
」「
休
む
」
の
４
つ
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
こ
と
だ
と
考
え
れ
ば
よ
い
。
人

生
も
後
半
戦
に
な
る
と
多
様
で
ば
ら
つ
き
が

大
き
く
な
る
。
家
族
の
介
護
に
直
面
し
て
い

る
人
も
い
れ
ば
、
元
気
で
仕
事
を
続
け
て
い

る
人
も
い
る
。
様
々
な
環
境
の
も
と
で
４
つ

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
、
こ
れ
を
「
特

権
」
だ
と
前
向
き
に
と
ら
え
る
べ
き
だ
。
高

齢
者
の
多
く
は
あ
る
程
度
の
お
金
を
持
ち
、

時
間
も
あ
る
、
ま
だ
ま
だ
健

康
、
知
人
も
多
い
。
こ
れ
ら

の
豊
富
な
資
源
を
い
か
に
う

ま
く
使
う
か
、
新
し
い
可
能

性
が
開
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
う
ま
く

使
い
こ
な
せ
な
い
人
が
多
い
。

こ
れ
は
社
会
的
資
源
の
浪
費

で
も
あ
る
。
例
え
ば
「
働
く
」

こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
。
公
的
年
金
制
度
の
議
論

で
は
、
い
ず
れ
一
人
の
現
役
世
代
で
一
人
の

リ
タ
イ
ア
世
代
を
支
え
る
時
代
が
来
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
国
の
経
済
は
成

り
立
た
な
い
。
65
歳
以
上
で
も
元
気
な
人
は

多
く
、
一
律
に
支
え
ら
れ
る
側
の
人
だ
と
決

め
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
彼
ら
の
多
く
は

支
え
る
側
に
い
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
長

く
働
く
こ
と
で
健
康
も
維
持
で
き
る
し
経
済

的
な
支
え
に
も
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
希
望
に
こ
た
え
る
よ
う
な
制
度
が
で
き
て

い
な
い
。

　
定
年
後
の
働
き
方
は
様
々
で
あ
る
。
長
年

勤
務
し
て
き
た
会
社
で
再
雇
用
と
い
う
の
も

よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
他
の
可
能
性
も
あ
る
。

現
在
、
千
葉
県
柏
市
と
企
業
と
東
京
大
学
高

齢
社
会
総
合
研
究
機
構
が
協
働
で
社
会
実
験

を
行
っ
て
い
る「
長
寿
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
例
を
紹
介
し
た
い
（
53
頁 Chart

）。
こ

こ
は
典
型
的
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
り
、
満

員
電
車
に
揺
ら
れ
て
都
市
部
に
通
勤
し
て
い

た
人
が
多
く
住
む
ま
ち
で
あ
る
。
地
元
で
人

と
交
わ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
人
に
聞
く

と
「
仕
事
が
あ
れ
ば
地
域
に
出
て
行
き
や
す

い
」
と
の
声
が
多
か
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
混
み
あ
っ
た
電
車
に
乗
っ
て

の
通
勤
は
も
う
つ
ら
い
。
そ
こ
で
徒
歩
や
自

転
車
で
い
け
る
範
囲
の
仕
事
を
つ
く
る
こ
と

を
試
み
た
。
フ
ル
タ
イ
ム
で
は
な
く
、
時
間

を
決
め
て
働
く
こ
と
を
原
則
と
し
、
７
０
０

人
の
人
員
を
プ
ー
ル
（
登
録
）
し
た
（
２
０

１
４
年
４
月
現
在
）。
地
元
の
８
つ
の
仕
事

と
マ
ッ
チ
ン
グ
。
時
間
制
で
分
担
す
る
、
い

わ
ゆ
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
あ
る
。
受

け
入
れ
る
企
業
と
し
て
も
、
責
任
感
が
強
く

ま
じ
め
に
仕
事
に
取
り
組
む
人
材
を
活
用
で

き
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
休
耕
地
を

　
生
活
者
は
新
し
い
時
代
の
到
来
に
応
じ

「
セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
を
い
か
に
充
実
さ
せ

る
か
」
を
早
い
う
ち
、
で
き
れ
ば
若
い
頃
か

ら
意
識
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
基

本
的
に
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
キ
ャ
リ
ア
で
培

っ
た
様
々
な
資
源
を
活
用
し
、「
働
く
」「
学

ぶ
」「
遊
ぶ
」「
休
む
」
を
柔
軟
に
バ
ラ
ン
ス

さ
せ
る
特
典
を
持
て
る
の
だ
と
い
う
前
向
き

な
心
構
え
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
も
多
様

な
集
団
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
か
か
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
１
つ
で
な
く
２
つ
３

つ
で
も
よ
い
し
、
中
に
は
う
ま
く
い
か
な
い

も
の
が
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
そ
の
際
、

家
族
の
後
押
し
や
情
報
が
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
が
多
い
と
い
う
事
実
も
知
っ
て
お
く
と

よ
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
か
ら
は

「
ま
ち
で
の
生
き
方
」が

高
齢
者
に
と
っ
て

大
き
な

問
題
に
な
る
。
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人
生
二
毛
作
を

実
践
す
る
た
め
に

企
業
の
役
割
は

柔
軟
な

雇
用
制
度
の

構
築

新
し
い
時
代
に
あ
っ
た

心
構
え
を

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
閣
官

房
も
、
女
性
や
若
者
を
対
象
に
「
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
案
し
て
い
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
も
含
め
て
い
こ
う
と
い

う
流
れ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
ひ
い
て
は
75
歳
、

80
歳
ま
で
働
く
の
が
普
通
だ
と
考
え
る
文
化

を
こ
れ
か
ら
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
働
き
方
も
い
ろ
い
ろ
で
よ
く
、
無
理
を
す

る
こ
と
は
な
い
。
週
に
一
度
、
外
に
出
る
こ

と
で
人
と
の
つ
な
が
り
も
維
持
で
き
る
。
お

金
の
た
め
で
は
な
く
、
誰
か
の
役
に
立
つ
こ

と
を
喜
び
と
す
る
働
き
方
も

彼
ら
の
求
め
る
ワ
ー
ク
ス
タ

イ
ル
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
づ
く
り

に
お
い
て
企
業
に
期
待
さ
れ

る
こ
と
は
慈
善
的
な
協
力
で

は
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
け

れ
ば
長
続
き
し
な
い
か
ら
だ
。
む
し
ろ
企
業

に
は
多
様
な
働
き
方
や
柔
軟
な
就
労
形
態
の

実
現
を
求
め
た
い
。
昔
の
よ
う
に
、
全
社
員

に
１
０
０
％
の
献
身
を
求
め
、
縛
り
付
け
る

よ
う
な
働
き
方
は
も
う
時
代
に
あ
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
か
ら
は
主
に
な
る
キ
ャ
リ
ア
と
副

次
的
な
キ
ャ
リ
ア
の
並
立
を
認
め
る
よ
う
な

柔
軟
な
就
業
規
則
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
意
味
で
は
、
セ
カ
ン
ド
・
キ
ャ
リ
ア

だ
け
で
は
な
く
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
キ
ャ
リ
ア

使
っ
て
農
業
に
も
取
り
組
ん
だ
。
こ
こ
で
も

時
間
を
決
め
て
無
理
な
く
働
く
方
法
が
効
果

的
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
「
必
ず
し
も
稼
が

な
く
て
も
食
べ
て
い
け
る
高
齢
者
が
取
り
組

む
生
き
が
い
就
労
」
の
試
み
は
、
融
通

む無 

げ碍

な
ゆ
え
に
成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。
他
に
も

テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
や
起
業
な
ど
、

リ
タ
イ
ア
世
代
の
働
き
方
に
は
様
々
な
選
択

肢
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と
し
た
仕
事
を
通

じ
て
仲
間
が
で
き
る
。
そ
れ
が
人
と
の
つ
な

が
り
に
な
っ
て
、
地
元
で
起
き
て
い
る
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
す
る

と
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
自
主
的
に
動
き
出
す

よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
経
理
を
専
門
に
し
て

い
た
人
が
地
元
農
家
の
経
理
の
手
伝
い
を
し
、

そ
れ
が
口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
く
な
ど
。
は

じ
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
重
要
な
の
だ
。

「
遊
ぶ
」「
学
ぶ
」
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

数
ヶ
月
や
１
年
く
ら
い
は
思
う
存
分
遊
ん
で

み
て
も
よ
い
が
、
い
ず
れ
そ
れ
に
も
飽
き
て

し
ま
う
。セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
を
充
実
さ
せ
る
、

こ
と
に
二
毛
作
的
に
働
こ
う
と
思
え
ば
つ
ね

に
学
び
つ
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

疲
れ
た
ら
「
休
め
」
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
年

齢
に
応
じ
て
休
み
の
日
を
多
く
す
る
。
柔
軟

に
４
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
、
セ
カ

ン
ド
・
ラ
イ
フ
の
上
手
な
設
計
だ
と
考
え
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
・
デ
ザ
イ
ン
が
う
ま

く
実
践
で
き
る
よ
う
に
、
社
会
の
仕
組
み
も

の
段
階
か
ら
人
生
設
計
を
考
え
て
い
く
べ
き

だ
。
ひ
と
つ
の
会
社
に
フ
ル
・
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
す
る
（
全
力
を
傾
け
る
）
人
が
い
て
も

い
い
が
、
お
金
を
稼
ぐ
た
め
の
仕
事
と
並
行

し
て
、
自
分
の
志
を
実
現
す
る
サ
イ
ド
・
キ

ャ
リ
ア
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
活

動
を
通
じ
て
、
セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
に
ソ
フ

ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
き
る
力
が
養
わ
れ
る
。

　
企
業
も
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
の
重
要

性
に
気
が
つ
い
て
は
い
る
が
、
従
来
型
の
経

営
の
仕
組
み
を
変
更
す
る
た
め
に
は
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
い
る
。
し
か
し
方
法
は
あ
る
。

例
え
ば
テ
レ
ワ
ー
ク
を
正
式
な
就
労
と
認
め

る
こ
と
は
、
雇
用
制
度
を
変
え
る
ひ
と
つ
の

突
破
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
る
。た
だ
、形
だ
け
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、

仕
事
の
指
示
（
ア
サ
イ
ン
メ
ン
ト
）
の
方
法
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
業
績
評
価
の
仕
方

ま
で
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
絵
に
描
い
た
餅

に
終
わ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

　
日
本
社
会
の
高
齢
化
現
象
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
と
異
な
る
の

は
今
後
、
都
市
部
で
そ
れ
が
進
む
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
１
９
６
０
年
代
か
ら
70
年
代
に

か
け
て
農
村
部
の
若
者
が
都
市
部
に
移
住
し

た
。
そ
の
結
果
、
地
方
の
高
齢
化
、
過
疎
化

が
進
ん
だ
。
そ
の
時
移
住
し
て
き
た
人
た
ち

が
今
、
都
市
で
定
年
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
こ

れ
か
ら
は
「
ま
ち
で
の
生
き
方
」
が
高
齢
者

に
と
っ
て
大
き
な
問
題
に
な
る
。

　
都
会
で
働
き
、
寝
る
た
め
だ
け
に
帰
っ
て

い
た
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
は
知
っ
て
い
る
人
が

い
な
い
。
定
年
を
迎
え
た
人
に
と
っ
て
、
つ

な
が
り
の
作
り
方
が
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
１
割
程
度
の
人
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
生
涯
学
習
な
ど
に
参
加
し
、
現
役
時
よ
り

忙
し
く
な
る
。
し
か
し
残
り
の
９
割
は
テ
レ

ビ
、
犬
の
散
歩
、
た
ま
に
ジ
ム
と
い
っ
た
生

活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
脳
も
筋
力

も
早
く
衰
え
て
し
ま
う
。

　
20
世
紀
半
ば
ま
で
、
人
生
が
50
年
、
60
年

で
あ
っ
た
頃
に
は
定
年
後
は「
余
生
」で
あ
り
、

お
迎
え
を
待
つ
と
い
う
の
が
当
た
り
前
の
人

生
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
人
生
90
年
と

ほ
ぼ
倍
に
な
っ
て
い
る
。「
余
生
」
で
は
な

く
「
セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
」
な
の
だ
。
重
要

な
の
は
、
セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
を
設
計
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い「
初
め
て
の
世
代
」

を
日
本
が
迎
え
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
お
手
本
に
す
る
べ
き
モ
デ
ル
が
な
い
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。「
働
く
」

「
学
ぶ
」「
遊
ぶ
」「
休
む
」
の
４
つ
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
こ
と
だ
と
考
え
れ
ば
よ
い
。
人

生
も
後
半
戦
に
な
る
と
多
様
で
ば
ら
つ
き
が

大
き
く
な
る
。
家
族
の
介
護
に
直
面
し
て
い

る
人
も
い
れ
ば
、
元
気
で
仕
事
を
続
け
て
い

る
人
も
い
る
。
様
々
な
環
境
の
も
と
で
４
つ

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
こ
と
、
こ
れ
を
「
特

権
」
だ
と
前
向
き
に
と
ら
え
る
べ
き
だ
。
高

齢
者
の
多
く
は
あ
る
程
度
の
お
金
を
持
ち
、

時
間
も
あ
る
、
ま
だ
ま
だ
健

康
、
知
人
も
多
い
。
こ
れ
ら

の
豊
富
な
資
源
を
い
か
に
う

ま
く
使
う
か
、
新
し
い
可
能

性
が
開
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
う
ま
く

使
い
こ
な
せ
な
い
人
が
多
い
。

こ
れ
は
社
会
的
資
源
の
浪
費

で
も
あ
る
。
例
え
ば
「
働
く
」

こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ

う
。
公
的
年
金
制
度
の
議
論

で
は
、
い
ず
れ
一
人
の
現
役
世
代
で
一
人
の

リ
タ
イ
ア
世
代
を
支
え
る
時
代
が
来
る
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
国
の
経
済
は
成

り
立
た
な
い
。
65
歳
以
上
で
も
元
気
な
人
は

多
く
、
一
律
に
支
え
ら
れ
る
側
の
人
だ
と
決

め
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
彼
ら
の
多
く
は

支
え
る
側
に
い
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
長

く
働
く
こ
と
で
健
康
も
維
持
で
き
る
し
経
済

的
な
支
え
に
も
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う

な
希
望
に
こ
た
え
る
よ
う
な
制
度
が
で
き
て

い
な
い
。

　
定
年
後
の
働
き
方
は
様
々
で
あ
る
。
長
年

勤
務
し
て
き
た
会
社
で
再
雇
用
と
い
う
の
も

よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
他
の
可
能
性
も
あ
る
。

現
在
、
千
葉
県
柏
市
と
企
業
と
東
京
大
学
高

齢
社
会
総
合
研
究
機
構
が
協
働
で
社
会
実
験

を
行
っ
て
い
る「
長
寿
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
」

の
例
を
紹
介
し
た
い
（
53
頁 Chart

）。
こ

こ
は
典
型
的
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
り
、
満

員
電
車
に
揺
ら
れ
て
都
市
部
に
通
勤
し
て
い

た
人
が
多
く
住
む
ま
ち
で
あ
る
。
地
元
で
人

と
交
わ
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
人
に
聞
く

と
「
仕
事
が
あ
れ
ば
地
域
に
出
て
行
き
や
す

い
」
と
の
声
が
多
か
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
混
み
あ
っ
た
電
車
に
乗
っ
て

の
通
勤
は
も
う
つ
ら
い
。
そ
こ
で
徒
歩
や
自

転
車
で
い
け
る
範
囲
の
仕
事
を
つ
く
る
こ
と

を
試
み
た
。
フ
ル
タ
イ
ム
で
は
な
く
、
時
間

を
決
め
て
働
く
こ
と
を
原
則
と
し
、
７
０
０

人
の
人
員
を
プ
ー
ル
（
登
録
）
し
た
（
２
０

１
４
年
４
月
現
在
）。
地
元
の
８
つ
の
仕
事

と
マ
ッ
チ
ン
グ
。
時
間
制
で
分
担
す
る
、
い

わ
ゆ
る
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
で
あ
る
。
受

け
入
れ
る
企
業
と
し
て
も
、
責
任
感
が
強
く

ま
じ
め
に
仕
事
に
取
り
組
む
人
材
を
活
用
で

き
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
休
耕
地
を

　
生
活
者
は
新
し
い
時
代
の
到
来
に
応
じ

「
セ
カ
ン
ド
・
ラ
イ
フ
を
い
か
に
充
実
さ
せ

る
か
」
を
早
い
う
ち
、
で
き
れ
ば
若
い
頃
か

ら
意
識
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
基

本
的
に
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
・
キ
ャ
リ
ア
で
培

っ
た
様
々
な
資
源
を
活
用
し
、「
働
く
」「
学

ぶ
」「
遊
ぶ
」「
休
む
」
を
柔
軟
に
バ
ラ
ン
ス

さ
せ
る
特
典
を
持
て
る
の
だ
と
い
う
前
向
き

な
心
構
え
が
重
要
だ
。
そ
の
た
め
に
も
多
様

な
集
団
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
か
か
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
１
つ
で
な
く
２
つ
３

つ
で
も
よ
い
し
、
中
に
は
う
ま
く
い
か
な
い

も
の
が
あ
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
そ
の
際
、

家
族
の
後
押
し
や
情
報
が
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
が
多
い
と
い
う
事
実
も
知
っ
て
お
く
と

よ
い
だ
ろ
う
。
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フ
ァ
ー
ス
ト・キ
ャ
リ
ア
の

段
階
か
ら

人
生
設
計
を

考
え
て
い
く
べ
き
だ
。

千葉県柏市のセカンド・ライフ就労システム
リタイア層が慣れ親しんできた

「仕事・就労」という形をとりつつ、セカンド・ライフを豊かにし、
地域や社会に貢献できる場としての就労システム実験例。
こうした形が全国のシルバー人材派遣センター等に

実装されていくことが期待される。

Chart 

千葉県柏市と東京大学
高齢社会総合研究機構
の協力提携によって行
われている、超高齢社
会に向けた地域社会づ
くり研究の一環として、

「生きがい就労プロジ
ェクト」が実装されて
いる。

高齢者を
地域の各事業者に
マッチングする
実装例

●セカンド・ライフの
　要望に応じた
　「働きたいときに働ける」
　働き方。
●地域の課題解決に
　貢献できる。

東京大学
高齢社会総合研究機構
提供による
資料等をもとに作図

高齢者の活力を
社会に活かす
「生きがい就労」の
考えかた

ファーマーズマーケット

特性

屋上農園

ミニ野菜工場 紙おむつリサイクル工場

学童保育配食サービス

コミュニティ食堂

市民農園

人材プール
（2014年4月現在700人）

生計維持の
ための
就労

交流・趣味
などの
場の創造

生きがい
就労
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２
０
０
９
年
の
調
査
（
39
・
８
％
）
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災

害
の
危
険
性
に
関
す
る
情
報
や
災
害
対
策
に
役
立
つ
情
報
に
つ
い
て
、
現

在
よ
り
充
実
し
て
ほ
し
い
も
の
と
し
て
、「
災
害
時
に
提
供
さ
れ
る
情
報

の
内
容
、
入
手
先
、
利
用
方
法
」
が
41
・
３
％
で
、
２
０
０
２
年
の
調
査

結
果
（
35
・
５
％
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
公
助
の
限
界
と
自
助
の
必
要
性
へ
の
気
づ
き
が
、

生
活
者
の
な
か
に
あ
る
程
度
広
が
っ
て
い
る
様
子
は
う
か
が
え
ま
す
。
一

方
で
、
大
地
震
の
被
害
想
定
と
と
も
に
、
耐
震
補
強
工
事
の
必
要
性
が
強

く
叫
ば
れ
て
い
て
も
、
金
銭
面
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
工
事
を

行
う
つ
も
り
は
な
い
と
の
意

向
は
増
え
て
い
ま
す
。
リ
ス

ク
情
報
や
施
策
情
報
を
一
方

的
に
伝
え
る
だ
け
で
は
、
問

題
は
解
決
し
な
い
こ
と
の
典

型
例
と
い
え
ま
す
。
代
替
手

段
を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
に
応
じ
て
、
命
を
守
る
複

数
の
選
択
肢
を
と
も
に
考
え
、

減
災
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

災
害
に
関
す
る
情
報
の
あ
り

よ
う
そ
の
も
の
に
疑
問
を
投

げ
か
け
る
回
答
の
多
さ
に
は
、

生
活
者
と
行
政
や
企
業
等
の

間
で
、
リ
ス
ク
情
報
の
共
有

が
で
き
て
い
な
い
現
状
が
あ

か
ら
さ
ま
に
見
て
取
れ
ま
す
。

　
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
切
迫
性
が
、
甚
大
な
被
害

想
定
と
防
災
・
減
災
対
策
の
必
要
性

と
と
も
に
繰
り
返
し
情
報
発
信
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
の
影

響
と
見
ら
れ
る
集
中
豪
雨
や
台
風
等

の
風
水
害
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
目
を
向
け
る
と
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
み
、
高
度
経

済
成
長
期
以
降
に
建
設
さ
れ
て
き
た
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
が
老
朽
化
し
、
安

心
・
安
全
を
ど
の
よ
う
に
担
保
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
難
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
高
度
に
機
能
が
集
中
し
た
大
都
市
圏
は
、
災
害

に
対
し
て
は
極
め
て

ぜ
い脆 

じ
や
く弱

で
計
り
知
れ
な
い
リ
ス
ク
を
抱
え
込
ん
で
い

ま
す
。

　
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
１
９
６
１
年
の
災
害
対
策
基

本
法
以
来
、
専
門
家
主
導
で
進
め
ら
れ
て
き
た
防
災
の
限
界
を

あ
ら
わ顕

に
し
、

「
減
災
」
と
い
う
考
え
方
に
目
を
向
け
て
い
く
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
災

害
を
抑
え
込
ん
で
被
害
を
防
ぐ
の
で
は
な
く
、
災
害
は
避
け
ら
れ
な
い
も

の
と
捉
え
、
被
害
を
最
小
化
す
る
取
り
組
み
を
社
会
の
な
か
に
根
づ
か
せ

て
い
く
方
向
性
で
す
。
お
の
ず
と
、
減
災
の
取
り
組
み
は
、
専
門
家
や
行

政
だ
け
が
担
う
も
の
で
は
な
く
、
生
活
者
も
企
業
も
、
地
域
・
社
会
に
関

わ
る
あ
ら
ゆ
る
人
や
組
織
が
主
体
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
被
害
を
最
小
化

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
別
な
備
え
と
し
て
の
防
災
だ
け
で
な
く
、
災
害

が
起
き
た
後
の
救
援
や
復
旧
、
生
活
再
建
や
復
興
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て

日
常
の
な
か
に
埋
め
込
ま
れ
た
減
災
文
化
の
醸
成
ま
で
広
が
り
を
持
っ

た
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
災
害
へ
の
し
な
や
か
な
対

応
力
・
回
復
力
〝
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
〞
を
持
っ
た
暮
ら
し
・
地
域
・
社
会
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
減
災
の
考
え
方
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、

い
っ
そ
う
痛
切
に
社
会
全
体
に
認
識
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
災
害

の
記
憶
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
、
生
活
者
と
行
政
や
企
業
等
が
リ

ス
ク
情
報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
い
る
な
か
で
よ
り
よ
い
選
択
を
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
。

頑
健
な
備
え
が
、
と
も
す
る
と
過
信
や
誤
っ
た
判
断
を
招
く
恐
れ
も
あ
る

こ
と
な
ど
。
こ
れ
ら
の
ジ
レ
ン
マ
を
自
覚
し
て
い
く
こ
と
が
、
言
葉
だ
け

で
終
わ
ら
な
い
実
の
あ
る
減
災
に
向
け
た
第
一
歩
に
な
る
の
だ
と
考
え
ま

す
。

　
予
見
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
被
害
想
定
（
内
閣
府
、
２

０
１
２
年
８
月
公
表
の
第
一
次
報

告
）
は
、
現
段
階
で
科
学
的
に
考
え

ら
れ
る
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波

を
推
計
し
た
も
の
で
す
。
南
海
ト
ラ

フ
で
次
に
起
き
る
地
震
の
位
置
や
大
き
さ
は
予
測
で
き
ず
、
む
や
み
に
悲

嘆
に
暮
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
全
壊
・
焼
失
棟
数
は
最
大
約
２
３
８
万

６
０
０
０
棟
、
死
者
は
最
大
約
32
万
３
０
０
０
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
最
悪
ケ
ー
ス
の
発
生
確
率
は
極
め
て
低
く
、
防
災
・
減
災
対
策

を
と
る
こ
と
で
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
そ
の
被
害
軽
減
効
果
は
次
の
よ
う
に
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。「
建

物
の
現
状
の
耐
震
化
率（
約
８
割
）を
約
９
割
ま
で
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

揺
れ
に
よ
る
全
壊
棟
数
は
、
約
62
万
７
０
０
０
棟
か
ら
約
36
万
１
０
０
０

棟
に
約
４
割
減
少
す
る
（
地
震
動
が
基
本
ケ
ー
ス
の
場
合
）」「
早
期
避
難

率
が
低
く
津
波
避
難
ビ
ル
が
活
用
さ
れ
な
い
場
合
と
、
全
員
が
発
災
後
す

ぐ
に
避
難
を
開
始
し
、
か
つ
、
津
波
避
難
ビ
ル
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ
た

場
合
を
比
較
す
る
と
、
津
波
に
よ
る
死
者
数
は
最
大
で
約
９
割
減
少
す
る

（
地
震
動
が
基
本
ケ
ー
ス
で
、
夏
・
昼
に
発
災
の
場
合
）」

　
被
害
想
定
の
手
法
は
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
必
要

に
応
じ
て
修
正
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
被
害
想

定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
よ
り
詳
細
な
検

討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
浸
水
地
域
で
膨
大
な
避
難
者
が

発
生
す
る
大
阪
府
の
被
害
想
定
（
２
０
１
３
年
10
月
公
表
）
は
、
内
閣
府

の
想
定
を
遥
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
防
災
・
減
災
の
対
策
の
あ
り
方
や
効
果
の
推
計
に
つ
い
て
も
、
地
域
の

状
況
に
応
じ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

何
よ
り
も
、
効
果
の
推
計
が
、
推
計
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
効
果
を
現
実
の
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
や

専
門
家
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
生
活
者
や
企
業
等
が
主
体
と
な
っ
て
、
地

域
の
特
性
や
リ
ス
ク
情
報
を
共
有
し
、
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
検
討

段
階
か
ら
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
は
ず
で
す
。

　
リ
ス
ク
情
報
の
共
有
や
共
助
は
容

易
に
進
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
日
本
大
震
災
後
で
は
初
め
て
と
な

っ
た
「
防
災
に
関
す
る
世
論
調
査
」

（
内
閣
府
、
２
０
１
３
年
12
月
調
査
、

全
国
の
20
歳
以
上
の
男
女
５
０
０
０

人
を
対
象
と
し
３
１
１
０
人
が
回
答
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。「
こ
こ
１

〜
２
年
ぐ
ら
い
の
間
に
、
家
族
や
身
近
な
人
と
、
災
害
が
起
き
た
ら
ど
う

す
る
か
な
ど
の
話
し
合
い
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
の
問
い
に
、

「
あ
る
」
と
答
え
た
人
が
62
・
８
％
で
、
同
じ
質
問
を
し
た
２
０
０
２
年

の
調
査
結
果
（
34
・
９
％
）
に
比
べ
倍
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
地
震

に
備
え
た
対
策
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
「
食
料
や
飲
料
水
を
準
備
し
て
い

る
」
が
46
・
６
％
で
、
２
０
０
９
年
の
調
査
結
果
（
33
・
４
％
）
を
上
回

っ
て
半
数
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
あ
な
た
の
お
住
ま
い
に

つ
い
て
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
つ
も
り
が
あ
り
ま
す
か
」
の
問
い
に

は
、「
実
施
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
答
え
た
人
が
48
・
１
％
に
の
ぼ
り
、

　
生
活
者
が
リ
ス
ク
を
理
解
し
察
知

す
る
力
や
、
リ
ス
ク
回
避
に
最
適
の

行
動
を
選
択
す
る
力
は
、
命
を
守
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
ま
ず
は
リ
ス
ク
に
関
す

る
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
知
識
は
持
っ
て
い
て
も
、
最
善
の
行

動
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
、
災
害
現
場
に
お
い
て
も
、
事
前
の

備
え
に
お
い
て
も
往
々
に
し
て
生
じ
、
結
果
と
し
て
大
き
な
被
害
や
混
乱

を
招
い
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
々
の
利
益
を
追
求
す
る
行

動
が
集
団
の
減
災
効
果
を
妨
げ
て
し
ま
う
例
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
教

訓
と
し
て
、
一
方
的
に
正
し
い
と
さ
れ
る
知
識
を
伝
え
る
だ
け
で
は
、
地

域
・
社
会
の
利
益
に
結
び
つ
く
自
助
の
力
を
引
き
出
し
に
く
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
生
活
者
が
属
し
て
い
る
職
場
や
学
校
や
地
域
等
、
集
団
の
な

か
で
知
識
が
規
範
と
し
て
共
有
さ
れ
た
と
き
に
、
初
め
て
知
識
は
知
恵
と

な
っ
て
身
に
つ
き
、
個
々
の
主
体
的
な
行
動
に
つ
な
が
り
活
か
さ
れ
て
い

き
ま
す
。つ
ま
り
、自
助“

Save Y
ourself”

の
効
果
を
高
め
て
い
く
に
は
、

共
助“

Save O
urselves”

の
基
盤
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
し
か
し
、
生
活
の
個
人
化
が
進
み
、
地
域
の
つ
な
が
り
も
希
薄
に
な
り
、

集
団
的
な
規
範
を
共
有
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
現
実
も
あ
り
ま
す
。
災

害
は
そ
う
し
た
地
域
・
社
会
の
弱
点
を
衝
い
て
き
ま
す
。
社
会
的
資
源
の

不
足
を
補
っ
て
い
く
た
め
に
、
地
域
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
厳
し
い
状
況
下
に
あ
っ
て
、
生
活
者
と
行
政
・

企
業
等
が
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
身
近
な
暮
ら
し
の

場
か
ら
、
知
識
を
規
範
に
変
換
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
的
な
装
置

や
仕
組
み
を
と
も
に
創
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
Ｃ
Ｅ
Ｌ（
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
文
化
研
究
所
）
は
、
生
活
者
の

視
点
で
、
持
続
可
能
な
社
会
の
あ
り

方
を
探
究
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
を
横
断
し
て
、
生
活
者
や
地

域
、
専
門
家
や
行
政
・
企
業
等
と
の

中
間
に
立
ち
、
情
報
共
有
の

た
め
の
つ
な
ぎ
手
と
な
っ
て

い
く
こ
と
が
、
大
切
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
を
背
景
に
地
域
の
足
元

が
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
な
か
で
、

自
然
災
害
を
は
じ
め
と
す
る

リ
ス
ク
に
ど
の
よ
う
に
向
き

合
い
、
持
続
性
の
あ
る
し
な

や
か
な
社
会
を
築
い
て
い
け

ば
よ
い
の
か
。
そ
の
た
め
の

減
災
の
あ
り
方
に
関
す
る
知

を
、
情
報
誌
『
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』
を

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
広

く
共
有
し
、生
活
者
・
行
政
・

企
業
等
の
協
働
に
活
か
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
、「
減
災
講
座
」
の

連
載
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部

准
教
授
永
松
伸
吾
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
減
災
政

策
の
大
き
な
方
向
性
、
背
景

に
あ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
概
念
、
生
活
者
の
減
災
を
め
ぐ
る
現
状
と

課
題
、
社
会
全
体
最
適
化
の
デ
ザ
イ
ン
、
減
災
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
協
働
な
ど
、
専
門
性
を
超
え
て
知
の
交
流
を
行
い
な
が
ら
情
報
発
信
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
昨
年
末
、
国
土
強
靭
化
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
今
後
各
地
で
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
行
政
や
企
業
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の

主
体
で
あ
る
生
活
者
の
関
わ
り
な
し
に
、
し
な
や
か
な
力
を
持
っ
た
社
会

は
実
現
で
き
な
い
は
ず
で
す
。
こ
の
講
座
が
、
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
は

災
害
リ
ス
ク
に

ど
う
向
き
合
っ
て

い
く
か

南海トラフ巨大地震が起こ
ったと想定した場合、建物
の現状の耐震化率（約８
割）を約９割まで上げるこ
とで、揺れによる全壊棟数
は、約４割減少すると推計
されている。
参考資料：内閣府「南海トラフ巨大地
震の被害想定について（第一次報
告）」2012年8月29日公表
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２
０
０
９
年
の
調
査
（
39
・
８
％
）
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災

害
の
危
険
性
に
関
す
る
情
報
や
災
害
対
策
に
役
立
つ
情
報
に
つ
い
て
、
現

在
よ
り
充
実
し
て
ほ
し
い
も
の
と
し
て
、「
災
害
時
に
提
供
さ
れ
る
情
報

の
内
容
、
入
手
先
、
利
用
方
法
」
が
41
・
３
％
で
、
２
０
０
２
年
の
調
査

結
果
（
35
・
５
％
）
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
公
助
の
限
界
と
自
助
の
必
要
性
へ
の
気
づ
き
が
、

生
活
者
の
な
か
に
あ
る
程
度
広
が
っ
て
い
る
様
子
は
う
か
が
え
ま
す
。
一

方
で
、
大
地
震
の
被
害
想
定
と
と
も
に
、
耐
震
補
強
工
事
の
必
要
性
が
強

く
叫
ば
れ
て
い
て
も
、
金
銭
面
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
、
工
事
を

行
う
つ
も
り
は
な
い
と
の
意

向
は
増
え
て
い
ま
す
。
リ
ス

ク
情
報
や
施
策
情
報
を
一
方

的
に
伝
え
る
だ
け
で
は
、
問

題
は
解
決
し
な
い
こ
と
の
典

型
例
と
い
え
ま
す
。
代
替
手

段
を
含
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

情
に
応
じ
て
、
命
を
守
る
複

数
の
選
択
肢
を
と
も
に
考
え
、

減
災
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

災
害
に
関
す
る
情
報
の
あ
り

よ
う
そ
の
も
の
に
疑
問
を
投

げ
か
け
る
回
答
の
多
さ
に
は
、

生
活
者
と
行
政
や
企
業
等
の

間
で
、
リ
ス
ク
情
報
の
共
有

が
で
き
て
い
な
い
現
状
が
あ

か
ら
さ
ま
に
見
て
取
れ
ま
す
。

　
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
切
迫
性
が
、
甚
大
な
被
害

想
定
と
防
災
・
減
災
対
策
の
必
要
性

と
と
も
に
繰
り
返
し
情
報
発
信
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
気
候
変
動
の
影

響
と
見
ら
れ
る
集
中
豪
雨
や
台
風
等

の
風
水
害
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
目
を
向
け
る
と
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
み
、
高
度
経

済
成
長
期
以
降
に
建
設
さ
れ
て
き
た
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
が
老
朽
化
し
、
安

心
・
安
全
を
ど
の
よ
う
に
担
保
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
難
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
高
度
に
機
能
が
集
中
し
た
大
都
市
圏
は
、
災
害

に
対
し
て
は
極
め
て

ぜ
い脆 

じ
や
く弱

で
計
り
知
れ
な
い
リ
ス
ク
を
抱
え
込
ん
で
い

ま
す
。

　
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
１
９
６
１
年
の
災
害
対
策
基

本
法
以
来
、
専
門
家
主
導
で
進
め
ら
れ
て
き
た
防
災
の
限
界
を

あ
ら
わ顕

に
し
、

「
減
災
」
と
い
う
考
え
方
に
目
を
向
け
て
い
く
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
災

害
を
抑
え
込
ん
で
被
害
を
防
ぐ
の
で
は
な
く
、
災
害
は
避
け
ら
れ
な
い
も

の
と
捉
え
、
被
害
を
最
小
化
す
る
取
り
組
み
を
社
会
の
な
か
に
根
づ
か
せ

て
い
く
方
向
性
で
す
。
お
の
ず
と
、
減
災
の
取
り
組
み
は
、
専
門
家
や
行

政
だ
け
が
担
う
も
の
で
は
な
く
、
生
活
者
も
企
業
も
、
地
域
・
社
会
に
関

わ
る
あ
ら
ゆ
る
人
や
組
織
が
主
体
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
被
害
を
最
小
化

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
特
別
な
備
え
と
し
て
の
防
災
だ
け
で
な
く
、
災
害

が
起
き
た
後
の
救
援
や
復
旧
、
生
活
再
建
や
復
興
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て

日
常
の
な
か
に
埋
め
込
ま
れ
た
減
災
文
化
の
醸
成
ま
で
広
が
り
を
持
っ

た
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
災
害
へ
の
し
な
や
か
な
対

応
力
・
回
復
力
〝
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
〞
を
持
っ
た
暮
ら
し
・
地
域
・
社
会
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
こ
う
し
た
減
災
の
考
え
方
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、

い
っ
そ
う
痛
切
に
社
会
全
体
に
認
識
さ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
災
害

の
記
憶
を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
、
生
活
者
と
行
政
や
企
業
等
が
リ

ス
ク
情
報
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
複
雑

に
絡
み
合
っ
て
い
る
な
か
で
よ
り
よ
い
選
択
を
し
て
い
く
こ
と
の
難
し
さ
。

頑
健
な
備
え
が
、
と
も
す
る
と
過
信
や
誤
っ
た
判
断
を
招
く
恐
れ
も
あ
る

こ
と
な
ど
。
こ
れ
ら
の
ジ
レ
ン
マ
を
自
覚
し
て
い
く
こ
と
が
、
言
葉
だ
け

で
終
わ
ら
な
い
実
の
あ
る
減
災
に
向
け
た
第
一
歩
に
な
る
の
だ
と
考
え
ま

す
。

　
予
見
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
の
被
害
想
定
（
内
閣
府
、
２

０
１
２
年
８
月
公
表
の
第
一
次
報

告
）
は
、
現
段
階
で
科
学
的
に
考
え

ら
れ
る
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
・
津
波

を
推
計
し
た
も
の
で
す
。
南
海
ト
ラ

フ
で
次
に
起
き
る
地
震
の
位
置
や
大
き
さ
は
予
測
で
き
ず
、
む
や
み
に
悲

嘆
に
暮
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
全
壊
・
焼
失
棟
数
は
最
大
約
２
３
８
万

６
０
０
０
棟
、
死
者
は
最
大
約
32
万
３
０
０
０
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
最
悪
ケ
ー
ス
の
発
生
確
率
は
極
め
て
低
く
、
防
災
・
減
災
対
策

を
と
る
こ
と
で
被
害
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
そ
の
被
害
軽
減
効
果
は
次
の
よ
う
に
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。「
建

物
の
現
状
の
耐
震
化
率（
約
８
割
）を
約
９
割
ま
で
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

揺
れ
に
よ
る
全
壊
棟
数
は
、
約
62
万
７
０
０
０
棟
か
ら
約
36
万
１
０
０
０

棟
に
約
４
割
減
少
す
る
（
地
震
動
が
基
本
ケ
ー
ス
の
場
合
）」「
早
期
避
難

率
が
低
く
津
波
避
難
ビ
ル
が
活
用
さ
れ
な
い
場
合
と
、
全
員
が
発
災
後
す

ぐ
に
避
難
を
開
始
し
、
か
つ
、
津
波
避
難
ビ
ル
が
効
果
的
に
活
用
さ
れ
た

場
合
を
比
較
す
る
と
、
津
波
に
よ
る
死
者
数
は
最
大
で
約
９
割
減
少
す
る

（
地
震
動
が
基
本
ケ
ー
ス
で
、
夏
・
昼
に
発
災
の
場
合
）」

　
被
害
想
定
の
手
法
は
確
立
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
必
要

に
応
じ
て
修
正
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
被
害
想

定
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
た
よ
り
詳
細
な
検

討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
浸
水
地
域
で
膨
大
な
避
難
者
が

発
生
す
る
大
阪
府
の
被
害
想
定
（
２
０
１
３
年
10
月
公
表
）
は
、
内
閣
府

の
想
定
を
遥
か
に
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
防
災
・
減
災
の
対
策
の
あ
り
方
や
効
果
の
推
計
に
つ
い
て
も
、
地
域
の

状
況
に
応
じ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。

何
よ
り
も
、
効
果
の
推
計
が
、
推
計
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。
効
果
を
現
実
の
も
の
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
や

専
門
家
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
生
活
者
や
企
業
等
が
主
体
と
な
っ
て
、
地

域
の
特
性
や
リ
ス
ク
情
報
を
共
有
し
、
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
検
討

段
階
か
ら
参
画
し
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
は
ず
で
す
。

　
リ
ス
ク
情
報
の
共
有
や
共
助
は
容

易
に
進
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

東
日
本
大
震
災
後
で
は
初
め
て
と
な

っ
た
「
防
災
に
関
す
る
世
論
調
査
」

（
内
閣
府
、
２
０
１
３
年
12
月
調
査
、

全
国
の
20
歳
以
上
の
男
女
５
０
０
０

人
を
対
象
と
し
３
１
１
０
人
が
回
答
）
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。「
こ
こ
１

〜
２
年
ぐ
ら
い
の
間
に
、
家
族
や
身
近
な
人
と
、
災
害
が
起
き
た
ら
ど
う

す
る
か
な
ど
の
話
し
合
い
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
の
問
い
に
、

「
あ
る
」
と
答
え
た
人
が
62
・
８
％
で
、
同
じ
質
問
を
し
た
２
０
０
２
年

の
調
査
結
果
（
34
・
９
％
）
に
比
べ
倍
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
地
震

に
備
え
た
対
策
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
「
食
料
や
飲
料
水
を
準
備
し
て
い

る
」
が
46
・
６
％
で
、
２
０
０
９
年
の
調
査
結
果
（
33
・
４
％
）
を
上
回

っ
て
半
数
近
く
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
あ
な
た
の
お
住
ま
い
に

つ
い
て
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
つ
も
り
が
あ
り
ま
す
か
」
の
問
い
に

は
、「
実
施
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
答
え
た
人
が
48
・
１
％
に
の
ぼ
り
、

　
生
活
者
が
リ
ス
ク
を
理
解
し
察
知

す
る
力
や
、
リ
ス
ク
回
避
に
最
適
の

行
動
を
選
択
す
る
力
は
、
命
を
守
る

た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
ま
ず
は
リ
ス
ク
に
関
す

る
知
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
知
識
は
持
っ
て
い
て
も
、
最
善
の
行

動
に
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
、
災
害
現
場
に
お
い
て
も
、
事
前
の

備
え
に
お
い
て
も
往
々
に
し
て
生
じ
、
結
果
と
し
て
大
き
な
被
害
や
混
乱

を
招
い
て
い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
々
の
利
益
を
追
求
す
る
行

動
が
集
団
の
減
災
効
果
を
妨
げ
て
し
ま
う
例
も
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
教

訓
と
し
て
、
一
方
的
に
正
し
い
と
さ
れ
る
知
識
を
伝
え
る
だ
け
で
は
、
地

域
・
社
会
の
利
益
に
結
び
つ
く
自
助
の
力
を
引
き
出
し
に
く
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
生
活
者
が
属
し
て
い
る
職
場
や
学
校
や
地
域
等
、
集
団
の
な

か
で
知
識
が
規
範
と
し
て
共
有
さ
れ
た
と
き
に
、
初
め
て
知
識
は
知
恵
と

な
っ
て
身
に
つ
き
、
個
々
の
主
体
的
な
行
動
に
つ
な
が
り
活
か
さ
れ
て
い

き
ま
す
。つ
ま
り
、自
助“

Save Y
ourself”

の
効
果
を
高
め
て
い
く
に
は
、

共
助“

Save O
urselves”

の
基
盤
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
し
か
し
、
生
活
の
個
人
化
が
進
み
、
地
域
の
つ
な
が
り
も
希
薄
に
な
り
、

集
団
的
な
規
範
を
共
有
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
現
実
も
あ
り
ま
す
。
災

害
は
そ
う
し
た
地
域
・
社
会
の
弱
点
を
衝
い
て
き
ま
す
。
社
会
的
資
源
の

不
足
を
補
っ
て
い
く
た
め
に
、
地
域
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て

い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
厳
し
い
状
況
下
に
あ
っ
て
、
生
活
者
と
行
政
・

企
業
等
が
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
、
身
近
な
暮
ら
し
の

場
か
ら
、
知
識
を
規
範
に
変
換
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
的
な
装
置

や
仕
組
み
を
と
も
に
創
り
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
Ｃ
Ｅ
Ｌ（
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
文
化
研
究
所
）
は
、
生
活
者
の

視
点
で
、
持
続
可
能
な
社
会
の
あ
り

方
を
探
究
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
を
横
断
し
て
、
生
活
者
や
地

域
、
専
門
家
や
行
政
・
企
業
等
と
の

中
間
に
立
ち
、
情
報
共
有
の

た
め
の
つ
な
ぎ
手
と
な
っ
て

い
く
こ
と
が
、
大
切
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
今
、
少
子
高
齢
化
・
人
口

減
少
を
背
景
に
地
域
の
足
元

が
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
な
か
で
、

自
然
災
害
を
は
じ
め
と
す
る

リ
ス
ク
に
ど
の
よ
う
に
向
き

合
い
、
持
続
性
の
あ
る
し
な

や
か
な
社
会
を
築
い
て
い
け

ば
よ
い
の
か
。
そ
の
た
め
の

減
災
の
あ
り
方
に
関
す
る
知

を
、
情
報
誌
『
Ｃ
Ｅ
Ｌ
』
を

プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
広

く
共
有
し
、生
活
者
・
行
政
・

企
業
等
の
協
働
に
活
か
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
考
え
、「
減
災
講
座
」
の

連
載
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
関
西
大
学
社
会
安
全
学
部

准
教
授
永
松
伸
吾
氏
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
減
災
政

策
の
大
き
な
方
向
性
、
背
景

に
あ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
概
念
、
生
活
者
の
減
災
を
め
ぐ
る
現
状
と

課
題
、
社
会
全
体
最
適
化
の
デ
ザ
イ
ン
、
減
災
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
協
働
な
ど
、
専
門
性
を
超
え
て
知
の
交
流
を
行
い
な
が
ら
情
報
発
信
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
昨
年
末
、
国
土
強
靭
化
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
今
後
各
地
で
計
画
が
進

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
行
政
や
企
業
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の

主
体
で
あ
る
生
活
者
の
関
わ
り
な
し
に
、
し
な
や
か
な
力
を
持
っ
た
社
会

は
実
現
で
き
な
い
は
ず
で
す
。
こ
の
講
座
が
、
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

住宅耐震補強工事の実施意向調査結果（内閣府）

Chart 2

2009～2013年を比較すると、
2011年の東日本大震災を
経ているにもかかわらず、

「既に耐震性がある」は伸
び悩み、「実施するつもり
はない」人が増加している。
耐震補強工事の必要性が
強く叫ばれても、さまざまな
理由で工事を行うつもりは
ないとの意向が増えている。
（内閣府「防災に関する特別世論調
査（2009年）」、「防災に関する世論調
査（2013年）」をもとに作成）

効果があるにもかかわらず、住宅の耐震補強工事をしようとする人は少ない
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大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
中
退
。

同
研
究
科
助
手
、神
戸・人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
経
て
現
職
。専
門
は
公
共
政
策（
防
災・減

災・危
機
管
理
）・地
域
経
済
復
興
。主
著
に『
減
災

政
策
論
入
門
』（
弘
文
堂
）、『
キ
ャ
ッ
シ
ュ・フ
ォ
ー・

ワ
ー
ク
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）な
ど
。

日
々
私
た
ち
が
遭
遇
す
る「
リ
ス
ク
」に
は
、

自
然
災
害
は
も
と
よ
り
事
故
、犯
罪
ま
で
、様
々
な
も
の
が
含
ま
れ
る
。

こ
の
リ
ス
ク
か
ら
人
々
の
命
を
守
り
、安
全
性
の
高
い
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
、

近
年
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
も
つ
力
と「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」と
い
う
概
念
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
つ
つ
将
来
の
安
全
な
暮
ら
し
を

支
え
う
る
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
。

の
戦
い
ま
で
も
が
、
安
全
な
地
域
社
会
の
守
備
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
す
べ
て
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
予
防
措
置
を
取
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
発
生
し
た

被
害
か
ら
速
や
か
に
回
復
す
る
た
め
の
対
策
を
取
り
、
い
か
な
る
危
機
や

災
害
に
お
い
て
も
地
域
社
会
の
機
能
を
継
続
す
る
と
い
う
考
え
方
が
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。現
在
米
国
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
言
え
ば
、

主
に
こ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
我
が
国
で
も
、
東
日
本
大
震
災
は
そ
の
発
生
直
後
か
ら
「
想
定
外
」
と

形
容
さ
れ
ま
し
た
。
科
学
的
に
被
害
を
予
測
し
、
技
術
的
に
予
防
す
る
と

い
う
従
来
の
「
防
災
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
深
刻
な
限
界
が
露
呈
し
た
わ
け

で
す
。
し
か
も
こ
の
災
害
で
は
世
界
最
悪
レ
ベ
ル
の
原
発
事
故
と
い
う
、

こ
れ
も
ま
た
十
分
に
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
態
が
現
実
の
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
発
想
が
、
今
後
の
我
が
国
で
も
重
要

に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
は
い
っ
た
い
何
に
よ
っ

て
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
米
国
の

政
治
学
者
ダ
ニ
エ
ル
・
ア
ル
ド
リ
ッ

チ
は
そ
の
著
書
の
中
で
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
高
い
地
域
ほ
ど
、
被
災
か
ら
の
復
興
が
早
い
と
い
う

こ
と
を
実
証
し
て
い
ま
す（
＊
１
）。ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は「
社

会
関
係
資
本
」
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
人
的
な
つ
な
が
り
や
信
頼
な
ど
を
表

す
概
念
で
す
。
ア
ル
ド
リ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
社
会
関
係
が
強
い

地
域
ほ
ど
、
人
口
の
回
復
が
早
か
っ
た
り
、
外
部
か
ら
の
救
援
を
受
け
や

す
か
っ
た
り
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
米
国
の
経
済
学
者
チ
ェ
ム
リ
ー
・
ラ
イ
ト
は
、
ハ
リ
ケ

ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
で
被
災
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
口
回

復
が
著
し
く
早
か
っ
た
点
に
注
目
し
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
教
会
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
な
り
、
様
々
な
利
害
関
係
者
を
結
び
つ
け
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
ま
す
（
＊
２
）。
い
ず
れ
の
指
摘
も
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の

大
き
な
構
成
要
素
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
人
々
や
団
体
の

﹅ 関 

﹅ 係 

﹅ 性
に
あ

る
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
ま
す
（
＊
３
）。

　
関
係
性
に
着
目
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
防
災
に
と
っ
て
革
命
的
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
が
、
ど
こ
に
ど
う
い

っ
た
防
災
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
か
と
か
、
ど
れ
だ
け
そ
の
建
物
が
頑

「
知
ら
な
い
人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ

て
も
、つ
い
て
い
か
な
い
よ
う
に
ね
」

　
ど
う
い
う
文
脈
か
は
忘
れ
ま
し
た

が
、
小
２
の
息
子
に
そ
ん
な
話
を
し

ま
し
た
。
犯
罪
や
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
、
身
を
守
る
た
め
の
心
得
と
し
て
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

「
知
っ
て
る
人
だ
っ
た
ら
い
い
の
？
」

「
う
ん
、
お
友
達
の
お
父
さ
ん
と
か
、
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
と
か
、
父

さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
る
人
な
ら
大
丈
夫
だ
よ
」

「
で
も
、
父
さ
ん
が
知
っ
て
て
、
俺
が
知
ら
な
い
人
も
い
る
よ
ね
。
ど
う

す
る
の
？
　
俺
わ
か
ら
な
い
よ
？
」

　
こ
う
言
わ
れ
て
、
一
瞬
言
葉
に
詰
ま
り
ま
し
た
。
信
用
す
る
な
と
い
う

の
は
簡
単
な
の
で
す
が
、
私
は
次
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。

「
だ
か
ら
、
周
り
の
人
に
は
必
ず
あ
い
さ
つ
を
し
な
さ
い
。
父
さ
ん
の
知

り
合
い
や
友
達
に
も
そ
う
し
な
さ
い
。
そ
う
や
っ
て
い
ろ
ん
な
人
と
普
段

か
ら
あ
い
さ
つ
し
て
、
そ
れ
で
も
知
ら
な
い
人
だ
っ
た
ら
、
そ
の
人
は
あ

ま
り
信
用
し
な
い
方
が
い
い
と
思
う
」

　
息
子
は
な
る
ほ
ど
と
い
う
顔
で
「
う
ん
、
わ
か
っ
た
」
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
場
の
思
い
つ
き
で
し
た
が
、
今
思
っ
て
も
、
あ
な
が
ち
悪

い
答
え
で
は
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か

な
い
」
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
顔
見
知
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
増
や
す
こ

と
の
方
が
、
彼
を
危
険
か
ら
守
る
た
め
に
は
本
質
的
に
重
要
だ
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

　
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
最

近
こ
の
よ
う
に
「
社
会
の
関
係
性
」

か
ら
防
災
や
安
全
の
問
題
を
考
え
る

ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
欧
米
を
中
心
に
盛

ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
言
わ
れ
る
概
念
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、
生
物
学
や
心
理
学
で
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
用

語
で
あ
り
、
分
野
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
解
釈
が
異
な
る
よ
う
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
に
学
問
的
に
洗
練
さ
れ
た
議
論
は
多
く
な
い
の
で
す
が
、
逆
に
言
え

ば
非
常
に
懐
の
広
い
用
語
で
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
多
く
の
研
究
者
や
実

務
家
の
関
心
を
引
き
つ
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
本
稿
の
関
心
は
、
災
害
や
危
機
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
に
つ
い
て
で
す
。こ
の
場
合
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
、一
般
的
に「
災

害
や
危
機
に
直
面
し
た
社
会
が
元
に
戻
る
（bouncing back

）
能
力
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
を
経
験
し
て
そ
の
後
衰
退
す
る
地
域
や
、

回
復
に
著
し
く
時
間
の
か
か
る
地
域
も
あ
れ
ば
、
他
方
で
速
や
か
に
元
に

戻
る
地
域
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
何
が
違
う
の
か
と
い
う
の
が
、
こ
の
概
念

の
元
々
の
関
心
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
火
災
を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
食
い
止
め
た
真
野
地
区
や
、
住
民
主

導
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
で
有
名
に
な
っ
た
松
本
地
区
の
よ
う
な
事
例
が
あ

り
ま
す
。
米
国
で
も
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
に
よ
る
激
甚
な
被
害

を
受
け
た
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
市
の
中
に
、
非
常
に
人
口
の
回
復
の
早
か

っ
た
地
域
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に

対
す
る
問
題
意
識
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
関
心
の
高
ま
り
は
、
地
域
社
会
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
や
ハ
ザ

ー
ド
が
多
様
化
し
、
ま
た
複
雑
化
し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ラ
の
急
速
な
発
達
と
、
都
市
の
生
活
が
そ
れ
ら
に
依
存
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
災
害
の
リ
ス
ク
は
急
速
に
複
雑
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
を
事
前
に
予
測
し
、
そ
れ
ら
の
発
生
を
技
術

的
に
食
い
止
め
る
と
い
う
発
想
だ
け
で
は
限
界
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
米
国
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
２
０
０
１
年
の
９
・

11
テ
ロ
の
経
験
で
す
。
そ
れ
以
降
、
テ
ロ
リ
ス
ト
と
い
う
見
え
な
い
敵
と

Pro
lo

gue
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強
か
、
ど
れ
だ
け
備
蓄
が
あ
る
か
、
ど
れ
だ
け
訓
練
さ
れ
て
い
る
か
、
自

主
防
災
組
織
が
ど
れ
だ
け
組
織
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
、
社
会
の
状
態

に
の
み
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
立
派
な
防
災
施

設
が
出
来
た
結
果
、
自
主
防
災
組
織
は
存
在
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し

て
い
な
い
と
い
っ
た
地
域
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
で
し
ょ
う
。
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
防
災
の

あ
り
方
に
疑
問
を
提
起
し
ま
す
。
む
し
ろ
地
域
総
出
で
お
祭
り
を
熱
心
に

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
方
が
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
観
点
か
ら
は
評
価
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
説
明
す
る
と
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
結
局
の
と
こ
ろ
ソ
フ
ト

に
よ
る
対
応
力
や
復
興
力
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
予
防
対
策
、
と
り
わ
け
ハ

ー
ド
に
よ
る
防
災
を
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
国
の
政
治

学
者
フ
ラ
ン
シ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
に
よ
れ
ば
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る

に
は
、
予
防
対
策
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
参
加
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
言
い
ま
す
（
＊
４
）。
す
な
わ
ち
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
ハ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
災
害
リ
ス
ク
を
、
ど
の
程
度
軽
減
す

る
の
か
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
真
剣
に
議
論
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と

で
、
そ
の
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
河
川
堤
防
ひ
と
つ
と
っ
て
み
て
も
、
行
政
か
ら
言
わ
れ
る
が

ま
ま
の
高
さ
や
規
模
で
整
備
が
な
さ
れ
た
場
合
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
す

べ
て
の
関
係
者
が
総
出
で
議
論
を
し
、
破
堤
の
リ
ス
ク
も
踏
ま
え
必
要
と

な
る
対
策
も
含
め
て
検
討
さ
れ
、
堤
防
建
設
が
決
定
さ
れ
た
場
合
と
で
は
、

ど
ち
ら
が
よ
り
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
高
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は

明
ら
か
に
後
者
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、
社
会
の
関

係
性
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
防
災
を
よ
り
内
実

の
伴
っ
た
も
の
に
し
て
く
れ
る
可
能
性
を
秘
め
た
概
念
な
の
で
す
。

小
２
の
息
子
と
の

対
話
か
ら

レ
ジ
リ
エ
ン
ス

と
は
何
か

N
agam

atsu Shing
o

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

│
│
│
地
域
社
会
の「
関
係
性
」に
よ
る
防
災

永
松 

伸
吾

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部 

准
教
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世界の気象災害発生件数
減災について考える基礎資料1
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1980～2011年にかけての、
世界の気象災害発生件数
の推移を、内容別に表した。
地震はここには含まれない。

洪水を筆頭に、
各種の災害が
基本的に
増加傾向にある
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31件
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洪水 暴風雨 干ばつ 異常気温



の
戦
い
ま
で
も
が
、
安
全
な
地
域
社
会
の
守
備
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
な
っ
て
く
る
と
、
す
べ
て
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
予
防
措
置
を
取
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
発
生
し
た

被
害
か
ら
速
や
か
に
回
復
す
る
た
め
の
対
策
を
取
り
、
い
か
な
る
危
機
や

災
害
に
お
い
て
も
地
域
社
会
の
機
能
を
継
続
す
る
と
い
う
考
え
方
が
生
ま

れ
て
き
ま
し
た
。現
在
米
国
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
言
え
ば
、

主
に
こ
う
い
っ
た
意
味
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
我
が
国
で
も
、
東
日
本
大
震
災
は
そ
の
発
生
直
後
か
ら
「
想
定
外
」
と

形
容
さ
れ
ま
し
た
。
科
学
的
に
被
害
を
予
測
し
、
技
術
的
に
予
防
す
る
と

い
う
従
来
の
「
防
災
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
深
刻
な
限
界
が
露
呈
し
た
わ
け

で
す
。
し
か
も
こ
の
災
害
で
は
世
界
最
悪
レ
ベ
ル
の
原
発
事
故
と
い
う
、

こ
れ
も
ま
た
十
分
に
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
事
態
が
現
実
の
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
い
う
発
想
が
、
今
後
の
我
が
国
で
も
重
要

に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
は
い
っ
た
い
何
に
よ
っ

て
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
米
国
の

政
治
学
者
ダ
ニ
エ
ル
・
ア
ル
ド
リ
ッ

チ
は
そ
の
著
書
の
中
で
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
高
い
地
域
ほ
ど
、
被
災
か
ら
の
復
興
が
早
い
と
い
う

こ
と
を
実
証
し
て
い
ま
す（
＊
１
）。ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
は「
社

会
関
係
資
本
」
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
人
的
な
つ
な
が
り
や
信
頼
な
ど
を
表

す
概
念
で
す
。
ア
ル
ド
リ
ッ
チ
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
社
会
関
係
が
強
い

地
域
ほ
ど
、
人
口
の
回
復
が
早
か
っ
た
り
、
外
部
か
ら
の
救
援
を
受
け
や

す
か
っ
た
り
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
同
じ
く
米
国
の
経
済
学
者
チ
ェ
ム
リ
ー
・
ラ
イ
ト
は
、
ハ
リ
ケ

ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
で
被
災
し
た
ベ
ト
ナ
ム
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
人
口
回

復
が
著
し
く
早
か
っ
た
点
に
注
目
し
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
教
会
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
な
り
、
様
々
な
利
害
関
係
者
を
結
び
つ
け
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
ま
す
（
＊
２
）。
い
ず
れ
の
指
摘
も
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の

大
き
な
構
成
要
素
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
人
々
や
団
体
の

﹅ 関 

﹅ 係 

﹅ 性
に
あ

る
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
ま
す
（
＊
３
）。

　
関
係
性
に
着
目
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
防
災
に
と
っ
て
革
命
的
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
が
、
ど
こ
に
ど
う
い

っ
た
防
災
施
設
が
建
設
さ
れ
て
い
る
か
と
か
、
ど
れ
だ
け
そ
の
建
物
が
頑

「
知
ら
な
い
人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ

て
も
、つ
い
て
い
か
な
い
よ
う
に
ね
」

　
ど
う
い
う
文
脈
か
は
忘
れ
ま
し
た

が
、
小
２
の
息
子
に
そ
ん
な
話
を
し

ま
し
た
。
犯
罪
や
事
件
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
、
身
を
守
る
た
め
の
心
得
と
し
て
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

「
知
っ
て
る
人
だ
っ
た
ら
い
い
の
？
」

「
う
ん
、
お
友
達
の
お
父
さ
ん
と
か
、
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
の
人
と
か
、
父

さ
ん
も
よ
く
知
っ
て
い
る
人
な
ら
大
丈
夫
だ
よ
」

「
で
も
、
父
さ
ん
が
知
っ
て
て
、
俺
が
知
ら
な
い
人
も
い
る
よ
ね
。
ど
う

す
る
の
？
　
俺
わ
か
ら
な
い
よ
？
」

　
こ
う
言
わ
れ
て
、
一
瞬
言
葉
に
詰
ま
り
ま
し
た
。
信
用
す
る
な
と
い
う

の
は
簡
単
な
の
で
す
が
、
私
は
次
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。

「
だ
か
ら
、
周
り
の
人
に
は
必
ず
あ
い
さ
つ
を
し
な
さ
い
。
父
さ
ん
の
知

り
合
い
や
友
達
に
も
そ
う
し
な
さ
い
。
そ
う
や
っ
て
い
ろ
ん
な
人
と
普
段

か
ら
あ
い
さ
つ
し
て
、
そ
れ
で
も
知
ら
な
い
人
だ
っ
た
ら
、
そ
の
人
は
あ

ま
り
信
用
し
な
い
方
が
い
い
と
思
う
」

　
息
子
は
な
る
ほ
ど
と
い
う
顔
で
「
う
ん
、
わ
か
っ
た
」
と
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
場
の
思
い
つ
き
で
し
た
が
、
今
思
っ
て
も
、
あ
な
が
ち
悪

い
答
え
で
は
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て
い
か

な
い
」
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
顔
見
知
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
増
や
す
こ

と
の
方
が
、
彼
を
危
険
か
ら
守
る
た
め
に
は
本
質
的
に
重
要
だ
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。

　
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
最

近
こ
の
よ
う
に
「
社
会
の
関
係
性
」

か
ら
防
災
や
安
全
の
問
題
を
考
え
る

ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
欧
米
を
中
心
に
盛

ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
言
わ
れ
る
概
念
に
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
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＊
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レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、
生
物
学
や
心
理
学
で
も
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
用

語
で
あ
り
、
分
野
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
解
釈
が
異
な
る
よ
う
で
す
。
そ
れ

ゆ
え
に
学
問
的
に
洗
練
さ
れ
た
議
論
は
多
く
な
い
の
で
す
が
、
逆
に
言
え

ば
非
常
に
懐
の
広
い
用
語
で
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
多
く
の
研
究
者
や
実

務
家
の
関
心
を
引
き
つ
け
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
本
稿
の
関
心
は
、
災
害
や
危
機
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
に
つ
い
て
で
す
。こ
の
場
合
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と
は
、一
般
的
に「
災

害
や
危
機
に
直
面
し
た
社
会
が
元
に
戻
る
（bouncing back

）
能
力
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
を
経
験
し
て
そ
の
後
衰
退
す
る
地
域
や
、

回
復
に
著
し
く
時
間
の
か
か
る
地
域
も
あ
れ
ば
、
他
方
で
速
や
か
に
元
に

戻
る
地
域
も
あ
り
、
こ
れ
ら
は
何
が
違
う
の
か
と
い
う
の
が
、
こ
の
概
念

の
元
々
の
関
心
に
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
１
９
９
５
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
火
災
を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
食
い
止
め
た
真
野
地
区
や
、
住
民
主

導
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
で
有
名
に
な
っ
た
松
本
地
区
の
よ
う
な
事
例
が
あ

り
ま
す
。
米
国
で
も
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
カ
ト
リ
ー
ナ
に
よ
る
激
甚
な
被
害

を
受
け
た
ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
市
の
中
に
、
非
常
に
人
口
の
回
復
の
早
か

っ
た
地
域
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
に

対
す
る
問
題
意
識
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
関
心
の
高
ま
り
は
、
地
域
社
会
が
直
面
す
る
リ
ス
ク
や
ハ
ザ

ー
ド
が
多
様
化
し
、
ま
た
複
雑
化
し
た
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ラ
の
急
速
な
発
達
と
、
都
市
の
生
活
が
そ
れ
ら
に
依
存
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、
災
害
の
リ
ス
ク
は
急
速
に
複
雑
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
従
っ
て
こ
れ
ら
を
事
前
に
予
測
し
、
そ
れ
ら
の
発
生
を
技
術

的
に
食
い
止
め
る
と
い
う
発
想
だ
け
で
は
限
界
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
、
米
国
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
２
０
０
１
年
の
９
・

11
テ
ロ
の
経
験
で
す
。
そ
れ
以
降
、
テ
ロ
リ
ス
ト
と
い
う
見
え
な
い
敵
と
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強
か
、
ど
れ
だ
け
備
蓄
が
あ
る
か
、
ど
れ
だ
け
訓
練
さ
れ
て
い
る
か
、
自

主
防
災
組
織
が
ど
れ
だ
け
組
織
さ
れ
て
い
る
か
と
い
っ
た
、
社
会
の
状
態

に
の
み
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
立
派
な
防
災
施

設
が
出
来
た
結
果
、
自
主
防
災
組
織
は
存
在
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど
機
能
し

て
い
な
い
と
い
っ
た
地
域
も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
で
し
ょ
う
。
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
防
災
の

あ
り
方
に
疑
問
を
提
起
し
ま
す
。
む
し
ろ
地
域
総
出
で
お
祭
り
を
熱
心
に

や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
方
が
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
観
点
か
ら
は
評
価
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
説
明
す
る
と
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
結
局
の
と
こ
ろ
ソ
フ
ト

に
よ
る
対
応
力
や
復
興
力
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
予
防
対
策
、
と
り
わ
け
ハ

ー
ド
に
よ
る
防
災
を
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
米
国
の
政
治

学
者
フ
ラ
ン
シ
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
に
よ
れ
ば
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る

に
は
、
予
防
対
策
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
が
参
加
す
る
こ
と
が
大
事
だ

と
言
い
ま
す
（
＊
４
）。
す
な
わ
ち
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
ハ
ー
ド
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
災
害
リ
ス
ク
を
、
ど
の
程
度
軽
減
す

る
の
か
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
真
剣
に
議
論
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と

で
、
そ
の
地
域
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
高
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、
河
川
堤
防
ひ
と
つ
と
っ
て
み
て
も
、
行
政
か
ら
言
わ
れ
る
が

ま
ま
の
高
さ
や
規
模
で
整
備
が
な
さ
れ
た
場
合
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
す

べ
て
の
関
係
者
が
総
出
で
議
論
を
し
、
破
堤
の
リ
ス
ク
も
踏
ま
え
必
要
と

な
る
対
策
も
含
め
て
検
討
さ
れ
、
堤
防
建
設
が
決
定
さ
れ
た
場
合
と
で
は
、

ど
ち
ら
が
よ
り
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
が
高
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は

明
ら
か
に
後
者
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
、
社
会
の
関

係
性
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
防
災
を
よ
り
内
実

の
伴
っ
た
も
の
に
し
て
く
れ
る
可
能
性
を
秘
め
た
概
念
な
の
で
す
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を

高
め
る
に
は

Lectures on Disaster Risk Reduction Vol. 2

世界の自然災害とその被害程度

年を追うごとに、
災害の激しさが
増している。

2,100億ドル

160億ドル

120億ドル

1,250億ドル

650億ドル

80億ドル 430億ドル

東日本大震災

カンタベリー地震

イズミット地震

ハリケーン・カトリーナ

ハリケーン・サンディ

ハイチ地震 タイ洪水

参考資料：「レジリエントシティへの挑戦 災害に強くしなやかなインフラの構築に向けて」（PwCによる報告書、2013年）

過去10年間の世界の大規模自
然災害とその経済的被害を表し
た。災害自体の激しさも増し、起こ
る頻度も高くなる傾向にある。

減災について考える基礎資料2

アメリカ合衆国
ハリケーン・サンディ

2012年10月

2012
アメリカ合衆国
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2005年8月
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2010年1月

2010
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東日本大震災
2011年3月

2011
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2011年2月
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審
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馬
場
正
尊
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建
築
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O
pen A
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表
、東
北
芸
術
工
科
大
学
准

教
授
）、島
原
万
丈
氏（
株
式
会
社
ネ
ク
ス

ト
／H

O
M

E
’S

総
研
所
長
）、
加
茂
紀
和

子
氏（
建
築
家
／
み
か
ん
ぐ
み
、Ｉ
Ｃ
Ｓ
カ

レ
ッ
ジ
オ
ブ
ア
ー
ツ
特
任
教
授
）、木
全
吉

彦（
大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究

所
所
長
） 阪

ガ
ス
実
験
集
合
住
宅
「
Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」
で
は
、
１
９
９

４
年
に
居
住
実
験
を
開
始
し
、
当
初

か
ら
環
境
と
の
共
生
を
テ
ー
マ
に
、

ス
ケ
ル
ト
ン
イ
ン
フ
ィ
ル
方
式
な
ど

の
建
築
シ
ス
テ
ム
や
自
然
生
態
系
の

復
元
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
実
験
を
弊
社
社
員
家
族
が
実
際

に
住
み
な
が
ら
検
証
す
る
形
で
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
１
３
年
度
に
開
始
し
た
第
４

フ
ェ
ー
ズ
居
住
実
験
に
お
い
て
は
、

４
０
４
住
戸
と
５
０
１
住
戸
の
改
修

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
次
世
代
の

居
住
の
あ
り
方
を
改
め
て
問
う
た
め
、

設
計
を
共
同
で
検
討
し
て
い
た
だ
け

る
住
宅
供
給
企
業
パ
ー
ト
ナ
ー
を
選

ぶ
「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
設
計
パ
ー
ト
ナ

ー
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
対
象
住
戸
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
課
題
を
設
定
し
、

よ
り
リ
ア
ル
で
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
酌

み
取
っ
た
実
験
住
宅
を
実
現
す
る
た

め
の
提
案
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
審
査
委
員
（
＊
）
に
よ
る
選
考
の

結
果
、
４
０
４
住
戸
は
大
京
・
岩
村

ア
ト
リ
エ
グ
ル
ー
プ
案
、
５
０
１
住

戸
は
近
鉄
不
動
産
・
ア
ト
リ
エ
オ
ズ

ミ
ィ
グ
ル
ー
プ
案
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
提
案
を
元
に
設
計
、

工
事
が
進
め
ら
れ
、
10
月
か
ら
公
開

見
学
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
住
戸
と
な
り
、
完
成
し
た

か
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大

NEXT21外観

これまで、多くの集合住宅の基本
モデルは家族を対象にしてつくら
れてきました。しかし、今後もそれは
続くのでしょうか。今後、私たちは誰
と一緒に、どのように住むのか。住ま
い方はさらに多様化しようとしてい
ます。誰かと住む。それは家族かも
しれませんが、家族ではないかもし
れません。例えば、誰かと何か（空
間、時間、行為etc.）をシェアしたり。
こうした提案によって生まれる次の
時代の住まいの形や可能性を

「501住戸」では求めました。

ワーキングシングルの増加を背景
に、60代を中心とした世帯では「1.5
世帯」（夫婦＋単身の子）が増加し
ています。戸建住宅においては、幅
広い世帯構成に合わせた住まいが
つくられ始めていますが、集合住宅
の基本モデルは限定された世帯（1
世帯）に向けてつくられているのが
現状です。そこで、501住戸では50
～60代の夫婦を中心軸に、1.5世
帯に向けた新しい集合住宅のカタ
チを提案しました。共に暮らす「誰
か」（＝プラスワン）が変化しても、お
互いの生活を尊重し、住み続けら
れる。時の流れと共に変化する「家
族の在り方」。そんな流れに沿って
住み続けられる、変わらない家がコ
ンセプトです。基本は60代夫婦＋子
（単身）の想定ですが、夫婦とその
母など、共に暮らす「誰か」が変化
しても住み続けられる住まいです。
また、プラスワンルームを賃貸にする
等の使い方も可能です。

課題設定

企業からの提案

7年後の2020年頃、家族はどのよう
な姿をしているのでしょうか。今より
個々の独立性を求めるのか、逆に
つながりを求めるようになるのか。
独り暮らしが増えて住居の個人化
は進むのか、それとも誰かと一緒に
住む方法を模索するのか。高齢化
や少子化は、家族や家にどのような
影響を及ぼすのか。未来の家族の
ひとつのあり姿を想定し、彼ら、彼
女らが住まう理想的な家を「404住
戸」では求めました。

これまで私たちは、一般的な家族
を対象にしたファミリータイプ・
DINKSタイプといった住宅を主流
として供給してきました。しかし家族
の世帯構造は時代とともに少しず
つ変化してきています。少子高齢
化の進行や離婚率の増加などに
伴い、単身世帯や2人世帯といっ
た小規模な世帯が増加する一方、
経済的また日常生活の面でも、そ
れらの世帯が単独では暮らしにくく
なっており、この傾向は今後もより
顕著になると考えられます。そこで

「1つの世帯に1つの住まい」ではな
く、少人数の世帯同士が集まり、お
互いにサポートしながらも、各々が
自立しいきいきと永く暮らせる新し
い住まいのカタチをつくろうと考えま
した。「祖母、母、私、娘」の4つの世
代、4人の女性が、それぞれ自立し
た個人として、同時にお互いを支え
合い、世代間を継ぐ住まい。それが
私たちの提案する「4G HOUSE」
です。

課題設定

企業からの提案
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大
阪
ガ
ス
実
験
集
合
住
宅

「
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
」で
、

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
共
同
設
計
し
た

改
修
住
戸
の
公
開
見
学
会
が
開
か
れ
ま
す
。

住戸404 501住戸 『4G HOUSE』 『プラスワンの家』株式会社大京・
株式会社岩村アトリエ

近鉄不動産株式会社・
株式会社アトリエオズミィ

「誰か」が変化しても
住み続けられる家

NEXT21NEXT21

４つの世代、
４人の女性が暮らす

住まい

Generation

Girls

お世話をするお世話をする

刺激を与える

面倒を見る

面倒を見る

4人で
2軒は
非効率

戸建の
二世帯は
大きすぎる

ゆるやかに
繋がれる
間取りが
ほしい

孤立せず周辺との
コミュニケーションを

とりたい

自立した
生活も
ほしい

家族の
成長を
見守りたい

浴室
洗面脱衣室

みんなの部屋

パントリー

トイレ

玄関

4G’sウォール

ひとりの部屋

ダイニングキッチン

スタディコーナー

祖母の部屋

井戸端コーナー

母の部屋

私と娘の部屋

私 母娘 祖母

N
ew

s

お
知
ら
せ

N
E
X
T
21
に「
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
提
案
の
新
住
戸
」が
10
月
公
開
予
定
！ 夫婦55歳 +娘25歳夫婦60歳 +祖母80歳

プラスワン

※掲載の間取りは提案時のもので、竣工時とは異なります。

※課題設定、企業からの提案は、概要・要旨です。
※見学会の予約申し込み方法は、大阪ガスホームページで8月頃ご案内予定です。

※掲載の間取りは提案時のもので、竣工時とは異なります。

洗面室

バルコニー リビング
ダイニング
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洗面室
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バルコニー
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玄関

収
納
収
納

エントランス

プラスワン



生活者視点で作った『エネルギー読本』を発行しました。

　今回の特集では「海の恵み」を取り
上げました。
　ユーラシア大陸の東の沖に、南北
3000㎞にわたって大小7000近い島々が
連なる島国日本は、1万5000以上の山

（日本山岳会HPより）が国土の3分の2
をおおう山の国。そして豊富な降水が
森林や田畑を潤し、河川・地下水を保
持する水の国です。
　山から流れ出る川は2万本超（一級
＋二級：平成25年国土交通省統計）。
途中、窒素やリンなどの栄養塩を取り込
んで海へ注ぎ、食物連鎖の起点となる
植物プランクトンを養います。さらに列島
を包むように流れる黒潮、親潮などの海
流や、緑の小島を浮かべる内海が豊富
で多様な水産資源を形成しています。
　山と海、その間をつなぐ川によって作
り上げられたのが日本。その自然の恵み
を享けて育まれたのが日本人の暮らしと
言えるのではないでしょうか。山紫水明、
白砂青松の美しい風景は、幕末、鎖国
が解かれて初めて日本を訪れた欧米人
の目を大いに楽しませたことでしょう。

Message from CEL

Kimata Yoshihiko

CELからのメッセージ

海とともに生きる

木全 吉彦
大阪ガス㈱
エネルギー・文化研究所 
所長

CELからのお知らせ
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　しかし、時代が下って狭い国土に多
くの人間が住み、活発な経済活動によ
って生活水準が上がるにつれ、その基
盤は脆弱になっています。経済のグロー
バル化によって辛うじて需給バランスは
保たれているものの、エネルギー自給率
4％、食料自給率40％という現状は決し
て放置できるものではありません。
　世界6位の広さを誇る日本の海（排
他的経済水域）は、水産物の供給源
としてのみならず、洋上風力や潮汐力、
海水温度差発電などのエネルギー資源、
熱水鉱床などの鉱物資源、海浜リゾート、
クルーズなどの観光資源と、多面的に
利用できる純国産資源です。
　レジャーが多様化するなか、海水浴
や釣りを楽しむ人が減り、子どもたちが
魚を食べなくなるなど、最近、「海が遠
くなった」という話をよく聞きますが、1年
で最も海が近くなるこの季節、生命を生
み、育む「海」に思いをはせたいものです。

「私の耳は貝のから　
海の響をなつかしむ」

（ジャン・コクトー『耳』堀口大學訳）

　本誌101～106号に連載した
「エネルギー講座」全10講を1
冊にまとめた『エネルギー読
本』を発行しました。
　生活者視点で、家庭でのエ
ネルギーの使われ方や省エネ
ルギー、住まいとエネルギーに
ついて解説、さらに電気や都
市ガスの供給システムや制度
の紹介等、読者の皆様にこれ
からの暮らしとエネルギーにつ

いて考えていただく構成となっ
ています。
　また、この『エネルギー読本』
に出てくる用語の解説を収録し
た『暮らしとエネルギー用語集』
を合わせて発行しました。
　いずれも、大阪ガス㈱エネル
ギー・文化研究所のウェブサイ
トから、ダウンロードしていただけ
ます。冊子をご希望の方は、下
記URLからお申し込みください。

暮らしとエネルギー
用語集

Volume 107 July 2014
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エネルギー読本

う

さん し すい

はくしやせいしよう

めい

火
で
ま
つ
る
夏

文

井
戸
理
恵
子

い
ど・り
え
こ
／
民
俗
情
報
工
学
研
究
家
。１
９
６
４
年
、北

海
道
生
ま
れ
。多
摩
美
術
大
学
非
常
勤
講
師
。節
句
の
会

「
ア
エ
ノ
コ
ト
：
節
供
の
饗
応
」を
は
じ
め
、伝
統
儀
礼
や
風

習
の
意
味
を
民
俗
学
的
に
解
明
し
今
に
具
現
化
す
る
提
案

を
行
う
。著
書
に『
暦・し
き
た
り・ア
エ
ノ
コ
ト

　日
本
人

が
大
切
に
し
た
い
う
つ
く
し
い
暮
ら
し
』な
ど
。

　
火
山
大
国
・
日
本
に
は
、
火
を
噴
く
山
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
眠
っ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
火
の
山
が
噴
火
し
、
真
っ
赤
に
燃
え
た
ぎ
る
マ
グ
マ

を
泉
の
よ
う
に
噴
き
上
げ
て
み
せ
る
と
き
。
荒
ぶ
る
自
然
の
姿
に
恐
れ

を
感
じ
る
と
と
も
に
、
ど
こ
か
浮
き
立
つ
よ
う
な
気
持
ち
で
思
い
出
さ

れ
る
光
景
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
、
闇
夜
を
照
ら
す
、
夏
の
火
祭

り
の
眺
め
で
す
。

　
山
の
斜
面
に
組
ん
だ
松
の
割
木
に
点
火
し
て
文
字
を
浮
き
出
さ
せ
る

京
都
の
五
山
送
り
火
は
、
そ
の
名
の
通
り
祖
霊
を
送
る
伝
統
行
事
と
し

て
広
く
知
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
送
り
火
の
風
習
は
迎
え
火
が
発

展
し
た
も
の
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ

の
世
か
ら
は
炎
の
光
で
し
か
こ
の
世
が
見

え
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
時
に

あ
の
く
ら
い
大
が
か
り
な
演
出
が
必
要
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
日
本
の
夏
祭
り
に
は
、
こ
の
よ
う
に
祖

霊
と
し
て
の
神
を
「
火
で
迎
え
、
火
で
送

る
」
も
の
が
多
い
の
で
す
。
同
じ
く
京
都

で
始
ま
り
、

や
く厄
ば
ら祓

い
を
目
的
と
す
る
夏
祭

り
の
原
型
に
な
っ
た
祇
園
祭
も
、
そ
の
例

に
連
な
る
で
し
ょ
う
。
祭
り
の
前
後
で
神
輿
を
洗
っ
た
り
仕
舞
っ
た
り

す
る
と
き
に
か
ざ
す

お
お大
た
い松
ま
つ明

や
、
前
夜
祭
の
宵
山
で

や
ま山
ぼ
こ鉾

を
照
ら
す
大

量
の
提
灯
、
家
の
軒
下
に
吊
る
さ
れ

か
そ
け幽

き
光
を
放
つ
神
灯
な
ど
が
、

夜
の
町
を
情
熱
的
に
盛
り
立
て
ま
す
。

　
夏
祭
り
と
火
が
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
、
こ
の
季
節

の
気
候
が
病
を
呼
び
寄
せ
や
す
い
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
病
の
要
因
に

な
る
不
浄
と
湿
度
を
「

し
つ湿
じ
や邪

」
と
呼
ん
で
忌
み
嫌
い
、
こ
れ
を
遠
ざ
け

祓
う
た
め
に
は
、
火
が
必
要
不
可
欠
だ
っ
た
の
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
も
の

を
清
め
、
浄
化
し
、
乾
燥
を
促
し
て
く
れ
る
火
が
。

祇
園
祭
で
配
ら
れ
る
、

ち
が
や茅

で
つ
く
ら
れ
た

ち
ま
き粽

の
か
た
ち
の
三
角
形

と
護
符
の
赤
い
色
は
、ま
さ
に
火
を
象
徴
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。そ
し
て
、

そ
の
護
符
に
記
さ
れ
る
「

そ蘇
み
ん民
し
よ
う将
ら
い来

」
の
名
は
、
祭
り
の
由
来
と
深

い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

ご牛
ず頭

天
王
（
ス
サ
ノ
ヲ
）
が
、
旅
の
途
中
、

疫
病
神
の
姿
で
現
れ
て
宿

　
こ
い
ね
が

を
希
っ
た
と
こ
ろ
、
蘇
民
将
来
が
快
く
受
け

入
れ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
都
を
襲
う
災
厄
を
避
け
る
に
は
「
蘇

民
将
来
之
子
孫
也
」
と
書
い
た
茅
の
護
符
を
門
に
貼
れ
ば
よ
い
、
と
告

げ
た
こ
と
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
以
来
、
蘇
民
将
来
は

厄
病
除
け
の
守
護
神
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
や
全
国
津
々
浦
々
で
開
か
れ
る
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
・
花
火
大
会

の
発
端
も
ま
た
、
江
戸
時
代
に

は流
や行

っ
た
疫
病
や
飢
饉
の
死
者
供
養
と

未
来
の
厄
災
除
け
を
願
う
た
め
に
あ
り
ま
し
た
。
今
の
よ
う
な
納
涼
の

楽
し
み
だ
け
で
な
く
、
本
来
は
死
霊
を
慰
め
、
悪
霊
を
鎮
め
る
「
火
祭

り
」
と
し
て
の
意
味
が
色
濃
く
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
七
夕
を
は
じ
め
、
花
火
、
中
元
、

う盂
ら蘭
ぼ
ん盆
え会

の
迎
え
火

や
送
り
火…

…

と
、
こ
の
世
の
人
と
あ
の
世
の
人
の
饗
宴
、
夏
の
供
養

の
祭
り
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

火
を
象
徴
す
る
と
い
わ

れ
る
三
角
形
の
粽
に
蘇

民
将
来
の
名
を
記
す
護

符
が
つ
い
た
、
八
坂
神

社
の
粽
。
軒
下
に
飾
る
。

写
真
／
Ｐ
Ｉ
Ｘ
Ｔ
Ａ

第
一
回

日
の
国

ニ
�
ポ
ン
の

理
こ
と
わ
り
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